
3
8
3
号

一
般
社
団
法
人 

日
本
私
立
大
学
連
盟

特
集 

大
学
は
自
然
災
害
と
ど
う
向
き
合
う
か

ISSN 0288-1748　2018（平成30）年11月20日発行

U N I V E R S I T Y   C U R R E N T   R E V I E W

2018年4月グランドオープンの新教室棟「慶
きょう

聞
もん

館
かん

」（中央）（大谷大学）

No.383

2018

隔月刊

11

特集　大学は自然災害とどう向き合うか
座談会　�地方自治体と大学の就職に関する協定締結による�

地域活性化への期待
小特集　�魅力ある大学院をどうつくるか
明日への試み　跡見学園女子大学　わが大学史の一場面　芝浦工業大学
加盟校の幸福度ランキングアップ
　上智学院／共立女子学園／創価大学
クローズアップ・インタビュー　株式会社�石村萬盛堂 専務　石村 一枝さん



Thesaurus Un
iversitatis



だいがくのたから

『
志し

無ん

也や

久く

世ぜ

無ん

志し

與よ

』
│
日
本
語
で
最
初
に
刊
行
さ
れ
た
新
約
聖
書
全
訳

　
『
志し

無ん

也や

久く

世ぜ

無ん

志し

與よ

』
は
、
米
国･

バ
プ
テ
ス
ト
の
宣
教
師
ネ
イ
サ
ン･

ブ
ラ
ウ
ン
（
１
８
０
７
〜

１
８
８
６
）
に
よ
っ
て
、
日
本
語
で
最
初
に
刊
行
さ
れ
た
新
約
聖
書
全
訳
で
あ
る
。
関
東
学
院
大
学
の
図

書
館
が
長
年
収
集
し
て
き
た
古
今
東
西
の
聖
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
１
冊
だ
。

　

ブ
ラ
ウ
ン
は
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
神
学
大
学
院
で
宣
教
師
に
な
る
た
め
の
準
備
教
育
を
受
け
た
後
、
ま
ず

１
８
３
３
年
に
ビ
ル
マ
に
派
遣
さ
れ
、
１
８
３
５
年
に
は
イ
ン
ド
北
東
部
の
ア
ッ
サ
ム
で
も
宣
教
に
取
り

組
む
。

　

そ
の
後
、
日
本
で
の
宣
教
を
志
願
し
た
ブ
ラ
ウ
ン
は
、
１
８
７
３
年
に
来
日
。
65
歳
の
高
齢
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
横
浜
で
活
発
に
活
動
す
る
。
横
浜
で
は
ヘ
ボ
ン
ら
に
よ
る
聖
書
翻
訳
委
員
会
が
結
成
さ
れ
て
い

て
、
ブ
ラ
ウ
ン
も
こ
の
活
動
に
参
加
す
る
も
の
の
、
訳
語
や
翻
訳
の
方
針
が
一
致
せ
ず
、
独
自
の
聖
書
翻

訳
に
没
頭
。
自
宅
に
印
刷
所
を
設
け
、「
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音
書
」「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
」
な
ど
を
発

刊
し
た
。
こ
れ
ら
の
積
み
重
ね
も
あ
っ
て
、
１
８
７
９
年
８
月
に
新
訳
聖
書
の
全
訳
を
完
成
さ
せ
、
世
に

送
り
出
し
た
。

　

ブ
ラ
ウ
ン
が
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、
英
語
訳
聖
書
で
は
な
く
、
新
約
聖
書
の
原
典
で
あ
る
ギ
リ
シ
ャ
語
聖

書
を
翻
訳
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
来
の
意
味
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
と
、
一
般
の
人
々
に
読
み
や
す
い
平
易

な
日
本
語
に
訳
出
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

関
東
学
院
の
第
一
の
源
流
で
あ
る
横
浜
バ
プ
テ
ス
ト
神
学
校
は
、
１
８
８
４
年
10
月
の
創
立
。
同
年
４

月
に
ブ
ラ
ウ
ン
宅
で
開
か
れ
た
米
国･

バ
プ
テ
ス
ト･

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
会
議
で
、
彼
を
父
の
よ
う
に
敬
愛

し
た
ア
ル
バ
ー
ト･

Ａ･

ベ
ン
ネ
ッ
ト
（
横
浜
バ
プ
テ
ス
ト
神
学
校
初
代
校
長
）
が
神
学
校
設
立
を
提
案

し
、
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。
ブ
ラ
ウ
ン
自
身
は
新
約
聖
書
の
さ
ら
な
る
改
訳
と
横
浜
第
一
浸
礼
教
会

（
現
在
の
日
本
バ
プ
テ
ス
ト
横
浜
教
会
）
の
初
代
牧
師
と
し
て
宣
教
活
動
に
専
念
す
る
た
め
、
教
育
に
直
接

は
携
わ
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
宣
教
師
の
代
表
と
し
て
学
校
の
設
立
と
継
続
を
支
援
し
た
と
い
う
。

　

現
在
、
横
浜
山
手
の
外
国
人
墓
地
に
あ
る
彼
の
墓
碑
に
は
「
神
よ
、
日
本
人
を
祝
し
た
ま
え
（G

od 
bless the Japanese

）」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

関東学院大学
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だ
い
が
く
の
た
か
ら 

関
東
学
院
大
学

表
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大
学
点
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大
谷
大
学

巻
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Ｂ
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Ｒ
ｅ
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ｌ 

寄
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そ
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木
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康
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方 

Oussouby SACKO

10

座
談
会  

地
方
自
治
体
と
大
学
の
就
職
に
関
す
る
協
定
締
結
に
よ
る
地
域
活
性
化
へ
の
期
待 

 

佐
々
木
宏
／
水
島
久
光
／
清
水
克
弥
／
青
木　
隆
／（
司
会
）
音　
好
宏

16

特
集
　
大
学
は
自
然
災
害
と
ど
う
向
き
合
う
か 

32

大
学
は
自
然
災
害
と
ど
う
向
き
合
う
か
―
関
西
大
学
の
取
り
組
み
の
紹
介
を
兼
ね
て

― 

安
部
誠
治

34

西
日
本
豪
雨
災
害
へ
の
対
応
に
つ
い
て 

本
廣
賢
吾

42

自
然
災
害
へ
の
備
え
～
平
成
28
年
（
２
０
１
６
年
）
熊
本
地
震
の
教
訓
～ 

井
上
博
司

46

大
学
生
機
能
別
消
防
団
結
成
を
人
材
育
成
へ 

白
幡　
晶

52

地
域・

行
政・
大
学・
大
学
病
院
に
よ
る
合
同
防
災
訓
練
―
現
状
と
課
題

― 

菊
地
光
男

58

自
然
災
害
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
―
相
互
連
携
に
よ
る
防
災
活
動
で
学
生
の
成
長
を
促
す

― 

八
田
浩
康

66

ず
い
そ
う 

分
岐
点 

貫　
正
義

72

小
特
集
　
魅
力
あ
る
大
学
院
を
ど
う
つ
く
る
か 

74

多
様
性
へ
の
長
期
的
投
資
の
果
実
―
上
智
大
学
大
学
院
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
専
攻 

JAM
ES FARRER

76

社
会
の
た
め
の
科
学
技
術
を
目
指
し
て 

児
玉
耕
太

82

現
代
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
日
本
文
化
の
融
合 

濱
田
勝
宏

86

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ・

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
育
成
へ
―
創
造
的
思
考
力
の
社
会
化
に
チ
ャ
レ
ン
ジ 

長
澤
忠
徳

88
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知
ら
れ
て
い
な
い
消
費
税
―
驚
が
く
の
事
実

― 

岡
原
宏
一

92

『
第
15
回
学
生
生
活
実
態
調
査
』
か
ら
読
み
解
く
現
代
学
生
像 

北
條
英
勝

96

私
の
授
業
実
践
─
教
育
現
場
の
最
前
線
か
ら

も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
伝
え
る 

南
部
紘
一
郎

104

明
日
へ
の
試
み

跡
見
学
園
女
子
大
学
心
理
学
部

公
認
心
理
師
（
国
家
資
格
）
養
成
元
年 

野
島
一
彦

106

わ
が
大
学
史
の
一
場
面
─
日
本
の
近
代
化
と
大
学
の
歴
史

創
立
１
０
０
周
年
に
向
け
て
～
グ
ロ
ー
バ
ル
化
展
開
へ
の
礎
～・

芝
浦
工
業
大
学 

早
乙
女
徹

110

加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ
《
保
育
所
（
託
児
室
）
編
》

事
業
所
内
保
育
所
（
託
児
室
）
の
ご
紹
介・

上
智
学
院 

土
持
和
久

116

託
児
所
の
設
置
と
子
育
て
支
援・

共
立
女
子
学
園 

川
久
保
清

118

ワ
ー
ク・

ラ
イ
フ・

バ
ラ
ン
ス
の
実
現
を
目
指
し
て・

創
価
大
学 

島
田　
勉

120

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ・

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

株
式
会
社 

石
村
萬
盛
堂
　
専
務
　
石
村
一
枝
さ
ん
に
聞
く 

（
聞
き
手
）
脇
浜
紀
子

122

新
会
員
代
表
者
紹
介

名
古
屋
学
院
大
学

130

執
筆
者・

出
席
者
の
ご
紹
介・

131
　
　
連
盟
ニ
ュ
ー
ス・
133
　
　
編
集
後
記・

134�

〈
カ
ッ
ト
〉
熊
谷
有
子



　2018年４月にグランドオープンした新教室棟「慶
聞館」は、誰にとっても使いやすい「ユニバーサル
デザイン」を念頭に、館内各所に自然エネルギーを
活用するなど、環境や省エネに配慮しています。
　１階中央部には、学生ロビー「ミナイール ・ プ 
ラザ」を配置し、学生のさまざまな学びや活動をサ
ポートする多目的スペースとして利用できます。 
その周囲には、学生支援部事務室（学生支援課 ・ 教
務課 ・ キャリアセンター）をはじめ、学習支援室

（ LEARNING SQUARE ）、 語 学 学 習 支 援 室
（GLOBAL SQUARE）、文藝塾などの学生生活をサ
ポートするセンターやカフェを設置しています。ま
た、２～５階には、ガラス張りの明るく開放的な教
室が並び、情報系教室や教員の個人研究室も配置し
ています。学生が自由に利用できるマルチスペース

（マルチ ・ サブゼミ ・ コモン）なども多数備えてお
り、学びに応じてさまざまな使い分けが可能です。

〈表紙写真〉

2018年４月グランドオープンの新教室棟 
「慶

きょう

聞
もん

館
かん

」（中央）（大谷大学）











　

大
谷
大
学
は
２
０
１
８
年
４
月
に
、
文
学
部
に
加
え
社
会

学
部
、
教
育
学
部
を
新
設
し
、
３
学
部
体
制
が
ス
タ
ー
ト
。

新
体
制
に
合
わ
せ
て
、
大
学
を
象
徴
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ 

「
Ｂ
ｅ 

Ｒ
ｅ
ａ
ｌ 

寄
り
そ
う
知
性
」
を
発
表
し
た
。

　
「
Ｒ
ｅ
ａ
ｌ
」
に
は
、
目
の
前
の
「
現
実
」
と
、
仏
教
で
い

う
「
真
実
」
の
二
つ
の
意
味
を
込
め
、
真
実
を
求
め
な
が
ら

現
実
に
向
き
合
う
姿
勢
を
表
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
寄
り
そ

う
知
性
」。
こ
れ
は
仏
教
の
「
慈
悲
」
を
意
味
す
る
が
、「
Ｂ
ｅ　

Ｒ
ｅ
ａ
ｌ
」
の
学
び
の
先
に
あ
る
〈
真
の
知
性
〉
を
表
す
。

　

学
生
諸
君
に
は
、
あ
る
べ
き
人
間
と
社
会
と
を
創
造
し
て

い
く
人
に
成
長
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

Ｂ
ｅ 

Ｒ
ｅ
ａ
ｌ 

寄
り
そ
う
知
性

木
越 

康
●
大
谷
大
学
学
長
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は
じ
め
に

　

私
が
学
長
に
着
任
し
た
の
は
２
０
１
８
年
４
月
の
こ
と
で

あ
る
。
着
任
以
降
、
他
大
学
の
学
長
と
一
緒
に
出
席
し
て
い

る
会
議
を
通
じ
て
日
本
の
大
学
が
直
面
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
を
知
り
、
ま
た
大
学
変
革
を
求
め
る
文
部
科
学
省
を

は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
の
文
書
に
も
多
く
目
を
通

す
こ
と
に
な
っ
た
。
大
学
経
営
の
観
点
か
ら
見
て
も
、
多
く

の
大
学
と
受
験
産
業
界
が
最
も
気
に
し
て
い
る
の
は
学
生
数

の
確
保
や
卒
業
時
の
就
職
率
の
問
題
で
あ
る
。
い
く
つ
か
の

会
議
に
出
席
す
る
た
び
に
18
歳
人
口
の
減
少
が
話
題
に
上
が

り
、
と
き
に
は
私
だ
け
が
見
当
違
い
を
し
て
い
る
の
か
と
思

わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
む
し
ろ
私
に
と
っ
て
気
に
な
る
の
は
、

数
百
年
後
の
世
界
を
見
据
え
た
と
き
に
、
な
お
大
学
進
学
が

必
要
と
さ
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
社
会
に
お
け
る
大
学
の
役

割
そ
の
も
の
が
変
わ
る
べ
き
な
の
か
と
い
っ
た
こ
と
だ
か
ら

で
あ
る
。

　

日
本
の
大
学
教
育
を
み
る
と
、
知
性
を
重
ん
じ
る
欧
州
の

大
学
を
モ
デ
ル
に
し
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
る
が
、
教
育
の

内
容
と
管
理
に
つ
い
て
の
み
い
え
ば
、
米
国
の
大
学
に
似
通
っ

た
部
分
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
古
代
か
ら
周
辺
文
明
の

影
響
を
受
け
た
日
本
の
教
育
は
、
絶
え
ず
外
国
を
意
識
し
な

が
ら
も
独
自
性
を
育
ん
だ
時
代
も
あ
っ
た
。
身
分
制
度
に
よ

る
教
育
格
差
の
中
で
も
庶
民
を
対
象
と
し
た
寺
子
屋
が
充
実

し
て
い
た
よ
う
に
、
日
本
は
独
自
の
教
育
哲
学
を
形
成
し
、

そ
れ
が
今
日
の
教
育
の
方
向
性
へ
と
結
実
し
て
い
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
明
治
初
期
に
制
定
さ
れ
た
学
制
に
基
づ
い
て
大

学
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
は
、
近
代
国
家
の
建
設
を
目
標
と
し

て
、
国
民
の
教
育
方
針
が
国
家
の
管
理
下
に
置
か
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
以
降
、
社
会
変
動
を
反
映
し
て
教
育
内
容
も
ま

O
ussouby SA

CK
O

●
京
都
精
華
大
学
学
長

数
と
種
類
が
多
様
化
す
る
日
本
の
大
学
の
行
方
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た
変
化
を
続
け
る
と
と
も
に
、
一
方
で
は
個
人
が
教
育
を
受

け
る
権
利
を
保
証
し
つ
つ
も
、
他
方
で
は
知
性
を
重
ん
じ
る

こ
と
が
中
核
に
置
か
れ
て
い
な
い
大
学
も
増
え
て
き
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
国
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
大
学
を
見
渡
し
た
と
き
、

そ
う
し
た
思
い
は
ま
す
ま
す
強
く
な
り
、
次
第
に
大
学
の
あ

り
方
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
が
増
え
て
い
っ
た
。

　

そ
も
そ
も
、
教
育
の
権
利
と
は
よ
く
耳
に
す
る
言
葉
で
は

あ
る
が
、
そ
の
教
育
と
は
何
な
の
か
と
い
う
議
論
は
あ
ま
り

さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
教
育
の
目
的
の
一
つ
は
、

個
々
の
人
材
が
人
間
社
会
の
中
で
生
存
で
き
る
よ
う
に
、
同

時
に
そ
れ
ら
の
人
材
が
社
会
の
一
員
と
し
て
期
待
さ
れ
る
役

割
を
果
た
せ
る
よ
う
に
、
社
会
が
決
定
し
た
体
系
的
な
方
法

で
育
成
す
る
こ
と
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
本
当
の
意
味
で
「
教

育
の
権
利
」
を
保
証
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
ど
う
い
っ
た
教
育

を
受
け
た
い
の
か
を
個
々
が
選
択
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
肝
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
教
育
全
体
の
枠
組
み
は

既
に
社
会
や
国
家
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
教
育
内
容
は
社
会
が
ど
の
よ
う
な
人
材
を

求
め
て
い
る
か
に
応
じ
て
整
備
さ
れ
て
き
た
。
エ
ミ
ー
ル・

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
、『
社
会
学
的
方
法
の
諸
ル
ー
ル
』（
１
８

９
５
）
に
お
い
て
社
会
や
道
徳
を
語
る
中
で
、
子
ど
も
の
教

育
に
も
言
及
し
て
い
る
。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
よ
れ
ば
、
教
育

を
通
じ
て
子
ど
も
は
自
発
的
に
社
会
の
諸
ル
ー
ル
を
学
習
す

る
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
教
育
は
社
会
の
諸
ル
ー
ル
を
子

ど
も
た
ち
に
押
し
つ
け
て
い
る
。
教
育
全
般
に
わ
た
っ
て
、

ど
の
よ
う
に
見
て
、
感
じ
て
、
行
動
す
べ
き
か
が
子
ど
も
た

ち
に
教
え
込
ま
れ
、
人
生
の
最
初
の
瞬
間
か
ら
定
期
的
に
食

べ
る
こ
と
、
飲
む
こ
と
、
眠
る
こ
と
が
強
制
さ
れ
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
人
間
は
社
会
の
中
で

生
き
て
い
く
た
め
の
道
徳
を
身
に
付
け
、
社
会
か
ら
期
待
さ

れ
る
役
割
を
担
お
う
と
す
る

―
と
。

　

教
育
の
権
利
と
選
択
が
社
会
に
お
い
て
広
く
、
か
つ
当
然

の
こ
と
と
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
今
日
、
子
ど
も
が
ど

の
よ
う
に
教
育
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
道
を
歩
む
の
か
を
今
一

度
、
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
。
国
や
社
会
の
限
ら
れ
た
枠
が

意
味
を
失
っ
て
い
く
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
時
代
に
あ
っ
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
フ
レ
ー
ム
化
さ
れ
た
教
育
を
超
え
て
個
々
の
教

育
の
権
利
を
保
障
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

１　
私
の
経
験
か
ら 

　

―
エ
リ
ー
ト
教
育
か
ら
の
脱
出

　

私
は
西
ア
フ
リ
カ
、
元
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
で
あ
る
マ
リ
共
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和
国
（
以
下
、
マ
リ
）
で
生
ま
れ
、
高
校
卒
業
ま
で
の
期
間

を
マ
リ
で
過
ご
し
た
。
マ
リ
の
教
育
課
程
は
フ
ラ
ン
ス
の
影

響
が
大
き
く
、
と
き
に
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
型
の
教
育
と
は

真
逆
の
こ
と
も
あ
る
。
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
型
の
教
育
で
は
、

子
ど
も
は
幼
い
頃
か
ら
行
動
を
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自

主
性
や
感
受
性
を
高
め
る
た
め
に
整
え
ら
れ
た
環
境
で
さ
ま

ざ
ま
な
リ
ソ
ー
ス
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
自
分
自
身

が
進
み
た
い
進
路
を
選
択
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

そ
の
過
程
で
は
、
子
ど
も
と
学
校
教
員
と
の
関
係
、
社
会
と

の
関
係
も
大
人
同
士
の
も
の
と
等
し
く
、
ま
た
幸
福
と
成
功

を
混
同
し
な
い
よ
う
教
え
ら
れ
る
。
一
方
、
私
が
育
っ
た
フ

ラ
ン
ス
型
の
教
育
で
は
、
家
庭
と
同
様
に
学
校
で
も
道
徳
が

教
え
込
ま
れ
、
他
者
と
の
関
係
、
社
会
と
の
関
係
は
教
育
を

通
し
て
身
に
付
け
て
い
く
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

　

私
は
幼
い
頃
か
ら
、
理
系
志
向
で
あ
り
な
が
ら
読
書
が
好

き
で
、
読
む
本
に
も
特
に
系
統
が
な
く
、
そ
れ
こ
そ
手
当
た

り
次
第
で
あ
っ
た
。
学
校
と
家
庭
や
地
域
の
教
育
が
き
わ
め

て
現
実
的
で
、
し
か
も
そ
の
中
で
期
待
さ
れ
た
役
割
が
要
求

さ
れ
る
一
方
で
、
本
の
世
界
は
私
が
唯
一
夢
を
見
ら
れ
る
場

所
だ
っ
た
。
小
説
で
あ
れ
ば
、
推
理
小
説
、
歴
史
小
説
、
ア

フ
リ
カ
文
学
、
哲
学
書
な
ど
。
自
分
で
選
ん
だ
本
が
ほ
と
ん

ど
だ
っ
た
た
め
充
実
感
を
得
る
こ
と
が
多
く
、
本
を
読
め
ば

読
む
ほ
ど
好
奇
心
も
ま
す
ま
す
旺
盛
に
な
っ
て
い
っ
た
。
本

の
世
界
を
現
実
世
界
と
リ
ン
ク
さ
せ
よ
う
と
は
考
え
た
こ
と

も
な
か
っ
た
。
で
き
る
だ
け
現
実
的
な
フ
ラ
ン
ス
型
教
育
か

ら
逃
避
し
、
ル
ー
ル
も
な
く
、
終
わ
り
も
始
ま
り
も
な
い
世

界
と
触
れ
合
う
こ
と
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
学
校
の
教
育
は
、
特
に
発
展
途
上
国
に
お
い
て
は
、

国
の
将
来
を
背
負
う
身
の
ふ
り
方
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
知

識
の
蓄
え
方
や
使
い
方
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
エ
リ
ー
ト
教
育
が

軸
に
な
っ
て
い
た
。
教
育
の
目
的
は
公
的
人
間
の
育
成
、
あ

る
い
は
社
会
性
を
備
え
た
人
間
を
育
て
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

そ
こ
に
は
人
間
が
本
来
持
つ
べ
き
創
造
性
は
な
く
、
人
間
の

身
体
だ
け
で
な
く
精
神
ま
で
が
社
会
に
よ
っ
て
整
え
ら
れ
て

い
く
傾
向
に
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
員
と
し
て
与
え
ら

れ
た
役
割
を
果
た
す
こ
と
の
で
き
る
人
材
に
な
る
た
め
の
職

業
訓
練
の
よ
う
な
教
育
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
教
育
で
は
、
社

会
に
お
け
る
自
分
の
地
位
や
、
社
会
が
想
定
す
る
人
間
像
と

人
間
性
を
自
覚
す
る
た
め
の
通
過
儀
礼
と
し
て
の
側
面
が
主

軸
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

　

今
日
の
日
本
の
義
務
教
育
は
、
こ
の
創
造
性
を
欠
い
た
現

実
的
な
教
育
が
多
く
を
占
め
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
他
方
、
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大
学
で
は
ほ
ど
よ
い
自
由
が
認
め
ら
れ
、
管
理
が
軸
に
あ
り

な
が
ら
も
学
生
の
主
体
性
が
認
め
ら
れ
る
場
所
と
な
っ
て
い

る
。
学
生
は
自
由
時
間
を
多
く
持
ち
、
情
報
を
自
分
で
選
択

し
つ
つ
知
識
を
蓄
え
、
自
由
に
行
動
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
自
由
な
時
間
の
位
置
付
け
は
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
圏
で
異

な
っ
て
い
る
。
先
述
の
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
型
教
育
で
は
、

暗
記
よ
り
も
経
験
に
よ
っ
て
情
報
を
手
に
入
れ
、
そ
の
情
報

を
各
人
で
知
識
化
し
て
い
く
こ
と
が
重
視
さ
れ
る
。
そ
う
し

た
教
育
の
基
礎
と
な
る
の
は
、
ギ
リ
シ
ャ
の
ポ
リ
ス
の
教
育

を
起
源
と
す
る
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
精
神
と
共
通
す
る
も
の

で
あ
る
。
他
方
、
私
が
受
け
て
き
た
エ
リ
ー
ト
教
育
を
基
本

と
す
る
教
育
で
は
、
理
想
的
な
社
会
を
形
成
す
る
た
め
に
一

部
の
人
々
に
限
ら
れ
た
知
識
し
か
提
供
さ
れ
て
い
な
い
よ
う

な
気
が
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
エ
リ
ー
ト
教
育
を
否
定
し
な
が
ら
も
ア
ン
グ
ロ
サ

ク
ソ
ン
型
で
も
な
い
日
本
の
教
育
は
、
ど
こ
に
向
か
お
う
と

し
て
い
る
の
か
。
こ
の
疑
問
が
昨
今
、
よ
く
自
分
の
中
で
湧

い
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
リ
ベ
ラ
ー
ル
ア
ー
ツ
の
伝
統
を

引
き
継
い
で
自
由
に
考
え
る
こ
と
を
重
視
す
る
大
学
と
、
社

会
が
求
め
る
専
門
的
な
ス
キ
ル
を
修
得
さ
せ
よ
う
と
す
る
就

労
教
育
的
な
大
学
と
の
融
合
の
可
能
性
を
探
る
必
要
が
あ
る

の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
根
本
的
な
問
い
に
対
す
る
答
え
を
私
自

身
も
持
ち
合
わ
せ
て
は
い
な
い
。
そ
も
そ
も
大
学
と
は
何
な

の
か
が
、
今
や
見
失
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

２　
大
学
生
活
と
教
育
の
区
別
化 

　

―
大
学
の
い
ら
な
い
社
会
構
造

　

日
本
で
は
、
大
学
は
教
育
の
過
程
の
中
に
あ
る
ス
テ
ー
ジ

の
一
つ
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
大
学
に
進
学
す
べ
き
と
考
え

る
人
は
多
い
も
の
の
、
多
く
の
若
者
は
何
を
求
め
て
進
学
す

る
の
か
、
大
学
と
は
何
を
す
べ
き
と
こ
ろ
な
の
か
を
理
解
し

な
い
ま
ま
進
学
し
て
し
ま
う
。
唯
一
の
、
そ
し
て
日
本
の
社

会
構
造
の
現
実
を
考
え
る
な
ら
仕
方
の
な
い
言
い
訳
が
、
大

卒
だ
と
就
職
に
有
利
だ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
学
生
と
の
会

話
で
も
、
よ
く
耳
に
す
る
。

　

こ
う
し
た
風
潮
は
大
学
の
規
模
や
偏
差
値
と
は
関
係
な
く
、

ど
こ
の
大
学
に
も
存
在
し
て
い
る
現
実
で
あ
る
。
大
学
と
し

て
も
、
入
学
し
て
く
る
学
生
に
何
ら
か
の
目
的
意
識
を
与
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
そ
も
そ
も
大
学
と
は
ど
の
よ
う

な
場
所
な
の
か
を
新
入
生
に
説
明
し
始
め
る
わ
け
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
時
点
で
、
個
々
が
自
由
に
思
考
し
、
行
動
す

る
と
い
う
選
択
肢
は
奪
わ
れ
て
し
ま
う
の
だ
。
さ
ら
に
は
４
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年
間
の
「
充
実
」
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
定
し
た
と
こ
ろ

で
、
ほ
と
ん
ど
の
道
筋
は
引
か
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
結

果
的
に
、
自
分
で
自
由
に
も
の
を
考
え
行
動
す
る
と
い
う
こ

と
は
大
学
の
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
先
送
り
さ
れ
て
し
ま
い
、
若

者
の
成
長
を
遅
ら
せ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、

大
学
の
次
の
ス
テ
ー
ジ
で
も
同
じ
先
送
り
が
待
っ
て
い
る
。

　

大
学
は
高
校
の
延
長
で
も
就
職
の
前
段
階
で
も
な
い
こ
と

を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
大
学
は
、
個
々
が
自
由
に
経
験

と
知
識
を
獲
得
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
場
所
で
あ
り
、
本

人
が
納
得
す
る
ま
で
そ
こ
に
い
さ
せ
て
あ
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

日
本
社
会
に
お
け
る
大
学
の
位
置
付
け
は
、
大
学
の
存
在
意

義
を
狭
め
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

繰
り
返
し
て
言
え
ば
、
大
学
と
は
経
験
と
知
識
を
自
由
に

獲
得
す
る
場
所
で
あ
り
、
そ
こ
を
出
発
点
と
し
て
、
個
々
の

学
生
が
ど
の
よ
う
な
人
生
を
歩
み
た
い
か
考
え
る
機
会
を
与

え
て
あ
げ
る
場
所
で
あ
る
。
大
学
が
生
ま
れ
た
背
景
、
つ
ま

り
十
二
、
三
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

大
学
と
は
学
生
と
教
師
の
組
合
と
自
治
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た

共
同
体
で
あ
り
、
現
実
の
社
会
と
は
離
れ
た
立
場
か
ら
、
社

会
の
圧
力
を
受
け
な
い
と
こ
ろ
で
、
現
実
を
客
観
的
に
検
討

で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

の
場
所
が
あ
ま
り
に
も
自
由
に
な
り
す
ぎ
た
結
果
、
さ
ら
に

そ
の
社
会
的・

政
治
的
な
影
響
が
大
き
く
な
り
す
ぎ
た
結
果
、

大
学
を
壊
そ
う
と
す
る
政
治
の
側
か
ら
の
動
き
が
生
じ
た
。

フ
ラ
ン
ス
を
は
じ
め
と
す
る
欧
州
に
お
け
る
大
学
の
見
直
し

の
中
で
は
、
い
か
に
大
学
を
管
理
す
る
か
が
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
に
な
っ
た
。

　

今
日
、
大
学
は
自
ら
の
存
続
の
た
め
に
社
会
を
味
方
に
つ

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
強
迫
観
念
に
過
度
に
と
り
つ

か
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
今
日
の
大
き
な
社
会
変
動
の
時

代
に
あ
っ
て
、
大
学
は
い
っ
た
ん
原
点
に
立
ち
返
り
、
む
し

ろ
社
会
の
あ
る
べ
き
姿
を
自
由
に
思
い
描
け
る
場
所
に
な
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
と
め

　

日
本
の
大
学
の
行
方
と
い
う
題
で
こ
の
稿
を
展
開
し
て
き

た
が
、
こ
れ
ほ
ど
人
口
当
た
り
の
大
学
数
や
種
類
、
そ
れ
も

私
立
大
学
が
多
い
国
は
日
本
以
外
に
は
例
が
な
い
。
さ
ま
ざ

ま
な
大
学
が
数
多
く
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
確
か
に
量
的
に

は
教
育
の
多
様
性
を
担
保
で
き
る
も
の
の
、
自
分
の
進
学
先

を
選
択
す
る
若
者
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
て
み
れ
ば
、
そ
こ

に
は
っ
き
り
と
し
た
質
の
違
い
が
な
い
限
り
は
、
む
し
ろ
混
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乱
を
助
長
す
る
だ
け
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
こ
れ
か
ら
の

日
本
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
が
自
ら
の
位
置
付
け
と
あ
り

方
を
再
考
し
、
発
信
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
そ
う
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
こ
そ
、
グ
ル
ー
バ
ル
化
す
る
世
界
の
中
に
あ
っ

て
存
在
意
義
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
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地
元
へ
の
就
業
促
進
を
目
的
と
し
て 

全
国
の
大
学
と
就
職
の
協
定
を
締
結

音　
全
国
の
自
治
体
で
は
地
方
創
生
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
Ｕ・

Ｉ・

Ｊ
タ
ー

ン
に
よ
る
地
域
へ
の
就
業
促
進
を
目
的
と
し
た
大

学
と
の
就
職
に
関
す
る
協
定
締
結
が
多
く
見
ら
れ

ま
す
。
協
定
を
結
ぶ
相
手
の
大
学
は
全
国
に
及
ん

で
お
り
、
地
方
自
治
体
の
置
か
れ
た
状
況
に
応
じ

て
さ
ま
ざ
ま
な
狙
い
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

大
学
時
報
で
は
就
職
問
題
を
定
期
的
に
取
り
上

げ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
特
に
地
方
自
治
体
と

大
学
の
間
で
展
開
さ
れ
て
い
る
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
実
態
を
確
認
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

就
職
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
は
非
常
に
ド
ラ
ス

テ
ィ
ッ
ク
な
動
き
も
あ
る
よ
う
で
す
。
本
日
は
自

治
体
お
よ
び
大
学
の
ご
担
当
者
に
お
集
ま
り
い
た

地
方
自
治
体
と
大
学
の
就
職
に
関
す
る

協
定
締
結
に
よ
る
地
域
活
性
化
へ
の
期
待

座
談
会

水
みず
島
しま
 久
ひさ
光
みつ

東海大学キャリア就職セ
ンター所長、文学部広報
メディア学科教授

佐
さ
々
さ
木
き
 宏
ひろし

立教大学キャリアセン
ター部長、経営学部教授
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だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
現
場
の
お
話
と
併
せ
て
、

自
治
体
と
の
協
定
の
目
的
や
実
態
、
そ
し
て
双
方

に
と
っ
て
有
意
義
な
協
定
の
あ
り
方
な
ど
も
議
論

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

協
定
が
あ
る
と
、提
供
さ
れ
る
情
報
の 

鮮
度
や
量
が
圧
倒
的
に
違
う

音　
ま
ず
、
自
治
体
と
の
協
定
の
現
状
報
告
も
兼

ね
て
、
立
教
大
学
の
佐
々
木
先
生
か
ら
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

佐
々
木　
全
般
的
な
就
職
状
況
つ
い
て
は
、
売
り

手
市
場
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
非
常
に
い
い
状
態

が
続
い
て
い
ま
す
。

　

立
教
大
学
は
学
部
生
が
２
万
人
弱
、
大
学
院
生

が
１
０
０
０
人
程
度
の
規
模
で
す
。
学
生
の
出
身

高
校
は
１
都
３
県
が
74・

５
％
と
首
都
圏
比
率
が

非
常
に
高
く
、
必
ず
し
も
多
く
の
学
生
が
地
方
へ

の
就
職
を
意
識
し
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
１

都
３
県
以
外
出
身
の
学
生
も
、
大
都
市
へ
の
就
職

希
望
が
多
い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

　

こ
の
２
～
３
年
の
就
職
実
績
を
み
る
と
、
地
方

出
身
の
学
生
の
ほ
ぼ
６
人
に
１
人
が
Ｕ
タ
ー
ン
し

て
い
ま
す
が
、
特
に
ど
の
道
府
県
が
多
い
と
い
う

傾
向
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
。
主
な
就
職
先
は
自
治
体

清
し
水
みず
 克
かつ
弥
や

石川県参事、いしかわ就
職 ・定住総合サポートセ
ンター（ILAC）センター長青

あお
木
き
 隆
たかし

長野県産業労働部労働雇
用課長

司会

音
おと
 好
よし
宏
ひろ

上智大学文学部教授、総
合政策センター広報 ・情
報部門会議（大学時報）
委員長

2018年9月26日　アルカディア市ヶ谷にて

座
談
会
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の
職
員
、
地
銀
な
ど
の
金
融
機
関
、
マ
ス
コ
ミ
な

ど
地
方
の
優
良
企
業
が
目
立
ち
ま
す
。
例
え
ば
、

私
が
教
え
て
い
る
ゼ
ミ
生
は
、
地
方
自
治
体
、
地

方
の
テ
レ
ビ
局
、
電
力
会
社
な
ど
に
就
職
し
て
い

ま
す
。

　

地
方
で
の
就
職
は
必
ず
し
も
簡
単
で
は
な
く
、

い
っ
た
ん
地
方
で
の
就
職
活
動
を
し
て
か
ら
首
都

圏
の
企
業
に
志
望
を
切
り
替
え
る
Ｕ
Ｕ
タ
ー
ン
の

よ
う
な
学
生
や
、
両
方
を
掛
け
持
ち
し
な
が
ら
決

め
て
い
く
学
生
も
い
ま
す
。

　

本
学
は
17
の
自
治
体
と
就
職
支
援
協
定
等
を
結

ん
で
お
り
、
現
在
交
渉
中
の
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

石
川
県
お
よ
び
長
野
県
と
は
締
結
済
み
で
す
。
協

定
が
あ
る
と
、
提
供
さ
れ
る
情
報
の
鮮
度
や
量
が

圧
倒
的
に
違
い
、
Ｕ・

Ｉ・

Ｊ
タ
ー
ン
を
考
え
て

い
る
学
生
や
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
は
非
常
に
心
強

く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
12
月
に
Ｕ・

Ｉ
タ
ー
ン
の
就
職
相

談
会
と
い
う
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
お
り
、

希
望
す
る
学
生
は
直
接
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
協
定
を
結
ん
で
い
る
自
治
体
と
は
太
い
パ

イ
プ
が
あ
る
の
で
、
イ
ベ
ン
ト
で
の
ブ
ー
ス
提
供

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
と
協
働
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

そ
れ
以
外
に
も
、
学
生
が
ど
う
い
っ
た
形
で
地
方

に
就
職
し
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
実
績
デ
ー
タ
も

蓄
積
で
き
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
と
い
え
ま
す
。

仕
事
を
選
ぶ
方
法
が
多
様
化
し 

地
方
で
の
就
職
は
そ
の
選
択
肢
の
一
つ

水
島　
現
在
、
東
海
大
学
の
学
生
の
就
職
状
況
は

大
変
よ
く
、
２
０
１
８
年
３
月
卒
の
就
職
決
定
率

は
98・

６
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ

に
満
足
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
今
は
、
就
職

活
動
の
質
的
向
上
を
図
る
べ
き
時
期
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

新
卒
一
括
採
用
が
慣
習
化
さ
れ
た
日
本
の
社
会

で
は
、
そ
こ
で
満
足
の
い
く
就
職
活
動
を
し
た
か

ど
う
か
が
そ
の
後
の
人
生
を
大
き
く
左
右
し
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
多
く
の
選
択
肢
の
中
か
ら
学
生
が
自

分
で
し
っ
か
り
選
べ
た
か
が
「
質
の
高
い
就
職
」

の
鍵
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
卒
の
３
年
以
内
の
離
職
率
が
３
割
と
い
う
数

字
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
に
は
既
に
セ
カ
ン
ド

キ
ャ
リ
ア
に
踏
み
出
し
た
人
も
い
る
は
ず
で
あ
っ

て
、
働
き
方
は
実
に
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
地
方

で
の
就
職
は
、
そ
の
重
要
な
選
択
肢
の
一
つ
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

本
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で

全
国
７
カ
所
に
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
付
属
校
14
校

の
う
ち
９
校
は
首
都
圏
以
外
に
あ
る
た
め
、
本
学

で
は
「
Ｕ
タ
ー
ン
」
だ
け
で
は
な
い
地
方
就
職
、

ま
た
は
地
域
就
職
の
パ
タ
ー
ン
を
幅
広
く
視
野
に

入
れ
て
学
生
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
静
岡
県
の
清
水
キ
ャ
ン
パ
ス
に
ほ
か

の
都
道
府
県
か
ら
来
た
学
生
に
対
し
、
ぜ
ひ
静
岡

県
内
に
就
職
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
、
ニ
ー

ズ
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
情
報
を
自
治
体
と

や
り
と
り
し
な
が
ら
、
学
生
が
選
択
が
で
き
る
環

境
を
整
備
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

就
職
協
定
は
既
に
（
２
０
１
８
年
10
月
現
在
）

17
の
自
治
体
と
結
ん
で
お
り
、
全
て
の
キ
ャ
ン
パ

ス
お
よ
び
付
属
校
の
所
在
地
を
網
羅
し
て
い
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
が
知
ら
な
い
よ
う
な
地
域
経
済
の
動
き

や
企
業
に
関
す
る
情
報
を
自
治
体
の
方
か
ら
教
え

て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
、
大
変
あ
り
が
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
協
定
な
の
で
お
互
い
に

対
等
な
立
場
で
い
こ
う
と
、
地
方
就
職
に
対
す
る

本
学
の
考
え
方
を
協
定
先
の
自
治
体
に
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
し
、
意
見
を
交
換
す
る
場
を
本
年
１

月
に
設
け
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
戦
略
提
案
と
し
て
は
、
先
ほ
ど
も
申

182018.11　大学時報



し
上
げ
た
よ
う
に
Ｕ
タ
ー
ン
だ
け
で
は
な
く
、
Ｉ

タ
ー
ン
や
Ｊ
タ
ー
ン
を
ど
う
や
っ
て
促
す
か
と
い

う
も
の
で
す
。
地
方
の
活
性
化
を
支
え
る
人
材
に

な
る
と
い
う
選
択
肢
を
学
生
が
得
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
た
め
に
は
、
お
そ
ら
く
大
学
が
戦
略
を
立
て

て
支
援
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
学
に
は
19
学
部
75
学
科
専
攻
課
程
が
あ
り
、

各
分
野
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
育
て
る
気
風
が
あ

り
ま
す
。
そ
う
い
う
人
材
は
、
文
系
理
系
に
か
か

わ
ら
ず
、
自
分
の
能
力・

技
能
が
生
か
せ
る
場
所

な
ら
ど
こ
へ
で
も
行
く
と
い
う
気
概
を
持
っ
て
就

職
を
考
え
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
応
え
る

た
め
に
、
地
方
に
も
先
進
的
な
取
り
組
み
を
し
て

い
る
企
業
が
あ
る
こ
と
を
学
生
に
き
ち
ん
と
伝
え

る
取
り
組
み
に
力
を
入
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

地
元
企
業
の
情
報
が 

学
生
に
届
い
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か

音　
で
は
、
自
治
体
の
動
き
な
ど
を
ご
紹
介
く
だ

さ
い
。

清
水　
皆
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
就
職
状

況
は
売
り
手
市
場
で
あ
り
、
石
川
県
の
有
効
求
人

倍
率
も
１・

９
倍
台
と
非
常
に
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
い
か
に
し
て
石
川
県
に
Ｕ・

Ｉ・

Ｊ
タ
ー
ン

し
て
い
た
だ
く
か
が
大
き
な
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

　

全
国
の
自
治
体
は
そ
れ
ぞ
れ
に
総
合
戦
略
を
策

定
し
て
地
方
創
生
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
石

川
県
で
は
２
０
１
６
年
４
月
に
「
い
し
か
わ
就
職・

定
住
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
、
人

口
減
対
策
の
中
の
社
会
減
の
解
消
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン

と
し
て
、
学
生
の
県
内
就
職
や
社
会
人
の
Ｕ・

Ｉ・

Ｊ
タ
ー
ン
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

石
川
県
は
、
高
い
技
術
力
を
持
ち
、
特
定
の
分

野
で
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
企
業
が
数
多
く
存
在
す
る

「
も
の
づ
く
り
の
県
」
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
っ

た
こ
と
を
学
生
の
皆
さ
ん
に
機
会
あ
る
ご
と
に
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　

い
し
か
わ
就
職・

定
住
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

は
、
石
川
県
へ
の
就
職
や
移
住
を
促
進
す
る
た
め

に
、
県
内
の
市
や
町
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
学
生

や
移
住
希
望
の
社
会
人
、
専
門
人
材
な
ど
の
方
々

に
対
し
、
就
職
や
移
住
、
住
ま
い
な
ど
の
サ
ポ
ー

ト
を
一
元
的
に
提
供
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
石
川

と
東
京
に
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
お
り
、
こ
の
秋
、

新
た
に
大
阪
に
も
開
設
す
る
予
定
で
す
。

　

調
査
し
た
と
こ
ろ
、
県
内
の
高
校
か
ら
大
学
に

進
学
し
た
方
の
６
割
が
県
外
の
大
学
へ
進
学
し
て

い
る
の
で
す
が
、
就
職
時
の
Ｕ
タ
ー
ン
率
は
６
割

程
度
、
特
に
首
都
圏
か
ら
の
Ｕ
タ
ー
ン
率
は
他
の

地
域
よ
り
低
く
４
割
程
度
で
し
た
。
ま
た
、
県
内

の
高
校
か
ら
県
内
の
大
学
へ
進
学
し
た
方
の
県
内

就
職
率
は
７
割
５
分
で
、
わ
れ
わ
れ
の
総
合
戦
略

で
は
、
こ
れ
ら
の
数
字
を
そ
れ
ぞ
れ
１
割
ア
ッ
プ

さ
せ
る
こ
と
を
目
標
の
一
つ
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

本
県
の
調
査
で
は
、Ｕ
タ
ー
ン
就
職
を
し
な
か
っ

た
理
由
と
し
て
、「
県
内
に
は
や
り
た
い
仕
事
が
な

い
と
思
っ
た
」「
ど
ん
な
企
業
が
あ
る
の
か
分
か
ら

な
か
っ
た
」
と
の
意
見
が
あ
り
、
ま
た
、
Ｕ
タ
ー

ン
就
職
に
あ
た
っ
て
希
望
す
る
支
援
と
し
て
、
大

学
か
ら
の
情
報
提
供
や
、
大
学
近
辺
に
お
け
る
説

明
会
お
よ
び
Ｕ
タ
ー
ン
相
談
会
の
開
催
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
し
た
。
本
県
出
身
学
生
に
企
業
な
ど
の

情
報
が
き
ち
ん
と
届
い
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
、
石
川
県
で
は
、
県
外
の
大
学
と
の
就
職

支
援
協
定
を
非
常
に
重
要
視
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
学
生
に
県
内
企
業
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
の
イ
ベ
ン
ト
を
大
幅
に
増
や
す
と
と
も
に
、
現

在
29
校
の
大
学
と
協
定
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
就

活
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
本
県

出
身
学
生
に
届
け
て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
締
結
先
は
首
都
圏・

関
西
圏
と
も
に
12
校
、

中
京
圏
が
５
校
で
す
。
他
に
も
、
学
内
で
開
催
さ

座
談
会
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れ
る
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
や
、
各
大
学
が
本
県
出

身
学
生
の
父
母
向
け
に
開
く
懇
談
会
で
説
明
の
時

間
を
設
け
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

協
定
を
結
ん
だ
大
学
と
県
内
企
業
と
の
意
見
交

換
会
も
実
施
し
て
お
り
、
企
業
か
ら
は
、
大
学
の

声
を
直
接
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
て
本
当
に
よ

か
っ
た
と
い
う
反
響
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

景
気
回
復
に
反
比
例
し
て 

Ｕ
タ
ー
ン
就
職
率
が
低
下

青
木　
長
野
県
も
有
効
求
人
倍
率
が
13
カ
月
連
続

で
１・

６
倍
を
超
え
て
お
り
、
人
材
を
い
か
に
確

保
す
る
か
が
喫
緊
の
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
県

と
長
野
県
経
営
者
協
会
、
長
野
県
中
小
企
業
団
体

中
央
会
、
長
野
県
商
工
会
議
所
連
合
会
、
長
野
県

商
工
会
連
合
会
、
連
合
長
野
、
長
野
労
働
局
に
よ

り
、
長
野
県
就
業
促
進・

働
き
方
改
革
戦
略
会
議

を
創
設
し
、
今
年
度
中
に
具
体
的
な
方
針
を
策
定

す
る
予
定
で
す
。
若
者
や
学
生
に
、
い
か
に
県
内

の
企
業
に
就
職
し
て
も
ら
う
か
が
一
番
大
き
い
課

題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

県
内
の
高
校
か
ら
４
年
制
大
学
へ
進
学
す
る
者

の
８
割
が
、
県
外
に
出
て
い
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

県
内
大
学
の
動
き
と
し
て
県
立
短
期
大
学
を
４
大

化
し
、
私
立
の
長
野
大
学
お
よ
び
諏
訪
東
京
理
科

大
学
が
公
立
と
な
り
ま
し
た
。

　

各
大
学
の
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
、
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
率
の
デ
ー
タ
を

集
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
２
０
１
０
年

代
前
半
は
４
割
を
超
え
て
い
ま
し
た
が
、
景
気
が

回
復
し
て
有
効
求
人
倍
率
が
上
昇
す
る
の
に
反
比

例
し
て
、
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
率
が
低
下
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
２
０
１
７
年
３
月
卒
で
は
37・

７
％
で
あ

り
、
こ
れ
を
最
終
的
に
45
％
ま
で
引
き
上
げ
る
こ

と
を
目
標
に
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｕ
タ
ー
ン
就
職
促
進
協
定
は
、
現
在
は
52
の
大

学・

短
大
と
締
結
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
１
０
０

校
ま
で
広
げ
る
の
が
目
標
で
あ
り
、大
学・

短
大
だ

け
で
は
な
く
、
専
門
学
校
と
も
交
渉
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
本
県
の
労
働
雇
用
課
の
担
当
者

と
大
学
な
ど
の
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
方
と
の
お

話
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
協
定
を
結
ぶ
ケ
ー
ス
が

多
く
、
締
結
の
際
に
は
学
長
に
長
野
ま
で
お
い
で

い
た
だ
き
、
知
事
と
協
定
書
に
サ
イ
ン
を
し
て
い

た
だ
い
て
、
そ
れ
を
報
道
機
関
に
取
り
上
げ
て
も

ら
っ
て
Ｐ
Ｒ
す
る
と
い
う
こ
と
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
は
石
川
県
と
ほ
ぼ
同
じ
で

す
が
、
夏
休
み
に
県
内
で
開
か
れ
る
保
護
者
向
け

説
明
会
に
県
の
職
員
が
参
加
し
、
県
内
の
雇
用
状

況
や
企
業
の
説
明
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

県
内
企
業
と
共
に
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
出
向
い

て
説
明
会
を
開
い
た
り
、
学
園
祭
で
長
野
県
の
企

水
島 

久
光
氏

佐
々
木 

宏
氏
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業
の
Ｐ
Ｒ
を
す
る
と
い
っ
た
取
り
組
み
も
あ
り
ま

す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
「
シ
ュ
ー
カ
ツ
Ｎ
Ａ

Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
」
と
い
う
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
開
設
し

て
お
り
、
登
録
者
に
は
メ
ル
マ
ガ
を
配
信
し
て
情

報
発
信
を
し
て
い
ま
す
。

　

先
ほ
ど
清
水
様
か
ら
も
お
話
が
あ
り
ま
し
た 

が
、
Ｕ
タ
ー
ン
し
な
い
理
由
と
し
て
「
県
内
の
企

業
を
知
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま

す
。
長
野
県
内
に
は
最
終
製
品
を
作
っ
て
い
る
企

業
は
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
の
企
業
は
部
品
な
ど
を

製
造
し
て
い
る
た
め
、
保
護
者
で
さ
え
あ
ま
り
知

ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
県
主
催
の
合
同
企
業
説
明

会
を
東
京
で
開
い
て
も
、
学
生
が
あ
ま
り
集
ま
り

ま
せ
ん
。

　

県
内
の
企
業
か
ら
内
定
を
も
ら
っ
た
学
生
が
親

に
報
告
し
た
と
こ
ろ
、「
今
、
東
京
は
人
手
不
足
だ

か
ら
、
大
手
企
業
が
採
用
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

地
元
に
帰
っ
て
こ
な
く
て
い
い
か
ら
、
東
京
で
就

職
し
ろ
」
と
言
わ
れ
た
と
い
う
話
も
聞
き
ま
し
た
。

自
分
ら
し
い
人
生
を
歩
む
一
環
と
し
て 

Ｕ・

Ｉ・

Ｊ
タ
ー
ン
の
情
報
を
提
供

音　
こ
こ
か
ら
は
各
論
に
入
っ
て
、
具
体
的
な
取

り
組
み
の
事
例
な
ど
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

佐
々
木　
本
学
で
は
、
建
学
以
来
「
自
由
の
学
府
」

と
い
う
言
葉
を
と
て
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
キ
ャ
リ
ア
と
い
う
面
か
ら
考
え
る
と
、
職
業

や
仕
事
を
含
む
自
立
し
た
個
人
と
し
て
、
自
分
ら

し
い
人
生
の
あ
り
方
を
追
求
す
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
も
、

こ
う
し
た
考
え
方
に
基
づ
い
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

自
分
ら
し
い
人
生
を
歩
む
一
環
と
し
て
、
も
と
も

と
Ｕ・

Ｉ・

Ｊ
タ
ー
ン
を
希
望
す
る
学
生
だ
け
で

は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
学
生
を
新
た
に
発
掘
す
る

た
め
に
も
、
情
報
提
供
や
Ｕ
タ
ー
ン
説
明
会
、Ｕ・

Ｉ
タ
ー
ン
就
職
相
談
会
、
関
連
す
る
イ
ベ
ン
ト
の

告
知
な
ど
、
き
め
細
か
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
重
要
な
の
は
Ｕ・

Ｉ
タ
ー
ン
就
職
相
談

会
で
す
。
本
年
は
12
月
の
３・

５
日
に
開
催
し
、

協
定
を
結
ん
で
い
る
自
治
体
は
お
呼
び
し
て
ブ
ー

ス
を
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

協
定
外
で
あ
っ
て
も
学
生
の
希
望
が
あ
る
地
域
に

清
水 

克
弥
氏

青
木 
隆
氏

音 

好
宏
氏

座
談
会
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は
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
各
ブ
ー
ス
で

直
接
話
を
聞
け
る
ほ
か
、
先
輩
と
の
懇
談
会
を
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
設
け
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
工

夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

学
生
と
自
治
体
と
の
間
に
は
、
物
理
的
な
距
離

だ
け
で
は
な
く
心
理
的
な
距
離
も
あ
っ
て
、
都
内

出
身
者
な
ど
は
な
か
な
か
そ
ち
ら
に
目
が
向
き
ま

せ
ん
。
な
る
べ
く
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
を
作
っ

て
学
生
の
参
加
を
促
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
「
立
教
グ
ロ
ー
バ
ル・
ロ
ー
カ
ル

キ
ャ
リ
ア
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
で
す
。
グ
ロ
ー

バ
ル
企
業
で
働
い
て
い
る
先
輩
や
地
方
の
自
治
体

な
ど
で
頑
張
っ
て
い
る
先
輩
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

働
き
方
を
学
生
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
30
～

40
代
の
卒
業
生
24
人
を
組
織
化
し
、
セ
ミ
ナ
ー
の

企
画・

実
施
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

学
生
に
対
す
る
情
報
提
供
で
は
、
各
地
の
Ｕ
タ
ー

ン
情
報
な
ど
が
入
る
と
即
座
に
メ
ー
ル
で
伝
え
る

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
に
し
て
、
学
生
と
キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
の
距
離
を
縮
め
る
よ
う
心
掛
け
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
Ｕ・

Ｉ・

Ｊ
タ
ー
ン
を
促
進
し

て
い
ま
す
。

音　
協
定
を
結
ん
で
い
る
自
治
体
に
関
す
る
就
職

情
報
を
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
ま
と
め
て
、
メ
ー

ル
で
学
生
に
提
供
す
る
と
い
っ
た
形
で
し
ょ
う
か
。

佐
々
木　
は
い
。
メ
ー
ル
の
ほ
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ま
た
、
学
内
の
学
生
が
多
く
集
ま
る
場
所
に
専
用

の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
常
に
目
に
入
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

全
都
道
府
県
に
あ
る
校
友
会
の
協
力
を
得
て 

情
報
提
供
や
懇
談
会
を
実
施

音　
東
海
大
学
は
札
幌
に
も
熊
本
に
も
キ
ャ
ン
パ

ス
が
あ
る
と
い
う
お
話
で
し
た
が
、
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

水
島　
キ
ャ
ン
パ
ス
や
付
属
高
校
が
あ
る
自
治
体

と
わ
れ
わ
れ
と
の
利
害
は
か
な
り
一
致
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
付
属
高
校
が
あ
る
山
形
県
の
場
合
、

地
方
の
人
口
が
先
細
り
だ
と
東
海
大
学
山
形
高
校

へ
の
進
学
者
も
減
少
す
る
の
で
、
先
々
の
地
域
づ

く
り
に
寄
与
す
る
人
材
育
成
に
貢
献
せ
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

ど
の
よ
う
な
地
方
人
材
を
育
成
す
る
か
と
い
う

観
点
か
ら
す
る
と
、
単
純
に
学
生
を
Ｕ
タ
ー
ン
で

帰
す
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
く
、
そ
の
地
域
が
求

め
る
人
材
を
送
り
出
す
。
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
よ

う
に
、
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
育
て
る
19
学
部
75
学

科
専
攻
課
程
を
擁
す
る
の
で
、
活
性
化
に
寄
与
で

き
る
最
適
な
人
材
を
送
り
出
す
た
め
の
情
報
を
大

学
側
も
き
ち
ん
と
持
っ
た
上
で
、
連
携
し
て
い
か

な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
今
の
大
学
で
は
保
護
者
会
が
だ
い
ぶ
浸
透
し

て
き
ま
し
た
が
、
本
学
は
約
50
年
前
か
ら
全
都
道

府
県
に
後
援
会
と
い
う
保
護
者
組
織
を
展
開
し
て

き
ま
し
た
。
希
望
す
る
保
護
者
に
学
生
の
成
績
表

を
直
接
渡
す
機
会
を
毎
年
設
け
て
お
り
、
協
定
を

結
ん
だ
自
治
体
を
中
心
に
、
保
護
者
向
け
の
就
職

講
演
会
と
懇
談
会
を
併
せ
て
開
い
て
い
ま
す
。
保

護
者
の
会
か
ら
地
元
の
自
治
体
に
声
を
掛
け
て
い

た
だ
き
、
会
場
で
自
治
体
ご
と
の
求
人
情
報
を
提

供
し
た
り
、
相
談
の
テ
ー
ブ
ル
を
設
け
る
こ
と
を
、

昨
年
か
ら
全
都
道
府
県
で
展
開
中
で
す
。

　

各
都
道
府
県
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
二
つ
の
組
織

が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
全
国
で
約
40
万
人
の
会
員

を
擁
す
る
同
窓
会
で
す
。
ま
た
、
後
援
会
（
保
護

者
会
）
の
会
員
が
、
子
ど
も
が
卒
業
し
た
後
も
親

同
士
の
交
流
を
続
け
た
い
と
の
こ
と
で
、
白
鴎
会

と
い
う
組
織
も
作
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
三
つ
の

組
織
が
、
大
学
を
支
え
る
地
方
組
織
と
し
て
校
友

会
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
同
窓
会
の
会
員
に
は
地

元
の
企
業
や
経
済
界
で
活
躍
し
て
い
る
人
も
多
く
、

地
域
を
担
う
人
材
を
育
て
て
い
く
上
で
、
こ
う
し
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た
組
織
が
助
け
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

２
０
１
４
年
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
ま
ち・

ひ

と・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
も
、
地
域
の
中

核
と
な
る
企
業
の
育
成
が
メ
イ
ン
に
掲
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
た
め
の
人
材
を
育

て
て
送
り
出
し
た
い
と
い
う
考
え
も
持
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
核
と
な
る
企
業
の
研
究
を
行
い
な
が

ら
情
報
を
交
換
し
、
学
生
に
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　

昨
今
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
１
～
２
日
と
い
っ
た
短
期
間
が
多

く
、
企
業
や
働
き
方
を
学
ぶ
と
い
う
本
来
の
目
的

が
な
か
な
か
達
成
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
本
学
で
は
、
２
年
生
を
対
象
に
「
東

海
Ｊ
Ｏ
Ｂ
―
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ｕ
Ｅ
」
と
い
う
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
行
っ
て
お
り
、
こ
こ
に
も
地
域
企
業

に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
、
早
い
段
階
か
ら
地
域

で
の
取
り
組
み
を
知
る
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

特
に
こ
れ
か
ら
は
、
協
定
を
結
ん
だ
自
治
体
と

は
積
極
的
に
意
見
交
換
の
機
会
を
設
け
、
個
別
の

ア
プ
ロ
ー
チ
を
提
案
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
だ
け
で
な
く
産
学
連
携
プ
ロ

グ
ラ
ム
、
技
術
系
の
共
同
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど

を
通
じ
て
、
総
合
的
な
地
域
対
策
を
推
進
し
よ
う

と
動
き
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

協
定
校
の
イ
ベ
ン
ト
や
保
護
者
向
け
説
明
会
で 

自
治
体
の
職
員
が
情
報
を
提
供

音　
自
治
体
と
大
学
の
協
定
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た

具
体
的
な
成
果
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ご
紹

介
く
だ
さ
い
。

清
水　
協
定
校
は
年
々
増
え
て
お
り
、
現
在
は
29

校
に
な
り
ま
し
た
が
、
当
然
な
が
ら
石
川
県
出
身

の
学
生
の
数
は
大
学
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
わ

れ
わ
れ
が
こ
の
取
り
組
み
を
始
め
た
の
は
２
０
１

５
年
１
月
で
す
が
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
な
り
の
成
果

を
求
め
ら
れ
て
お
り
、
地
道
に
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
ど
も
の
セ
ン
タ
ー
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
人

口
の
社
会
減
対
策
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
社
会
減

を
ゼ
ロ
に
す
る
と
い
う
目
標
を
立
て
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
は
っ
き
り
し
た
成
果
は
ま
だ
こ
れ
か

ら
で
す
が
、
協
定
大
学
の
協
力
を
得
て
、
県
内
企

業
の
情
報
が
本
県
出
身
学
生
に
届
い
て
い
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

石
川
県
の
人
口
が
減
っ
て
き
て
い
る
状
況
で
、

社
会
減
対
策
は
地
方
創
生
の
一
丁
目
一
番
地
と
い

う
思
い
で
、
大
学
と
も
連
携
し
、
今
後
も
い
ろ
い

ろ
な
取
り
組
み
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
い
う
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
特
に
県
外
の
大

学
と
自
治
体
が
こ
れ
ほ
ど
近
い
関
係
を
築
い
て
交

流
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
は
な
か
な
か
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
、
私
ど
も
に
と
っ
て

は
非
常
に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
り
、
成
果
で
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

青
木　
協
定
の
成
果
と
い
う
こ
と
で
は
、
協
定
校

で
開
か
れ
る
イ
ベ
ン
ト
や
県
内
で
開
催
さ
れ
る
保

護
者
向
け
説
明
会
な
ど
に
県
職
員
が
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
長
野
県
の
雇
用
情
勢
や
就
職
状
況
を

お
話
し
す
る
機
会
を
設
け
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
が
一
番
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
県
職
員
が
参
加

で
き
な
い
場
合
も
、
Ｕ
タ
ー
ン
関
係
の
資
料
を
会

場
に
置
い
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

協
定
を
通
じ
て
、
大
学
と
県
内
の
経
済
団
体
で
い

ろ
い
ろ
な
連
携
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も

成
果
に
挙
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

た
だ
し
、
県
職
員
は
３
～
４
年
で
異
動
が
あ
り
、

担
当
が
代
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
ま
た
一

か
ら
大
学
の
担
当
者
と
関
係
を
築
い
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
一
番
の
課
題
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
先
ほ
ど
少
し
お
話
し
い
た
し
ま
し
た
が
、

合
同
企
業
説
明
会
に
学
生
が
な
か
な
か
集
ま
り
ま
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せ
ん
。
特
に
東
京
の
場
合
、
２
０
１
７
年
７
月
に

品
川
で
開
催
し
た
と
き
は
、
47
社
が
参
加
し
て
学

生
は
33
名
。
本
年
は
６
月
に
前
倒
し
し
ま
し
た
が
、

40
社
に
対
し
て
40
名
で
し
た
。

　

こ
の
合
同
企
業
説
明
会
と
併
せ
て
、
試
行
的
に

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
フ
ェ
ア
も
開
催
し
ま
し
た
。

対
象
を
大
学
３
年
生
以
下
と
し
た
と
こ
ろ
、
23
社

に
対
し
て
68
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。
12
月
末
に
は

長
野
市
内
で
、
も
う
少
し
規
模
を
拡
大
し
た
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
フ
ェ
ア
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

次
年
度
以
降
は
さ
ら
に
規
模
を
大
き
く
し
た
い
と

考
え
て
お
り
、
合
同
企
業
説
明
会
よ
り
も
こ
ち
ら

の
ほ
う
に
力
を
入
れ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

学
生
が
知
ら
な
い
地
方
の
情
報
を 

ど
の
よ
う
に
し
て
学
生
に
伝
え
る
か
が
問
題

音　
先
ほ
ど
、
水
島
先
生
か
ら
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

と
い
う
お
話
が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
結
構

難
し
い
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
学
生
は
、「
出
身
地

に
帰
り
た
い
」「
Ｕ・

Ｉ
タ
ー
ン
を
し
た
い
」
と
い

う
気
持
ち
と
、「
こ
の
学
問
を
学
ん
だ
の
で
こ
の
分

野
の
仕
事
を
し
た
い
、
働
く
場
所
は
あ
ま
り
気
に

し
な
い
」
と
い
う
気
持
ち
の
両
方
が
あ
る
で
し
ょ

う
。
そ
れ
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
情
報
を
提
供
し
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
あ
る
程

度
限
ら
れ
た
地
域
の
中
で
「
そ
の
領
域
な
ら
、
こ

う
い
う
企
業
が
あ
る
」
と
い
う
マ
ッ
チ
ン
グ
を
す

る
の
は
難
し
い
場
合
も
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、

そ
の
点
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
た
ら
い
い
で
し
ょ

う
か
。

佐
々
木　
ま
ず
、「
う
ち
の
県
な
ら
、
こ
れ
」
と
い

う
、
そ
の
地
方
な
ら
で
は
の
ブ
ラ
ン
ド
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
学
生
も
だ
い
た
い
分
か
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
た
と
え
Ｂ
to
Ｂ
の
優
良
企
業
が
特
定

の
地
域
に
集
積
し
て
い
た
と
し
て
も
、
学
生
に
は

な
か
な
か
分
か
ら
な
い
。
首
都
圏
も
同
様
で
す
が
、

中
小
企
業
や
町
工
場
で
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
技
術
が

あ
る
場
合
も
、
な
か
な
か
知
る
機
会
は
な
い
。

　

普
段
か
ら
目
に
し
て
い
る
そ
の
地
方
な
ら
で
は

の
ブ
ラ
ン
ド
力
あ
る
企
業
、
テ
レ
ビ
局
な
ど
の
マ

ス
コ
ミ
、
地
域
金
融
機
関
、
自
治
体
職
員
、
教
員

と
い
っ
た
あ
た
り
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度
イ
メ
ー

ジ
が
わ
か
っ
て
い
る
の
で
、
大
都
市
の
テ
レ
ビ
局

が
だ
め
だ
っ
た
ら
地
元
の
テ
レ
ビ
局
に
行
く
と

い
っ
た
代
替
案
と
し
て
の
希
望
が
あ
り
ま
す
。

　

問
題
は
、
知
ら
れ
て
い
な
い
優
良
企
業
な
ど
を

ど
う
や
っ
て
学
生
に
伝
え
る
か
だ
と
思
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
地
方
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

首
都
圏
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。

　

解
決
策
の
一
つ
が
、
青
木
さ
ん
の
お
っ
し
ゃ
っ

た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
だ
と
思
い
ま
す
。
３
年
生

の
終
わ
り
頃
に
就
職
活
動
が
本
格
化
す
る
と
、
目

の
前
の
こ
と
以
外
は
な
か
な
か
見
え
な
く
な
っ
て

し
ま
う
。
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
２・

３
年
生
の

段
階
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
っ
て
そ
の
企
業

の
良
さ
を
理
解
さ
せ
、
認
知
度
を
上
げ
て
い
く
こ

と
が
新
し
い
ニ
ー
ズ
の
発
掘
に
と
て
も
重
要
だ
と

思
い
ま
す
。
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と
こ
ろ
で
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
い
う
名
称

に
は
、
学
生
は
４
年
間
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
経
て

就
職
に
至
る
と
い
う
考
え
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

就
職
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
プ
ロ
セ
ス
の
一
つ
、
い

わ
ば
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま

す
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
通
じ
て
、
自
分
は
ど
う
い

う
と
こ
ろ
で
働
き
た
い
か
、
目
指
す
の
は
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
か
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
か
、
ど
ん
な
業
種
あ
る

い
は
業
務
が
希
望
か
と
い
っ
た
こ
と
を
学
生
自
ら

が
考
え
て
い
く
。
そ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
目
指
そ
う
と
決
め
、
地
方
の

あ
る
企
業
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
設
定
で
き
れ
ば
、
首

都
圏
か
地
方
か
と
い
っ
た
こ
と
は
関
係
な
く
、
同

じ
レ
ベ
ル
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
（
選
択
肢
、
代
替

案
）
の
一
つ
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
方
の
魅
力
を
う
ま
く
学
生
に
伝
え
る
こ
と
に
よ

り
、
自
ず
と
地
方
へ
就
職
す
る
可
能
性
も
高
ま
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

地
方
も
都
心
も
同
じ
土
俵
で 

競
う
よ
う
な
形
を
目
指
し
た
い

水
島　
佐
々
木
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
、
地
方
の

企
業
が
都
市
部
の
就
業
機
会
と
同
じ
オ
ル
タ
ナ

テ
ィ
ブ
に
並
ぶ
と
い
う
こ
と
は
、
と
て
も
大
事
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
重
要
な
の
は
、

情
報
を
味
方
に
つ
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
に
関
し
て
言
え
ば
、
本
年
で
４
年
に
な
る
、

日
経
新
聞
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ

り
ま
す
。
日
経
の
社
員
の
方
を
お
招
き
し
、
新
聞

を
読
む
全
13
回
の
講
座
を
毎
年
秋
に
開
い
て
い
ま

す
。
で
、
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
テ
レ
ビ
会
議
シ

ス
テ
ム
で
つ
な
ぎ
、
昨
年
は
４
５
０
名
の
学
生
が

受
講
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
、
２・

３
年
生
に
推
奨

し
て
い
ま
す
。

　

２
年
生
と
３
年
生
で
は
、
受
講
す
る
意
味
合
い

が
全
く
違
い
ま
す
。
３
年
生
は
、
新
聞
の
情
報
に

基
づ
い
て
自
分
の
志
望
を
固
め
て
い
き
ま
す
が
、

２
年
生
に
は
ま
ず
、
経
済
を
中
心
と
し
た
社
会
の

動
き
を
き
ち
ん
と
理
解
す
る
こ
と
を
促
し
て
い
ま

す
。
先
ほ
ど
佐
々
木
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
は
、
１
年
生
か
ら
積
み
上
げ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
ち
ょ
う
ど
２
年
生
く
ら

い
が
社
会
的
な
視
野
を
広
げ
て
い
く
ス
テ
ッ
プ
に

あ
た
る
の
で
、
い
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ
て
い 

ま
す
。

　

全
員
が
参
加
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
多
様
な
施

策
を
合
わ
せ
て
、
一
般
的
な
経
済
情
報
に
学
生
が

接
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
作
っ
て
き
ま
し
た
。

個
別
の
地
域
を
理
解
す
る
た
め
に
も
、
こ
れ
は
大

前
提
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

い
ろ
い
ろ
な
調
査
を
見
る
と
、
地
方
就
職
の
動

機
の
多
く
は
、「
家
が
狭
い
の
は
イ
ヤ
、
広
々
と
し

た
と
こ
ろ
で
暮
ら
し
た
い
」「
親
の
面
倒
を
見
る
必

要
が
あ
る
」「
通
勤
電
車
が
嫌
い
」
な
ど
で
、
あ
ま

り
積
極
的
な
も
の
が
挙
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。
お
そ

ら
く
「
う
ち
の
地
域
の
企
業
は
こ
ん
な
新
し
い
開

発
を
し
て
い
る
」
と
い
っ
た
積
極
的
な
人
材
の
ニ
ー

ズ
の
情
報
が
乏
し
い
の
で
す
。
そ
の
点
で
、
地
方

も
都
心
も
同
じ
土
俵
で
競
う
よ
う
な
形
が
で
き
る

と
い
い
で
す
ね
。

　

本
学
の
19
学
部
75
学
科
専
攻
課
程
の
中
に
は
、

学
科
の
名
称
が
就
職
先
の
業
種
イ
メ
ー
ジ
に
直
結

す
る
と
こ
ろ
と
、
例
え
ば
法
学
部
法
律
学
科
の
よ

う
に
ほ
と
ん
ど
の
企
業・

業
種
に
必
要
な
職
種
イ

メ
ー
ジ
に
当
て
は
ま
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
を
き
ち
ん
と
色
分
け
し
て
全
学
科
の
学
生
が
自

分
に
必
要
な
情
報
を
セ
レ
ク
ト
で
き
る
よ
う
に
指

導
し
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
地
方
も
都
心
も
同
じ

選
択
肢
と
し
て
並
べ
ば
、
積
極
的
に
地
方
を
選
ぶ

チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い 

ま
す
。

座
談
会

25 大学時報　2018.11



　

そ
う
す
れ
ば
、
後
は
個
人
の
好
み
や
考
え
方
次

第
で
し
ょ
う
。
選
択
肢
を
う
ま
く
設
定
す
る
た
め

の
土
俵
づ
く
り
が
、
先
ほ
ど
の
講
座
も
含
め
て
、

本
学
が
一
番
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

企
業
の
魅
力
を
伝
え
て
差
別
化
す
る
に
は 

企
業
自
身
の
努
力
が
も
っ
と
必
要

音　
専
門
性
と
地
域
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
、
私

は
こ
ん
な
経
験
を
し
ま
し
た
。

　

あ
る
地
方
新
聞
社
の
東
京
支
社
の
方
か
ら
、
新

入
社
員
が
ど
ん
ど
ん
辞
め
て
い
く
と
い
う
お
話
を

う
か
が
い
ま
し
た
。
退
職
し
た
新
入
社
員
は
、
地

元
に
帰
り
た
か
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
が
別
に
新
聞

社
で
な
く
て
も
よ
か
っ
た
。
し
か
し
、
新
聞
社
側

は
、
自
分
た
ち
は
人
気
業
種
だ
と
い
う
意
識
が
強

く
、「
ど
う
し
て
も
新
聞
社
で
働
き
た
い
」
と
い
う

人
が
集
ま
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
に
よ
っ
て
離
職
率
が
高
ま
っ
て
い
る
が
方

策
は
な
い
か
と
い
う
相
談
で
し
た
。
こ
の
新
聞
社

の
ケ
ー
ス
は
、
採
用
の
過
程
で
学
生
の
意
識
を
十

分
に
把
握
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
原
因
が

あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

確
か
に
、
今
の
学
生
は
同
じ
企
業
で
ず
っ
と
働

く
と
い
う
意
識
が
相
当
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
を
考
え
る
と
、
Ｕ・

Ｉ・

Ｊ
タ
ー
ン
の
魅
力
が

単
に
出
身
地
に
帰
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
だ
け

で
は
な
く
、
も
う
少
し
い
ろ
い
ろ
な
ア
ピ
ー
ル
の

方
法
が
必
要
で
は
な
い
か
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま

す
。
地
域
性
と
専
門
性
と
い
う
両
方
の
魅
力
に
つ

い
て
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

清
水　
地
方
の
人
材
不
足
は
、
行
政
だ
け
が
一
生

懸
命
に
な
っ
て
も
絶
対
に
解
消
せ
ず
、
県
内
企
業

に
も
今
ま
で
以
上
に
頑
張
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
２
０
１
７
年
12
月
に
東
京
で
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ス
を
開
催
し

た
と
こ
ろ
、
20
社
に
対
し
て
学
生
61
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
東
京
へ
行
っ
て
で
も
学
生
を
採
用
し
た

い
と
い
う
企
業
側
の
意
欲
が
、
十
分
に
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
場
で
企
業
の
魅
力
を
い

か
に
学
生
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
県
内
企
業
向
け
に
、

採
用
力
の
強
化
を
目
的
と
す
る
セ
ミ
ナ
ー
も
実
施

し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
フ
ェ

ス
や
就
職
説
明
会
な
ど
に
お
い
て
、
短
時
間
で
学

生
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の 

か
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
ピ
ー
ル
の
方
法
が
違
う
の
で
は

な
い
か
、
と
い
っ
た
内
容
で
す
。
こ
う
い
う
セ
ミ

ナ
ー
は
定
員
を
オ
ー
バ
ー
す
る
こ
と
も
あ
り
、
行

政
側
に
と
っ
て
は
非
常
に
あ
り
が
た
い
と
同
時
に
、

企
業
の
皆
さ
ん
の
高
い
関
心
と
意
欲
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
ち
ょ
っ
と
声
を
掛
け
た
ら
す
ぐ

採
用
で
き
た
と
い
う
企
業
が
、
今
は
全
く
応
募
が

な
い
と
い
う
声
も
聞
き
ま
す
。
近
年
は
人
材
確
保

の
競
争
が
激
し
く
な
っ
て
い
て
、
企
業
の
魅
力
を

う
ま
く
伝
え
る
必
要
が
あ
る
の
に
、
自
社
の
魅
力

を
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

離
職
率
の
低
さ
や
女
性
が
た
く
さ
ん
働
い
て
い
る

こ
と
が
魅
力
の
一
つ
だ
と
気
付
い
て
い
な
い
の
で

す
。
女
性
が
生
き
生
き
と
働
け
る
会
社
は
、
働
き

や
す
い
環
境
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
と
て
も
い
い

Ｐ
Ｒ
に
な
る
と
お
話
し
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

石
川
県
は
「
も
の
づ
く
り
の
県
」
で
も
あ
る
と

申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
Ｂ
to
Ｂ
の
た
め
に
一
般
の

消
費
者
や
学
生
に
は
な
じ
み
が
な
い
企
業
が
多
い

の
で
す
。
そ
こ
で
、
学
生
が
多
く
い
る
東
京
や
関

西
、
中
京
な
ど
の
大
都
市
圏
に
企
業
の
若
手
社
員

な
ど
が
出
向
き
、
協
定
大
学
の
ご
協
力
も
得
な
が

ら
、
小
規
模
な
交
流
会
を
何
度
も
開
い
て
い
ま
す
。

採
用
担
当
者
だ
け
が
頑
張
っ
て
い
る
状
態
で
は
、

な
か
な
か
結
果
は
出
ま
せ
ん
。
前
述
し
た
採
用
力
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セ
ミ
ナ
ー
で
講
師
の
方
が
、「
今
年
は
採
れ
な
か
っ

た
と
い
っ
て
い
る
会
社
は
、
来
年
も
採
れ
ま
せ
ん

よ
」
と
い
う
話
も
な
さ
っ
て
い
て
、
会
社
を
挙
げ

て
採
用
に
力
を
入
れ
る
よ
う
お
願
い
を
し
て
、
何

と
か
Ｕ
タ
ー
ン
に
つ
な
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
大
学
と
の
連
携
と
同

様
に
企
業
や
国
の
機
関
、
経
済
団
体
な
ど
と
も
連

携
し
な
が
ら
、
社
会
減
の
対
策
を
進
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

文
系
の
学
生
も
地
方
の
製
造
業
の
会
社
で 

活
躍
で
き
る
場
は
い
ろ
い
ろ
あ
る

青
木　
専
門
性
と
い
う
こ
と
で
は
、
特
に
理
工
系

の
学
生
は
専
門
分
野
を
生
か
し
た
い
と
い
う
希
望

が
あ
り
ま
す
が
、
担
当
教
員
と
の
つ
な
が
り
が
重

要
な
面
も
あ
っ
て
、
文
系
と
は
全
然
違
う
ル
ー
ト

で
就
職
が
決
ま
る
と
い
う
事
情
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
に
対
し
、
ど
の
よ
う
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く

か
が
大
事
で
す
。

　

そ
う
い
う
〝
つ
て
〟
が
な
い
と
専
門
人
材
が
な

か
な
か
集
ま
ら
な
い
の
で
、
文
系
の
学
生
を
採
用

し
て
製
造
工
程
に
関
わ
ら
せ
る
取
り
組
み
を
始
め

た
中
小
企
業
も
あ
り
ま
す
。
理
系
と
文
系
で
は
発

想
が
違
う
の
で
思
わ
ぬ
発
見
が
あ
っ
た
と
い
う
話

も
聞
き
ま
す
が
、
有
効
求
人
倍
率
が
高
い
中
で
も
、

製
造
業
の
会
社
は
、
文
系
の
学
部
に
は
ま
だ
そ
れ

ほ
ど
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

　

先
ほ
ど
法
学
部
の
例
が
あ
り
、
経
済
や
経
営
や

商
学
部
な
ど
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
が
、
対
象
と

す
る
分
野
が
広
く
て
汎
用
性
が
あ
り
、
融
通
が
利

く
学
部
の
学
生
は
、
幅
広
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
で
き

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
県
職
員
の
行
政
職

員
は
３
～
４
年
ご
と
に
異
動
が
あ
り
、
全
く
異
な

る
部
署
で
一
か
ら
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状

況
が
あ
り
ま
す
。
同
様
に
、
文
系
の
学
生
も
製
造

業
の
会
社
で
活
躍
で
き
る
場
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
、

Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
受
け
な
が
ら
、
自
分
の
才
能
を
発
見
で

き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

長
野
県
は
、
明
治
大
学
と
学
生
Ｕ
タ
ー
ン
就
職

促
進
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。
若
年
層
の
人
材
環

流
を
研
究
し
て
い
る
明
治
大
学
の
社
会
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン・

デ
ザ
イ
ン
研
究
所
と
連
携
し
て
、
２
０

１
６
年
度
に
信
州
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
を

始
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
長
野
県
に
１
週
間
滞
在

し
て
２
か
所
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
農
業
体
験

を
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
２
年
生
を
中
心
に
10
大

学
か
ら
35
名
程
度
の
参
加
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
東
京
都
や
神
奈
川
県
出
身
者
で
あ
り
、

長
野
を
よ
く
知
っ
て
も
ら
う
と
い
う
意
味
合
い
も

あ
っ
て
、
長
野
で
の
１
週
間
の
前
後
に
東
京
な
ど

で
事
前
学
習
と
事
後
学
習
を
し
て
い
ま
す
。

　

実
施
の
際
に
は
長
野
県
の
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
研
修
所
を

利
用
し
ま
す
。
ま
た
、
20
近
く
の
事
業
所
で
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
い
ま
す
が
、
学
生
の
送
り
迎

え
を
そ
の
会
社
の
方
に
お
願
い
す
る
な
ど
、
地
元

企
業
に
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
長
野

県
庁
と
長
野
市
役
所
も
、
行
政
と
い
う
立
場
で
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

座
談
会
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参
加
者
か
ら
は
「
長
野
に
ど
ん
な
企
業
が
あ
る

の
か
分
か
っ
た
」
と
い
う
感
想
は
多
い
も
の
の
、

「
長
野
県
に
就
職
し
た
い
か
」
と
い
う
問
い
に
は
、

イ
エ
ス
が
半
分
程
度
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

な
の
で
、
就
職
に
直
結
さ
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
か

ら
そ
れ
以
上
聞
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
。

音　
長
野
県
内
の
大
学
と
も
、
同
じ
よ
う
な
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
な
さ
っ
て
い
ま
す
か
。

青
木　
こ
の
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
に
は
信

州
大
学
や
長
野
大
学
の
学
生
も
若
干
は
参
加
し
て

い
ま
す
が
、
中
心
は
や
は
り
県
外
か
ら
で
す
。

　

県
の
部
署
と
し
て
、
県
内
の
大
学
の
振
興
を
担

当
す
る
高
等
教
育
振
興
課
が
あ
り
、
県
内
の
大
学

に
在
籍
す
る
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
そ
こ

の
所
管
で
す
。
わ
れ
わ
れ
は
県
外
か
ら
の
Ｕ
タ
ー

ン
の
担
当
で
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
フ
ェ
ア

に
県
内
の
大
学
の
学
生
が
参
加
し
て
も
か
ま
い
ま

せ
ん
が
、
メ
イ
ン
は
県
外
で
す
。
こ
う
い
う
分
担

に
な
っ
て
は
い
ま
す
が
、
県
内
外
を
あ
ま
り
気
に

し
な
い
で
や
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
形
の
Ｕ
タ
ー
ン
に
よ
っ
て 

仕
事
の
選
択
肢
が
増
え
て
い
る

音　
新
卒
の
離
職
率
が
３
年
３
割
と
い
わ
れ
て
い

る
中
で
、
新
た
な
形
の
Ｕ
タ
ー
ン
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
の
知
っ
て
い
る
範
囲
で
も
、

「
今
の
会
社
は
何
と
な
く
自
分
に
向
い
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
」
と
言
っ
て
い
た
卒
業
生
が
、
や
が

て
パ
ー
ト
ナ
ー
を
見
つ
け
、
そ
の
相
手
の
地
元
に

行
っ
て
、
学
生
時
代
に
志
望
し
て
い
た
業
種
に
就

職
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
逆
に
、
地
方
の
企

業
で
私
の
知
っ
て
い
る
方
か
ら
、「
東
京
出
身
で
地

元
に
は
全
然
関
係
な
い
も
の
の
、
当
社
を
志
望
し

て
い
る
卒
業
生
が
い
る
が
ど
ん
な
人
物
か
」
と
い

う
問
い
あ
わ
せ
を
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

卒
業
時
以
降
も
、
全
く
知
ら
な
い
土
地
へ
Ｉ
タ
ー

ン
や
Ｊ
タ
ー
ン
を
す
る
と
い
う
選
択
肢
が
増
え
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
。

佐
々
木　
学
生
も
多
様
化
し
て
お
り
、「
新
卒
で

Ｕ・

Ｉ・
Ｊ
タ
ー
ン
」
と
い
う
以
外
に
も
い
ろ
い

ろ
な
働
き
方
が
あ
り
ま
す
。
大
学
を
卒
業
し
て
、

本
当
に
自
分
に
合
っ
て
い
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な

い
と
こ
ろ
に
就
職
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
３

年
く
ら
い
経
っ
て
仕
事
の
ス
キ
ル
が
身
に
付
い
た

の
で
、
そ
れ
を
生
か
し
て
転
職
し
た
い
。
そ
の
際
、

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
が
好
き
だ
か
ら
長
野
に
行
き
た
い

と
い
う
よ
う
に
、
自
分
の
新
た
な
可
能
性
を
拓
く

場
所
と
し
て
地
方
に
目
を
向
け
る
こ
と
は
十
分
に

あ
る
で
し
ょ
う
。
業
種
や
業
務
ス
キ
ル
、
本
人
の

好
み
な
ど
と
地
域
特
性
が
合
致
す
れ
ば
非
常
に
い

い
マ
ッ
チ
ン
グ
が
可
能
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

水
島　
お
そ
ら
く
、
マ
ッ
チ
ン
グ
を
考
え
る
に
は

二
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
い
ま
、

新
卒
の
有
効
求
人
倍
率
は
全
国
平
均
１・

８
倍
く

ら
い
で
「
売
り
手
市
場
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

実
は
、
建
築
業
が
９
倍
、
流
通
業
が
12
倍
と
い
っ

た
二
業
界
の
突
出
し
た
高
い
数
字
が
引
っ
張
っ
て

い
る
の
で
す
。
例
え
ば
、
み
ん
な
が
知
っ
て
い
る

よ
う
な
有
名
企
業
は
、
軒
並
み
１
倍
を
切
っ
て
い

ま
す
。

　

学
生
に
は
、
こ
の
数
字
の
意
味
を
理
解
し
て
欲

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
就
職
し
や
す
い

か
ど
う
か
で
は
な
く
、
そ
の
業
界
が
人
手
不
足
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

企
業
規
模
で
み
る
と
、
日
本
の
企
業
の
99
％
を

占
め
る
中
小
企
業
の
有
効
求
人
倍
率
は
９・

55
も

あ
り
ま
す
。
採
用
が
で
き
ず
に
苦
し
ん
で
い
る
中

小
企
業
も
あ
り
ま
す
が
、
大
企
業
も
初
め
は
中
小

企
業
だ
っ
た
わ
け
で
、
今
、
人
材
を
求
め
て
い
る

中
小
企
業
の
中
に
は
、
こ
れ
か
ら
伸
び
る
会
社
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

有
名
企
業
だ
か
ら
い
い
と
か
、
逆
に
、
あ
る
業
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界
の
企
業
が
全
部
だ
め
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

そ
の
意
味
が
分
か
れ
ば
、
自
分
に
マ
ッ
チ
す
る
企

業
を
見
つ
け
る
と
い
う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な

が
る
と
思
い
ま
す
。
最
初
の
段
階
で
ち
ょ
っ
と
ミ

ス
を
し
て
も
、
こ
う
し
た
チ
ャ
ン
ス
に
気
付
い
て

く
れ
た
ら
と
考
え
指
導
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

転
職
に
対
す
る
ハ
ー
ド
ル
の
低
下
は 

自
治
体
に
と
っ
て
追
い
風
に
な
っ
て
い
る

水
島　
も
う
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
は
Ｊ
タ
ー
ン
で
す
。

新
卒
で
都
会
に
就
職
し
て
も
、
将
来
は
自
分
の
出

身
地
に
帰
り
た
い
と
い
う
学
生
が
い
ま
す
。
帰
る

の
は
必
ず
し
も
、
出
身
県
で
な
く
て
も
、
隣
県
と

か
、
実
家
に
す
ぐ
行
け
る
距
離
と
い
う
よ
う
に
、

範
囲
を
や
や
広
め
に
考
え
て
み
る
と
選
択
肢
が
広

が
り
ま
す
。
こ
う
し
た
将
来
展
望
に
積
極
的
に
応

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
今
す
ぐ
で

な
く
て
も
い
い
、
地
元
の
県
で
な
く
て
も
い
い
。

も
う
少
し
エ
リ
ア
や
時
期
を
広
げ
て
、
地
方
人
材

と
し
て
や
が
て
帰
っ
て
い
く
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
、
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
考
え
て
い
る
の
は
、
本

社
は
東
京
で
も
創
業
し
た
の
は
地
方
と
い
う
企
業

を
狙
っ
て
み
て
は
と
提
案
し
て
い
ま
す
。
社
名
に

地
名
が
残
っ
て
い
る
会
社
は
結
構
あ
り
、
そ
う
い

う
と
こ
ろ
は
地
元
を
大
事
に
し
て
い
て
、
例
え
ば

発
祥
の
地
に
研
究
所
を
置
い
て
い
る
と
い
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
Ｊ
タ
ー
ン
の
可
能
性
も
含
め
て
、

学
生
に
就
職
支
援
の
シ
ナ
リ
オ
を
提
示
す
れ
ば
学

生
も
相
談
し
や
す
く
な
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
を

継
続
す
る
延
長
線
上
で
、
気
が
付
い
た
ら
地
元
に

た
く
さ
ん
帰
っ
て
い
た
と
い
う
形
に
持
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

清
水　
私
ど
も
の
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
生
の
県
内

就
職
と
並
行
し
て
、
社
会
人
の
転
職
、
す
な
わ
ち

Ｕ・

Ｉ・

Ｊ
タ
ー
ン
希
望
者
の
県
内
企
業
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
実
績
で
み
る
と
、
石
川
県
に
移
り
住
ん

で
来
た
方
の
７
割
は
石
川
県
出
身
者
で
す
。
ま
た
、

約
１
割
は
石
川
県
に
ゆ
か
り
が
あ
り
、
例
え
ば
祖

父
母
が
石
川
県
に
い
る
と
か
、
県
内
を
旅
行
し
て

非
常
に
い
い
印
象
を
受
け
た
、
も
し
く
は
企
業
の

県
内
支
店
に
勤
務
し
た
経
験
が
非
常
に
よ
か
っ
た

と
い
う
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
す
。
東
京
で
３
年
ほ
ど

仕
事
を
し
た
け
れ
ど
、
や
は
り
地
元
に
戻
り
た
い

と
い
う
若
い
方
か
ら
の
相
談
も
あ
り
ま
し
た
。

　

１
カ
所
に
長
く
勤
め
た
ほ
う
が
良
い
と
い
う
考

え
が
日
本
で
は
ま
だ
一
般
的
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、

転
職
に
対
す
る
ハ
ー
ド
ル
が
低
く
な
っ
て
き
た
こ

と
は
、
地
方
の
自
治
体
に
と
っ
て
は
追
い
風
に
も

な
り
ま
す
。
首
都
圏
の
転
職
フ
ェ
ア
に
参
加
す
る

と
、
た
く
さ
ん
の
方
が
私
ど
も
の
ブ
ー
ス
に
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
そ
れ
が
結
果
に
す
ぐ
つ
な
が
る
か

と
い
う
と
、
な
か
な
か
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
が
。

　

先
ほ
ど
は
、
結
婚
し
て
パ
ー
ト
ナ
ー
の
出
身
地

に
戻
る
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
確
か
に

石
川
県
出
身
の
妻
が
他
県
出
身
の
夫
や
子
ど
も
を

連
れ
て
戻
っ
て
く
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
よ
く
あ
り

ま
す
。
学
生
と
併
せ
て
、
社
会
人
の
Ｕ・

Ｉ・

Ｊ

タ
ー
ン
も
非
常
に
重
要
な
案
件
で
す
。
こ
れ
は
ど

こ
の
自
治
体
で
も
、
人
口
減
対
策
と
し
て
ま
ず
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

社
会
人
の
Ｕ・

Ｉ・

Ｊ
タ
ー
ン
は
県
内
企
業
の

人
手
不
足
対
策
に
も
繋
が
り
ま
す
し
、
経
験
を
積

ん
だ
人
材
は
、
企
業
の
ニ
ー
ズ
と
う
ま
く
合
致
す

れ
ば
、
即
戦
力
か
つ
企
業
の
更
な
る
成
長
に
も
繋

が
る
の
で
、
特
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
首
都
圏
で
経
験
を
積
ん
だ
50
代
の

方
も
戻
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
地
方
に
と
っ
て
は

大
事
な
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。

青
木　
長
野
県
で
も
、
合
同
企
業
説
明
会
で
新
規

座
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学
卒
者
対
象
の
場
合
は
、
卒
業
後
３
年
以
内
は
新

卒
扱
い
に
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
な
か
な
か

集
ま
ら
な
い
と
い
う
状
況
が
あ
り
ま
す
。

　

長
野
県
は
「
移
住
し
た
い
都
道
府
県
」
の
第
１

位
と
い
う
こ
と
で
、
住
ま
い
と
一
緒
に
就
職
先
も

紹
介
し
た
ら
ど
う
か
、
移
住
の
相
談
会
に
企
業
の

ブ
ー
ス
を
設
け
た
ら
ど
う
か
と
い
う
話
が
あ
っ
て

検
討
は
し
て
い
る
も
の
の
、
移
住
希
望
者
は
ま
ず

地
域
を
知
り
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
あ
り
、
い
き

な
り
仕
事
ま
で
は
目
が
い
か
ず
、
企
業
の
ブ
ー
ス

を
訪
れ
る
人
は
少
な
い
よ
う
で
す
。
実
際
に
そ
う

い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
る
自
治
体
に
話
を
う
か

が
っ
た
と
こ
ろ
、
最
終
的
に
移
住
が
決
ま
れ
ば
、

次
は
仕
事
は
ど
う
す
る
か
と
な
り
ま
す
が
、
最
初

の
段
階
で
は
地
域
を
知
り
た
い
と
い
う
希
望
が
あ

り
、
そ
こ
に
企
業
が
出
て
い
っ
て
も
難
し
い
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

一
方
、
企
業
が
都
会
か
ら
長
野
県
に
工
場
を
移

転
す
る
動
き
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
場
合
は
社
員

が
家
族
も
連
れ
て
引
っ
越
し
て
く
る
状
況
が
生
ま

れ
る
で
し
ょ
う
。
企
業
の
経
営
者
に
う
か
が
う
と
、

長
野
で
問
題
に
な
る
の
は
教
育
と
医
療
と
の
こ
と

で
す
。
先
進
的
な
高
度
医
療
が
で
き
る
病
院
が
あ

る
の
か
、
中
高
一
貫
校
が
ど
れ
だ
け
あ
る
の
か
と

い
う
と
、
ま
だ
少
な
い
状
況
で
す
。
そ
の
た
め
単

身
赴
任
に
な
っ
た
と
い
う
例
も
聞
い
て
い
ま
す
の

で
、
な
か
な
か
難
し
い
で
す
ね
。

就
職
支
援
協
定
は
有
効
に
働
い
て
い
る
が 

最
終
的
な
採
用
に
結
び
付
い
て
い
る
か

音　
最
後
に
、
自
治
体
と
大
学
の
連
携
に
つ
い
て
、

ご
提
言
な
ど
を
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

佐
々
木　
就
職
支
援
協
定
が
有
効
に
働
い
て
い
る

の
は
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。
学
生
に
自
治
体
の

情
報
を
提
供
し
て
認
知
度
を
上
げ
、
パ
イ
を
広
げ

る
役
に
は
立
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
が

最
終
的
な
採
用
に
結
び
付
く
よ
う
に
深
掘
り
し
て

い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま

し
た
。
２・
３
年
生
と
い
う
早
い
時
期
に
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
経
験
さ
せ
る
の
は
、
一
つ
の
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
地
方
に
は
首
都
圏
と
は
違
う
働
き
方
や

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
が
あ
る
と
い
う
具
体
的
な
ケ
ー
ス

を
学
生
に
た
く
さ
ん
提
示
す
る
と
、
学
生
も
多
様

化
し
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
う
生
き
方
に
共
鳴
す

る
学
生
は
必
ず
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
卒

業
生
の
例
を
紹
介
す
る
、
あ
る
い
は
実
際
に
触
れ

合
う
機
会
を
通
じ
て
、
学
生
が
有
力
な
選
択
肢
と

し
て
考
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
次
の
課
題
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

私
ど
も
の
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
少
子
高

齢
化
が
進
む
日
本
に
と
っ
て
、
学
生
の
皆
さ
ん
は

大
切
な
社
会
全
体
の
資
産
で
あ
る
と
言
っ
て
い
ま

す
。
学
生
一
人
ひ
と
り
の
価
値
は
そ
れ
だ
け
高
い
。

だ
か
ら
こ
そ
、
就
職
活
動
中
の
学
生
だ
け
を
考
え

る
の
で
は
な
く
、
長
い
ス
パ
ン
で
大
学
と
自
治
体

が
手
を
携
え
、
将
来
の
日
本
を
支
え
る
人
材
を
育

成
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
良
い
か
、
共

に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

水
島　
Ｕ
タ
ー
ン
す
れ
ば
親
が
安
心
す
る
と
い
っ

た
単
純
な
話
で
は
な
く
、
小
中
学
校
に
一
緒
に
通
っ

た
仲
間
や
親
戚
が
暮
ら
す
環
境
に
戻
る
と
い
う
こ

と
に
は
、
つ
ま
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
政
策
上
、
重

要
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。
暮
ら
し
や
す
い
街
を
共

に
つ
く
っ
て
い
く
仲
間
と
し
て
帰
る
と
い
っ
た
よ

う
に
、
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
よ
う
な
意
識

づ
け
を
大
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
用
意
し
な
く

て
は
い
け
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

現
在
の
恵
ま
れ
た
就
職
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
学

生
に
は
、
就
職
活
動
を
通
し
て
自
分
の
人
生
を
し
っ

か
り
選
ぶ
こ
と
が
大
事
だ
と
指
導
し
て
い
ま
す
。

一
人
一
人
が
異
な
る
人
生
を
選
択
す
る
わ
け
で
、
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そ
れ
に
対
し
て
、
Ｕ・

Ｉ・

Ｊ
タ
ー
ン
に
つ
い
て

も
、
各
自
治
体
お
よ
び
大
学
な
り
の
戦
略
が
あ
り

ま
す
か
ら
、
そ
れ
ら
を
互
い
に
き
ち
ん
と
結
び
付

け
る
意
味
で
、
協
定
が
重
要
な
足
場
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
わ
け
で
、
本
学
が
協
定
を
結
ん
だ
自

治
体
と
は
、
視
野
を
広
く
も
っ
て
、
柔
軟
な
姿
勢

で
、
地
方
人
材
を
育
て
る
シ
ナ
リ
オ
を
作
る
べ
く
、

意
見
交
換
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

協
定
を
結
ん
だ
指
定
校
か
ら
の 

Ｕ
タ
ー
ン
就
職
率
は
高
く
な
っ
て
い
る

清
水　
協
定
に
よ
っ
て
、
私
ど
も
と
し
て
は
人
材

に
戻
っ
て
き
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
人
材
を
育
成
す
る
上
で
必
要
な
こ
と
を
大
学

か
ら
ご
提
案
い
た
だ
け
れ
ば
、
で
き
る
範
囲
で
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
行
政
で
は
気
付
か
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

り
、
い
ろ
い
ろ
な
大
学
や
企
業
の
ご
意
見
を
う
か

が
い
な
が
ら
新
た
な
取
り
組
み
を
進
め
、
連
携
し

な
が
ら
地
方
創
生
と
い
う
大
き
い
課
題
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
移
り
住
ん
で
き
た
人
を
受
け
入
れ
る
環

境
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
な
い
と
う
ま
く
い
か
ず
、

定
着
も
し
な
い
と
い
う
の
は
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り

な
の
で
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
く
、
や
っ
て
来
た

方
が
定
着
す
る
よ
う
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
大
学
か
ら
も
、
意
見
交

換
の
場
な
ど
で
い
ろ
い
ろ
な
ご
提
案
を
い
た
だ
け

れ
ば
あ
り
が
た
い
で
す
。

青
木　
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
率
を
み
る
と
、
本
県
が
協

定
を
結
ん
だ
大
学
は
他
校
よ
り
も
５
ポ
イ
ン
ト
く

ら
い
高
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
協
定
の

中
に
は
、
包
括
連
携
協
定
と
い
う
こ
と
で
、
例
え

ば
工
学
部
や
農
学
部
も
含
め
た
少
し
幅
の
広
い
協

定
に
拡
大
し
て
、
県
の
関
係
部
局
と
連
携
し
て
事

業
を
進
め
て
い
る
事
例
も
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
地
方
は
厳
し
い
人
材
不
足
の
状
況
に
あ

る
の
で
、
今
後
と
も
大
学
と
共
に
人
材
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

音　
本
日
は
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

座
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会
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大
学
に
お
い
て
、
地
震・

台
風
な
ど
の
自
然
災
害
に
対
す
る
学
生
お
よ
び
教
職
員
の
安
全
確
保
は

重
要
な
課
題
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
災
害
時
の
迅
速
か
つ
適
切
な
対
処
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、

そ
の
危
険
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
よ
り
大
切
で
あ
る
。

　

２
０
１
８
年
、
６
月
18
日
に
発
生
し
た
大
阪
府
北
部
を
震
源
と
す
る
地
震
や
、
６
月
28
日
か
ら
７

月
８
日
に
か
け
て
、
西
日
本
を
中
心
に
北
海
道
や
中
部
地
方
な
ど
、
全
国
的
に
広
い
範
囲
で
記
録
さ

れ
た
台
風
７
号
、
お
よ
び
梅
雨
前
線
の
影
響
に
よ
る
集
中
豪
雨
の
大
き
な
自
然
災
害
が
立
て
続
け
に

発
生
し
て
い
る
。
阪
神
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
、
自
然
災
害
の
発
生
後
し
ば
ら
く

は
、
防
災
へ
の
意
識
と
取
り
組
み
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
次
第
に
記
憶
も
含
め
防
災
意
識
が

薄
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
少
な
く
な
い
。

　

大
学
と
し
て
は
、
災
害
発
生
時
に
大
き
な
被
害
を
出
さ
な
い
た
め
に
も
、
一
定
期
間
ご
と
に
防
災

訓
練
や
施
設・

設
備
の
点
検
、
備
蓄
の
確
認
な
ど
、
防
災
に
対
す
る
取
り
組
み
（
備
え
）
を
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
。

特 集

大
学
は
自
然
災
害
と
ど
う
向
き
合
う
か
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こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
本
特
集
で
は
、
各
大
学
に
お
け
る
自
然
災
害
対
応
の
防
災
訓
練
や
啓

発
活
動
、
実
際
に
発
生
し
た
自
然
災
害
へ
の
対
応
な
ど
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
今
後
の
各
大
学
に
お

け
る
自
然
災
害
対
応
の
あ
り
方
を
考
え
る
機
会
と
し
た
い
。

大
学
は
自
然
災
害
と
ど
う
向
き
合
う
か
─
関
西
大
学
の
取
り
組
み
の
紹
介
を
兼
ね
て

─

安
部 

誠
治

●
関
西
大
学
社
会
安
全
学
部
教
授

西
日
本
豪
雨
災
害
へ
の
対
応
に
つ
い
て

本
廣 
賢
吾

●
学
校
法
人
広
島
女
学
院
法
人・

大
学
事
務
局
長

自
然
災
害
へ
の
備
え
～
平
成
28
年
（
２
０
１
６
年
）
熊
本
地
震
の
教
訓
～

井
上 

博
司

●
熊
本
学
園
大
学
総
務
部
次
長

大
学
生
機
能
別
消
防
団
結
成
を
人
材
育
成
へ

白
幡 

晶

●
城
西
大
学
学
長

地
域・

行
政・

大
学・

大
学
病
院
に
よ
る
合
同
防
災
訓
練
─
現
状
と
課
題

─

菊
地 

光
男

●
福
岡
大
学
総
務
部
長

自
然
災
害
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
─
相
互
連
携
に
よ
る
防
災
活
動
で
学
生
の
成
長
を
促
す

─

八
田 

浩
康

●
亜
細
亜
大
学
総
合
企
画
部
地
域
交
流
課
長
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１　
大
学
を
め
ぐ
る
危
機
事
象

　

現
代
社
会
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
危
機
事
象
を
随
伴
し
て
い
る
。
現

代
社
会
の
構
成
員
た
る
大
学
も
、
そ
れ
ら
の
危
機
事
象
か
ら
逃
れ

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
あ
る
危
機
事
象
が
発
現
し
、
そ
の
リ
ス
ク

制
御
に
失
敗
し
て
し
ま
う
と
、
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
な
ど
を
通
じ
て

問
題
が
広
く
社
会
に
知
れ
渡
る
。
そ
う
な
る
と
、
大
学
は
社
会
的

信
用
を
失
い
、
ブ
ラ
ン
ド
力
も
損
な
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

そ
う
し
た
事
態
を
避
け
る
た
め
に
、
大
学
は
危
機
事
象
に
正
面
か

ら
向
き
合
い
、
そ
れ
に
適
切
に
対
応・

対
処
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

　

大
学
を
取
り
巻
く
危
機
事
象
は
、
大
き
く
三
つ
に
グ
ル
ー
ピ
ン

グ
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
は
社
会
一
般
と
共
通
す
る
事
象
、

第
二
は
大
学
固
有
の
事
象
、
第
三
は
学
生
や
教
職
員
の
不
祥
事
で

あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
の
問
題
群
の
う
ち
主
な
も
の
を
列

挙
す
る
と
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①　

社
会
一
般
と
共
通
す
る
事
象

　

―�

地
震
や
台
風
な
ど
の
自
然
災
害

　

―�

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
感
染
症
の
流
行

　

―�

通
学・

通
勤
途
上
に
学
生
や
教
職
員
が
遭
遇
す
る
鉄
道
事
故

や
バ
ス
事
故

　

―�

キ
ャ
ン
パ
ス
近
く
の
プ
ラ
ン
ト
な
ど
に
お
け
る
爆
発
事
故
や

近
隣
の
大
規
模
な
火
災

②　

大
学
固
有
の
問
題

　

―�
入
試
問
題
の
漏
洩
や
採
点
ミ
ス

　

―�
学
生
の
成
績
な
ど
個
人
情
報
の
流
出

　

―�

ク
ラ
ブ
活
動
中
の
不
祥
事

　

―�

海
外
に
お
け
る
正
課
活
動
中
の
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル

特
集

大
学
は
自
然
災
害
と
ど
う
向
き
合
う
か

大
学
は
自
然
災
害
と
ど
う
向
き
合
う
か

―
関
西
大
学
の
取
り
組
み
の
紹
介
を
兼
ね
て
―

安
部 

誠
治
●
関
西
大
学
社
会
安
全
学
部
教
授
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―�

大
学
内
の
実
験
室
な
ど
に
お
け
る
火
災
や
爆
発
、
危
険
物
の

盗
難

③　

大
学
構
成
員
の
不
祥
事
に
関
わ
る
も
の

　

―�

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
セ
ク
ハ
ラ・

パ
ワ
ハ
ラ

　

―�

学
生
や
教
職
員
が
キ
ャ
ン
パ
ス
の
内
外
で
引
き
起
こ
す
犯
罪

や
反
社
会
的
行
為

　

と
こ
ろ
で
、
以
上
の
危
機
事
象
は
、
決
し
て
並
列
に
並
ん
で
い

る
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、「
大
学
（
の
対
応
）
に
対
す
る
メ
デ
ィ

ア・

社
会
の
関
心
度
」
お
よ
び
「
大
学
に
と
っ
て
の
ダ
メ
ー
ジ
度
」

と
い
う
指
標
で
評
価
す
る
と
、
そ
れ
ら
の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
は
そ

れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
く
る
。
こ
の
場
合
の
後
者
の
「
ダ
メ
ー
ジ
度
」

と
い
う
の
は
、
さ
ら
に
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
金
銭
的

な
損
失
と
い
う
点
で
の
そ
れ
と
、
ブ
ラ
ン
ド
力
の
毀
損
と
い
う
点

で
の
そ
れ
で
あ
る
。

　

い
ま
、
縦
軸
に
大
学
（
の
対
応
）
に
対
す
る
社
会・

メ
デ
ィ
ア

の
関
心
度
、
横
軸
に
ブ
ラ
ン
ド
力
の
毀
損
と
い
う
面
の
大
学
の
ダ

メ
ー
ジ
度
を
取
っ
て
、
主
な
危
機
事
象
を
置
い
て
み
た
の
が
図
表

１
で
あ
る
。
仮
に
、
東
日
本
大
震
災
ク
ラ
ス
の
巨
大
地
震
が
起
こ
っ

て
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
施
設
が
大
き
く
破
壊
さ
れ
た
と
す
る
。
こ
の

場
合
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
外
で
は
も
っ
と
深
刻
な
事
態
が
生
じ
て
い

る
の
で
、
メ
デ
ィ
ア
や
社
会
の
関
心
が
一
個
別
大
学
に
向
け
ら
れ

図表１　大学の危機事象

大
学
（
の
対
応
）
に
対
す
る
社
会
・メ
デ
ィ
ア
の
関
心
度

大

小
大

大学にとってのダメージ度（ブランド力の毀損）

首都直下・南海トラフ
など巨大地震

入試問題の漏洩

パワハラ・いじめによ
る生徒・学生の自殺

海外語学研修中の
バス事故、航空事故

キャンパス内の火災

大学の法令違反

大震災による入試の
中止

教職員による
凶悪犯罪

海外留学中（正課）
の学生死亡事件

クラブ活動中の死亡
事故

本学学生による悪質
犯罪

大規模な個人情報の
流失

入試判定のミス

入試問題のミス

多数の学生が運輸
事故の巻き添えに

危機管理の失敗

ソフトウェアの違法
コピー等著作権侵害

大学食堂での
大規模食中毒

感染症の大流行

未成年飲酒

キャンパス内での
殺人事件

課外活動での体罰

ＰＣの大規模
ウイルス感染

パワハラ・アカハラ

大学にとってのダメージ度（ブランド力の毀損）

特集 大学は自然災害とどう向き合うか
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る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
ま
た
、
施
設
が
損
壊
し
た
か
ら
と
い
っ

て
、
社
会
的
に
同
情
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
大
学
の
ブ
ラ
ン
ド

力
が
毀
損
す
る
こ
と
も
な
い
。
要
す
る
に
、
施
設
の
復
旧
の
た
め

に
大
学
の
金
銭
的
損
失
は
甚
大
で
あ
る
も
の
の
、
ブ
ラ
ン
ド
力
の

毀
損
と
い
う
点
で
は
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
は
受
け
な
い
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
ク
ラ
ブ
活
動
中
に
学
生
の
死
亡
事
故
な
ど
が
起
こ
り
、

大
学
が
そ
の
収
拾
に
失
敗
し
た
場
合
は
、
メ
デ
ィ
ア
や
社
会
の
強

い
関
心
を
呼
ぶ
事
態
に
発
展
す
る
。
そ
の
こ
と
で
、
多
額
の
金
銭

的
損
失
が
発
生
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
連
日
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
な

ど
で
報
道
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
は
大
き
く

損
な
わ
れ
、
学
生
や
教
職
員
の
帰
属
意
識
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も

低
下
し
て
し
ま
う
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
次
年
度
以
降
の
学
生
募

集
に
影
響
が
出
る
こ
と
も
あ
る
。

　

な
お
、
危
機
事
象
は
一
般
に
、
巨
大
地
震
な
ど
発
生
頻
度
の
低

い
も
の
ほ
ど
、
い
っ
た
ん
起
き
る
と
組
織
や
社
会
に
甚
大
な
被
害

を
生
じ
さ
せ
る
傾
向
に
あ
る
。

　

本
誌
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
折
に
触
れ
て
大
学
の
危
機
事
象
に
対

す
る
向
き
合
い
方
の
特
集
が
組
ま
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
第
３
２

８
号
（
２
０
０
９
年
９
月
）
の
「
急
が
れ
る
大
学
の
感
染
症
対

策
」、
第
３
６
５
号
（
２
０
１
５
年
11
月
）
の
「
大
学
に
お
け
る
防

災
訓
練
」、
第
３
８
１
号
（
２
０
１
８
年
７
月
）
の
「
留
学
（
海
外

送
り
出
し
）
に
伴
う
問
題
へ
の
取
り
組
み
」
な
ど
で
あ
る
。
本
号

の
特
集
は
「
大
学
は
自
然
災
害
と
ど
う
向
き
合
う
か
」
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
危
機
事
象
全
般
で
は
な
く
、
自
然
災
害
に

限
定
し
て
大
学
の
構
え
方
に
つ
い
て
論
じ
る
。

２　
関
西
大
学
の
取
り
組
み

⑴　

取
り
組
み
の
経
緯

　

自
然
災
害
に
は
地
震
や
火
山
噴
火
、
台
風
、
豪
雨
、
豪
雪
な
ど

が
あ
る
が
、
中
で
も
長
期
間
に
わ
た
っ
て
大
学
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与

え
る
の
が
巨
大
地
震
で
あ
る
。
巨
大
地
震
が
起
き
る
と
、
学
舎・

施
設
が
損
壊
し
、
近
隣
住
民
の
受
け
入
れ
、
長
期
に
わ
た
る
休
講

の
継
続
、
定
期
試
験
や
入
学
式・

卒
業
式
の
延
期
、
最
悪
の
場
合

は
入
試
の
延
期
や
中
止
な
ど
を
迫
ら
れ
る
。

　

関
西
大
学
は
、
２
０
１
０
年
４
月
に
、
安
全・

安
心
に
関
わ
る

諸
問
題
を
教
育・

研
究
の
柱
と
す
る
社
会
安
全
学
部
な
ら
び
に
大

学
院
社
会
安
全
研
究
科
を
新
設
し
た
。
設
置
準
備
は
２
０
０
６
年

４
月
に
始
ま
っ
た
が
、
そ
の
過
程
で
、
こ
う
し
た
学
部・

大
学
院

を
新
設
す
る
大
学
と
し
て
、
自
ら
の
学
園
の
安
全・

安
心
を
確
保

す
る
仕
組
み
が
で
き
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、
ま
ず
足
元
を
固

め
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
議
論
が
起
こ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
併
設
校
を
含
め
て
学
園
に
起
こ
り
う
る
危
機
事
象
に
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対
し
て
総
合
的
、
包
括
的
に
対
応
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
い

く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
う
し
て
２
０
０
８
年
に
策
定
さ
れ
た
の
が
、
危
機
管
理
規
程

や
九
つ
の
危
機
管
理
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
規
程

や
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
元
に
、
危
機
管
理
責
任
者
や
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
ャ
ー

な
ど
か
ら
な
る
本
学
の
危
機
管
理
の
方
法
と
仕
組
み
が
出
来
上
が
っ

た
。
そ
の
中
で
、
自
然
災
害
へ
の
対
応
は
大
き
な
柱
の
一
つ
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
た
。

⑵　

危
機
管
理
の
取
り
組
み

　

一
般
的
に
、
危
機
管
理
は
事
前
の
備
え
、
発
災
時
の
緊
急
対
応
、

事
態
鎮
静
後
の
事
後
対
策
の
三
つ
の
局
面
に
お
い
て
展
開
さ
れ
る
。

本
学
の
危
機
管
理
規
程
に
よ
れ
ば
、
事
前
と
事
後
の
対
応
は
常
設

の
危
機
管
理
委
員
会
が
、
発
災
中
は
同
規
定
に
基
づ
い
て
臨
時
に

設
置
さ
れ
る
「
対
策
本
部
」
が
当
た
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
２

０
１
８
年
６
月
18
日
に
発
生
し
た
大
阪
府
北
部
地
震
の
際
も
、
発

災
か
ら
60
分
後
の
午
前
９
時
に
は
理
事
長
を
本
部
長
と
す
る
大
阪

府
北
部
地
震
対
策
本
部
が
創
設
さ
れ
た
。

　

緊
急
事
案
や
重
要
事
項
の
審
議
を
行
う
危
機
管
理
委
員
会
は
、

本
学
の
危
機
管
理
体
制
の
肝
で
あ
る
。
危
機
管
理
委
員
会
と
対
策

本
部
の
業
務
分
担
を
整
理
す
る
と
図
表
２
の
と
お
り
で
あ
る
。

危機管理委員会 対　策　本　部
所管 主 な 業 務 所管 主 な 業 務

事　前 〇

－施設の日常点検、設備・什器備
品などの耐震対策

－緊急時の教職員連絡網の整備
－年間の危機管理計画の策定
－備蓄品の点検と確認
－シミュレーション訓練などの実施
－研修会などの開催

× 《平時は未設置》

発災中 ×
《大規模自然災害発災時や感染症流
行時には、規程に基づき臨時の対
策本部（右欄）を設置。緊急時対
応は対策本部で行う》

〇

－被災情報の収集
－キャンパス内被災者の救援・救護
－学生・生徒の避難と帰宅判断
－学生・生徒・教職員の安否確認
－キャンパス内の損壊状況の調査
－重要書類や有価証券等の防護
－帰宅困難者に対する対応
－近隣住民の受け入れ判断と対応
－備蓄品の提供
－広報対応
－復旧計画の策定と実施

事　後 〇
－対策本部業務の振り返りと問題
点の洗い出し

－必要に応じ、規程・マニュアル
類の見直し

× 《一定期間の後、解散》

（注）〇は所管業務、×は所管しない業務。
図表２　危機管理委員会と対策本部の関係

特集 大学は自然災害とどう向き合うか
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い
う
ま
で
も
な
く
、
危
機
管
理
規
程
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
一
度
作
っ

た
ら
終
わ
り
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
絶
え
ざ
る
見
直
し
が
必
要

で
あ
る
。
本
学
で
は
、
策
定
し
た
規
程
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
類
の
有
効

性
や
実
効
性
を
検
証
す
る
た
め
に
、
年
１
回
、
大
規
模
な
避
難
訓

練
お
よ
び
対
策
本
部
要
員
に
よ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
訓
練
を
実

施
し
て
い
る
。
２
０
０
８
年
に
始
ま
り
、
毎
年
秋
に
実
施
さ
れ
て

い
る
避
難
訓
練
は
、
１
万
人
以
上
の
学
生・

生
徒
、
教
職
員
お
よ

び
地
域
住
民
が
参
加
す
る
大
規
模
な
取
り
組
み
で
あ
る
。

　

本
年
６
月
18
日
の
大
阪
府
北
部
地
震
は
、
２
０
０
８
年
に
危
機

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
て
以
降
、
初
め
て
そ
れ
を
適
用
し
た

自
然
災
害
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
過
程
で
、
現
行
の
仕
組
み
の
弱
点

や
問
題
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
発
災
時
に
ど
の
範
囲

の
教
職
員
が
大
学
に
出
勤
す
べ
き
か
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
に
詰

め
切
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
休
講
の
判
断
基
準
、
安
否
確
認

の
シ
ス
テ
ム
、
留
学
生
に
対
す
る
多
言
語
対
応
と
い
っ
た
点
で
も

弱
点
が
見
つ
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
理
事
長
の
指
示
の
下
、
発
災

か
ら
３
カ
月
経
っ
た
９
月
に
、
規
程
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
類
の
見
直
し

と
改
訂
の
た
め
の
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
た
。
現
在
、
本

年
度
中
の
完
了
を
目
標
に
、
鋭
意
作
業
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

⑶　

災
害
に
備
え
た
物
資
の
備
蓄

　

昼
間
の
時
間
帯
に
大
地
震
が
発
生
す
る
と
、
交
通
機
関
が
ス
ト
ッ

プ
し
、
登
校
中
の
学
生
や
生
徒
、
教
職
員
が
帰
宅
困
難
と
な
る
事

態
が
発
生
す
る
。
そ
う
な
る
と
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
長
期
に
わ
た
っ

て
留
ま
る
学
生
や
教
職
員
に
必
要
な
物
資
を
提
供
す
る
必
要
が
生

じ
る
。
そ
の
た
め
の
備
え
と
し
て
、
本
学
で
は
２
０
１
０
年
か
ら

５
カ
年
の
備
蓄
計
画
に
着
手
し
た
。

　

当
時
、
全
国
に
手
本
と
な
る
大
学
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、

何
を
何
人
分
、
そ
し
て
何
日
分
確
保
す
る
の
か
と
い
う
考
え
方
の

整
理
か
ら
始
め
ざ
る
を
得
ず
、
こ
れ
に
は
多
く
の
時
間
が
費
や
さ

れ
た
。
そ
の
結
果
、
以
下
の
よ
う
な
内
容
の
備
蓄
計
画
が
出
来
上

が
っ
た
。

　

①　

対
象
と
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
と
物
資
の
想
定
人
数

　

本
学
に
は
学
部
と
大
学
院
が
所
在
す
る
千
里
山
、
堺
、
高
槻
、

高
槻
ミ
ュ
ー
ズ
の
四
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
（
併
設
校
も
隣
接
）
と
、

併
設
校
の
北
陽
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、

各
自
治
体
か
ら
一
時
避
難
地
な
ど
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

震
災
発
生
時
、
本
学
関
係
者
に
の
み
備
蓄
物
資
を
配
り
、
避
難

し
て
き
た
近
隣
住
民
へ
は
配
ら
な
い
な
ど
と
い
う
こ
と
は
到
底
で

き
な
い
。
そ
の
た
め
、
備
蓄
計
画
を
立
て
る
際
は
予
め
近
隣
住
民

分
を
考
慮
し
た
計
画
と
し
た
。
本
学
の
場
合
、
火
曜
日
の
３
時
限

382018.11　大学時報



（
13
時
～
14
時
30
分
）
が
学
生
の

在
校
率
が
最
も
高
い
。
そ
の
時

限
に
発
災
し
た
も
の
と
仮
定
し
、

学
生
の
通
学
距
離
の
実
態
を
考

慮
し
つ
つ
、
学
内
に
留
ま
る
可

能
性
の
あ
る
学
生
数
を
算
出
し

た
。
こ
れ
に
近
隣
住
民
分
を
加

え
て
、
備
蓄
対
象
者
数
を
割
り

出
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
必
要
な
備
蓄
人

数
は
３
日
間
で
本
学
関
係
者
２

万
２
６
０
０
人
、
近
隣
住
民
１

万
９
９
０
０
人
の
合
計
４
万
２

５
０
０
人
と
な
っ
た
（
図
表
３

参
照
）。

　

②　

備
蓄
日
数
と
備
蓄
物
資

　

備
蓄
し
て
い
る
物
資
は
、
資

機
材
な
ど
の
対
策
本
部
が
使
用

す
る
物
資
と
避
難
者
が
使
う
毛

布
や
食
料
な
ど
生
活
用
物
資
に

大
別
で
き
る
。
備
蓄
の
際
に
い

つ
も
問
題
に
な
る
の
は
水
で
あ
る
。
非
常
用
発
電
機
な
ら
び
に
高

度
浄
水
設
備
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
千
里
山
お
よ
び
高
槻

ミ
ュ
ー
ズ
の
二
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
水
は
備
蓄
し
て
い
な
い
。

一
方
、
堺
、
高
槻
、
北
陽
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
人

数
分
備
蓄
し
て
い
る
。

　

従
来
、
自
助
努
力
と
し
て
の
備
蓄
は
公
的
援
助
が
開
始
さ
れ
る

ま
で
の
３
日
間
程
度
と
さ
れ
て
い
た
が
、
東
日
本
大
震
災
を
経
て
、

最
近
は
１
週
間
の
備
蓄
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
費
用
と

物
資
の
保
管
場
所
の
拡
張
が
必
要
な
た
め
に
、
本
学
で
は
当
面
、

３
日
間
の
備
蓄
を
続
け
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

な
お
、
備
蓄
計
画
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
、
近
隣
住
民
用
の
物

資
も
併
せ
て
備
蓄
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
元
自
治
体
の
財
政

的
支
援
は
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
る
吹

田
市
と
協
議
の
結
果
、
住
民
が
使
用
し
た
物
資
を
補
充
す
る
場
合

の
費
用
は
市
が
負
担
す
る
と
い
う
合
意
に
達
し
た
が
、
他
の
キ
ャ

ン
パ
ス
が
立
地
す
る
自
治
体
と
は
未
だ
合
意
に
至
っ
て
い
な
い
。

　

③　

備
蓄
の
サ
イ
ク
ル
と
費
用

　

食
料
は
消
費
期
限
が
25
年
の
サ
バ
イ
バ
ル
フ
ー
ズ
を
導
入
し
た
。

当
初
５
年
間
で
必
要
分
を
購
入
し
、
そ
の
後
は
20
年
の
長
期
サ
イ

ク
ル
で
20
分
の
１
ず
つ
更
新
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
電
池
な
ど
を
含
む
備
蓄
品
全
般
に
つ
い
て
は
、
防
災
備
蓄
期

� （単位 人）

キャンパス 在籍者数 学生・併設校生徒・教職員 近　隣　住　民 合 計１日目 ２日目 ３日目 １日目 ２日目 ３日目
千里山 29,059 8,558 4,712 4,712 ＊1 3,250 3,250 24,482
堺 1,200 371 218 218 ＊2 864 864 2,535
高槻 2,431 1,079 527 527 406 124 124 2,787

高槻ミューズ 2,038 635 244 244 5,708 1,741 1,741 10,313
北陽 1,440 413 88 88 ＊3 892 892 1,784

＊1、＊2、＊3：�１日目は多くの住民が避難してくることが予想されるが、近隣であることから、自宅
の食料持参で避難してくるものと考え、提供の必要なしと想定。

図表３　関西大学・災害時備蓄計画の想定人数
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限
管
理
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
導
入
し
、
消
費
期
限
前
に
更
新
し
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
る
。
５
カ
年
計
画
最
終
年
度
の
２
０
１
４
年
に
、

当
初
の
計
画
ど
お
り
備
蓄
が
完
了
し
た
。
要
し
た
総
費
用
は
約
１

億
５
０
０
０
万
円
だ
っ
た
。
今
後
は
、
毎
年
３
５
０
万
円
前
後
の

費
用
で
備
蓄
品
の
更
新
を
続
け
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

３　
大
学
と
Ｂ
Ｃ
Ｐ

　

今
世
紀
に
入
っ
た
こ
ろ
か
ら
欧
米
諸
国
の
企
業
や
組
織
に
お
い

て
、
大
規
模
な
自
然
災
害
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
て
、
中

核
業
務
を
継
続
な
い
し
早
期
復
旧
す
る
た
め
の
事
業
継
続
計
画

（BCP

：Business�Continuity�Plan
）
が
策
定
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
わ
が
国
で
も
、
２
０
０
５
年
に
内
閣
府
が
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
た

め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成・

公
表
し
、
企
業
な
ど
に
そ
の
策
定

を
促
す
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
の

際
、
多
く
の
地
方
自
治
体
や
企
業
が
事
業
の
継
続
を
中
断
せ
ざ
る

を
得
な
い
事
態
に
追
い
込
ま
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
作
成

す
る
自
治
体
や
企
業
が
増
加
し
た
。

　

わ
が
国
で
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
は
国
や
地
方
自
治
体
が
先
行
し

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
２
０
１
７
年
６
月
現
在
、
全
都
道
府
県
が

策
定
済
み
で
あ
り
、
市
町
村
レ
ベ
ル
で
も
約
６
割
の
自
治
体
が
策

定
を
終
え
て
い
る
（
消
防
庁
調
べ
）。
知
の
拠
点
で
あ
る
大
学
も
、

緊
急
時
の
備
え
と
し
て
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
す
る
こ
と
が
社
会
的
に
要

請
さ
れ
て
い
る
。

　

従
来
の
防
災
活
動
が
組
織
構
成
員
の
身
体・

生
命
の
安
全
確
保

や
物
的
損
害
の
軽
減
を
目
的
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
、

身
体・

生
命
の
安
全
確
保
に
加
え
、
優
先
的
に
継
続・

復
旧
す
べ

き
重
要
業
務
の
継
続
ま
た
は
早
期
復
旧
を
目
的
と
し
て
い
る
と
い

う
点
で
、
両
者
に
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
組
織
の
業
態
に
よ
っ
て
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
対
象
と
す
べ

き
業
務
や
、
事
業
の
継
続
を
困
難
に
追
い
込
む
危
機
事
象
も
異
な

る
。
大
学
の
場
合
、
継
続
す
べ
き
中
核
的
業
務
は
教
育
と
研
究
で

あ
り
、
事
業
継
続
が
困
難
と
な
る
事
象
は
地
震
を
中
心
と
す
る
自

然
災
害
お
よ
び
感
染
症
の
ま
ん
延
で
あ
る
。

　

大
き
な
地
震
が
起
き
る
と
大
学
の
研
究
室
や
教
室
な
ど
が
損
壊

し
、
教
育・

研
究
の
継
続
が
困
難
と
な
る
。
ま
た
、
鉄
道
な
ど
の

交
通
機
関
が
運
行
停
止
と
な
り
、
学
生
や
教
職
員
の
通
学・

通
勤

が
不
可
能
に
な
る
。
感
染
症
が
流
行
し
た
場
合
は
、
大
学
の
施
設

は
物
理
的
に
は
損
壊
し
な
い
も
の
の
、
外
出
の
禁
止
や
自
粛
に
よ
っ

て
構
成
員
の
大
学
へ
の
参
集
が
困
難
と
な
り
、
教
育・

研
究
が
継

続
で
き
な
く
な
る
。
入
学
試
験
や
定
期
試
験
の
期
間
中
に
こ
う
し

た
事
態
が
生
じ
た
場
合
、
そ
の
影
響
は
極
め
て
広
範
囲
に
及
ぶ
。

こ
う
し
た
事
態
に
備
え
る
の
が
Ｂ
Ｃ
Ｐ
で
あ
る
。
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Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
盛
り
込
む
べ
き
基
本
事
項
は
、
以
下
の
四
つ
で
あ
る
。

①�　

危
機
事
象
と
被
害
想
定
を
行
っ
た
上
で
、
部
局
ご
と
に
継
続

な
い
し
回
復
す
べ
き
業
務
を
特
定
す
る
。

②�　

目
標
と
す
る
復
旧
時
間
と
復
旧
方
法
を
明
示
す
る
。

③�　

そ
の
た
め
に
必
要
な
人
的
、
物
的
リ
ソ
ー
ス
の
配
分
と
確
保

の
方
法
を
明
示
す
る
。

④�　

し
か
る
べ
き
対
応
策
を
講
じ
た
上
で
残
存
リ
ス
ク
を
明
確
に

し
て
お
く
。

　

関
西
大
学
は
、
２
０
１
０
年
に
約
40
の
部
署
単
位
で
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を

策
定
し
た
。
そ
こ
で
想
定
し
た
危
機
事
象
は
、
巨
大
地
震
（
上
町

断
層
地
震
）
と
大
規
模
な
感
染
症
の
二
つ
で
あ
る
。
上
町
断
層
地

震
を
想
定
し
た
の
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
立
地
位
置
を
勘
案
す
る
と
、

本
学
の
受
け
る
ダ
メ
ー
ジ
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
よ
り
も
同
地
震
の

方
が
大
き
い
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　

限
ら
れ
た
人
員
の
下
、
日
常
業
務
の
遂
行
に
追
わ
れ
て
い
る
組

織
が
、
将
来
起
こ
る
で
あ
ろ
う
事
態
に
対
し
て
、
し
か
も
い
つ
ど

の
程
度
の
大
き
さ
で
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
こ
と
に
、
わ
ざ
わ
ざ

リ
ソ
ー
ス
を
配
分
す
る
と
い
う
の
は
至
難
の
業
で
あ
り
、
本
学
と

て
同
様
で
あ
る
。
こ
の
間
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
発
動
す
る
緊
急
事
態
が
発

生
し
て
お
ら
ず
、
10
年
前
に
策
定
に
携
わ
っ
た
職
員
は
人
事
異
動

や
退
職
に
よ
っ
て
当
時
の
部
署
を
離
れ
て
し
ま
い
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
が
あ

る
こ
と
さ
え
知
ら
な
い
教
職
員
も
増
え
て
い
る
。

　

大
阪
府
北
部
地
震
に
よ
り
、
危
機
管
理
規
程
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

み
な
ら
ず
、
本
学
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
も
い
く
つ
か
の
不
備
が
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
へ
の
浸
透
と

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
が
、
本
学
の
次
の
課
題
で
あ
る
と
い
え
よ�

う
。�

特集 大学は自然災害とどう向き合うか

41 大学時報　2018.11



１　
豪
雨
状
況
と
避
難
指
示

　

広
島
女
学
院
大
学
は
、
Ｊ
Ｒ
広
島
駅
か
ら
バ
ス
で
15
分
の
き
わ

め
て
閑
静
な
住
宅
地
に
あ
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
は
牛
田
山
の
麓
の
自

然
林
に
囲
ま
れ
て
い
て
、
普
段
は
川
の
せ
せ
ら
ぎ
、
緑
の
中
の
自

然
豊
か
な
環
境
に
あ
る
。
近
年
は
自
然
災
害
に
よ
る
大
き
な
被
害

を
受
け
た
こ
と
が
な
く
、
５
年
前
に
広
島
市
内
は
豪
雨
に
よ
る
大

き
な
災
害
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
災
害
に
対
し
て
十
分
な

備
え
を
行
っ
て
き
た
と
は
い
え
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。

　

西
日
本
豪
雨
災
害
が
発
生
し
た
本
年
７
月
６
日
金
曜
日
、
広
島

市
は
朝
方
に
大
雨
警
報
が
発
令
さ
れ
、
午
後
２
時
過
ぎ
に
は
土
砂

災
害
警
戒
情
報
が
出
さ
れ
る
な
ど
激
し
い
雨
が
降
り
続
い
て
い
た
。

ま
た
、
午
後
に
は
、
学
生
の
多
く
が
利
用
す
る
Ｊ
Ｒ
線
が
夕
刻
に

運
行
停
止
す
る
と
い
う
情
報
が
入
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
学
生
の

安
全
確
保
の
た
め
午
後
２
時
過
ぎ
に
休
講
を
決
定
し
、
帰
宅
指
示

を
す
る
と
と
も
に
、
教
職
員
に
も
早
め
の
帰
宅
を
促
し
た
。
そ
の

晩
７
時
頃
、
本
学
裏
手
の
牛
田
山
塊
で
土
砂
崩
れ
が
あ
り
、
２
カ

所
で
土
石
流
が
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
流
れ
込
ん
だ
。
幸
い
に
も
、

そ
の
時
間
帯
に
は
構
内
に
学
生
は
お
ら
ず
、
教
職
員
も
大
多
数
は

帰
宅
し
て
お
り
、
人
的
被
害
は
な
か
っ
た
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
随

所
に
土
砂
が
堆
積
し
、
一
部
校
舎
へ
の
土
砂
流
入
お
よ
び
浸
水
に

よ
っ
て
施
設・

設
備
に
大
き
な
被
害
が
発
生
し
た
。

２　
被
災
時
の
初
期
対
応

　

翌
７
日
の
朝
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
対
応
に
追
わ
れ
た
が
、
広
島
県

内
外
の
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
何
よ
り
も
先
に
学
生
お
よ
び
教
職
員
の
安
否
確
認
に
着

手
し
た
。
教
職
員
に
つ
い
て
は
、
電
話
な
ど
に
よ
っ
て
比
較
的
短

特
集

大
学
は
自
然
災
害
と
ど
う
向
き
合
う
か

西
日
本
豪
雨
災
害
へ
の
対
応
に
つ
い
て

本
廣 

賢
吾
●
学
校
法
人
広
島
女
学
院
法
人・

大
学
事
務
局
長
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時
間
の
う
ち
に
確
認
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
学
生
に
つ
い

て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
メ
ー
ル
、
電
話
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
を

活
用
し
て
対
応
し
た
も
の
の
、
最
終
確
認
ま
で
に
は
相
当
の
時
間

を
要
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
学
長
以
下
関
係
者
に
よ
る
会
議
を
招
集
し
、
８
日
に
開

催
予
定
で
あ
っ
た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
止
を
決
定
す
る
と

と
も
に
、
授
業
の
対
応
に
つ
い
て
は
翌
週
11
日
水
曜
日
ま
で
の
休

講
と
、
そ
れ
に
伴
う
夏
期
休
業
中
の
補
講
期
間
の
延
長
、
お
よ
び

出
席
で
き
な
い
学
生
へ
の
配
慮
な
ど
を
決
定
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
周
知
し
た
。

３�　
施
設・

設
備
の
被
害
と
復
旧
へ
の
取
り
組
み

　

学
内
の
施
設・
設
備
へ
の
大
き

な
被
害
の
一
つ
は
、
土
石
流
が
給

水
塔
お
よ
び
防
火
水
槽
タ
ン
ク
を

直
撃
し
破
壊
し
た
の
ち
、
校
舎
の

壁
や
窓
を
突
き
破
っ
て
建
物
内
部

に
流
入
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。
校
舎
内
に
大
量
の
倒
木
や

土
砂
、
泥
水
が
流
れ
込
み
、
こ
の

階
お
よ
び
階
下
の
教
室
、
廊
下
、

ト
イ
レ
な
ど
に
大
量
の
土
砂
が
堆

積
し
、
給
水・

消
火
施
設
、
倉 

庫
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
含
む
電
気

設
備
、
情
報
機
器
、
机
な
ど
の
備

品
や
消
耗
品
類
に
大
き
な
被
害
が

発
生
し
た
。

　

ま
た
、
構
内
を
流
れ
て
い
る
幅

１
～
２
メ
ー
ト
ル
の
小
川
（
２
級

河
川
二
又
川
の
支
流
）
が
流
木
な

ど
で
せ
き
止
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
構
内
の
道
路
は
も
と
よ
り
学

外
の
道
路
に
ま
で
濁
流
が
あ
ふ
れ
、

道
路
を
は
じ
め
キ
ャ
ン
パ
ス
の
各

所
に
土
砂
や
瓦
礫
が
大
量
に
堆
積

し
た
。
特
に
正
門
付
近
に
あ
る
駐

輪
場
に
は
20
セ
ン
チ
程
度
の
土
砂

が
堆
積
し
、
使
用
不
能
な
状
態
と

な
っ
た
。

　

そ
の
他
、
給
水
施
設
が
数
カ
所

で
被
災
し
、
ト
イ
レ
が
使
え
な
い

校
舎
な
ど
が
発
生
す
る
と
と
も
に
、

クックホール絵画・工作室の状況

駐輪場に堆積した土砂の状況 正門周辺学内道路の状況
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学
内
に
電
気
を
供
給
す
る
た
め
に
川
の
側
に
設
置
さ
れ
て
い
る
電

柱
や
配
電
施
設
の
基
礎
部
分
が
濁
流
に
洗
わ
れ
、
倒
壊
の
危
機
に

さ
ら
さ
れ
た
。

　

施
設・
設
備
の
復
旧
に
当
た
っ
て
は
、
被
災
翌
日
か
ら
多
く
の

教
職
員
が
自
主
的
に
参
集
し
、
暑
い
中
、
３
日
間
に
わ
た
り
献
身

的
に
校
舎
内
の
泥
出
し
や
清
掃
な
ど
を
行
っ
た
。
そ
の
後
は
、
建

設
会
社
や
ビ
ル
管
理
会
社
な
ど
の
専
門
企
業
に
校
舎
の
復
旧
作
業

を
依
頼
す
る
と
と
も
に
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
堆
積
し
た
土
砂
な
ど

の
撤
去
に
つ
い
て
は
、
被
災
時
に
学
内
の
工
事
を
行
っ
て
い
た
建

設
会
社
の
協
力
を
得
る
な
ど
、
で
き
る
限
り
早
期
対
応
を
行
っ
た
。

給
水
施
設
な
ど
に
一
部
不
具
合
は
あ
る
も
の
の
、
被
災
６
日
後
に

は
授
業
を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
、
何
よ
り
も
教
職

員
が
一
丸
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
努
力
し
た
結
果
で
あ
り
、

本
学
教
職
員
の
力
強
さ
を
実
感
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
給
配
水
施

設
や
校
舎
の
完
全
復
旧
ま
で
に
は
未
だ
時
間
を
要
す
る
が
、
徐
々

に
元
の
学
び
舎
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。

４　
関
係
機
関
と
の
連
携

　

災
害
復
旧
工
事
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
行
政
な
ど
と
の
連

携・

調
整
が
非
常
に
重
要
と
な
っ
た
。
構
内
を
流
れ
る
川
が
広
島

市
の
管
轄
で
あ
る
た
め
に
、
河
川
関
連
の
土
砂
撤
去
な
ど
は
広
島

市
施
工
で
あ
り
、
広
島
市
と
の
間
で
本
学
が
行
う
工
事
の
役
割
分

担
、
進
め
方
な
ど
の
調
整
を
行
っ
た
。
土
砂
や
瓦
礫
の
搬
出
も
、

広
島
市
の
協
力
を
得
て
実
施
し
た
。
ま
た
、
土
石
流
が
発
生
し
た

林
地
は
、
今
後
の
防
災
が
重
要
課
題
と
な
る
の
で
、
治
山
ダ
ム
の

建
設
な
ど
の
防
災
対
策
を
早
期
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
国・

県
と

の
連
携
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
学
実
施
の
工
事
な
ど
に
つ
い
て
は
、
本
学
が
加
入
し

て
い
る
損
害
保
険
の
対
象
と
な
る
た
め
、
保
険
会
社
と
も
協
議
を

進
め
、
施
設
復
旧
、
備
品
の
再
調
達
に
対
し
て
相
当
程
度
の
補
て

ん
が
見
込
め
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
国
に
お
い
て
も

施
設
復
旧
補
助
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
に
、
補
助
金
の

申
請
も
検
討
し
て
い
る
。

５　
今
後
の
課
題

　

こ
れ
ま
で
の
対
応
の
中
で
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
気
付
い
た
が
、

第
一
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
学
生
や
教
職
員
の
安
全

確
保
で
あ
る
。
今
回
、
早
期
に
下
校
を
促
し
、
直
接
的
な
人
的
被

害
は
生
じ
な
か
っ
た
が
、
被
災
当
日
に
帰
宅
で
き
な
い
事
案
が
発

生
し
た
。
休
講
の
決
定
な
ど
に
つ
い
て
、
昨
今
の
気
候
の
変
動
を

考
慮
す
る
と
、
従
来
通
り
の
対
応
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
時
々
の

状
況
に
応
じ
て
、
安
全
を
十
分
に
考
慮
し
て
柔
軟
に
取
り
扱
う
こ
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と
や
、
学
生
の
安
否
確
認
に
相
当
手
間
取
っ
た
こ
と
も
あ
る
の
で
、

そ
の
方
法
を
予
め
定
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

次
に
、
被
災
後
の
施
設・

設
備
復
旧
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま

で
本
学
の
施
設
整
備
、
管
理
な
ど
を
行
っ
て
き
た
企
業
な
ど
か
ら

全
面
的
な
協
力
を
得
ら
れ
た
こ
と
が
大
き
な
力
と
な
っ
た
。
ま
た
、

行
政
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
が
で
き
た
こ
と
も
、
早
期
復
旧
に

向
か
っ
て
大
き
な
要
素
と
な
っ
て
お
り
、
普
段
か
ら
、
施
設・

設

備
の
状
況
と
、
復
旧
に
当
た
っ
て
連
携
が
必
要
な
関
係
機
関
の
把

握
を
十
分
に
行
っ
て
お
く
こ
と
が
、
災
害
発
生
に
迅
速
に
対
応
す

る
た
め
に
は
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
極
め
て
現
実
的
な
こ
と
で
あ

る
が
、
教
職
員
が
復
旧
作
業
を
行
う
に
当
た
り
、
土
嚢
袋
、
ス
コ
ッ

プ
、
手
袋
、
マ
ス
ク
な
ど
の
資
材
が
不
足
し
た
。
平
時
か
ら
リ
ス

ク
を
想
定
し
、
必
要
と
考
え
ら
れ
る
資
材
を
確
保
す
る
こ
と
と
、

万
が
一
、
学
内
に
学
生
、
教
職
員
が
取
り
残
さ
れ
た
時
の
た
め
の

飲
用
水
、
食
料
品
、
毛
布
な
ど
備
蓄
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

な
お
、
本
学
で
は
事
業
継
続
計
画
（BCP

：Business Conti-
nuity Plan

）
は
策
定
し
て
い
な
い
。
い
ざ
と
い
う
時
に
迅
速
に

対
処
で
き
る
よ
う
、
今
後
は
教
職
員
の
連
絡
網
の
整
備
、
被
災
時

の
意
思
決
定
の
手
順
の
確
認
、施
設・

設
備
復
旧
に
向
け
た
財
源
確

保
な
ど
に
つ
い
て
、
検
討
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

最
後
に
、
今
回
の
災
害
に
対
し
、
全
国
の
学
校
、
関
係
企
業・

団
体
、
同
窓
会
、
卒
業
生
な
ど
か
ら
お
見
舞
金
や
激
励
の
お
言
葉

を
多
数
い
た
だ
い
て
い
る
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
を
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
完
全
復
旧
に
向
け
て
関
係
機
関
、
関
係
者
と

連
携
し
な
が
ら
努
力
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。 

特集 大学は自然災害とどう向き合うか

45 大学時報　2018.11



は
じ
め
に

　

４
月
に
起
こ
っ
た
島
根
県
西
部
地
震
に
始
ま
り
、
６
月
の
大
阪

府
北
部
地
震
、
７
月
の
西
日
本
豪
雨
、
９
月
の
台
風
21
号
に
よ
る

関
西
国
際
空
港
の
機
能
停
止
、
そ
し
て
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
と

い
う
よ
う
に
、
今
年
の
日
本
は
立
て
続
け
に
大
規
模
な
自
然
災
害

に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。

　

わ
れ
わ
れ
は
、
災
害
が
発
生
し
、
大
学
の
機
能
が
停
止
し
た
と

き
に
何
を
す
べ
き
か
を
想
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
平
成
28
年

（
２
０
１
６
年
）
熊
本
地
震
で
直
面
し
た
避
難
所
の
運
営
は
、
地
域

に
寄
り
添
っ
た
大
学
の
自
然
災
害
時
の
役
割
と
い
え
る
。
ま
た
、

学
生
や
教
職
員
の
安
全
確
保
の
た
め
に
実
施
す
る
避
難
訓
練
や
、

大
規
模
災
害
な
ど
の
非
常
時
に
備
え
て
業
務
を
早
期
復
旧
す
る
手

順
を
ま
と
め
た
事
業
継
続
計
画
に
つ
い
て
、
本
学
の
取
り
組
み
を

紹
介
し
た
い
。

１　
避
難
所
の
運
営

　

２
０
１
６
年
４
月
14
日
21
時
26
分
、
熊
本
県
熊
本
地
方
を
震
源

と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６・

５
、
最
大
震
度
７
の
地
震
が
発
生

（
前
震
）
し
、
そ
の
後
４
月
16
日
１
時
25
分
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

７・

３
、
最
大
震
度
７
の
地
震
（
本
震
）
が
発
生
し
た
。
２
回
の

震
度
７
に
加
え
て
、
３
日
間
で
震
度
６
強
２
回
、
震
度
６
弱
３
回

の
揺
れ
は
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
夜
間

に
起
き
た
が
、
も
し
こ
れ
が
日
中
で
あ
れ
ば
被
害
は
ど
の
よ
う
に

拡
大
し
た
だ
ろ
う
か
。

　

前
震
で
は
、
大
学
構
内
に
滞
在
し
て
い
た
学
生
や
教
職
員
を
建

物
か
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
避
難
さ
せ
る
と
同
時
に
、
周
辺
の
住
民
も

グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
集
ま
っ
て
き
た
。
ト
イ
レ
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
最

特
集

大
学
は
自
然
災
害
と
ど
う
向
き
合
う
か

自
然
災
害
へ
の
備
え 

～
平
成
28
年
（
２
０
１
６
年
）
熊
本
地
震
の
教
訓
～

井
上 

博
司
●
熊
本
学
園
大
学
総
務
部
次
長
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も
近
い
校
舎
の
ト
イ
レ
を
利
用
し
て
い
た
が
、
夜
も
ふ
け
る
う
ち

に
気
温
が
低
下
し
、
寒
さ
を
し
の
ぐ
た
め
に
そ
の
校
舎
を
開
放
し

た
こ
と
が
避
難
所
開
設
の
始
ま
り
だ
っ
た
。
そ
し
て
本
震
で
は
、

さ
ら
に
多
く
の
地
域
住
民
が
避
難
の
た
め
大
学
に
押
し
寄
せ
た
。

　

避
難
す
る
人
た
ち
は
、
安
全
が
保
た
れ
て
い
そ
う
な
建
物
が
あ

り
公
共
性
の
あ
る
学
校
を
目
が
け
て
く
る
。
し
た
が
っ
て
、
指
定

避
難
所
で
な
く
と
も
、
多
く
の
大
学
で
は
自
然
災
害
が
発
生
し
た

と
き
に
避
難
所
と
し
て
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
と
予
想
さ
れ
る
。

　

本
震
後
の
朝
、
開
放
し
た
校
舎
に
避
難
し
て
き
た
人
た
ち
の
た

め
に
、
社
会
福
祉
学
部
の
教
員
が
避
難
所
運
営
を
申
し
出
て
、
理

事
長
お
よ
び
学
長
が
施
設
の
使
用
等
を
即
時
承
認
さ
れ
た
。
本
学

は
、
避
難
所
と
し
て
開
放
し
た
14
号
館
教
室
棟
に
、
５
０
０
名
以

上
を
収
容
で
き
る
高
橋
守
雄
記
念
ホ
ー
ル
（
以
下
、
ホ
ー
ル
）
を

備
え
て
い
る
。
高
齢
者
や
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
々
で
広
い
ス
ペ
ー

ス
を
必
要
と
す
る
場
合
は
ホ
ー
ル
へ
移
動
し
て
も
ら
っ
た
。
ま
た
、

ペ
ッ
ト
同
伴
の
避
難
者
に
は
専
用
教
室
を
準
備
し
、
受
験
生
に
は

勉
強
で
き
る
環
境
、
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
に
は
遊
べ
る
場
所
を
確

保
し
、
地
域
ま
る
ご
と
避
難
で
き
る
環
境
を
つ
く
っ
た
。

　

避
難
所
は
、
４
月
14
日
の
発
災
直
後
か
ら
５
月
28
日
に
閉
所
す

る
ま
で
、
24
時
間
の
支
援
態
勢
を
維
持
し
た
。
大
学
は
５
月
９
日

か
ら
授
業
を
再
開
し
た
が
、
避
難
所
を
必
要
と
す
る
人
が
あ
る
限

り
、
大
学
の
都
合
で
避
難
所
を
閉
所
し
な
い
と
い
う
方
針
を
出
し

た
。
同
時
に
、
避
難
生
活
を
継
続
し
て
い
る
一
人
一
人
の
今
後
に

つ
い
て
、
避
難
所
運
営
に
当
た
る
教
員
が
個
別
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ

た
。
個
別
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
社
会
復
帰
す
る
た
め
に
手
助
け
で

き
る
こ
と
を
考
え
、
片
付
け
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

や
行
政
と
の
連
携
な
ど
必
要
な
支
援
を
念
頭
に
置
い
た
対
応
を
行
っ

た
結
果
、
全
員
の
行
き
先
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
、
最
後
の
一

人
を
見
送
っ
て
避
難
所
を
閉
所
し
た
。
地
域
に
開
設
さ
れ
た
避
難

所
の
閉
所
に
よ
っ
て
行
き
場
を
失
っ
た
避
難
者
が
他
の
避
難
所
を

探
し
、
混
乱
を
招
く
こ
と
が
な
い
よ
う
、
本
学
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
と
っ
て
大
学
周
辺
で
避
難
所
を
開
設
し
て
い
る
学
校
な
ど
と

連
絡
を
取
り
合
い
、
情
報
の
共
有
を
行
っ
た
。
ま
た
、
時
期
を
見

計
ら
い
な
が
ら
学
内
の
避
難
所
も
段
階
的
に
縮
小
し
て
い
き
、
避

難
者
が
行
き
先
に
困
ら
な
い
よ
う
に
閉
所
へ
向
け
た
対
応
を
丁
寧

に
行
っ
た
。
こ
こ
に
至
る
ま
で
は
、
教
職
員
や
学
生
だ
け
の
力
で

は
到
底
成
し
得
ず
、
多
く
の
専
門
職
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
え
と
協

力
が
あ
っ
て
こ
そ
実
現
で
き
た
。

２　
避
難
訓
練

　

本
学
は
、
熊
本
地
震
後
の
授
業
再
開
を
５
月
９
日
と
定
め
て
、

復
旧
作
業
を
行
っ
た
。
余
震
が
続
く
中
、
学
生
が
安
心
し
て
授
業

特集 大学は自然災害とどう向き合うか
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を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

学
生
や
教
職
員
を
含

め
、
全
学
体
制
で
避
難

訓
練
を
実
施
す
べ
き
と

い
う
声
が
上
が
っ
た
。

本
学
は
地
震
を
想
定
し

た
避
難
訓
練
を
こ
れ
ま

で
実
施
し
た
こ
と
が
な

く
、万
が
一
、再
び
大
地

震
が
発
生
し
た
場
合
に

ど
の
よ
う
に
し
て
数
千

名
の
学
生
を
避
難
さ
せ

る
か
が
課
題
で
あ
っ
た
。

　

検
討
を
重
ね
た
結
果
、
で
き
る
限
り
シ
ン
プ
ル
に
教
員
と
事
務

職
員
で
役
割
分
担
を
す
る
避
難
計
画
を
立
て
た
。

①�　

授
業
中
の
教
員
は
、
受
講
中
の
学
生
を
速
や
か
に
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
避
難
さ
せ
る
こ
と
。

②�　

事
務
職
員
は
、
学
生
お
よ
び
教
員
を
安
全
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

誘
導
す
る
こ
と
。

　

準
備
と
し
て
は
、
ま
ず
各
教
室
か
ら
屋
外
に
出
る
ま
で
の
誘
導

サ
イ
ン
を
各
所
に
設
置
し
、
避
難
す
る
際
の
手
順
を
全
教
室
に
貼

り
付
け
た
。
次
に
避
難
誘
導
の
た
め
に
事
務
職
員
を
ど
こ
に
配
置

す
る
か
を
決
め
て
、
そ
れ
ら
が
う
ま
く
機
能
す
る
か
ど
う
か
、
避

難
誘
導
の
予
備
訓
練
を
実
施
し
た
。
訓
練
の
実
施
を
前
に
、
事
務

職
員
の
み
で
避
難
誘
導
訓
練
を
数
回
行
っ
て
か
ら
実
際
の
避
難
訓

練
に
臨
ん
だ
。

　

５
月
23
日
に
行
っ
た
初
の
避
難
訓
練
は
、
月
曜
日
の
２
限
目
授

業
中
に
発
災
と
い
う
想
定
で
実
施
し
た
。
教
員
は
受
講
中
の
学
生

を
速
や
か
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ま
で
引
率
し
、
点
呼
を
行
っ
た
。
避
難

誘
導
訓
練
に
要
し
た
時
間
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
ぬ
時
間
で
、
当
該
時

限
の
授
業
を
受
け
て
い
た
約
３
０
０
０
名
の
学
生
を
避
難
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
大
学
に
お
け
る
大
規
模
訓
練
に
対
す
る

注
目
度
は
高
く
、
報
道
関
係
11
社
か
ら
取
材
が
あ
り
、
訓
練
の
模

様
が
報
道
さ
れ
た
。

　

こ
れ
を
機
に
、
本
学
で
は
地
震
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
を
毎
年

４
月
中
旬
に
設
定
し
、
実
施
し
て
い
る
。

３　
車
椅
子
を
利
用
し
て
い
る
学
生
な
ど
の
避
難
訓
練

　

避
難
に
当
た
っ
て
、
車
椅
子
を
利
用
し
て
い
る
学
生
が
、
安
全

に
屋
外
へ
避
難
で
き
る
方
法
も
検
討
を
重
ね
た
。

　

ま
ず
、
熊
本
地
震
後
の
授
業
再
開
に
向
け
て
、
再
び
地
震
が
起

き
る
な
ど
の
緊
急
事
態
に
備
え
、
電
動
車
椅
子
か
ら
手
動
車
椅
子

職員による避難誘導訓練の様子
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に
移
乗
し
て
避
難
で
き
る
よ
う
、
実
習
な
ど
で
使
用
す
る
30
台
の

車
椅
子
を
教
室
棟
の
各
階
に
設
置
し
た
。

　

避
難
訓
練
で
は
、
車
椅
子
を
利
用
し
て
い
る
学
生
が
大
勢
の
学

生
と
一
緒
に
避
難
す
る
と
二
次
被
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
当

日
の
訓
練
は
、
自
分
の
と
る
行
動
を
確
認
す
る
と
こ
ろ
ま
で
と
し

て
、
実
際
の
災
害
時
に
は
使
用
し
な
い
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
用
い
て

階
下
へ
降
り
、
建
物
か
ら
離
れ
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
向
か
っ
た
。
後

日
、
し
ょ
う
が
い
学
生
支
援
室
に
車
椅
子
を
利
用
し
て
い
る
学
生

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
有

志
学
生
が
集
ま
り
、

し
ょ
う
が
い
の
あ
る
学

生
は
ど
の
よ
う
に
す
れ

ば
階
下
へ
安
全
に
降
り

る
こ
と
が
で
き
る
の
か

検
証
し
た
。

　

電
動
車
椅
子
は
約
80

キ
ロ
の
重
量
が
あ
る
。

手
動
の
車
椅
子
も
、

乗
っ
て
い
る
学
生
の
体

重
が
加
わ
る
た
め
容
易

に
は
階
下
へ
運
べ
な

い
。
学
生
を
車
椅
子
か

ら
簡
易
担
架
に
移
乗
さ

せ
て
階
下
へ
降
ろ
し
た

ほ
う
が
い
い
の
か
、
車

椅
子
を
持
ち
上
げ
て
降

り
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
、
そ
の
場
合
に
は
車

椅
子
の
ど
の
部
分
を
持

つ
と
う
ま
く
運
べ
る
の

か
、
車
椅
子
か
ら
降
り

て
学
生
を
お
ぶ
っ
て
階

下
へ
降
り
る
と
よ
い
の

か
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

ケ
ー
ス
を
確
認
し
た
。
そ
し
て
、
車
椅
子
利
用
の
学
生
そ
れ
ぞ
れ

が
、
緊
急
避
難
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
の
避
難
方
法
を
写
真
や
図

で
示
し
、
ラ
ミ
ネ
ー
ト
加
工
し
て
、
自
分
仕
様
の
個
別
避
難
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
し
た
。

　

車
椅
子
利
用
の
学
生
は
、
熊
本
地
震
以
降
、
毎
年
全
学
避
難
訓

練
と
は
別
日
程
で
避
難
訓
練
と
検
証
を
行
い
、
自
分
仕
様
の
個
別

避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
常
に
携
帯
し
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
参
加
し
た
学
生
も
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
学
生
の
避
難
方
法
を

手動車椅子の学生を階下へおろす避難訓練の様子

車椅子から簡易担架に移乗させた学生の避難訓練の様子
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一
緒
に
模
索
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
災
害
弱
者

へ
の
理
解
が
深
ま
る
の

で
あ
る
。

　

現
在
、
本
学
は
熊
本

地
震
の
影
響
か
ら
３
棟

の
校
舎
を
解
体
し
、
新

た
に
１
棟
を
建
設
中
で

あ
る
。
こ
の
校
舎
は
震

災
の
教
訓
か
ら
、
災
害

に
強
い
建
物
と
し
て
、

車
椅
子
を
利
用
し
て
い

る
学
生
が
自
走
で
建
物

の
外
に
出
ら
れ
る
ゆ
る

や
か
な
ス
ロ
ー
プ
を
屋
外
に
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
緊
急
時
は

ど
の
階
か
ら
も
自
力
で
避
難
で
き
る
設
備
を
整
え
て
い
る
。

４　
事
業
継
続
計
画
に
つ
い
て

　

事
業
継
続
計
画
（BCP

：Business�Continuity�Plan

）
は
、

大
規
模
災
害
や
緊
急
性
の
高
い
危
機
な
ど
不
測
の
事
態
が
発
生
し
、

業
務
の
継
続
、
中
断
に
か
か
わ
ら
ず
、
可
能
な
限
り
短
期
間
で
復

旧
す
る
た
め
の
方
針
、
態
勢
、
手
順
な
ど
を
ま
と
め
た
計
画
で
あ

る
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
業
務
の
優
先
事
項
を
絞

り
込
み
、
非
常
時
の
優
先
業
務
を
適
切
、
か
つ
迅
速
に
実
施
で
き

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
災
害
発
生
直
後
の
混
乱
が
軽
減
さ
れ
る
。

　

全
国
の
大
学
で
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
ま
だ
少

な
い
。
震
災
時
に
は
地
域
に
お
け
る
大
学
の
役
割
が
大
き
い
こ
と

を
考
え
る
と
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
を
進
め
、
早
期
に
復
旧
さ
せ
る
手

順
を
想
定
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

本
学
も
こ
れ
ま
で
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
な
か
っ
た
が
、
熊
本
地
震
時
の
さ

ま
ざ
ま
な
対
応
は
、
結
果
と
し
て
実
践
的
な
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
行
っ
て
き

た
と
い
え
る
。
こ
の
経
験
を
振
り
返
り
、
当
時
の
班
に
分
け
て
対

応
し
た
案
件
や
、
部
署
の
役
割
と
し
て
の
動
き
を
再
確
認
す
る
と

と
も
に
、
発
災
時
間
帯
別
被
害
状
況
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
を
想

定
し
て
改
善
を
図
る
べ
く
、
取
り
組
み
を
始
め
た
ば
か
り
で
あ
る
。

　

大
地
震
な
ど
に
よ
っ
て
大
学
が
受
け
る
影
響
は
、
発
災
の
時
期

に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
の
で
、
被
害
の
状
態
か
ら
、
復
旧
に
要
す

る
時
間
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
各
班
お
よ
び
各

部
署
の
役
割
ご
と
に
時
間
軸
で
考
え
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
だ
け
で
な
く
、

必
要
事
項
を
確
実
に
こ
な
す
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
つ
く
り
、

時
間
軸
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
動
く
か
と
い
う
全
体
図
を
も
っ
て

検
証
を
す
る
。

熊本地震後、初めての全学生避難訓練の様子
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以
下
の
時
間
軸
に
よ
っ
て
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
考
え
、
役
割
を
遂
行
す
る
。

⑴　

第
１
段
階
（
大
地
震
発
生
直
後
）

　

大
地
震
発
生
後
、
指
示
責
任
者
は
誰
で
、
ど
こ
に
参
集
す
る
の

か
。
屋
外
へ
の
避
難
指
示
は
誰
が
決
定
す
る
の
か
。
避
難
の
際
の

建
物
内
の
人
物
確
認
は
ど
う
す
る
の
か
。
夜
間
や
休
日
に
災
害
が

発
生
し
た
場
合
は
ど
う
す
る
の
か
、
な
ど
。

⑵　

第
２
段
階
（
初
動
対
応
）

　

学
生
や
教
職
員
の
安
否
確
認
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。
建
物

や
設
備
の
状
況
把
握
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。
水
道・

電
気・

ガ
ス・

通
信
や
交
通
状
況
な
ど
の
各
種
情
報
収
集
は
誰
が
行
う
の

か
。
学
生
や
教
職
員
は
帰
宅
さ
せ
る
の
か
、
帰
宅
許
可
者
を
ど
の

よ
う
に
把
握
す
る
の
か
。
帰
宅
で
き
な
い
者
に
は
ど
の
よ
う
に
対

応
す
る
の
か
。
避
難
所
の
開
設
は
ど
う
す
る
の
か
、
な
ど
。

⑶　

第
３
段
階
（
事
業
継
続
）

　

危
機
管
理
委
員
会
の
元
に
災
害
対
策
本
部
（
委
員
長
は
学
長
）

を
設
置
し
、
総
務
班
、
安
否
確
認
班
、
施
設
復
旧
班
、
授
業
再
開

準
備
班
、
学
生
支
援
班
、
人
事・

労
務
班
、
図
書
館
復
旧
班
を
置

く
。
各
班
に
責
任
者
を
置
き
、
所
要
の
業
務
を
遂
行
す
る
。

　

熊
本
地
震
で
は
、
大
学
の
被
害
状
況
を
確
認
し
て
、
４
月
19
日

の
危
機
管
理
委
員
会
で
授
業
再
開
日
を
５
月
９
日
と
設
定
し
た
。

大
学
の
機
能
が
停
止
し
て
か
ら
授
業
再
開
日
を
決
定
す
る
ま
で
は
、

復
旧
業
務
に
向
け
た
準
備
期
間
に
当
た
る
。
授
業
再
開
日
を
設
定

し
て
か
ら
は
、
５
月
９
日
を
基
点
と
し
た
定
量
的
設
定
で
復
旧
業

務
を
行
う
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
班
ま
た
は
部
署
が
重
要
業
務
を
い

つ
ま
で
に
行
う
の
か
考
え
、
実
行
し
て
き
た
。

　

大
地
震
が
発
生
し
、
初
動
対
応
を
終
え
て
第
３
段
階
に
突
入
し

た
と
き
に
、
自
分
た
ち
の
役
割
と
重
要
業
務
は
何
な
の
か
を
常
に

想
定
し
て
全
員
で
考
え
る
訓
練
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

お
わ
り
に

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
は
、
30
年
以
内
に
70
％
か
ら
80
％
の
確

率
で
発
生
す
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
30
歳
代
の
教
職
員
は
在
任

中
に
こ
の
地
震
を
経
験
す
る
確
率
が
高
く
、
他
人
事
で
は
な
い
。

　

本
学
が
所
在
す
る
熊
本
市
も
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
で
は
震

度
５
強
を
想
定
さ
れ
て
い
る
（
熊
本
県
「
地
震・

津
波
被
害
想
定

調
査
結
果
概
要
」
よ
り
）。
自
然
災
害
に
大
学
が
向
き
合
う
た
め

に
、
あ
ら
ゆ
る
状
況
と
そ
の
対
処
を
想
定
し
、
減
災
に
向
け
て
取

り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。�

特集 大学は自然災害とどう向き合うか
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１　
防
災
の
担
い
手
は
大
学
だ

　

地
域
の
防
災
活
動
を
担
っ
て
き
た
各
地
の
消
防
団
が
存
続
の
危

機
に
あ
る
、
と
い
う
課
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
久

し
い
。
一
家
の
長
男
が
家
を
守
る
と
い
う
社
会
構
造
が
崩
れ
た
要

因
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
や
都
市
へ
の
人
口
集
中
と
過
疎
問
題
、

高
齢
社
会
等
々
、
い
ろ
い
ろ
理
由
が
あ
ろ
う
。
そ
の
中
で
の
消
防

団
の
維
持
方
策
が
女
性
団
員
の
募
集
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
し

か
し
そ
れ
も
ま
た
、
男
性
は
会
社
に
勤
め
に
行
き
女
性
は
家
に
い

る
と
い
う
社
会
構
造
や
考
え
方
の
下
に
成
り
立
っ
て
い
た
と
い
う

こ
と
だ
ろ
う
。

　
「
大
学
生
機
能
別
消
防
団
員
」
と
い
う
発
想
に
つ
い
て
、
現
職
の

消
防
署
員
の
方
に
伺
っ
た
際
に
返
っ
て
き
た
答
え
は
、「
い
っ
た
い

こ
の
地
域
に
い
る
人
は
だ
れ
な
の
か
、
若
い
人
は
ど
こ
に
い
る
の

か
と
考
え
た
と
き
に
、

そ
う
だ
、
こ
こ
に
は
大

学
が
あ
る
、
大
学
生
が

い
る
じ
ゃ
な
い
か
と
気

付
い
た
ん
で
す
」
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
。

　

大
規
模
災
害
が
発
生

し
た
と
き
、
学
校
は
子

ど
も
た
ち
の
安
全
に
注

力
す
る
だ
け
で
な
く
、

そ
の
地
域
の
拠
点
と

な
っ
て
自
主
的
に
活
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
自
明
で
あ
っ

て
、ま
し
て
や
若
く
活
動
で
き
る
人
た
ち
を
抱
え
る
大
学
に
、そ
の

大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
は
当
然
す
ぎ
る
こ
と
と
い
え
る
。

特
集

大
学
は
自
然
災
害
と
ど
う
向
き
合
う
か

大
学
生
機
能
別
消
防
団
結
成
を
人
材
育
成
へ

白
幡 

晶
●
城
西
大
学
学
長大学生機能別消防団員　辞令交付
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で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
日
の
城
西
大
学
は
ど
う
で
あ
っ
た
か

と
い
え
ば
、
今
に
し
て
思
え
ば
寒
々
し
い
ほ
ど
の
意
識
レ
ベ
ル
で

あ
っ
た
。
大
学
と
し
て
の
防
災
意
識
の
向
上
に
向
け
て
、
訓
練
を

本
気
で
実
施
す
る
だ
け
で
な
く
、
現
実
的
に
動
け
る
人
材
の
育
成

と
い
う
課
題
を
大
学
教
育
活
動
と
し
て
次
世
代
の
育
成
の
中
で
実

行
で
き
る
「
大
学
生
機
能
別
消
防
団
員
」
の
提
案
を
い
た
だ
い
た

こ
と
は
、
願
っ
て
も
な
い
こ
と
だ
っ
た
。
こ
れ
が
、
埼
玉
県
内
初

の
機
能
別
消
防
団
の
結
成
に
結
び
付
い
た
。

２　
大
学
生
機
能
別
消
防
団
の
結
成

　

城
西
大
学
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
る
埼
玉
県
の
坂
戸・

鶴
ヶ
島

地
区
に
は
、
女
子
栄
養
大
学
、
明
海
大
学
な
ど
も
キ
ャ
ン
パ
ス
を

も
っ
て
い
る
。
従
っ
て
大
学
生
機
能
別
消
防
団
員
に
は
、
そ
れ
ら

の
大
学
の
学
生
も
所
属
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
城
西
大
学
坂
戸

キ
ャ
ン
パ
ス
の
在
学
生
が
人
数
的
に
中
核
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
い
え
ば
、
城
西
大
学
で
機
能
別
消
防
団
員
と
な
っ
た
学

生
の
多
く
が
、
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
員
で
あ
る
。
日
頃
か
ら
一

緒
に
練
習
を
重
ね
て
い
る
部
員
の
行
動
力
や
密
度
の
高
い
意
思
疎

通
は
、
そ
の
後
の
全
学
防
災
訓
練
の
際
に
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
、

そ
の
姿
を
参
加
し
た
全
学
生
と
教
職
員
が
目
の
当
た
り
に
す
る
こ

と
と
な
り
、
防
災
意
識
の
植
え
付
け
に
予
想
以
上
の
力
と
な
っ
た

こ
と
は
特
記
し
た
い
。

　

こ
こ
か
ら
は
、
城
西

大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

紹
介
さ
れ
た
大
学
生
機

能
別
消
防
団
に
関
す
る

記
事
を
使
っ
て
説
明
し

た
い
。

　

ま
ず
、
２
０
１
７
年

５
月
の
機
能
別
消
防
団

員
辞
令
交
付
か
ら
始
め

よ
う
。
こ
の
日
、
埼
玉

県
坂
戸
市
消
防
本
部
に

て
、
埼
玉
県
内
初
と
な

る
大
学
生
機
能
別
消
防
団
員
に
城
西
大
学
の
学
生
ら
33
名
が
任
命

さ
れ
た
。
団
員
を
代
表
し
て
城
西
大
学
経
営
学
部
４
年
生
の
寺
岡

優
花
さ
ん
が
宣
言
を
行
っ
て
い
る
。

【
県
内
初
、
機
能
別
消
防
団
員
に
城
西
大
学
経
営
学
部
の
学

生
ら
33
名
が
任
命
】

　
「
大
学
生
機
能
別
団
員
」
と
は
、
大
学
生
の
若
さ
と
行
動
力

を
活
用
し
て
、
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
時
に
避
難
誘
導
な

大学生機能別消防団員　任命式

特集 大学は自然災害とどう向き合うか
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ど
消
防
団
の
補
完

的
な
役
割
を
担
う

任
務
に
限
定
し
て

活
動
す
る
大
学
生

の
消
防
団
員
の
こ

と
を
言
い
ま
す
。

　

学
生
ら
の
任
期

は
最
長
４
年
、
平

常
時
の
任
務
は
、

火
災
予
防
の
Ｐ
Ｒ

活
動
、
出
初
め
式

や
防
災
訓
練
な
ど

消
防
団
の
行
事
、

講
習
会
へ
の
参
加
で
す
が
、
ひ
と
た
び
災
害
が
発
生
し
た
場

合
に
は
、
開
設
さ
れ
た
避
難
所
な
ど
で
の
救
護
活
動
や
支
援

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

城
西
大
学
経
営
学
部
で
は
、
地
域
に
貢
献
す
る
人
材
育
成

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、
自

分
た
ち
が
通
う
大
学
が
あ
る
「
ま
ち
」
に
少
し
で
も
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

団
員
の
多
く
が
経
営
学
部
生
で
あ
る
こ
と
か
ら
学
部
と
し
て
の

紹
介
記
事
で
は
あ
る
が
、
こ
の
活
動
を
「
地
域
に
貢
献
す
る
人
材

育
成
」
を
目
標
と
す
る
教
育
活
動
の
一
環
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。

　

次
に
、
城
西
大
学
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
の
全
学
防
災
訓
練
を
目
前

に
し
て
実
施
し
た
、
直
前
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
紹
介
し
た
い
。

【
学
生
機
能
別
消
防
団
員
に
城
西
大
学
防
災
訓
練
（
10
／
18
）

の
直
前
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実
施
】

　

２
０
１
７
年
10
月
18
日
㈬
に
実
施
す
る
城
西
大
学
防
災
訓

練
の
、
学
生
機
能
別
消
防
団
員
直
前
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
16
日
㈪

の
昼
休
み
時
間
を
使
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
10
月
18
日
㈬
に

実
施
す
る
城
西
大
学
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
の
防
災
訓
練
で
は
、

学
生
機
能
別
消
防
団
員
も
避
難
誘
導
に
協
力
し
ま
す
。
災
害

発
生
時
に
主
体
的
に
行
動
で
き
る
学
生
人
を
養
成
す
る
た
め

に
、
日
常
か
ら
防
災
意
識
を
も
ち
訓
練
を
重
ね
て
備
え
て
お

き
、
社
会
の
一
員
と
し
て
活
動
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

城
西
大
学
の
学
生
機
能
別
消
防
団
員
は
、
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
部
員
を
中
心
に
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
か
ら
も
参
加
し
て

結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
日
の
団
員
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か

ぶ
り
誘
導
棒
、
さ
ら
に
専
用
の
ベ
ス
ト
を
着
用
す
る
予
定
。

皆
さ
ん
、
ガ
ン
バ
ッ
て
く
だ
さ
い
ね
！

全学防災訓練
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学
生
機
能
別
消
防
団

員
が
、
学
生
と
い
う
立

場
を
超
え
て
「
社
会
の

一
員
と
し
て
活
動
す
る

た
め
」
と
の
位
置
付
け

で
あ
る
。

　

こ
の
２
日
後
に
実
施

し
た
城
西
大
学
坂
戸

キ
ャ
ン
パ
ス
の
防
災
訓

練
で
は
、
団
員
に
避
難

誘
導
と
非
常
食
の
配
布

を
担
当
し
て
い
た
だ
い

た
。
そ
の
様
子
は
、
掲

載
写
真
で
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

３　
組
織
の
継
続
へ
の
取
り
組
み

　

学
生
は
、
や
が
て
卒
業
し
て
い
く
。
卒
業
し
た
学
生
機
能
別
消

防
団
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
新
し
い
生
活
が
始
ま
る
。
そ
れ
と
と
も

に
、
新
た
に
団
員
を
迎
え
て
組
織
と
し
て
継
続
し
て
い
く
。

【
坂
戸
市
消
防
団
「
大
学
生
機
能
別
団
員
」
活
動
報
告
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
】

　

城
西
大
学
経
営
学
部
の
学
生
が
中
心
と
な
っ
て
結
成
さ
れ

た
学
生
消
防
団
40
名
が
こ
の
１
年
間
行
っ
て
き
た
活
動
の
報

告
会
が
、
２
月
27
日
（
火
曜
）
坂
戸・

鶴
ヶ
島
消
防
組
合
消

防
本
部
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
城
西
大
学
を
代
表
し
て
、
経
営
学
部
の
学
生
２
名

が
登
壇
し
、
両
名
と
も
こ
の
１
年
間
、
学
生
消
防
団
の
活
動

を
通
し
て
得
た
経
験
な
ど
を
報
告
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
坂
戸

市
長
ら
か
ら
の
挨

拶
が
あ
り
、
学
生

消
防
団
の
活
動
報

告
を
伺
っ
て
、
と

て
も
感
動
し
ま
し

た
と
の
お
言
葉
を

頂
戴
し
ま
し
た
。

　

４
年
生
は
こ
の

報
告
会
が
学
生
消

防
団
と
し
て
の
最

後
の
活
動
と
な
り

ま
す
。
卒
業
後
も
、

全学防災訓練 非常食の配布

全学防災訓練後の記念写真
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こ
の
活
動
を
通
し

て
学
ん
だ
こ
と
を

災
害
発
生
時
に
は

活
か
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
４

年
生
の
み
な
さ

ん
、
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。

　

来
年
度
も
学
生

消
防
団
の
活
動
は

続
い
て
い
き
ま

す
。
今
後
も
活
動

報
告
を
随
時
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

続
い
て
、
研
修
活
動
を
紹
介
し
た
い
。

【
平
成
30
年
度
大
学
生
消
防
団
員
の
第
１
回
研
修
を
城
西
大

学
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
し
ま
し
た
】

大
学
生
機
能
別
消
防
団　

第
１
回
研
修
会

　

城
西
大
学
、
女
子
栄
養
大
学
、
明
海
大
学
歯
学
部
の
３
大

学
の
学
生
に
よ
る
合
同
機
能
別
消
防
団
員
の
平
成
30
年
度
第

１
回
研
修
会
が
、
５
月
23
日
㈬
に
城
西
大
学
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

学
生
消
防
団
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
が
進
み
、
特
に
平
日

昼
間
の
大
規
模
災
害
時
等
に
は
活
動
で
き
る
人
材
の
確
保
が

困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
若
く
て
体
力
の
あ
る
学
生
に
着
目

を
し
て
平
成
29
年
度
に
坂
戸
市
で
結
成
さ
れ
た
も
の
。
坂
戸

市
に
あ
る
城
西
大
学
33
名
と
女
子
栄
養
大
学
、
明
海
大
学
の

学
生
40
名
か
ら
成

り
立
っ
て
お
り
、

埼
玉
県
で
初
の
学

生
消
防
団
と
し
て

他
の
市
町
村
等
か

ら
も
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
研
修
は

図
上
演
習
で
、
学

生
消
防
団
を
６
班

に
分
け
①
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
８・

３

で
震
度
６
強
の
地

定期訓練　状況を図上検討

定期訓練　挨拶は規律正しく
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震
が
起
き
た
と
想
定
②
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
か
ら
坂
戸
市
の
被

害
を
想
定
（
火
災
発
生
場
所
、建
物
や
塀
倒
壊
、数
々
の
道
路

寸
断
）
③
病
人
や
倒
壊
し
た
建
物
に
取
り
残
さ
れ
た
人
等
の

デ
ー
タ
が
提
供
さ
れ
て
、
こ
れ
で
災
害
を
イ
メ
ー
ジ
。
風
向

き
な
ど
様
々
な
状
況
を
考
慮
す
る
よ
う
坂
戸
市
消
防
団
員
か

ら
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
誰
か
ら
救
護
し
た
ら
良
い
か
を
考

え
て
発
表
す
る
も
の
。
グ
ル
ー
プ
で
状
況
を
考
え
、意
見
を
交

わ
し
な
が
ら
限
ら
れ
た
時
間
で
考
え
を
ま
と
め
て
い
ま
し
た
。

各
グ
ル
ー
プ
か
ら

は
、
何
で
判
断
し

た
か
や
順
番
だ
け

で
な
く
、
日
頃
か

ら
の
防
災
の
大
事

さ
や
取
り
組
め
る

こ
と
が
あ
る
こ
と

に
気
づ
い
て
い
た

こ
と
も
発
表
さ

れ
、
研
修
の
成
果

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
は
、
こ
の

後
も
月
１
回・

来

年
１
月
ま
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

４　
防
災
組
織
を
人
材
育
成
の
機
会
と
し
て

　

城
西
大
学
は
、「
城
西
大
学
の
教
育
研
究
上
の
目
的
」
に
「
主
体

的
か
つ
協
同
的
に
地
域
社
会
、
国
際
社
会
に
貢
献
し
得
る
人
材
を

養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
」
と
明
記
し
て
い
る
。

　

学
生
機
能
別
消
防
団
の
活
動
が
、
城
西
大
学
の
全
学
生・

教
職

員
の
防
災
組
織
と
し
て
の
位
置
付
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
学
生
教
育

の
一
環
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
や
が
て
社
会
へ
巣
立
っ
た
時
に

地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
活
動
で
き
る
人
材
の
育
成
に
結
び
付
く

も
の
と
信
じ
て
疑
わ
な
い
。�

定期訓練　検討結果の発表
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は
じ
め
に

　

福
岡
大
学
は
、
２
０
１
９
年
に
創
立
85
周
年
を
迎
え
る
９
学
部

31
学
科
、
大
学
院
10
研
究
科
34
専
攻
を
擁
す
る
総
合
大
学
で
あ
り
、

全
て
の
学
部
が
一
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
集
ま
る
全
国
で
も
稀
少
な

大
学
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
の
玄
関
口
に
当
た
る
福
岡
市
の
南
西
部
（
城

南
区
七
隈
）
に
位
置
し
、
緑
豊
か
な
油
山
を
南
に
望
む
広
大
な
キ
ャ

ン
パ
ス
に
は
約
２
万
人
の
学
生
が
学
ん
で
い
る
。

　

法
人
と
し
て
は
、
大
学
の
ほ
か
に
福
岡
大
学
病
院
、
福
岡
大
学

筑
紫
病
院
、
福
岡
大
学
西
新
病
院
、
附
属
大
濠
高
等
学
校・

中
学

校
、
附
属
若
葉
高
等
学
校
な
ど
を
有
し
て
い
る
。

災
害
と
福
岡
大
学

　

こ
こ
数
年
、
世
界
各
地
の
「
地
震
」
や
「
豪
雨
災
害
」、「
火
山

の
噴
火
に
よ
る
被
害
」
な
ど
、
自
然
災
害
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
を

よ
く
耳
に
す
る
。
日
本
で
も
、
東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
、
北

海
道
胆
振
東
部
地
震
を
は
じ
め
、
各
地
で
大
き
な
地
震
が
発
生
し
、

「
い
つ
」「
ど
こ
で
」
大
地
震
が
発
生
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

　

さ
ら
に
、
こ
こ
数
年
は
毎
年
の
よ
う
に
「
記
録
的
短
時
間
大
雨

情
報
」
が
発
表
さ
れ
る
「
数
十
年
に
一
度
の
大
雨
」
が
発
生
し
て

お
り
、
豪
雨
に
伴
う
水
害
や
土
砂
災
害
に
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　

福
岡
大
学
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
し
た
災
害
で
は
、「
福
岡
西
方
沖

地
震
」
や
「
熊
本
地
震
」
が
記
憶
に
新
し
い
。
ま
た
、
地
震
だ
け

で
は
な
く
、
２
０
１
７
年
の
「
九
州
北
部
豪
雨
」
や
本
年
７
月
の

「
西
日
本
豪
雨
災
害
」
で
は
、
七
隈
キ
ャ
ン
パ
ス
も
か
な
り
の
降
水

量
が
あ
り
、
近
隣
の
油
山
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
土
砂
崩
れ
が
発
生

し
た
。
こ
れ
ら
の
災
害
に
よ
る
本
学
の
被
害
状
況
は
、
以
下
の
と

特
集

大
学
は
自
然
災
害
と
ど
う
向
き
合
う
か

地
域・

行
政・

大
学・

大
学
病
院
に
よ
る
合
同
防
災
訓
練

―
現
状
と
課
題
―

菊
地 

光
男
●
福
岡
大
学
総
務
部
長
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お
り
で
あ
る
。

●
福
岡
西
方
沖
地
震

　

発
生
：
２
０
０
５
年
３
月
20
日

　

震
源
：
福
岡
県
西
方
沖

　

地
震
の
規
模
：
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７・

０
（
最
大
震
度
６
弱
）

・
�

本
学
が
位
置
す
る
福
岡
市
城
南
区
で
は
、
震
度
５
弱
を
観
測

し
た
。
人
的
被
害
は
な
か
っ
た
が
、
構
内
の
窓
ガ
ラ
ス
の
破

損
、
壁
の
ひ
び
割
れ
、
外
壁・

内
壁・

天
井
壁
の
落
下
、
水

漏
れ
な
ど
の
物
的
被
害
を
確
認
し
た
。

●
熊
本
地
震

【
前
震
】

　

発
生
：
２
０
１
６
年
４
月
14
日

　

震
源
：
熊
本
県
熊
本
地
方

　

地
震
の
規
模
：
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６・

５
（
最
大
震
度
７
）

・
�

本
学
が
位
置
す
る
福
岡
市
城
南
区
で
は
、
震
度
３
を
観
測
し

た
。
人
的
お
よ
び
物
的
と
も
に
大
き
な
被
害
は
み
ら
れ
な
か
っ

た
が
、
構
内
に
設
置
し
て
い
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
３
基
と
も

停
止
し
、
防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
作
動
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

建
物
に
残
っ
て
い
た
学
生
30
名
を
常
駐
の
警
備
員
が
誘
導
し
、

非
常
階
段
か
ら
地
上
に
避
難
さ
せ
た
。
ま
た
、
こ
の
地
震
に

伴
い
、
災
害
拠
点
病
院
で
あ
る
福
岡
大
学
病
院
で
は
、
派
遣

要
請
を
受
け
て
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
）
を
熊

本
へ
派
遣
し
た
。

【
本
震
】

　

発
生
：
２
０
１
６
年
４
月
16
日

　

震
源
：
熊
本
県
熊
本
地
方

　

地
震
の
規
模
：
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７・

３
（
最
大
震
度
７
）

・
�

本
学
が
位
置
す
る
福
岡
市
城
南
区
で
は
、
震
度
４
を
観
測
し

た
。
構
内
の
防
火
扉
が
作
動
し
た
な
ど
の
影
響
は
あ
っ
た
が
、

人
的
お
よ
び
物
的
と
も
に
大
き
な
被
害
は
な
か
っ
た
。
一
方
、

大
分
県
九
重
町
に
あ
る
福
岡
大
学
や
ま
な
み
荘
（
職
員
福
利

厚
生
、
学
生・

生
徒
補
助
活
動
施
設
。
一
般
宿
泊
も
可
能
）

は
、
施
設
が
一
部
損
壊
し
、
従
業
員
や
利
用
者
の
安
全
面
を

考
慮
し
臨
時
休
業
と
し
た
。

●
九
州
北
部
豪
雨

　

発
生
：
２
０
１
７
年
７
月
５
～
６
日

・
�

福
岡
県
南
部
の
筑
後
地
方
か
ら
大
分
県
西
部
の
日
田
市
に
か

け
て
発
生
し
た
線
状
降
水
帯
に
よ
っ
て
大
雨
が
降
り
続
き
、

福
岡
県
う
き
は
市
や
朝
倉
市
な
ど
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
。
本
学
で
は
直
接
的
な
被
害
は
な
か
っ
た
が
、
学
生
の

被
害
状
況
を
調
査
す
べ
く
、
本
学
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
、

被
災
学
生
に
は
大
学
へ
連
絡
す
る
よ
う
に
通
知
し
、
被
災
状
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況
に
応
じ
て
授
業
料
減
免
の
措
置
を
講
じ
た
。

●
西
日
本
豪
雨

　

発
生
：
２
０
１
８
年
６
月
28
日
～
７
月
８
日

・
�

九
州
地
方
か
ら
中
国・

四
国
地
方
お
よ
び
関
西
地
方
の
広
範

囲
に
断
続
的
に
大
雨
が
降
り
続
き
、
各
地
で
洪
水
に
よ
る
浸

水
被
害
や
土
砂
災
害
を
も
た
ら
し
た
。
福
岡
県
福
岡
地
方
は
、

７
月
５
日
か
ら
６
日
に
か
け
て
断
続
的
に
大
雨
が
降
り
続
き
、

構
内
で
は
大
き
な
被
害
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
大
学

周
辺
の
校
区
に
あ
る
土
砂
災
害
警
戒
区
域
は
避
難
勧
告
が
発

令
さ
れ
、
一
部
避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
た
区
域
も
あ
っ
た
。

実
際
に
、
周
辺
校
区
で
崖
崩
れ
が
発
生
し
、
本
学
キ
ャ
ン
パ

ス
の
一
部
も
土
砂
災
害
警
戒
区
域
と
な
っ
て
い
る
箇
所
が
あ

り
、
一
部
休
講
の
措
置
を
取
っ
た
。

本
学
に
お
い
て
今
後
想
定
さ
れ
る
災
害

　

こ
れ
ま
で
、
災
害
と
い
う
言
葉
か
ら
連
想
さ
れ
る
の
は
、
大
き

な
地
震
に
伴
う
甚
大
な
被
害
で
あ
っ
た
。
福
岡
市
の
中
心
か
ら
南

方
に
か
け
て
断
層
（
警
固
断
層
）
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
警

固
断
層
に
よ
る
地
震
は
最
大
で
震
度
７
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
福
岡
西
方
沖
地
震
で
は
、
こ
れ
ま
で
未
確
認
だ
っ
た
警
固
断

層
の
北
西
部
分
が
震
源
と
な
り
、
こ
の
地
震
に
伴
っ
て
警
固
断
層

南
東
部
に
大
き
な
ひ
ず
み
が
生
じ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
注
意
が

必
要
で
あ
る
。

　

一
方
、
福
岡
で
は
、
２
０
１
７
年
の
「
九
州
北
部
豪
雨
」
や
、

先
に
述
べ
た
「
西
日
本
豪
雨
」
な
ど
、
毎
年
の
よ
う
に
豪
雨
災
害

が
発
生
し
て
い
る
。
福
岡
大
学
は
、
学
内
の
一
部
が
、
南
側
に
あ

る
油
山
か
ら
の
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
豪
雨

に
よ
る
土
砂
災
害
は
、
地
震
よ
り
も
身
近
な
災
害
と
し
て
発
生
す

る
確
率
が
高
い
。
今
後
は
、
地
震
へ
の
対
策
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
よ
り
発
生
確
率
が
高
い
と
さ
れ
る
土
砂
災
害
へ
の
対
応
に

つ
い
て
も
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

１　
本
学
の
防
災
に
関
す
る
備
え
の
現
状

　

以
下
、
防
災
を
重
視
す
る
福
岡
大
学
と
福
岡
大
学
病
院
の
現
状

に
つ
い
て
説
明
す
る
。

　
福
岡
大
学

　

福
岡
大
学
で
は
、
災
害
に
対
す
る
備
え
と
し
て
、
消
防
法
に
基

づ
い
た
総
合
防
災
訓
練
を
年
に
１
回
（
11
月
ま
た
は
12
月
）
実
施

し
て
き
た
。
大
学
内
を
10
個
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
割
し
、
各
ブ
ロ
ッ

ク
内
の
学
生
が
利
用
す
る
建
物
を
中
心
に
ブ
ロ
ッ
ク
間
の
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
で
訓
練
対
象
を
決
定
し
て
い
る
。
訓
練
の
主
な
内
容
は
、
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職
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
自
衛
消
防
隊
に
よ
る
初
期
消
火
訓
練
、

通
報
連
絡
訓
練
、
避
難
誘
導
訓
練
な
ど
で
あ
る
。
防
災
訓
練
後
に

は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
「
救
命
講
習
」
や
消
火
器
を
使
っ
た
「
消

火
訓
練
」
も
併
せ
て
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
寮
（
自
修
寮
、

体
育
寮
、
指
定
寮
（
民
間
経
営
））
や
留
学
生
会
館
に
お
い
て
は
、

学
生
が
主
体
と
な
っ
て
同
様
の
訓
練
を
行
い
、
訓
練
以
外
で
は
、

各
教
室
の
教
卓
に
避
難
ア
ナ
ウ
ン
ス
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
設
置
を
進
め

て
い
る
。
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
重
要
な
備
蓄
品
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
準
備
を
進
め
て
い
る
も
の
の
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　
福
岡
大
学
病
院

　

福
岡
大
学
病
院
は
、
福
岡
県
か
ら
災
害
拠
点
病
院
と
し
て
指
定

を
受
け
て
お
り
、
医
師
、
看
護
師
、
事
務
職
員
な
ど
に
よ
る
合
同

の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
、
事
業
継
続
計
画
（BCP

：
Business�Continuity�Plan

）
の
策
定
や
災
害
時
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

整
備
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、「
防
災
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
」
の
発
行
な

ど
、
病
院
内
の
防
災
に
関
す
る
最
新
情
報
の
提
供
や
周
知
徹
底
に

努
め
て
い
る
。

　

訓
練
は
、
毎
年
、
総
合
防
災
訓
練
１
回
と
総
合
防
火
訓
練
２
回

の
計
３
回
を
実
施
し
て
い
る
。
総
合
防
災
訓
練
で
は
、
災
害
時
を

想
定
し
た
ト
リ
ア
ー
ジ
（
負
傷
者
の
選
別
）
訓
練
を
実
施
し
、
よ

り
実
践
に
近
い
訓
練
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
後
述
す
る
避
難
所
開

設
な
ど
の
訓
練
で
は
、
ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練
の
患
者
役
を
地
域
住
民

の
方
々
に
担
っ
て
も
ら
っ
て
行
っ
た
。
そ
の
他
、
福
岡
市
消
防
局

航
空
隊
の
搬
送
訓
練
（
福
岡
市
消
防
局
主
催
）
に
参
加
し
、
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
に
よ
る
搬
送
の
受
け
入
れ
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
備
蓄
品
の
整
備
も
進
ん
で
お
り
、
患
者
と
病
院
職
員
の

３
日
分
の
水
や
食
料
を
備
蓄
し
、
災
害
に
備
え
て
い
る
。

２　
城
南
区
と
の
合
同
訓
練（
避
難
所
開
設
等
訓
練
）

訓
練
開
始
ま
で
の
経
緯・

背
景

　

２
０
１
７
年
２
月
、
福
岡
大
学
総
合
体
育
館
が
竣
工
し
た
。
こ

の
体
育
館
は
福
岡
大
学
の
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
の
中
核
施
設
で
あ
り
、

空
調
設
備
を
備
え
た
専
用
練
習
場
（
８
競
技
）
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
な
ど
を
有
し
、
主
に
学
生
の
保
健
体
育
や
専
門
ス
ポ
ー
ツ

の
授
業
お
よ
び
課
外
活
動
に
使
用
し
て
い
る
。

　

福
岡
大
学
は
、
２
０
１
７
年
３
月
に
福
岡
市
と
「
災
害
時
に
お

け
る
施
設
な
ど
の
利
用
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
、
総
合

体
育
館
を
災
害
時
の
臨
時
避
難
所
と
し
て
運
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

協
定
を
締
結
し
た
も
の
の
、「
臨
時
」
と
は
い
え
避
難
所
と
し
て

の
本
学
の
体
制
は
不
十
分
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。

ま
た
、
大
学
と
行
政
と
の
連
絡
体
制
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
の
、
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具
体
的
な
手
順
な
ど
、
不

明
瞭
な
部
分
が
あ
っ
た
。

臨
時
避
難
所
と
し
て
の
体

制
を
整
備
し
て
い
く
た
め

に
は
、
避
難
所
開
設
に
お

い
て
必
要
な
備
蓄
品
の
準

備
や
、
大
学
と
行
政
の
連

絡
態
勢
を
元
に
し
た
具
体

的
な
初
動
の
手
順
確
認
、

地
域
住
民
と
帰
宅
困
難
な

学
生
と
の
避
難
所
内
の
住

み
分
け
な
ど
、
ハ
ー
ド
と

ソ
フ
ト
両
面
を
充
実
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
避
難
所
開
設
訓

練
は
体
制
整
備
に
向
け
た
検
証
を
兼
ね
、
地
域
貢
献
と
い
う
大
学

の
使
命
を
果
た
す
べ
く
、
行
政
と
の
定
期
的
な
打
ち
合
わ
せ
を
何

度
も
重
ね
た
結
果
、
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

福
岡
大
学
避
難
所
開
設
等
訓
練
の
内
容

【
訓
練
内
容
】

・
�

地
域
、
行
政
、
福
岡
大
学
、
福
岡
大
学
病
院
が
一
体
と
な
っ
た

避
難
所
開
設
訓
練
を
実
施
し
た
。

・
�

２
０
１
７
年
11
月
18
日

土
曜
日
12
時
45
分
に
福

岡
県
福
岡
市
を
震
源
と

す
る
震
度
６
強
の
地
震

が
発
生
し
た
と
の
想
定

の
下
に
訓
練
を
行
い
、

２
部
構
成
で
実
施
し
た
。

第
１
部
（
12
時
45
分
～

14
時
）

①�

開
設
に
向
け
た
、

行
政・

大
学
間
の

連
絡
体
制
の
確
認

連
絡
体
制
が
未
整
備
の
た
め
、
初
年
度
は
初
動
体
制
の
確

認
を
行
っ
た
。

②�

地
域
住
民
の
避
難
経
路
の
確
認

地
域
住
民
の
臨
時
避
難
所
か
ら
福
岡
大
学
総
合
体
育
館
ま

で
の
経
路
の
確
認
。
校
区
の
寮
生
に
も
参
加
を
募
り
、
参

加
学
生
は
地
域
住
民
の
避
難
誘
導
や
補
助
を
担
当
し
た
。

③�
地
域
住
民
と
大
学
に
よ
る
避
難
所
開
設
訓
練

避
難
者
把
握
訓
練

公
民
館
や
小
学
校
な
ど
の
指
定
避
難
所
と
は
異
な
り
、
大 総合体育館における避難所開設訓練

地域住民による避難所設営（設営中）
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学
周
辺
の
複
数
校
区
か
ら
住
民
の
避
難
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
避
難
者
受
け
付
け
を
行
い
、
避
難
者
を
把
握
す
る
こ

と
の
必
要
性
を
確
認
し
た
。

避
難
所
開
設
訓
練

総
合
体
育
館
内
本
部
設
営
、
避
難
ス
ペ
ー
ス・

区
割
り
作

成
、
避
難
所
（
柔
道
場
）
へ
の
防
水
シ
ー
ト
貼
訓
練
を
実

施
。
訓
練
を
通
し
て
、
リ
ー
ダ
ー
の
重
要
性
や
、
避
難
ス

ペ
ー
ス
と
通
路
を
確
保
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
確
認
し
た
。

第
２
部
（
14
～
15
時
）

①�

地
域
住
民
を
模
擬

患
者
と
し
て
病
院

へ
の
移
動
訓
練

総
合
体
育
館
に
い

る
重
傷
者
や
意
識

不
明
者
役
の
高
齢

者
を
緊
急
車
両
で

搬
送
。
軽
傷
者
役

は
歩
い
て
移
動
。

実
際
の
災
害
時

も
、
軽
傷
で
あ
れ

ば
緊
急
車
両
で
は

な
く
、
な
る
べ
く
自
力
の
移
動
を
心
が
け
る
よ
う
お
願
い

し
た
。

②��

福
岡
大
学
病
院
の
模
擬
患
者
受
け
入
れ
訓
練

実
際
の
災
害
時
を
想
定
し
た
受
け
入
れ
訓
練
。
地
域
住
民

が
模
擬
患
者
役
を
担
う
初
の
試
み
で
あ
り
、
よ
り
実
践
に

近
い
訓
練
と
な
っ
た
。

③��

模
擬
患
者
の
ト
リ
ア
ー
ジ
（
負
傷
者
の
選
別
）
訓
練

大
学
病
院

地
域
住
民
が
模
擬
患
者
と
な
っ
て
、
受
け
入
れ
訓
練
と
同

様
に
、
よ
り
実
践

に
近
い
対
応
を
経

験
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

地
域
住
民

普
段
は
経
験
す
る

こ
と
の
な
い
ト
リ

ア
ー
ジ
を
受
け

て
、
災
害
拠
点
病

院
と
し
て
の
福
岡

大
学
病
院
の
役
割

を
認
知
し
て
も
ら

福岡大学病院へ模擬患者（地域住民）を搬送

トリアージポスト

特集 大学は自然災害とどう向き合うか
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い
、
災
害
時
の
対

応
に
つ
い
て
地
域

住
民
へ
の
理
解
を

促
し
た
。

　

前
年
度
に
実
施
し
た
避

難
所
開
設
等
訓
練
は
、
第

１
回
の
訓
練
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
建
物
の
安
全
確

認
方
法
や
地
域
住
民
へ
の

使
用
可
能
施
設
の
周
知
、

避
難
所
の
設
営
（
ビ
ニ
ー

ル
シ
ー
ト
を
敷
い
て
養
生

す
る
）
な
ど
初
歩
的
な
内
容
で
あ
っ
た
が
、
地
域・
行
政・

大
学・

大
学
病
院
の
合
同
訓
練
に
よ
り
、
大
学
お
よ
び
災
害
拠
点
病
院
で

あ
る
福
岡
大
学
病
院
が
大
規
模
災
害
時
に
地
域
に
果
た
す
役
割
の

確
認
と
、
地
域
防
災
へ
の
貢
献
に
向
け
て
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ

と
が
で
き
た
、
非
常
に
重
要
な
訓
練
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
避
難
所

開
設
等
訓
練
の
実
施
に
至
る
過
程
で
、
地
域
住
民
と
行
政・

大
学

間
で
意
見
交
換
の
場
を
設
け
る
こ
と
な
ど
、
貴
重
な
声
を
聞
く
こ

と
が
で
き
、
地
域
住
民
の
福
岡
大
学
に
対
す
る
期
待
の
大
き
さ
を

実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

３　
今
後
の
課
題
や
取
り
組
み

　

前
記
の
訓
練
を
通
し
て
感
じ
た
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
説
明

す
る
。

・
�

地
域
住
民
と
大
学・

行
政
の
認
識
の
ズ
レ
や
福
岡
大
学
の
防
災

に
対
す
る
現
状
を
地
域
の
方
々
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と

　

本
学
総
合
体
育
館
は
、
現
在
、
避
難
所
開
設
の
優
先
順
位
と

し
て
は
最
も
低
い
臨
時
避
難
所
で
あ
り
、
備
蓄
品
も
充
実
し
て

い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
地
域
住
民
は
「
大
学
は
指
定
避
難
所
で

あ
る
公
民
館
な
ど
と
同
等
の
機
能
を
有
し
、
ま
た
、
避
難
所
は

大
学
が
運
営
し
て
く
れ
る
」
と
思
っ
て
お
り
、
公
民
館
よ
り
も

大
学
が
近
い
地
域
住
民
か
ら
は
「
公
民
館
で
は
な
く
大
学
に
避

難
し
た
い
」
と
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

・

行
政
と
大
学
の
連
絡
体
制
を
構
築
す
る
こ
と

　

今
回
の
合
同
訓
練
は
、
災
害
後
に
行
政
か
ら
大
学
に
避
難
所

開
設
要
請
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
想
定
し
て
の
訓
練
で
あ
っ
た
。

前
述
の
よ
う
に
、
連
絡
体
制
は
あ
る
も
の
の
現
実
的
で
は
な
く
、

「
行
政
か
ら
大
学
へ
の
避
難
所
開
設
要
請
の
手
順
」
や
「
大
学
が

避
難
所
開
設
要
請
を
受
け
た
後
の
施
設
開
放
ま
で
の
連
絡
経
路
」

な
ど
、
開
設
に
至
る
ま
で
の
詳
細
が
定
ま
っ
て
い
な
い
。

・
�

地
域
、
行
政
、
大
学
が
一
体
と
な
っ
た
訓
練
を
今
後
も
実
施
し

地域住民による避難所設営（設営後）
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て
い
く
こ
と

　

合
同
訓
練
は
、
大
学
と
行
政
が
今
後
、
共
同
で
防
災
に
取
り

組
ん
で
い
く
た
め
の
最
初
の
一
歩
と
し
て
有
意
義
で
あ
っ
た
と

感
じ
た
が
、
参
加
者
か
ら
は
「
要
介
護
者
や
妊
娠
し
て
い
る
女

性
な
ど
の
区
分
け
を
行
う
こ
と
」
や
「
避
難
所
開
設
の
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
の
説
明
」
な
ど
、
よ
り
実
態
に
即
し
た
訓
練
を
求
め

る
声
が
多
か
っ
た
。
今
後
も
合
同
訓
練
を
重
ね
、
有
事
に
備
え

た
い
。

・
�

行
政
と
の
情
報
交
換
や
定
期
的
な
協
議
を
引
き
続
き
開
催
す
る

こ
と

　

訓
練
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
に
は
、
協
議
を
継
続
し
て
い

く
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。
今
後
は
、
地
域・
行
政
と
の
合
同
訓

練
と
学
内
の
防
災
訓
練
の
連
携
を
視
野
に
入
れ
て
協
議
を
進
め

た
い
。
学
内
の
防
災
訓
練
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大
学・

行
政
間
に
お
け
る
実
際
の
災
害
時
の
連
絡
体
制
の
構
築
に
つ
な

が
る
と
と
も
に
、
学
内
の
防
災
意
識
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
協
議
や
訓
練
を
重
ね
る
中
で
出
た
意
見
や
気
付

き
を
、
地
域
防
災
も
含
め
た
災
害
時
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
や
Ｂ

Ｃ
Ｐ
の
策
定
に
反
映
さ
せ
た
い
。

お
わ
り
に

　

冒
頭
に
述
べ
た
通
り
、
現
在
、
福
岡
大
学
に
は
約
２
万
人
の
学

生
が
学
ん
で
い
る
。
最
も
多
い
時
間
帯
に
は
、
最
大
で
約
９
５
０

０
人
の
学
生
が
キ
ャ
ン
パ
ス
に
集
う
。
で
は
、
そ
の
よ
う
な
中
で
、

未
曽
有
の
大
災
害
が
発
生
す
る
と
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。

　

幸
い
に
も
、
福
岡
大
学
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
福
岡
西
方
沖
地
震

や
熊
本
地
震
、
九
州
北
部
豪
雨
な
ど
の
災
害
時
に
人
的
被
害
は
な

か
っ
た
が
、
日
本
列
島
が
地
震
活
動
期
に
入
っ
た
と
い
わ
れ
る
今

日
、
本
学
も
未
曽
有
の
災
害
に
襲
わ
れ
る
こ
と
は
大
い
に
考
え
ら

れ
る
。
そ
の
場
合
、
学
内
で
負
傷
者
が
発
生
し
、
さ
ら
に
緊
急
の

避
難
者
（
地
域
住
民
）
を
迎
え
れ
ば
、
現
状
で
は
パ
ニ
ッ
ク
に
な

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
今
後
も

行
政
や
地
域
と
手
を
取
り
合
い
、
連
携
を
深
め
な
が
ら
防
災
に
取

り
組
み
、
学
生
、
教
職
員
、
お
よ
び
地
域
住
民
の
安
全
を
守
る
た

め
に
も
大
学
の
社
会
的
使
命
を
果
た
し
て
い
き
た
い
。�

●
参
考
資
料

「
総
務
部
資
料
」、「
福
岡
大
学
病
院
庶
務
課
資
料
」

特集 大学は自然災害とどう向き合うか
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１　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
元
年

　

１
９
９
９
年
９
月
21
日
未
明
、
台
湾
中
部
の
南
投
付
近
で
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
７・

６
と
い
う
20
世
紀
最
大
級
の
大
地
震
が
発
生
し

た
。
火
気
の
使
用
の
少
な
い
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
阪
神
淡

路
大
震
災
の
よ
う
な
大
火
災
の
発
生
は
な
か
っ
た
が
、
倒
壊
し
た

家
屋
の
下
敷
き
に
な
る
な
ど
に
よ
っ
て
２
４
０
０
人
以
上
の
方
が

亡
く
な
る
大
災
害
で
あ
っ
た
。

　

地
震
発
生
直
後
か
ら
本
学
の
台
湾
出
身
学
生
や
そ
の
ご
家
族
、

交
換
派
遣
留
学
生
な
ど
の
安
否
確
認
調
査
に
追
わ
れ
て
い
た
が
、

そ
れ
ま
で
に
１
３
０
０
名
以
上
の
台
湾
か
ら
の
留
学
生
（
卒
業
生
）

を
受
け
入
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、「
今
こ
そ
亜
細
亜
大
学
が
何

か
を
し
な
け
れ
ば
」
と
い
う
機
運
が
高
ま
り
、
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
隊
の
台
湾
派
遣
を
学
内
で
機
関
決
定
し
て
即
座
に
本
部
を
設
置

し
、
実
行
に
移
す
こ
と
と
な
っ
た
。

　

学
生・

教
職
員
か
ら
参
加
希
望
者
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
学
園
祭

を
控
え
た
時
期
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
２
０
０
名
を
超
え
る
参

加
希
望
が
あ
り
、
危
険
を
伴
う
他
国
で
の
震
災
救
援
活
動
に
対
し

て
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
学
生
の
意
識
が
高
い
こ
と
に
驚
き
と
喜
び
を

覚
え
た
。

　

救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
と
し
て
、
最
終
的
に
１
３
５
名
の
学
生・

教
職
員
を
10
月
16
日
か
ら
11
月
５
日
ま
で
の
21
日
間
、
３
次
に
わ

た
っ
て
震
源
地
周
辺
の
東
勢
、
大
里
、
石
岡
、
埔
里
、
魚
池
、
和

平
郷
、
鹿
谷
郷
、
中
興
新
村
な
ど
に
派
遣
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

国
を
超
え
た
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
は
士
気
が
高
く
、
が
れ
き

撤
去
、
食
事
の
炊
き
出
し
、
仮
設
テ
ン
ト
設
営
、
図
書
館
の
資
料

整
理
、
倒
壊
寺
院
の
片
づ
け
、
街
路
清
掃
等
々
の
作
業
で
立
派
に

役
割
を
果
た
し
、
現
地
で
も
高
い
評
価
を
受
け
、
台
湾
の
聯
合
報

特
集

大
学
は
自
然
災
害
と
ど
う
向
き
合
う
か

自
然
災
害
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

―
相
互
連
携
に
よ
る
防
災
活
動
で
学
生
の
成
長
を
促
す
―

八
田 

浩
康
●
亜
細
亜
大
学
総
合
企
画
部
地
域
交
流
課
長
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や
中
国
時
報
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
で
も
活
躍
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

そ
も
そ
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
報
酬
や
見
返
り
を
求
め
る
も

の
で
は
な
い
が
、
活
動
終
了
後
の
学
生
の
報
告
に
は
、「
現
地
の
被

災
し
た
方
々
が
温
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
。
こ
ち
ら
が
援
助
を

受
け
て
い
る
気
持
ち
に
な
っ
た
」、「
自
分
の
や
り
た
い
仕
事
を
す

る
の
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な
く
、
現
地
の
方
々
が
望
む
こ
と
を

察
し
て
そ
れ
を
す
る
の
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
だ
と
気
付
い
た
」、

「
被
災
し
た
地
域
の
子
ど

も
た
ち
と
触
れ
合
う
こ
と

に
よ
り
、
心
の
国
際
交
流

ま
で
も
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
た
」
と
い
っ
た
感
想

が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

学
生
は
大
き
な
心
理
的
報

酬
を
受
け
取
り
、
成
長
し

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

こ
れ
こ
そ
が
真
の
人
間
教

育
で
あ
り
、
自
ら
気
付
き

学
ぶ
こ
と
の
原
点
で
あ
り
、

本
学
が
創
立
以
来
掲
げ
る

建
学
の
精
神
「
自
助
協
力
」

の
体
現
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
こ
の
救
援
隊
派
遣
の
成
功
は
、
そ
の
趣
旨
に
賛
同
し
物

心
両
面
で
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
現
地
台
湾
の
卒
業
生・

同
窓
会

組
織
を
は
じ
め
、
台
湾
国
民
党
青
年
工
作
委
員
会
、
台
北
駐
日
経

済
文
化
代
表
処
、
中
華
航
空
、
台
湾
の
協
定
大
学
等
々
の
絶
大
な

る
ご
支
援
に
よ
る
と
こ
ろ
が
極
め
て
大
き
い
。
こ
の
よ
う
な
組
織

間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
制
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
特
に
災
害
救

援
活
動
に
お
い
て
重
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
言
を
待
た
な
い
。

　

こ
う
し
て
亜
細
亜
大
学
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
元
年
」
の
幕
が
開

け
た
。２　

初
め
て
の
総
合
防
災
訓
練

　

台
湾
大
震
災
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
の
成
功
を
受
け
、
日
頃
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
育
の
重
要
性
や
、
学
生
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
推
進
、
大
学
と
し
て
の
防
災
対
策
の
強
化
な
ど
、
防
災
に

関
連
す
る
種
々
の
議
論
が
交
わ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
国
際
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
立
に
向
け
た
動
き
も
あ
っ
た
が
、
災
害

が
常
に
起
き
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
実
動
を
伴
わ
な
い
活
動
に

対
す
る
関
心
は
徐
々
に
薄
れ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

　

２
０
０
７
年
当
時
、
本
学
で
主
に
実
施
さ
れ
て
い
た
防
火
防
災

な
ど
に
関
す
る
活
動
や
取
り
組
み
は
、
以
下
の
よ
う
な
状
況
で�
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あ
っ
た
。

⑴�　

消
防
計
画
に
関
す
る
規
定
の
整
備

⑵�　

自
衛
消
防
隊
を
組
織
し
、
訓
練
審
査
会
に
出
場

⑶�　

学
生
寮
合
同
避
難
訓
練
、
初
期
消
火
訓
練

⑷�　

総
合
防
災
体
験
会
（
非
常
食
炊
き
出
し
、
初
期
消
火
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
操
作
訓
練
な
ど
）

⑸�　

Ｈ
Ｐ
上
に
「
災
害
時
の
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
掲
載

⑹�　

救
命
講
習
会
実
施
（
普
通
救
命
、
上
級
救
命
）

⑺�　

非
常
食・

被
災
時
救
援
物
資
の
備
蓄

　

右
記
⑷
の
総
合
防
災
体
験
会
は
、
学
生・

教
職
員
有
志
に
よ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
亜
細
亜
大
学
災
害
救
援
隊
」
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
有
志
団
体
で
は
あ
る
が
、
災
害
時
に
お
け
る
相

互
協
力
の
重
要
性
の
観
点
か
ら
、
体
験
会
実
施
時
に
は
武
蔵
野
市
、

武
蔵
野
消
防
署
、
武
蔵
野
市
消
防
団
、
近
隣
自
治
会
と
の
連
携
を

図
り
、
共
同
で
訓
練
を
実
施
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
学
内
に
お
い
て
は
、
学
生
を
含
め
た
避
難
訓
練

は
実
施
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
当
時
の
学
長
の
「
学
生
の
安
心

と
安
全
」
を
目
標
の
一
つ
と
す
る
防
火・

防
災
体
制
の
強
化
を
推

進
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
本
学
で
は
初
の
試

み
で
あ
る
「
総
合
防
災
訓
練
」
が
実
施
さ
れ
た
。

　

こ
の
訓
練
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ず
「
総
合
防
災
訓
練
準

備
委
員
会
」
が
組
織
さ
れ
、
訓
練
の
実
施
日
、
訓
練
内
容
、
訓
練
の

対
象
者
等
々
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
た
。
筆
者
は
武
蔵
野
市
が

実
施
す
る
防
災
訓
練
や
消
防
署
が
主
催
す
る
消
防
体
験
会
な
ど
へ

の
参
加
経
験
は
あ
っ
た
が
（
前
述
の
災
害
救
援
隊
の
メ
ン
バ
ー
で

も
あ
っ
た
た
め
）、
大
学
を
挙
げ
て
の
訓
練
実
施
は
初
め
て
で
あ
っ

た
。
ま
ず
は
事
例
研
究
の
必
要
性
を
感
じ
、
既
に
大
規
模
な
訓
練

を
組
織
的
に
行
っ
て
い
た
愛
知
工
業
大
学
と
玉
川
大
学
を
訪
問
し
、

そ
の
実
施
に
か
か
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

そ
の
後
、
総
合
防
災
訓
練
実
施
委
員
会
が
設
立
さ
れ
、
両
大
学

か
ら
い
た
だ
い
た
訓
練
実
施
要
領
な
ど
の
資
料
に
加
え
て
、
政
府

の
中
央
防
災
会
議
の
総
合
防
災
訓
練
大
綱
な
ど
を
緻
密
に
検
討
し
、

本
学
独
自
の
「
総
合
防
災
実
施
概
要
書
」
を
作
成
し
た
。
さ
ら
に
、

訓
練
の
安
全
性・

適
切
性
を
高
め
る
た
め
、
学
生
約
１
０
０
名
に

よ
る
事
前
の
仮
想
訓
練
を
実
施
し
て
本
番
の
訓
練
に
備
え
た
。

　

周
到
な
事
前
準
備
を
重
ね
、
２
０
０
８
年
５
月
21
日
11
時
50
分
、

本
学
で
初
め
て
と
な
る
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
た
。
想
定
は
「
震

度
６
の
地
震
発
生
。
学
内
で
は
学
生
約
４
０
０
０
名
が
授
業
時
間

中
。
学
長
を
本
部
長
と
す
る
地
震
対
策
本
部
を
設
置
し
、
教
職
員

の
指
示
に
よ
り
学
生
を
安
全
に
避
難
さ
せ
、
人
員
確
認
、
被
害
状

況
の
確
認
報
告
を
行
う
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
訓
練
の
報
告
書
に
は
、「
訓
練
の
参
加
人
数
は
２
５
０
６
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名
、
誘
導
指
示
係
員
の
配

置
も
素
早
く
、
学
生
の
誘

導
は
適
切
で
あ
っ
た
。
避

難
時
の
転
倒
な
ど
の
事
故

も
な
く
、
避
難
行
動
に
問

題
は
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、

情
報
を
把
握
し
次
の
行
動

を
指
示
す
べ
く
、
本
部
機

能
の
充
実
が
求
め
ら
れ

る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
訓
練
実
施
に
当

た
っ
て
も
、
武
蔵
野
市
、

武
蔵
野
市
消
防
団
、
武
蔵

野
消
防
署
、
武
蔵
野
警
察

署
の
協
力
を
得
て
、
訓
練
に
対
す
る
支
援
と
当
日
の
講
評
を
い
た

だ
く
な
ど
の
相
互
協
力
体
制
を
組
ん
だ
。
さ
ら
に
、
近
隣
自
治
会

の
自
衛
消
防
組
織
も
訓
練
に
参
加
し
、
地
域
住
民
の
防
災
意
識
の

高
揚
に
も
役
立
っ
た
も
の
と
考
え
る
。

　

こ
の
訓
練
は
当
初
は
隔
年
で
実
施
し
て
い
た
が
、
２
０
１
７
年

か
ら
は
毎
年
実
施
し
て
い
る
。
年
に
よ
っ
て
は
避
難
訓
練
だ
け
で

な
く
、
傷
病
者
救
助
訓
練
、
初
期
消
火
訓
練
、
消
火
栓
放
水
訓
練
、

レ
ス
キ
ュ
ー
隊
に
よ
る
救
助
救
出
訓
練
実
演
な
ど
を
実
施
し
、
総

合
防
災
訓
練
と
し
て
の
内
容
を
充
実
さ
せ
て
い
る
。

３　
大
規
模
災
害
発
生
時
に
お
け
る
相
互
支
援

　

本
学
に
お
け
る
災
害
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
防
災
に
関
す
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
て
き
た
が
、
２
０
１
６
年
に
新
た
な
展

開
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。

　

武
蔵
野
消
防
署
か
ら
、「
地
域
防
災
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、

防
災
に
関
す
る
協
定
を
結
び
相
互
協
力
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と
の
要

請
が
あ
っ
た
。
地
域
防
災
の
た
め
に
は
自
助・

共
助
の
促
進
が
欠

か
せ
な
い
が
、
そ
の
重
要
な
リ
ソ
ー
ス
と
し
て
本
学
の
力
を
借
り

た
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
本
学
が
地
域
防
災
の
お
役
に
立
て
る
の

で
あ
れ
ば
と
い
う
思
い
は
も
ち
ろ
ん
あ
っ
た
が
、
前
述
の
よ
う
に
、

防
災
に
あ
っ
て
も
有
事
に
あ
っ
て
も
、
大
切
な
の
は
独
自
の
行
動

力
だ
け
で
は
な
く
、
関
係
諸
機
関
と
の
相
互
協
力
で
あ
る
こ
と
を

本
学
で
は
理
解
し
て
い
た
し
、
こ
れ
ま
で
の
訓
練
や
被
災
地
支
援

活
動
に
お
い
て
も
、
武
蔵
野
市
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
と
の

連
携
体
制
を
と
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
消
防
署
か
ら
の
申
し
出
を

い
っ
た
ん
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
し
、
逆
に
「
武
蔵
野
市
や
警
察
署
も

含
め
た
連
携
の
ほ
う
が
よ
り
効
果
的
で
は
な
い
か
」
と
の
提
案
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
東
京
都
区
内
の
大
学
と
自
治
体
や
消
防
と
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の
連
携
は
既
に
事
例
が
あ
り
、
そ
う
し
た
事
例
よ
り
も
さ
ら
に
踏

み
込
ん
で
、
複
数
機
関
が
連
携
し
合
い
地
域
防
災
の
成
果
を
上
げ

る
こ
と
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。
特
に
、
大
規
模
災
害
発
生
時
は

武
蔵
野
市
に
災
害
対
策
本
部
が
置
か
れ
る
の
で
、
市
と
の
連
携
は

欠
か
せ
な
い
と
考
え
ら
れ
た
。

　

こ
の
提
案
を
元
に
、
本
学
と
武
蔵
野
市
、
武
蔵
野
消
防
署
、
武

蔵
野
警
察
署
の
四
者
で
改
め
て
協
議
し
、
災
害
発
生
時
の
役
割
分

担
や
平
時
の
情
報
共
有
な
ど
に
つ
い
て
綿
密
に
議
論
を
重
ね
た
結

果
、
２
０
１
６
年
４
月
21
日
、
武
蔵
野
市
役
所
に
て
協
定
の
締
結

式
が
行
わ
れ
、
四
者
協
定
の
締
結
に
至
っ
た
。

　

本
協
定
の
正
式
名
称
は
「
大
規
模
災
害
発
生
時
に
お
け
る
亜
細

亜
大
学
周
辺
地
域
で
の
相
互
支
援
等
に
関
す
る
協
定
」
で
あ
り
、

そ
の
主
な
内
容
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

⑴�　

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
、
学
生
の
安
全
が
確
認
で
き
、

か
つ
本
人
の
意
思
に
よ
り
、
大
学
周
辺
の
被
災
者
の
安
否
確
認
、

救
出
救
護
支
援
活
動
な
ど
を
行
う
。

⑵�　

大
学
周
辺
避
難
所
な
ど
の
防
犯
活
動
の
支
援
を
行
う
。

⑶�　

救
護
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
大
学
の
敷
地
を
使
用
す
る
。

⑷�　

こ
れ
ら
の
活
動
に
は
、
大
学
が
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
、
そ
の
支
援
に
当
た
る
。

⑸�　

平
時
に
お
い
て
は
、
消
防
や
警
察
が
防
災
教
育
、
防
犯
教
育

の
実
施
に
協
力
す
る
。

　

消
防
署
だ
け
で
は
な

く
、
警
察
署
と
も
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
時

の
交
通
情
報
の
提
供
を
受

け
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
交
通
整
理
に
協
力
し
た

り
、
避
難
所
の
防
犯
活
動

も
担
う
と
い
う
計
画
で
あ

る
。
こ
う
し
た
活
動
の
幅

を
拡
大
で
き
た
こ
と
が
、

四
者
に
よ
る
協
定
の
メ

リ
ッ
ト
だ
と
い
え
よ
う
。

　

幸
い
、
こ
れ
ま
で
の
と

こ
ろ
近
隣
地
域
に
お
い
て
大
規
模
災
害
は
発
生
し
て
い
な
い
た
め
、

こ
の
協
定
に
基
づ
く
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
出
動
要
請
は
な
い
が
、

協
定
締
結
以
前
か
ら
市
や
消
防
、
警
察
と
の
協
力
関
係
は
構
築
さ

れ
て
い
た
の
で
、
市
が
行
う
防
災
訓
練
、
消
防
庁
の
震
災
消
防
訓

練
、
警
察
署
の
防
犯
啓
発
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
そ
の
都
度
協
力
学
生

を
派
遣
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
学
の
総
合
防
災
訓
練
に
は
前
記
三

者
に
も
参
加
を
要
請
し
、
訓
練
実
施
上
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た

702018.11　大学時報



り
、
平
時
の
情
報
交
換
を
行
っ
た
り
し
て
い
る
。

　

２
０
１
７
年
か
ら
は
、
武
蔵
野
市
が
本
学
近
隣
地
区
に
「
地
域

防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
組
織
し
、
避
難
所
開
設
訓
練
な
ど
を
実

施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
学
は
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
も
委
員

を
派
遣
し
て
お
り
、
い
よ
い
よ
大
学
と
地
域
が
一
丸
と
な
っ
た
防

災
に
お
け
る
自
助・
共
助
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
が
動
き
出

し
て
い
る
。

４　
結
び
と
し
て

　

２
０
１
８
年
は
自
然
災
害
の
多
い
年
で
あ
っ
た
。
夏
の
猛
暑
は

ま
だ
記
憶
に
新
し
い
が
、
冬
季
は
日
本
海
を
中
心
と
し
た
記
録
的

豪
雪
に
よ
り
車
の
立
ち
往
生
な
ど
が
発
生
し
た
。
大
型
の
台
風
が

連
続
し
て
日
本
に
上
陸
し
、
各
地
に
暴
風
雨
に
よ
る
被
害
を
も
た

ら
し
た
。
６
月
に
は
大
阪
北
部
地
震
、
ま
た
９
月
に
は
北
海
道
胆

振
東
部
地
震
が
発
生
し
、
甚
大
な
被
害
が
日
本
を
襲
っ
た
。

　

こ
う
し
た
自
然
災
害
に
対
し
て
、
多
く
の
場
合
わ
れ
わ
れ
は
無

力
で
あ
る
。
で
き
る
こ
と
は
自
ら
の
命
を
守
り
、
そ
の
被
害
を
最

小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
、
被
害
を
被
ら
な
い
よ
う
に
備
え
る
こ
と
、

被
害
を
受
け
た
場
合
は
い
ち
早
く
復
旧・

復
興
の
た
め
に
動
き
出

す
こ
と
、
こ
の
程
度
な
の
で
あ
る
。

　

大
学
は
学
生
を
預
か
る
者
と
し
て
、
災
害
時
に
ま
ず
は
学
生
の

安
全
確
保
を
最
優
先
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
学
生
が

防
災
に
つ
い
て
学
び
、
意
識
を
向
上
さ
せ
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
参
加
す
る
な
ど
し
て
経
験
を
積
む
と
、
災
害
時
の
大
き
な
力
と

な
っ
て
く
れ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
豊
富
な
知
識
を
身
に
付
け

て
い
れ
ば
、
学
内
の
み
な
ら
ず
近
隣
住
民
の
支
援
ま
で
行
う
こ
と

も
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

加
え
て
、
こ
う
し
た
学
生
の
力
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
に

は
、
こ
れ
ま
で
に
述
べ
た
よ
う
な
関
係
諸
機
関
に
よ
る
情
報
共
有

と
相
互
連
携
が
欠
か
せ
な
い
と
考
え
る
。
こ
れ
は
、
台
湾
大
震
災

救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
以
来
、
本
学
の
一
貫
し
た
ス
タ
ン
ス
で
あ
る
。

個
々
の
力
を
連
携・

共
有
し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
力
は
増
し
、

さ
ら
に
効
果
的
に
発
揮
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

　

今
後
も
、
近
隣
住
民
を
含
め
た
地
域
防
災
力
の
向
上
と
学
生
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
啓
発
に
邁
進
し
た
い
。
そ
れ
が
学
生
の
人

間
的
成
長
に
必
ず
や
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
。�

特集 大学は自然災害とどう向き合うか
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後
か
ら
振
り
返
る
と
、
誰
し
も
学
生
時
代
、

会
社
員
時
代
に
、
何
度
か
人
生
の
分
岐
点
と
も

思
え
る
こ
と
に
出
合
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
日
本
の
世
界
戦
略
に
も
、
同
じ
よ
う
な

分
岐
点
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

　

学
生
時
代
に
お
け
る
私
の
分
岐
点
の
一
つ
は

大
学
入
試
に
あ
っ
た
。
九
州
大
学
受
験
前
、
数

学
の
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
、「
九
大
は
勘
違
い

を
誘
う
問
題
が
多
い
。
半
分
出
来
れ
ば
良
い
」

で
あ
っ
た
。
私
は
半
分
で
次
に
進
ま
ず
チ
ェ
ッ

ク
し
た
ら
、
や
は
り
落
と
し
穴
に
は
ま
っ
て
お

り
、
結
局
、
残
り
半
分
の
問
題
は
手
つ
か
ず
と

な
っ
た
。

　

試
験
終
了
後
、「
今
年
の
数
学
は
易
し
か
っ

た
。
全
部
書
い
た
」
と
い
う
声
が
多
く
、
私
は

九
大
不
合
格
を
覚
悟
し
た
が
、
結
果
は
逆
で
あ
っ

た
。「
間
違
っ
た
箇
所
が
分
か
り
心
配
す
る
者
は

合
格
し
、
正
解
の
箇
所
を
思
い
安
心
す
る
者
は

不
合
格
と
な
る
」。
こ
れ
は
、
何
に
で
も
当
て
は

ま
る
真
理
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

会
社
に
お
け
る
分
岐
点
は
、
会
社
人
生
の
危

機
を
間
一
髪
、
運
よ
く
乗
り
切
っ
た
時
の
こ
と

が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
日
本
の
10
電
力
会
社
は
、

１
９
７
４
年
か
ら
１
９
８
０
年
に
か
け
て
３
回

の
大
幅
な
電
気
料
金
の
値
上
げ
を
行
っ
た
。
１

９
７
４
年
は
石
油
高
騰
に
よ
る
値
上
げ
で
九
州

電
力
は
48・

07
％
ア
ッ
プ
、
１
９
７
６
年
は
大

幅
な
物
価
上
昇
に
対
応
し
た
値
上
げ
で
24・

84
％
ア
ッ
プ
、
１
９
８
０
年
は
再
び
石
油
高
騰

に
よ
る
大
幅
値
上
げ
で
47・

80
％
ア
ッ
プ
で

あ
っ
た
。

　

た
だ
し
九
州
電
力
は
、
１
９
８
０
年
の
値
上

げ
の
後
は
、
２
０
１
３
年
の
値
上
げ
ま
で
の
33

年
間
で
合
計
８
回
の
値
下
げ
を
行
い
、
そ
の
結

果
、
２
０
１
０
年
に
は
15・

２
円
／
kWh
と
、
全

国
で
２
番
目
に
安
い
料
金
を
実
現
し
た
。

　

私
は
、
３
度
の
料
金
値
上
げ
に
い
ず
れ
も
従

事
し
、
国
の
審
査
対
応
の
た
め
東
京
に
長
期
出

張
し
た
。
危
機
的
状
況
に
直
面
し
た
の
は
１
９

７
６
年
の
値
上
げ
の
時
で
あ
る
。
値
上
げ
申
請

直
後
に
、
当
社
役
員
を
は
じ
め
上
司
が
居
並
ぶ

前
で
、
申
請
資
料
を
国
の
審
査
官
に
説
明
す
る

ず
いそう分 岐 点
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場
面
が
あ
る
。

　

私
も
そ
の
役
を
担
っ
て
い
た
が
、
膨
大
な
申

請
資
料
の
中
で
、
１
箇
所
だ
け
計
算
誤
り
を
事

後
発
見
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
皮
肉
に
も
審
査

官
の
チ
ェ
ッ
ク
が
そ
の
誤
り
の
箇
所
に
向
け
て

ズ
ン
ズ
ン
進
み
、
指
摘
寸
前
ま
で
行
っ
た
と
き
、

目
の
前
が
真
っ
暗
に
な
り
、
脇
の
下
か
ら
汗
が

ど
っ
と
出
る
と
い
う
の
が
本
当
で
あ
る
こ
と
を

体
験
し
た
。
幸
い
、
指
摘
は
寸
前
で
止
ま
り
、

私
は
危
機
一
髪
、
難
を
逃
れ
た
。
不
眠
不
休
で

人
事
を
尽
く
し
た
上
で
の
ミ
ス
に
、
天
は
寛
大

の
よ
う
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
国
の
浮
沈
の
判
断
の
責
任
は
、

誰
が
取
る
の
だ
ろ
う
か
。
現
在
、
日
本
の
最
も

大
き
な
課
題
は
、
失
わ
れ
た
20
年
へ
の
対
応
で

あ
る
。
２
０
０
０
年
と
２
０
１
５
年
で
名
目
Ｇ

Ｄ
Ｐ
を
比
較
す
る
と
、
日
本
は
０・

９
倍
と
減

少
。
こ
れ
に
対
し
欧
米
諸
国
は
１・

７
倍
、
中

国
は
９
倍
、
ロ
シ
ア
は
５
倍
、
イ
ン
ド
は
４
倍

で
あ
る
。

　

こ
の
停
滞
の
原
因
は
、
１
９
８
５
年
の
プ
ラ

ザ
合
意
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
合
意

は
米
国
の
双
子
の
赤
字
を
救
う
た
め
円
高
を
容

認
す
る
合
意
で
、
こ
れ
で
当
時
、
２
４
０
円
／

米
ド
ル
で
あ
っ
た
円
が
、
２
年
余
り
で
１
２
０

円
／
米
ド
ル
と
な
っ
た
。
国
際
競
争
力
を
失
っ

た
日
本
企
業
は
海
外
へ
流
出
し
、
結
果
と
し
て
、

国
内
で
は
若
者
な
ど
の
相
対
的
貧
困
化
が
進
み
、

そ
れ
が
未
婚・

少
子
化
へ
つ
な
が
っ
て
い
る
と

い
う
見
方
が
あ
る
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
も
の
と

し
て
、
日
本
の
対
外
純
資
産
残
高
は
、
２
０
１

７
年
末
で
３
２
８
兆
円
と
、
27
年
連
続
で
世
界

最
大
債
権
国
と
な
っ
て
い
る
。

　

で
は
日
本
は
ど
う
対
応
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

こ
れ
を
考
え
る
能
力
と
責
任
が
あ
る
の
は
大
学

で
あ
る
と
私
は
思
う
。
年
々
相
対
的
に
低
下
し

て
い
く
日
本
の
国
力
を
、
ど
う
や
っ
て
回
復
さ

せ
る
か
。
貿
易
立
国
で
あ
っ
た
日
本
が
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
な
ど
で
立
ち
直

れ
る
の
か
。
大
学
は
そ
の
答
え
を
出
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

貫 正義●学校法人福岡大学理事長
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新
し
い
知
識・
情
報・

技
術
が
、
政
治・

経
済・

文
化
を
は
じ
め
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
お
い

て
、
活
動
の
基
盤
と
し
て
飛
躍
的
に
重
要
性
を
増
す
「
知
識
基
盤
社
会
」
で
は
、
個
人
の
人
格
形
成

の
上
で
も
、
社
会・
経
済・
文
化
の
発
展・

振
興
や
国
際
競
争
力
の
確
保
な
ど
の
国
家
戦
略
に
お
い

て
も
、
大
学
院
が
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

わ
が
国
で
は
、
１
９
９
０
年
代
後
半
に
か
け
て
大
学
院
の
重
点
化
が
進
め
ら
れ
、
量
的
充
実
が
図

ら
れ
た
。
ま
た
、
２
０
０
３
年
に
は
、
科
学
技
術
の
進
展
や
社
会・

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
っ

て
、
社
会
的・

国
際
的
に
活
躍
で
き
る
高
度
専
門
職
業
人
養
成
の
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
に
対
応
す
る
た

め
に
、
高
度
専
門
職
業
人
の
養
成
に
目
的
を
特
化
し
た
課
程
と
し
て
専
門
職
大
学
院
が
創
設
さ
れ
、

従
来
の
タ
イ
ト
ル
ワ
ー
ク
と
は
異
な
る
大
学
院
教
育
が
進
展
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
わ
が
国
で
は
、
大
学
院
の
質
的・

量
的
充
実
を
図
り
、「
知
識
基
盤
社

会
」
へ
の
移
行
の
た
め
の
基
盤
強
化
が
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
き
た
一
方
で
、
社
会
が
大
学
院
に
要

請
す
る
役
割・

機
能
と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
る
な
ど
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
法

小特集

魅
力
あ
る
大
学
院
を
ど
う
つ
く
る
か
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科
大
学
院
の
閉
鎖
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
仕
組
み
は
必
ず
し
も
好
調
で
は
な
く
、
日
本
各
地
の

大
学
院
に
お
い
て
、
定
員
充
足
率
１
０
０
％
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
を
呈
し
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
中
で
も
、
人
気
の
あ
る
大
学
院・

研
究
科
は
存
在
す
る
。
小
特
集
で
は
、
各
大
学
に
お

け
る
大
学
院
教
育
の
事
例
を
取
り
上
げ
、
そ
の
教
育
内
容
、
特
色
や
大
学
（
学
部
）
教
育
と
の
連
続

性
、
受
験
生
へ
の
広
報
活
動
、
今
後
の
展
望
な
ど
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
魅
力
的
な
大
学
院
教
育
の

展
開
に
つ
い
て
探
る
機
会
と
し
た
い
。多

様
性
へ
の
長
期
的
投
資
の
果
実

―
上
智
大
学
大
学
院
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
専
攻

JAM
ES FARRER

●
上
智
大
学
国
際
教
養
学
部
教
授

社
会
の
た
め
の
科
学
技
術
を
目
指
し
て

児
玉 

耕
太

●
立
命
館
大
学
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
准
教
授

現
代
フ
ァッ
シ
ョ
ン
と
日
本
文
化
の
融
合

濱
田 

勝
宏

●
文
化
フ
ァッ
シ
ョ
ン
大
学
院
大
学
学
長

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ・

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
育
成
へ

―
創
造
的
思
考
力
の
社
会
化
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

長
澤 

忠
徳

●
武
蔵
野
美
術
大
学
学
長
、
教
授
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１　
不
安
な
船
出
と
予
想
外
の
成
功

　

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
専
攻
（Graduate Program
 in Global 

Studies

）
は
、
２
０
０
６
年
度
に
上
智
大
学
が
既
存
研
究
科
の
改

組
に
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル・

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
研
究
科
を
設
置
し
た
際

に
、
そ
の
３
専
攻
の
一
つ
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
当
初
は
多

く
の
不
安
要
素
を
抱
え
て
い
た
。

　

他
の
２
専
攻

―
日
本
語
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
国
際
関

係
論
専
攻
と
地
域
研
究
専
攻

―
は
伝
統
を
有
し
、
既
に
大
勢
の

博
士
が
輩
出
し
て
お
り
、
一
般
に
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
た
め
、

安
定
的
な
運
営
が
十
分
に
期
待
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
専
攻
は
、
授
業・

論
文
指
導
を
含
め
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
体

を
英
語
で
運
営
す
る
上
に
、
新
た
な
専
攻
名
で
新
し
い
名
称
の
学

位
を
授
与
す
る
た
め
、
過
去
の
実
績
に
頼
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。
教
員
の
多
く
は
、
前
身
で
あ
る
ア
ジ
ア
研
究
の
修
士
課
程
で

大
学
院
レ
ベ
ル
の
教
育
研
究
に
従
事
し
て
き
た
が
、
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル・

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
」
と
は

ま
っ
た
く
別
物
で
あ
っ
た
。

　
「
グ
ロ
ー
バ
ル・

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
」
と
い
う
用
語
自
体
は
日
本
の

み
な
ら
ず
世
界
中
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
正
確
に
何
を
指

す
の
か
は
、
入
学
志
願
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
教
員
に
と
っ
て

も
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
か
っ
た
。
専
攻
内
に
「
比
較
日
本
研
究
」

「
国
際
経
営
開
発
学
」「
グ
ロ
ー
バ
ル・

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
」
の
三
つ

の
専
攻
領
域
を
設
け
、
各
学
期
（
本
専
攻
で
は
春・

秋
学
期
双
方

に
学
生
が
入
学
す
る
）
の
入
学
定
員
は
博
士
前
期
課
程
15
名
、
博

士
後
期
課
程
１
名
と
し
た
が
、
特
に
新
設
の
グ
ロ
ー
バ
ル・

ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
領
域
に
お
い
て
は
、
こ
れ
す
ら
も
充
足
で
き
る
か
不
明

で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
不
安
な
中
で
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
た
め
、
初
年

度
の
入
学
志
願
者
数
が
定
員
を
大
幅
に
上
回
り
、
そ
の
後
も
増
加

小
特
集

魅
力
あ
る
大
学
院
を
ど
う
つ
く
る
か

多
様
性
へ
の
長
期
的
投
資
の
果
実 

―
上
智
大
学
大
学
院
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
専
攻

JA
M
ES FA

R
R
ER

●
上
智
大
学
国
際
教
養
学
部
教
授
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を
続
け
て
い
る
こ
と
、
と
り
わ
け
、
新
設
の
グ
ロ
ー
バ
ル・

ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
領
域
へ
の
志
願
者
が
３
領
域
で
最
も
多
い
こ
と
は
、
関

係
者
に
と
っ
て
大
き
な
驚
き
で
あ
っ
た
。
こ
の
分
野
の
学
位
が
い
っ

た
い
ど
う
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
誰
も
正
確
な
と
こ
ろ

は
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
グ
ロ
ー
バ
ル・

ス

タ
デ
ィ
ー
ズ
と
い
う
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
に
か
か
わ
る
学
際
的
学

問
領
域
は
、
明
ら
か
に
世
界
中
か
ら
学
生
を
引
き
付
け
る
力
を
持
っ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、
学
位
の
意

味
と
質
を
明
確
化
す
る
試
み
の
一
つ
と
し
て
「
グ
ロ
ー
バ
ル・

ス

タ
デ
ィ
ー
ズ
入
門
」
と
い
う
科
目
を
設
け
、
１
年
目
の
２
セ
メ
ス

タ
ー
に
わ
た
り
必
修
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
学
生
は
よ
り
明

確
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。

２　
震
災
の
影
響
と
入
学
志
願
者
数
の
回
復

　

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
は
、
外
国
人
留
学
生
が
９
割
を

占
め
る
わ
れ
わ
れ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
た
い
へ
ん
な
打
撃
と
な
り
、

入
学
者
数
は
激
減
し
た
。
２
０
１
１
年
４
月
の
新
入
生
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
席
し
た
学
生
は
、
絶
え
間
な
い
余
震
と
緊
急
地

震
速
報
に
よ
っ
て
説
明
が
何
度
も
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と

を
、
決
し
て
忘
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
マ
イ
ナ
ス
要
因
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
２
、

３
年
の
う
ち
に
志
願
者
数
は
回
復
し
た
だ
け
で
な
く
、
震
災
以
前

を
は
る
か
に
上
回
る
よ
う
に
な
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
多
数
の
優

秀
な
志
願
者
か
ら
入
学
者
の
選
抜
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
む
し
ろ

定
員
を
大
幅
に
超
過
し
な
い
よ
う
苦
慮
す
る
と
い
う
、
端
か
ら
み

る
と
羨
望
に
値
す
る
で
あ
ろ
う
状
況
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
２
０

１
８
年
ま
で
に
は
、
３
専
攻
の
学
生
数
の
間
に
一
定
の
バ
ラ
ン
ス

が
成
立
し
、
逆
に
定
員
を
超
過
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
ま
で
に
回
復
し
た
。

　

２
０
１
８
年
度
春
学
期
時
点
の
本
専
攻
正
規
生
在
学
者
は
１
０

１
名
、
そ
の
出
身
は
五
大
陸
全
て
に
わ
た
っ
て
お
り
、
日
本
の
内

外
の
類
似
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
比
較
し

て
、
特
定
の
地
域
へ

の
偏
り
が
な
い
（
図

表
１
）。
書
類
に
よ

る
入
試
選
考
と
、
必

要
に
応
じ
てSkype

を
用
い
て
実
施
す
る

面
接
が
、
こ
れ
を
可

能
と
し
て
い
る
。
こ

の
点
で
真
に
グ
ロ
ー

図表１　上智大学大学院グローバル社会専攻
　　　　学生の出身地域割合　　　　　　　

日本
12%

東南アジア
15%南アジア

2%
西アジア
4%

アフリカ
4%

欧州
18%

豪州
1%

北米
17%

中南米
6%

日本を除く
東アジア
21%

小特集●魅力ある大学院をどうつくるか
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バ
ル
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
が
、
途
上
国
出
身
の
学
生
の
入
学
を

一
層
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
長
所
を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　

入
学
志
願
者
の
質
の
高
さ
と
学
生
の
多
様
性
は
、
わ
れ
わ
れ
の

も
つ
一
番
の
強
み
で
あ
る
。
こ
う
し
た
当
初
の
予
想
を
上
回
る
成

果
を
、
い
か
な
る
努
力
に
よ
っ
て
獲
得
し
て
き
た
か
を
改
め
て
考

え
て
み
た
い
。

３　
多
様
性
獲
得
へ
の
長
期
に
わ
た
る
試
み

　

学
生
募
集
に
お
け
る
成
功
は
、
宣
伝
や
市
場
調
査
な
ど
の
活
動

に
よ
っ
て
達
成
し
た
も
の
で
は
な
い
（
宣
伝
活
動
は
、
お
そ
ら
く

最
低
限
し
か
行
っ
て
い
な
い
）。
む
し
ろ
、
国
際
的
な
大
学
と
し
て

の
本
学
に
対
す
る
評
価
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
よ
り
具
体
的

に
述
べ
る
と
、
多
様
性
と
才
能
に
富
ん
だ
学
生
を
引
き
付
け
る
秘

密
は
、
同
じ
よ
う
に
多
様
性
と
才
能
に
富
ん
だ
教
授
陣
の
存
在
に

あ
る
。

　

そ
し
て
そ
の
よ
う
な
状
況
を
可
能
に
し
た
秘
訣
は
、
人
材
へ
の

長
期
的
投
資
で
あ
る
。
本
学
の
国
際
教
養
学
部

―
グ
ロ
ー
バ
ル

社
会
専
攻
教
員
の
ほ
ぼ
全
員
が
こ
の
学
部
の
教
育
に
従
事
し
て
い

る

―
で
は
、
20
年
以
上
前
か
ら
、
全
て
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
国
際
公
募
に
よ
る
採
用
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
で
は
、
全
員
が
、

国
籍・

性
別・

宗
教・

個
人
的
つ
な
が
り
の
有
無
な
ど
を
問
わ
ず
、

資
質
と
教
育
研
究
業
績
の
み
を
指
標
と
し
た
競
争
的
選
考
を
通
過

し
て
採
用
さ
れ
た
教
員
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
全
員
が
終
身
雇
用
を

前
提
と
し
た
（
テ
ニ
ュ
ア・

ト
ラ
ッ
ク
で
の
）
採
用
で
あ
る
。

　

こ
の
多
様
性
と
卓
越
性
に
向
け
た
努
力
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ

は
限
り
あ
る
資
源
内
で
最
良
の
教
授
陣
に
な
ろ
う
と
努
め
て
き
た
。

結
果
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
き
わ
め
て
有
能
か
つ
国
際
的
な
教
授

陣
を
保
ち
、
彼
ら
が
新
し
い
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
創
設
に
邁
進
で

き
る
状
況
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
だ
。

　

有
期
雇
用
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
外
国
人
教
員
を
雇
用
し
て
同
様
の

成
果
を
得
よ
う
と
す
る
大
学
は
、
お
そ
ら
く
苦
労
す
る
で
あ
ろ
う
。

わ
れ
わ
れ
の
経
験
は
、
終
身
雇
用
の
専
任
教
員
の
チ
ー
ム
の
み
が

優
れ
た
教
育
課
程
を
つ

く
り
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
。
多
様
性
へ
の
投

資
は
、
長
期
に
わ
た
っ

て
行
う
必
要
が
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
専
攻

の
教
員
は
、
15
名
が
日

本
人
、
残
り
の
16
名
は

国　名 人数
日　本 15
韓　国 1
香　港 1
イラン 1
英　国 1
アイルランド 1
ドイツ 2
フランス 1
オーストリア 1
米　国 7
合　計 31

図表２　上智大学大学院グローバル社会専攻
教員の出身国　　　　　　
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外
国
人
教
員
で
あ
り
、
そ
の
出
身
は
９
カ
国
に
わ
た
る
（
図
表
２
）。

　

多
様
性
の
背
景
と
し
て
も
う
一
つ
述
べ
る
べ
き
こ
と
は
、
カ
ト

リ
ッ
ク・
イ
エ
ズ
ス
会
が
伝
統
的
に
も
つ
国
際
性
で
あ
る
。
本
学

は
、
１
９
１
３
年
の
創
立
以
来
一
貫
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
に
特
徴

的
と
い
え
る
全
世
界
的
視
点
に
基
づ
い
た
教
育
を
行
っ
て
き
た
た

め
、
日
本
で
最
初
に
英
語
に
よ
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
学
位
を
授

与
し
た
大
学
で
あ
る
こ
と
も
、
驚
く
に
は
値
し
な
い
。
本
専
攻
の

成
功
は
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
、
イ
エ
ズ
ス
会
に
よ
る
リ
ベ
ラ
ル・

ア
ー
ツ
教
育
の
も
つ
普

遍
的
価
値
へ
の
長
期
的

な
投
資
に
よ
る
と
こ
ろ

が
大
き
い
。

　

多
様
性
に
対
す
る
本

学
の
も
う
一
つ
の
投
資

は
、
英
語
を
流
暢
に
話

す
こ
と
が
で
き
、
多
様

性
に
富
ん
だ
学
生
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
り
、
そ
の
助
け
に
な

ろ
う
と
献
身
的
に
努
力

す
る
職
員
を
多
数
雇
用

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
近
年
で
は
、
外
国
出
身
者
も
職
員
と
し

て
採
用
し
て
い
る
。
言
語
、
文
化
の
両
面
で
柔
軟
に
対
応
で
き
る

職
員
た
ち
も
、
本
専
攻
の
運
用
に
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
存
在

で
あ
る
。

　

大
学
院
レ
ベ
ル
の
教
育
に
お
い
て
は
、
教
員
が
い
か
に
活
発
に

研
究
活
動
を
行
っ
て
い
る
か
も
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
世
界
中
か

ら
集
ま
っ
た
学
生
を
教
育
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
は
、
こ
の

研
究
活
動
は
日
本
国
外
で
も
認
識
さ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
本
専
攻
の
教
員
は
皆
、
国
際
的
学
会
に
お
け
る
発
表
や
国

際
学
会
誌
へ
の
投
稿
、
書
籍
の
出
版
に
よ
っ
て
研
究
成
果
を
発
信

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
国
際
的
研
究
業
績
が
、
学
生
を
引
き
付
け

る
キ
ー・

フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
。
国
際
的
に
通
用
す
る
研
究
業
績

を
発
信
で
き
る
環
境
を
準
備
す
る
と
い
う
こ
と
も
ま
た
、
本
学
の

長
期
的
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
一
つ
で
あ
る
。

　

要
約
す
る
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
専
攻
の
成
功
は
、
経
営
学・

経
済
学
、
人
文
科
学
、
社
会
科
学
の
分
野
に
お
い
て
国
際
的
に
通

用
す
る
、
秀
逸
な
研
究
業
績
と
多
様
性
の
双
方
を
備
え
た
教
員
組

織
の
形
成
に
向
け
た
、
国
際
教
養
学
部
の
20
年
に
わ
た
る
努
力
に

基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

グローバル社会専攻学生の様子
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４　
今
後
の
挑
戦

　

日
本
の
人
口
動
態
と
高
等
教
育
全
般
に
お
け
る
先
行
き
の
不
確

実
性
を
考
慮
す
る
と
、
わ
れ
わ
れ
も
、
現
状
に
あ
ぐ
ら
を
か
い
て

将
来
の
あ
り
方
に
無
頓
着
の
ま
ま
で
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
実

際
、
現
状
に
お
い
て
も
既
に
幾
つ
か
の
課
題
に
直
面
し
て
お
り
、

そ
の
一
つ
は
学
生
募
集
に
お
け
る
戦
略
が
十
分
で
な
い
こ
と
で
あ

る
。
幸
い
な
こ
と
に
世
界
中
の
学
生
が
関
心
を
寄
せ
て
く
れ
て
は

い
る
も
の
の
、
活
発
に
広
報・
勧
誘
活
動
を
行
っ
て
い
る
国
内
外

の
他
大
学
に
比
し
て
後
れ
を
取
っ
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

　

一
般
論
と
し
て
、
日
本
の
大
学
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
レ
ベ
ル
の

学
生
獲
得
競
争
に
後
れ
を
取
っ
て
お
り
、
競
争
相
手
の
優
れ
た
方

法
を
採
用
す
る
の
も
遅
い
。
本
学
を
含
め
た
日
本
の
大
学
は
入
試

広
報
の
た
め
に
教
員
を
派
遣
し
て
い
る
が
、
海
外
の
大
学
に
勤
務

す
る
知
人
が
こ
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
例
は
、
知
る
限
り

の
と
こ
ろ
な
い
。
も
し
く
は
、
入
試
部
門
の
職
員
を
宣
伝
活
動
の

た
め
に
派
遣
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
当
た
っ
て
は
、
国
際
的
な
学

生
募
集
を
め
ぐ
る
状
況
の
詳
細
に
つ
い
て
適
切
な
教
育
研
修
を
経

る
こ
と
な
く
実
施
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
際
標
準
で
は
、

市
場
を
熟
知
す
る
こ
と
を
主
た
る
業
務
と
す
る
、
高
い
専
門
性
を

有
す
る
専
任
の
職
員
を
雇
用
す
る
の
が
定
石
と
い
え
る
。

　

仮
に
か
よ
う
な
専
門

職
員
を
置
い
た
場
合
で

も
、
大
学
院
教
育
と
い

う
市
場
を
扱
う
に
は
、

特
に
、
出
身
が
五
大
陸

に
わ
た
る
多
様
な
学
生

を
対
象
と
し
、
か
つ
本

専
攻
の
よ
う
な
き
わ
め

て
特
徴
的
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
対
象
と
す
る
場
合

に
は
困
難
が
伴
う
可
能

性
も
あ
る
。
こ
の
た
め
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
重
要
な
課
題
で
あ

ろ
う
。

　

も
う
一
つ
の
課
題
は
、
日
本
人
学
生
の
募
集
で
あ
る
。
日
本
人

の
多
く
に
と
っ
て
は
英
語
能
力
が
課
題
と
な
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、

よ
り
高
い
レ
ベ
ル
の
教
育
を
可
能
と
し
、
留
学
生
を
含
め
誰
も
が

歓
迎
さ
れ
る
環
境
を
つ
く
る
た
め
の
多
様
性
の
維
持
の
た
め
に
も
、

日
本
人
学
生
も
必
要
と
し
て
い
る
。
共
に
学
ぶ
学
生
に
日
本
人
が

全
く
い
な
い
と
し
た
ら
、
日
本
に
留
学
す
る
こ
と
の
魅
力
は
大
幅 グローバル社会専攻学生の様子
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に
低
下
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
点
で
、
優
秀
な
日

本
人
学
生
の
獲
得
も
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

　

ほ
か
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
事
項
と
し
て
、
学
業
と
職
業
の

接
続
が
あ
る
。
留
学
生
の
多
く
は
日
本
で
の
就
労
を
希
望
し
て
お

り
、
他
方
、
日
本
は
知
的
労
働
に
従
事
す
る
外
国
人
を
喉
か
ら
手

が
出
る
ほ
ど
必
要
と
し
て
い
る
。
こ
の
状
況
に
う
ま
く
対
処
す
る

に
は
、
留
学
生
は
日
本
語
能
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
日
本
の
組

織
に
よ
り
多
く
触
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
わ
れ

わ
れ
は
集
中
的
に
日
本
語
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
よ
り
、
英
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
学
ぶ
学
生
が
、

日
本
に
お
け
る
就
業
に
う
ま
く
接
続
で
き
る
よ
り
よ
い
方
策
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

最
後
に
な
る
が
、
大
学
院
で
得
ら
れ
る
最
も
大
き
な
財
産
の
一

つ
は
人
と
の
つ
な
が
り
で
あ
る
。
本
専
攻
の
よ
う
な
国
際
的
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
お
い
て
は
、
在
学
中
に
培
っ
た
国
境
を
越
え
た
つ
な
が

り
を
修
了
後
も
保
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
に
わ
た
り
互
い
に
助

け
合
う
こ
と
を
可
能
に
す
る
手
段
が
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
同

窓
会
組
織
の
強
化
も
、
効
果
的
な
対
応
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

　

つ
ま
る
と
こ
ろ
、
わ
れ
わ
れ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
専
攻
に
お
け

る
期
待
以
上
の
成
功
に
驚
く
と
同
時
に
、
少
々
誇
り
に
感
じ
て
も

い
る
。
現
状
の
強
み
は
、
教
育
面
に
お
け
る
人
的
資
源
へ
の
長
期

的
な
投
資
に
よ
っ
て
獲
得
し
て
き
た
。
今
後
は
、
学
生
募
集
や
入

学
者
選
考
に
同
様
の
長
期
的
な
投
資
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
特

長
を
さ
ら
に
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 
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１�　
立
命
館
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科

が
提
供
す
る「
新
世
代
技
術
経
営
」の
目
指
す
も
の１

　

一
般
に
企
業
が
発
展
し
持
続
的
に
成
長
す
る
た
め
に
は
、
一
定

の
事
業
分
野
に
お
い
て
競
争
優
位
を
獲
得
す
る
と
と
も
に
維
持
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
競
争
の
激
し
い
市

場
に
お
い
て
健
全
な
企
業
経
営
は
維
持
で
き
な
い
。
今
、
日
本
企

業
、
特
に
技
術
を
基
盤
と
し
た
企
業
の
抱
え
る
課
題
も
ま
さ
に
そ

こ
に
あ
る
。

　
「
優
れ
た
開
発
技
術
で
競
争
優
位
を
獲
得
で
き
て
も
、
そ
れ
を
維

持
す
る
た
め
の
方
策
は
十
分
だ
っ
た
か
？
」。
こ
う
し
た
課
題
を
検

討
し
た
上
で
、
以
下
の
課
題
を
中
心
に
、
立
命
館
大
学
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
は
社
会
に
直
接
貢
献
す
る
こ
と
の

で
き
る
技
術
経
営
に
関
す
る
研
究
教
育
を
日
々
行
っ
て
い
る
。

⑴
　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
収
益
化
を
図
る２

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
本
来
、
新
技
術
の
開
発
と
そ
の
事
業

化
ま
で
を
含
む
も
の
。
し
か
し
、「
技
術
革
新
」
と
訳
さ
れ
る
こ
と

も
あ
っ
て
、
技
術
開
発
に
重
き
を
置
い
た
考
え
方
が
主
流
で
あ
る
。

か
つ
て
、
優
れ
た
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
創
出
す
れ
ば
、
お
の
ず
と

収
益
が
つ
い
て
き
た
時
代
も
あ
っ
た
が
、
今
は
異
な
る
。
技
術
開

発
に
よ
っ
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る

が
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
で
は
、
創
出
し
た

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
収
益
を
上
げ
る
と
こ
ろ
ま
で
を
視
野
に
入

れ
た
研
究
教
育
を
行
っ
て
い
る
。
実
際
に
大
企
業
の
外
部
取
締
役

や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
経
営
に
関
わ
っ
て
い
る
教
員
も
、
多
数
所

属
し
て
い
る
。

⑵
　
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
わ
た
っ
て
収
益
化
を
図
る

　

創
出
さ
れ
た
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
市
場
に
受
け
入
れ
ら
れ
収
益

小
特
集

魅
力
あ
る
大
学
院
を
ど
う
つ
く
る
か

社
会
の
た
め
の
科
学
技
術
を
目
指
し
て児

玉 

耕
太
●
立
命
館
大
学
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
准
教
授

822018.11　大学時報



化
を
実
現
で
き
れ
ば
、
次
は
そ
の
維
持
を
目
指
す
こ
と
に
な
る
。

製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
超
え
、
収
益
を
維
持
し

続
け
る
た
め
の
方
策
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
例
え
ば
、
ラ
イ
セ

ン
ス
の
供
与
や
提
携
、
合
弁
会
社
の
設
立
な
ど
で
あ
る
が
、
よ
り

長
く
収
益
化
を
維
持
す
る
た
め
の
企
業
戦
略
を
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

⑶
　
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
創
出
す
る

　

現
在
、
世
界
市
場
で
ト
ッ
プ
に
立
つ
企
業
の
多
く
を
眺
め
る
と
、

単
体
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
と
ど
ま
ら
ず
、
一
つ
の
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
を
創
出
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
明
白
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。
単
体
の
新
製
品
を
開
発
し
て
も
、
早
々
に
模
倣
さ
れ
、
価

格
競
争
に
巻
き
込
ま
れ
て
は
収
益
化
と
そ
の
維
持
は
困
難
で
あ
る
。

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
で
は
、
例
え
ば
サ
ー
ビ

ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
あ

る
い
は
技
術
や
事
業
に
関
わ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
ま
で
見

据
え
た
内
容
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　

加
え
て
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
で
は
他
の

大
学
院
に
は
な
い
課
題
解
決
型
長
期
企
業
実
習
（
プ
ラ
ク
テ
ィ
カ

ム
）
を
行
っ
て
い
る
。

２�　
実
践
的
、専
門
性
を
生
か
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究

　

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
は
研
究
大
学
院
で
あ

る
た
め
、
博
士
前
期
課
程
で
は
修
士
論
文
の
執
筆
が
修
了
要
件
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
博
士
後
期
課
程
で
は
東
南
ア
ジ
ア
圏
を
中

心
に
世
界
各
国
か
ら
来
た
定
員
を
上
回
る
進
学
者
が
在
籍
し
、
多

様
性
に
あ
ふ
れ
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
が
日
夜
行
わ
れ
て
い
る
。

中
で
も
、Im

pact Factor

（
学
術
雑
誌
の
影
響
力
を
示
す
指 

標
）
が
６
超
の
国
際
科
学
誌D

rug D
iscovery T

oday

に
２
０

１
８
年
７
月
に
報
告
さ
れ
た“Strategic R&

D
 transactions in 

personalized drug developm
ent

３.”

に
つ
い
て
詳
し
い
研
究 

内
容４を
紹
介
す
る
。

　

新
薬
の
開
発
は
成
功
確
率
が
低
く
、
長
期
に
わ
た
る
投
資
が
必

要
で
あ
る
が
、
特
に
最
近
で
は
、
こ
れ
ま
で
創
薬
の
中
心
で
あ
っ

た
低
分
子
化
合
物
は
開
発
さ
れ
尽
く
し
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
新

薬
の
創
出
は
困
難
に
な
っ
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
現
状
で
、
各
製

薬
会
社
は
新
た
な
創
薬
の
種
を
大
学
や
バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
（
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
）
に
求
め
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

従
来
の
医
薬
品
は
、
た
と
え
ば
胃
が
ん
、
肺
が
ん
と
い
う
よ
う

に
臓
器
ご
と
に
診
断
さ
れ
、
そ
の
疾
患
に
対
す
る
薬
剤
を
処
方
す

る
非
効
率
的
な
手
法
が
一
般
的
だ
っ
た
。
し
か
し
、
昨
今
の
科
学
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の
進
歩
に
伴
い
、
患
者
個
人
の
遺
伝
子
や
分
子
レ
ベ
ル
の
診
断
が

可
能
に
な
る
と
同
時
に
、
病
気
の
原
因
と
な
る
分
子
が
同
定
さ
れ
、

特
効
薬
が
開
発
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
患
者

の
血
液
、
組
織
、
尿
な
ど
を
診
断
薬
に
よ
っ
て
適
切
に
診
断
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
発
症
機
序
に
基
づ
く
治
療
薬
を
処
方
す
る
個
別
化
医

療
、
精
密
化
医
療
が
誕
生
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
製
薬
会
社
は
研

究
開
発
費
を
削
減
で
き
、
医
師
は
各
患
者
に
対
し
て
最
適
な
薬
物

治
療
が
行
え
る
よ
う
に
な
り
、
結
果
と
し
て
医
療
費
の
削
減
に
つ

な
が
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

　

一
方
、
個
別
化
医
療
医
薬
品
の
開
発
に
は
診
断
薬
と
治
療
薬
を

同
時
に
開
発
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
外
部
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
や
オ
ー
プ
ン・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
必
要
に

な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
社
外
取

引
が
重
要
か
に
つ
い
て
の
研
究
は
こ
れ
ま
で
な
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。
著
者
お
よ
び
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
博
士

後
期
課
程・

牧
野
ら
は
、
企
業
を
中
心
と
し
た
社
外
取
引
に
関
す

る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
用
い
て
、
こ
の
分
野
の
長
期
間
に
わ
た
る
全

世
界
の
戦
略
的
取
引
（
提
携
、
買
収
、
投
資
）
に
つ
い
て
調
査
し
、

他
の
先
進
的
医
薬
品
開
発
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
個
別
化
医

療
医
薬
品
の
開
発
に
特
徴
的
な
外
部
取
引
を
調
査
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
近
年
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
に
対
す
る
投
資
取

引
が
急
増
し
て
お
り
、
そ

の
投
資
に
よ
り
、
特
に
診

断
薬
に
関
す
る
関
連
技
術

の
特
許
が
増
加
す
る
傾
向

が
確
認
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

関
連
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企

業
１
４
４
社
の
社
外
提
携

（
Ｒ
＆
Ｄ
ラ
イ
セ
ン
ス
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
ラ
イ
セ
ン

ス
）、
買
収
、
投
資
、
特

許
、
論
文
を
対
象
に
相
関

分
析
、
重
回
帰
分
析
を
実

施
し
た
結
果
、
Ｒ
＆
Ｄ
ラ

イ
セ
ン
ス
契
約
の
数
が
投

資
の
指
標
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。
従

来
、
特
許
情
報
が
投
資
家
の
投
資
指
標
に
な
る
と
い
わ
れ
て
き
た

が
、
個
別
化
医
療
医
薬
品
開
発
に
お
い
て
は
投
資
家
が
積
極
的
に

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の
知
的
財
産
形
成
を
加
速
さ
せ
て
い
る
可

能
性
が
示
唆
さ
れ
た
。
今
後
、
本
業
界
は
投
資
家
と
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
企
業
の
関
係
が
重
要
な
鍵
を
握
る
と
予
想
さ
れ
る
。

図表　�1991年－2016年までの個別化医療医薬品開発スタートアップ企業
における対外取引推移

　　　（acquisition; 買収、合併、alliance; 提携、financing; 投資）

50

■startup alliance
■startup acquisition

■startup finance

（
取
引
件
数
）

40

30

20

10

0
1990 1995 2000 2005 2010 2015（年）
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３　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
を
目
指
し
て

　

本
研
究
科
は
、
社
会
の
課
題
解
決
に
挑
戦
す
る
意
欲
と
熱
意
に

あ
ふ
れ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン・

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
目
的
と
し
て

お
り
、
理
論
と
実
務
経
験
の
双
方
を
併
せ
持
つ
一
騎
当
千
の
教
員

が
、
多
様
性
に
富
ん
だ
実
践
的
教
育・

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
技
術
戦
略
、
事
業
創
造
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、

知
的
財
産
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
造
と

課
題
解
決
に
必
須
か
つ

最
新
の
科
目
を
揃
え
て

い
る
。
ま
た
、
授
業
で

は
学
生
が
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
主
体

的
に
課
題
に
取
り
組
む

参
加
型
学
習
を
重
視
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、

「
オ
ー
プ
ン・

イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
」
の
場
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

人
々
が
交
流
し
、
創
発

を
促
進
す
る
機
能
を
備
え
た
大
阪
い
ば
ら
き
キ
ャ
ン
パ
ス
（
Ｏ
Ｉ

Ｃ
）
が
、
学
生
の
ア
イ
デ
ア
創
造
や
気
付
き
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
な
ど
を
後
押
し
す
る
体
制
が
整
っ
て
い
る
。

　

技
術
経
営
（M

O
T

: M
anagem

ent of T
echnology

）
は
、

メ
ー
カ
ー
や
Ｉ
Ｔ
に
限
ら
ず
、
医
療
、
公
務
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
業

を
含
む
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
活
用
が
可
能
で
あ
り
、
社
会
人
は
仕
事

上
の
課
題
を
持
ち
込
む
こ
と
を
歓
迎
す
る
。
そ
の
課
題
を
教
員
と

ゼ
ミ
生
が
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
最
善
の
解
決
策
を
修
士
論

文
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
研
究
科
は
、
大
学
院
生
の
人

生
に
新
た
な
チ
ャ
ン
ス
と
可
能
性
を
提
供
す
る
。
問
題
意
識
と
意

欲
の
あ
る
方
々
は
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

●
注

１　

立
命
館
大
学
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
Ｈ
Ｐ

２　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
収
益
化

―
技
術
経
営
の
課
題
と
分
析
、

榊
原
清
則
、
有
斐
閣
（
２
０
０
５
／
12
／
１
）

３　
M

akino T
, Lim

 Y
, K

odam
a K

., D
rug D

iscovery 
T

oday 2018; 23

（7

）: 1334-1339
４　

http://w
w

w
.ritsum

ei.ac.jp/new
s/detail/?id=1035

研究室でのミーティング
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フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
分
野
の
「
大
学
院
大
学
」
の
必
要
性
を
広
く
社

会
に
説
き
、「
文
化
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
大
学
院
大
学
」
を
開
学
し
た
の

は
２
０
０
６
年
で
あ
る
。
以
来
、「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
研
究

科
」
に
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
専
攻
」「
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
専
攻
」
を
開
設
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
関
す
る
主
た
る
分
野
を
専
攻
に
分
け
て
い
る
が
、

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
」
に
関
し
て
は
、
デ
ザ
イ
ン

コ
ー
ス
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
コ
ー
ス
の
二
つ
に
大
別
し
、
よ
り
具
体

的
な
教
育・

研
究
を
可
能
に
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
は
、
経
営
管
理
コ
ー
ス
に
力
点
を
置
く
こ
と

と
し
た
。
以
上
が
、
本
大
学
院
大
学
の
基
本
的
な
枠
組
み
で
あ
る
。

　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
大
学
院
で
教
育・

研
究
す
る
こ
と
は
、
４
年

制
大
学
の
上
の
大
学
院
で
専
門
的
に
行
わ
れ
て
き
た
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
は
、
被
服
学
の
中
で
教
育・

研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
。

そ
こ
で
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
創
造
と
い
う
正
面
か
ら
捉
え
、
関
連

す
る
必
須
の
分
野
を
置
い
て
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
科

と
し
て
新
た
な
展
開
を
目
指
す
の
が
本
大
学
院
大
学
で
あ
る
。

　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
一
国
一
民
族
の
文
化
に
留
ま
る
こ
と
は
過
去

の
話
で
あ
り
、
む
し
ろ
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
独
創
的
で

優
れ
た
デ
ザ
イ
ン
に
基
づ
く
文
化
と
し
て
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
加

え
て
経
営
や
財
務
な
ど
を
必
要
と
す
る
の
が
今
日
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
る
。
即
ち
、
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
と
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
兼
備
し
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
今
日
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
本

大
学
院
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
観
点
で
活
躍
で
き
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
リ
ー

ダ
ー
の
養
成
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

　

本
学
の
歴
史
は
ま
だ
短
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
10
年
余
り
の
歩

み
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
意
外
に
さ
ま
ざ
ま
な
進
歩
を
遂
げ
、

予
想
外
の
展
開
が
こ
の
大
学
院
教
育
の
中
で
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

当
初
は
、
従
来
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
教
育
を
受
け
た
人
々
（
主
と

し
て
日
本
国
内
の
大
学
で
の
教
育
）
が
中
心
に
入
学
し
て
そ
れ
ぞ

小
特
集

魅
力
あ
る
大
学
院
を
ど
う
つ
く
る
か

現
代
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
日
本
文
化
の
融
合

濱
田 

勝
宏
●
文
化
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
大
学
院
大
学
学
長
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れ
の
コ
ー
ス
で
勉
強
し
て
い
た
し
、
研
究
科
の
定
員
を
満
た
す
に

至
ら
な
か
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
東
ア

ジ
ア
の
周
辺
各
国
を
は
じ
め
と
す
る
留
学
生
が
入
学
し
て
く
る
よ

う
に
な
り
、
今
日
で
は
10
数
カ
国
か
ら
留
学
し
て
来
る
よ
う
に
な

り
、
言
語
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
特
に
、
欧
米
を
中
心
と
す
る
国
々

の
留
学
生
が
徐
々
に
増
え
た
こ
と
に
は
そ
れ
な
り
の
事
情
が
あ
る
。

　

日
本
か
ら
先
駆
的
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ク
リ
エ
ー
タ
ー
が
20
世
紀
後

半
、
欧
米
に
進
出
す
る
よ
う
に
な
っ
て
以
来
、
日
本
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
教
育
に
は
一
定
の
評
価
が
な
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
れ
ら
を
見
逃
さ
な
か
っ
た
欧
米
人
を
は
じ
め
と
す
る

人
々
が
、
日
本
人
の
感
性
、
日
本
文
化
に
潜
む
美
を
求
め
て
、
入

学
し
て
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
日
本
人
学
生
を
含
め
て
、

各
専
門
分
野
で
教
育・

研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
成
果
が
、
修
了
年
次
の
１
月
か
ら
２
月
に
開
催
さ
れ
る

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク
」
で
あ
る
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
各

分
野
に
応
じ
た
研
究
発
表
や
作
品
展
示
、
さ
ら
に
誰
も
が
賞
賛
す

る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
な
ど
、
内
容
は
多
彩
で
あ
り
、
２
０
１

２
年
のIFFT
I

（
国
際
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
工
科
大
学
連
盟
）
の
国
際

会
議・

年
次
総
会
で
は
、
絶
賛
を
浴
び
た
。

　

２
年
間
の
教
育・

研
究
で
の
成
果
は
、
入
学
時
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
に
関
す
る
集
中
講
義
、
本
学
独
自
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
積
極

的
な
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
海
外
研
修
、

国
際
コ
ン
テ
ス
ト
で
の
優
れ
た
成
績
が
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。
そ

し
て
、
多
く
の
学
生
（
特
に
留
学
生
）
が
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
基

本
に
、
日
本
文
化
が
培
っ
て
き
た
美
的
感
性
、
日
本
特
有
の
繊
細

な
工
芸
的
で
自
然
を
大
切
に
す
る
技
術
な
ど
、
世
界
的
に
注
目
さ

れ
る
文
化
的
水
脈
へ
の
高
い
評
価
が
存
在
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

海
外
か
ら
評
価
さ
れ
た
「
日
本
特
有
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
文
化
」

に
魅
力
を
感
じ
て
、
現
代
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
の
融
合
を
目
指
す
若

い
ク
リ
エ
ー
タ
ー
が
増
え
る
一
方
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
新
し
い

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
創
造
に
向
か
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
移
入・

移
出
に
よ
る
交
換
と
で
も
い
え
る
文
化
の
交
流
は
、

新
た
な
創
造
を
試
み
る
人
々
（
主
と
し
て
若
者
）
の
意
欲
に
よ
っ

て
、「
衣
を
着
な
い
人
々
は
い
な
い
」
必
要
な
モ
ノ
の
創
造
か
ら
、

「
衣
と
文
化
を
着
る
人
々
」
の
文
化
交
流
と
ビ
ジ
ネ
ス
に
転
換
さ
れ

て
い
る
。
本
大
学
院
に
お
い
て
も
、
各
国
の
若
者
た
ち
が
修
了
後

の
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
、
交
流
の
あ
る
大
学
で
の
短
期
研
修

な
ど
に
お
い
て
活
発
で
あ
る
。
ま
た
、
産
業
界
の
ク
リ
エ
ー
タ
ー

た
ち
が
、
新
し
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
求
め
て
本
学
で
研
修
す
る
一

方
、
東
南
ア
ジ
ア
の
国
々
に
多
く
の
人
々
を
招
き
入
れ
、
伝
統
的

な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
現
代
的
な
技
術
を
駆
使
し
た
ア
パ
レ
ル
の
生

産
に
精
力
的
に
創
造
（
想
像
）
力
を
働
か
せ
て
い
る
。�
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は
じ
め
に
―
造
形
構
想
学
部
の
新
設

　

２
０
１
９
年
度
、
１
９
２
９
年
の
帝
国
美
術
学
校
創
立
か
ら
90

周
年
を
迎
え
る
武
蔵
野
美
術
大
学
は
、
こ
れ
ま
で
の
造
形
学
部
に

加
え
て
、
造
形
構
想
学
部
を
新
設
す
る
。
同
時
に
、
大
学
院
造
形

研
究
科
に
加
え
て
造
形
構
想
研
究
科
を
開
設
し
、
２
学
部
２
研
究

科
体
制
と
な
る
。

　

１
９
６
２
年
に
造
形
学
部
を
設
置
し
、
大
学
と
な
っ
た
本
学
は
、

現
在
、
造
形
学
部
に
11
学
科
（
日
本
画
、
油
絵
、
彫
刻
、
視
覚
伝

達
デ
ザ
イ
ン
、
工
芸
工
業
デ
ザ
イ
ン
、
空
間
演
出
デ
ザ
イ
ン
、
建

築
、
基
礎
デ
ザ
イ
ン
、
映
像
、
芸
術
文
化
、
デ
ザ
イ
ン
情
報
）
を

擁
す
る
単
科
大
学
で
あ
る
。
１
９
７
３
年
に
開
設
さ
れ
た
大
学
院

造
形
研
究
科
は
、
基
本
的
に
そ
れ
ら
の
学
科
を
基
盤
と
し
て
コ
ー

ス
が
設
定
さ
れ
、
現
在
、
修
士
課
程
と
し
て
美
術
専
攻
６
コ
ー
ス

と
デ
ザ
イ
ン
専
攻
８
コ
ー
ス
を
置
く
。
博
士
後
期
課
程
の
造
形
芸

術
専
攻
に
は
、
作
品
制
作
研
究
領
域
、
環
境
形
成
研
究
領
域
、
美

術
理
論
研
究
領
域
の
３
領
域
を
設
定
し
て
い
る
。
２
０
１
９
年
度

開
設
の
造
形
構
想
学
部
に
は
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
学
科
と
映
像
学
科
、
ま
た
、
大
学
院
修
士
課
程
造
形
構
想
研
究

科
造
形
構
想
専
攻
に
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス

と
映
像・

写
真
コ
ー
ス
の
二
つ
を
置
く
。

１　
真
に
人
間
的
自
由
に
達
す
る
よ
う
な
美
術
教
育

　

本
学
は
、
美
術
と
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
大
き
な
専
門
性
を
「
造
形
」

と
い
う
概
念
で
く
く
っ
た
、
わ
が
国
初
の
「
造
形
学
部
」
を
開
設

し
て
い
る
。
人
間
の
思
考
と
表
現
に
お
け
る
根
源
的
な
「
カ
タ
チ

づ
く
る
」
能
力
を
「
造
形
」
概
念
に
込
め
、
美
術
も
工
芸
も
デ
ザ

イ
ン
も
、「
造
形
」
と
い
う
行
為
に
依
拠
す
る
人
間
の
営
為
と
し
て

捉
え
た
も
の
で
あ
る
。
建
学
の
理
念
は
「
教
養
を
有
す
る
美
術
家

養
成
」
で
あ
り
、
教
育
目
標
と
し
て
「
真
に
人
間
的
自
由
に
達
す

小
特
集

魅
力
あ
る
大
学
院
を
ど
う
つ
く
る
か

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ・

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
育
成
へ
―
創
造
的
思
考
力
の
社
会
化
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

長
澤 

忠
徳
●
武
蔵
野
美
術
大
学
学
長
、
教
授
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る
よ
う
な
美
術
教
育
」
を
標
榜
す
る
。
こ
の
考
え
方
は
、
美
術
教

育
を
「
人
間
的
自
由
の
獲
得
に
生
か
す
」
た
め
に
本
学
の
「
造
形
」

教
育
の
プ
ロ
セ
ス
を
位
置
付
け
る
、
極
め
て
卓
越
し
た
教
育
の
捉

え
方
で
あ
り
、
新
学
部
に
お
い
て
も
基
本
理
念
と
な
っ
て
い
る
。

２　
美
術
分
野
と
デ
ザ
イ
ン
分
野
の
現
在

　

本
学
で
日
本
画
、
油
絵
、
版
画
、
彫
刻
な
ど
の
美
術
を
専
攻
す

る
学
部
生
は
、
総
学
部
生
数
の
約
４
分
の
１
で
あ
り
、
残
る
４
分

の
３
は
、
そ
れ
以
外
の
デ
ザ
イ
ン
系
の
分
野
に
所
属
し
て
い
る
。

し
か
し
、
大
学
院
造
形
研
究
科
に
お
い
て
は
、
美
術
専
攻
と
デ
ザ

イ
ン
専
攻
の
修
士
課
程
学
生
数
は
拮
抗
し
て
い
る
。
幸
い
に
も
、

本
学
大
学
院
は
両
専
攻
と
も
に
定
員
を
上
回
る
学
生
を
確
保
し
て

い
る
。
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
の
、
美
術
専
攻
は
日
本
人

学
生
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
、
デ
ザ
イ
ン
専
攻
は
、
逆
に
留
学
生
が

多
数
を
占
め
る
傾
向
に
あ
る
。

　

美
術
専
攻
の
学
生
は
制
作
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
さ
れ
、
実
に
恵
ま

れ
た
教
育
環
境
と
体
制
が
整
っ
て
お
り
、
人
気
が
高
い
。

　

一
方
、
デ
ザ
イ
ン
専
攻
に
お
い
て
留
学
生
が
多
い
の
は
、
日
本

が
世
界
的
な
デ
ザ
イ
ン
先
進
国
で
あ
り
、
非
常
に
高
い
評
価
を
得

て
い
る
こ
と
や
、
本
学
出
身
者
が
国
際
的
に
も
多
数
活
躍
し
て
い

る
こ
と
が
理
由
で
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
数
年
は
、
他
大
学
同
様
に
、
学
部
志
願
者
の
み
な
ら
ず
、

中
国
か
ら
の
大
学
院
志
願
者
が
急
増
し
て
い
る
。

３　
実
技
試
験
準
備
は
、入
学
前
か
ら
の
専
門
教
育

　

美
術
大
学
の
受
験
生
は
、
入
学
試
験
の
実
技
科
目
で
あ
る
描
写

や
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
対
策
と
し
て
、
伝
統
的
に
美
術
予
備
校
な
ど

に
通
い
、
早
く
か
ら
そ
の
準
備
を
開
始
す
る
文
化
が
あ
る
。
高
等

学
校
で
学
ぶ
学
科
科
目
に
よ
る
一
般
的
な
入
試
と
異
な
り
、
学
科

試
験
と
は
別
に
課
す
実
技
の
専
門
試
験
は
、
専
攻
す
る
分
野
に
よ
っ

て
表
現
技
法
や
画
材
に
も
特
徴
が
あ
る
た
め
、
受
験
す
る
専
攻
分

野
独
特
の
対
策
訓
練
を
必
要
と
し
て
き
た
。
ゆ
え
に
、
入
学
時
点

で
学
生
は
専
門
分
野
に
お
け
る
一
定
水
準
の
基
礎
力
を
身
に
付
け

た
状
態
に
あ
る
。

　

志
願
者
に
と
っ
て
負
担
が
大
き
い
こ
の
受
験
準
備
期
間
の
実
技

訓
練
は
、
少
な
く
と
も
１
年
以
上
は
必
要
で
、
そ
の
期
間
と
学
部

４
年
の
教
育
期
間
と
を
合
わ
せ
る
と
、
５
年
な
い
し
６
年
、
あ
る

い
は
そ
れ
以
上
の
期
間
、
造
形
教
育
を
受
け
る
状
態
と
な
る
。

　

誤
解
を
恐
れ
ず
に
い
え
ば
、
日
本
型
の
美
大
受
験
対
策
に
お
け

る
実
技
訓
練
は
特
殊
で
あ
り
、
入
学
前
か
ら
始
ま
っ
て
４
年
間
の

大
学
学
部
の
学
び
を
通
算
す
れ
ば
、
大
学
の
学
部
入
学
か
ら
大
学

院
修
士
課
程
修
了
ま
で
の
６
年
間
と
同
じ
期
間
に
わ
た
っ
て
、
前
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倒
し
で
専
門
分
野
の
教
育
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

４　
志
願
者
減
少
と
入
試
の
多
様
化

　

18
歳
人
口
の
減
少
は
、
わ
が
国
の
大
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
る
。
美
大
志
願
者
の
減
少
率
は
、
18
歳
人
口
の
減
少
率
を
上

回
る
。
多
く
の
時
間
を
割
く
実
技
試
験
の
た
め
の
準
備
が
敬
遠
さ

れ
、
美
大
も
実
技
試
験
を
課
さ
な
い
推
薦
入
学
制
度
や
セ
ン
タ
ー

試
験
を
活
用
し
た
多
様
な
選
抜
方
式
を
導
入
し
、
志
願
者
を
確
保

し
て
い
る
。
本
学
に
お
い
て
も
、
一
部
、
多
様
な
入
試
を
実
施
し

て
い
る
が
、
依
然
と
し
て
美
術
大
学
と
し
て
の
伝
統
的
な
実
技
試

験
は
行
っ
て
お
り
、
と
り
わ
け
美
術
分
野
を
中
心
と
す
る
造
形
デ

ザ
イ
ン
領
域
で
は
、
今
も
な
お
主
流
を
占
め
て
い
る
。

　

美
術
大
学
の
志
願
者
が
減
少
傾
向
に
あ
る
と
は
い
え
、
進
学
実

態
を
見
れ
ば
、
デ
ザ
イ
ン
に
関
心
を
抱
く
志
願
者
は
む
し
ろ
増
加

傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
実
技
試
験

の
な
い
理
工
学
系
の
デ
ザ
イ
ン
関
連
学
部
を
受
験
す
る
の
が
現
状

だ
。
デ
ザ
イ
ン
の
実
務
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
依
拠
す
る
時
代
で

あ
り
、
実
技
試
験
を
敬
遠
し
た
志
願
者
が
デ
ザ
イ
ン
工
学
や
情
報

工
学
的
な
デ
ザ
イ
ン
教
育
に
集
ま
る
傾
向
が
あ
る
。

５　
創
造
的
思
考
力
と
造
形
言
語
リ
テ
ラ
シ
ー

　

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
が
注

目
さ
れ
る
高
度
情
報
通
信
文
明
社
会
は
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー

を
求
め
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
と
そ
れ
を
生

み
出
す
「
創
造
的
思
考
力
」
を
必
要
と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
に
欠
か

せ
な
い
「
創
造
的
思
考
力
」
育
成
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
未
だ
に

開
発
途
上
で
あ
る
。「
デ
ザ
イ
ン
思
考
」
が
社
会
人
の
注
目
を
集

め
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
盛
ん
で
は
あ
る
が
、「
創
造
的
思
考
」
は

「
デ
ザ
イ
ン
思
考
」
の
根
源
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

造
形
教
育
で
一
貫
し
て
学
ぶ
「
造
形
言
語
リ
テ
ラ
シ
ー
」
は
、

美
大
の
基
礎
教
育
で
は
一
般
的
だ
が
、
一
般
言
語
の
リ
テ
ラ
シ
ー

と
は
位
相
が
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
実
現
の
た
め
の
「
創
造
的
思
考
力
」
獲
得
に
は
、
一
般
的
な
言

語
の
リ
テ
ラ
シ
ー
に
よ
る
Ｏ
Ｓ
（
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
）

に
加
え
て
、
も
う
一
つ
別
の
Ｏ
Ｓ
の
体
得
が
有
効
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
は
美
大
特
有
の
「
造
形
言
語
リ
テ
ラ
シ
ー
」
教
育
こ
そ
有

効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
学
の
大
学
院
造
形
研
究
科
は
、
造
形
学
部
に
お
け
る
造
形
表

現
を
主
眼
と
す
る
教
育
基
盤
の
上
に
、
よ
り
高
度
で
広
範
な
専
門

性
を
教
授
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
新
し
い
造
形
構
想
学
部
と
大
学

院
造
形
構
想
研
究
科
は
、「
造
形
言
語
リ
テ
ラ
シ
ー
」
教
育
の
ノ
ウ
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ハ
ウ
を
基
盤
に
、
教
育
目
標
の
重
心
を
、
現
代
文
明
社
会
の
要
請

に
沿
っ
て
「
創
造
的
思
考
力
の
さ
ら
な
る
社
会
化
へ
」
と
シ
フ
ト

さ
せ
た
新
た
な
考
え
方
で
構
想
し
た
。

６　
新
し
い
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
と
求
め
る
学
生
像

　

造
形
構
想
学
部
に
は
、「
創
造
的
思
考
力
」
を
「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」

「
ビ
ジ
ネ
ス
」「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
バ
リ
ュ
ー
」
の
各
分
野
の
融
合
に
よ
っ

て
実
現
し
社
会
化
す
る
新
し
い
教
育
体
系
を
具
体
化
し
、
新
た
な

専
門
分
野
や
働
き
方
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
意
図
し
て
、
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
学
科
を
新
設
す
る
。
こ
の
学
科
は
入
学

試
験
か
ら
実
技
試
験
を
無
く
し
、
文
系
、
理
系
、
芸
術
系
を
包
含

し
て
、
こ
れ
ま
で
限
定
的
で
あ
っ
た
美
大
志
願
者
像
を
超
越
し
た

多
様
な
志
向
性
や
関
心
を
持
つ
人
材
に
広
く
門
戸
を
開
く
。

　

も
ち
ろ
ん
、
実
技
経
験
の
無
い
新
入
生
を
想
定
し
、
入
学
後
に

集
中
的
に
造
形
基
礎
教
育
を
行
う
特
別
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
開
発

し
導
入
。
ま
た
、
そ
の
教
育
は
造
形
学
部
と
同
じ
鷹
の
台
キ
ャ
ン

パ
ス
の
新
校
舎
で
展
開
し
、
両
学
部
の
学
生
相
互
の
イ
ン
タ
ラ
ク

シ
ョ
ン
を
誘
発
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

７　
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
育
成
へ

　

同
時
に
開
設
す
る
大
学
院
造
形
構
想
研
究
科
に
は
、
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
と
映
像・

写
真
コ
ー
ス
を
置
く
。

映
像・

写
真
コ
ー
ス
は
主
に
鷹
の
台
キ
ャ
ン
パ
ス
（
東
京
都
小
平

市
）
で
展
開
す
る
が
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー

ス
は
、
交
通
至
便
な
都
心
の
市
ヶ
谷
に
開
設
す
る
新
キ
ャ
ン
パ
ス

で
、
実
践
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ベ
ー
ス
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
社
会

人
が
学
び
や
す
い
時
間
割
構
造
や
４
タ
ー
ム
制
を
導
入
す
る
。
も

ち
ろ
ん
、
こ
の
コ
ー
ス
に
も
「
造
形
言
語
リ
テ
ラ
シ
ー
」
の
演
習

授
業
が
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
美
大
で
学
ん
だ
こ
と
の
な
い
学
生

の
多
く
は
、
こ
の
「
造
形
言
語
リ
テ
ラ
シ
ー
」
教
育
に
よ
っ
て
新

し
い
思
考
術
や
発
想
法
を
体
得
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の
学
生
は
、

３
年
生
か
ら
市
ヶ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
合
流
し
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
の
院
生
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組

み
、
共
に
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
展
開
と
な
る
。

お
わ
り
に

　
「
創
造
的
思
考
力
」
の
社
会
化
を
目
指
し
た
新
学
部
お
よ
び
新
研

究
科
の
開
設
に
よ
っ
て
、
本
学
は
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
育
成
」
へ
と
一
歩
を
踏
み
出
す
。
今
回
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、

美
術
大
学
教
育
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。�

小特集●魅力ある大学院をどうつくるか
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は
じ
め
に

　

消
費
税
ほ
ど
日
本
人
に
な
じ
み
の
深
い
税
金
は
、
ほ
か
に
な
い

で
あ
ろ
う
。
税
金
に
は
、
都
市
計
画
税
な
ど
と
い
っ
た
、
い
っ
た

い
誰
に
ど
う
い
う
と
き
に
課
せ
ら
れ
る
の
か
想
像
も
つ
か
な
い
も

の
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
し
か
し
、
消
費
税
を
知
ら
な
い
日
本
人
は

い
な
い
で
あ
ろ
う
。
法
人
税
の
税
率
は
知
ら
な
く
て
も
、
消
費
税

の
税
率
は
誰
で
も
知
っ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
消
費
税
だ
が
、
そ
の
仕
組
み
に
つ
い
て
は
驚
く
ほ

ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
一
般
の
人
は
も
と
よ
り
、
企
業
人
に
さ
え

実
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

１　
消
費
税
驚
が
く
の
事
実（
第
１
ス
テ
ー
ジ
）

　

そ
の
知
ら
れ
て
い
な
い
仕
組
み
の
一
つ
が
「
費
用
を
支
払
う
際

に
支
払
っ
た
消
費
税
は
確
定
申
告
で
税
務
署
か
ら
還
付
さ
れ
る
」

と
い
う
仕
組
み
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
１
０
８
円
の
費
用
の
支
払
い

を
し
た
場
合
、
８
円
が
還
付
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
費
用
は
何
で
も

い
い
。
電
気
代
や
水
道
代
、
広
告
宣
伝
会
社
に
支
払
っ
た
広
告
費
、

建
設
会
社
に
支
払
っ
た
建
設
代
な
ど
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
を
言
う
と
、
普
通
の
人
間
は
大
抵
驚
く
。「
い
や
、
う

ち
の
会
社
は
消
費
税
を
税
務
署
に
支
払
っ
て
い
る
」、「
還
付
な
ん

か
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
」、「
そ
ん
な
ば
か
な
こ
と
が
あ
る
か
」
と

誰
も
が
言
う
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
事
実
な
の
で
あ
る
。
で
は
な

ぜ
「
う
ち
の
会
社
は
消
費
税
を
税
務
署
に
支
払
っ
て
い
る
」
の
で

あ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
は
、
消
費
税
の
も
う
一
つ
の
仕
組
み
が
関
係
し
て
い
る
。

「
顧
客
か
ら
受
け
取
っ
た
消
費
税
は
、
そ
の
ま
ま
国
に
納
付
す
る
」

と
い
う
仕
組
み
で
あ
る
。
消
費
税
は
①
顧
客
か
ら
受
け
取
っ
た
消

費
税
は
納
付
し
、
②
費
用
を
支
払
う
際
に
支
払
っ
た
消
費
税
は
還

付
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
実
際
に
は
「
①
と
②
の
差
額
」
を
納
付
す

岡
原 

宏
一
●
税
理
士
、
公
認
会
計
士

知
ら
れ
て
い
な
い
消
費
税 

―
驚
が
く
の
事
実

―
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る
こ
と
と
な
る
。
も
し
も

そ
れ
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
る

場
合
は
、
還
付
さ
れ
る
。

通
常
は
①
の
方
が
②
よ
り

も
大
き
い
た
め
、「
う
ち
の

会
社
は
消
費
税
を
払
っ
て

い
る
」
の
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
消
費
税

の
導
入
前
と
後
で
、
会
社

の
利
益
に
対
し
て
消
費
税

は
一
切
影
響
を
与
え
な
い

と
い
う
結
果
を
導
く
。
税

率
が
１
％
で
あ
ろ
う
が
１

０
０
％
で
あ
ろ
う
が
、
①

受
け
取
っ
た
消
費
税
は
納

付
し
、
②
支
払
っ
た
消
費

税
は
還
付
さ
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
具
体
的
に
数
字
を

挙
げ
て
証
明
し
て
み
よ
う
。

　

会
社
が
何
ら
か
の
商
売

で
顧
客
か
ら
売
上
代
金
を

１
５
０
受
け
取
り
、
事
務
部
門
で
事
務
用
品
と
し
て
使
う
ボ
ー
ル

ペ
ン
を
文
具
店
か
ら
１
０
０
購
入
し
た
と
す
る
（
ボ
ー
ル
ペ
ン
で

な
く
と
も
本
社
建
設
代
金
で
も
同
じ
で
あ
る
）。
会
社
の
利
益
は
、

図
表
１
の
よ
う
に
消
費
税
導
入
前
も
10
％
の
と
き
も
同
じ
50
で
あ

る
。
消
費
税
の
税
率
が
い
く
ら
ア
ッ
プ
し
て
い
っ
て
も
、
経
済
界

か
ら
反
対
の
声
が
上
が
ら
な
い
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。

　

企
業
が
損
も
得
も
し
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
誰
が
損
（
税
負

担
）
を
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
図
表
１
で
分
か
る

よ
う
に
顧
客
で
あ
る
。
支
出
が
１
５
０
か
ら
１
６
５
へ
増
加
し
て

い
る
。
顧
客
と
は
、
一
般
的
に
は
わ
れ
わ
れ
個
人
で
あ
る
。
こ
こ

ま
で
が
、
知
ら
れ
て
い
な
い
「
消
費
税
の
第
１
ス
テ
ー
ジ
」
で
あ

る
。
こ
こ
か
ら
先
の
第
２
ス
テ
ー
ジ
が
、
私
立
大
学
に
と
っ
て
と

て
も
大
事
な
「
知
ら
れ
て
い
な
い
消
費
税
の
驚
が
く
の
事
実
」
で

あ
る
。２　

消
費
税
驚
が
く
の
事
実（
第
２
ス
テ
ー
ジ
）

　

前
段
の
説
明
で
、
企
業
が
支
払
っ
た
消
費
税
は
還
付
さ
れ
る
と

述
べ
た
。
し
か
し
、
私
立
大
学
で
は
、
驚
く
こ
と
に
還
付
さ
れ
な

い
の
で
あ
る
。
一
般
企
業
で
還
付
さ
れ
る
消
費
税
が
、
な
ぜ
還
付

さ
れ
な
い
の
か
。
私
立
大
学
が
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
差
別
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
そ
れ
は
、
消
費
税
が
還
付
さ
れ
る
た

図表１

消費税導入前

文具店

会社のもうけ
　＝売上代金150－ボールペン代100＝50

消費税納付額＝納付15－還付10＝5
会社のもうけ
　＝売上代金165－ボールペン代110
　　　　　　　　　　　　　－消費税納付5＝50

ボールペン代100

消費税　10
出金　110

会社 顧客←← 文具店 会社 顧客←←

消費税を10%とする

消費税　15
入金　165

還付 納付

売上代金150ボールペン代100 売上代金150
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め
に
は
「
あ
る
要
件
」
が
必
要
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
そ
の

費
用
の
支
払
い
が
「
消
費
税
の
か
か
る
取
り
引
き
を
行
う
た
め
に

必
要
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

消
費
税
の
か
か
る
取
り
引
き
と
は
、
商
品
を
仕
入
れ
て
売
っ
た

り
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
代
金
を
受
け
取
る
行
為
で
あ
る
。
私

た
ち
が
百
貨
店
な
ど
で
物
を
購
入
し
た
際
に
支
払
う
消
費
税
が
還

付
さ
れ
な
い
の
は
、
こ
の
た
め
で
あ
る
。
も
し
、
個
人
で
あ
っ
て

も
百
貨
店
で
買
っ
た
商
品
を
転
売
す
る
の
で
あ
れ
ば
「
消
費
税
の

か
か
る
取
り
引
き
」
と
な
り
、
百
貨
店
に
支
払
っ
た
消
費
税
は
還

付
さ
れ
る
。
こ
の
要
件
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
消
費
税
法
は
最

終
消
費
者
に
税
負
担
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

一
般
の
企
業
の
販
売
行
為
に
は
、
通
常
消
費
税
が
か
か
る
。
ト

ヨ
タ
や
ソ
ニ
ー
が
製
品
を
顧
客
に
販
売
す
る
と
き
に
は
、
当
然
消

費
税
が
か
か
る
。
こ
の
販
売
の
た
め
に
、
ト
ヨ
タ
は
も
ろ
も
ろ
の

費
用
を
外
部
に
支
払
っ
て
い
る
。
車
を
作
る
材
料
代
、
加
工
す
る

た
め
の
電
気
代
、
広
告
宣
伝
費
な
ど
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら

の
費
用
は
「
消
費
税
の
か
か
る
売
り
上
げ
を
行
う
た
め
に
必
要
」

な
費
用
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
費
用
を
支
払
う
際
に
支
払
っ
た
消
費

税
は
、
還
付
さ
れ
る
。

　

私
立
大
学
が
学
生
か
ら
受
け
取
る
授
業
料
は
、
ご
存
知
の
と
お

り
非
課
税
で
あ
り
、「
消
費
税
の
か
か
る
取
り
引
き
」
で
は
な
い
。

私
立
大
学
は
、
授
業
料
を

徴
収
す
る
た
め
に
校
舎
の

建
設
代
金
や
修
繕
費
、
清

掃
代
や
電
気
代
な
ど
、
も

ろ
も
ろ
の
費
用
を
支
払
う
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
「
消

費
税
の
か
か
る
取
り
引
き

を
行
う
た
め
に
必
要
」
で

は
な
い
。
そ
の
た
め
、
そ

の
費
用
を
支
払
う
際
に
支

払
っ
た
消
費
税
は
還
付
さ

れ
な
い
の
で
あ
る
。
し
ば

し
ば
、
私
学
関
係
者
か
ら

「
大
学
は
授
業
料
の
消
費

税
分
を
も
ら
え
て
い
な
い

の
で
、
そ
の
ぶ
ん
損
を
し

て
い
る
。」
と
い
う
声
を
聞

く
。
し
か
し
そ
れ
は
違
う

の
で
あ
る
。
消
費
税
を
学

生
か
ら
い
く
ら
受
け
取
ろ

う
が
、
前
記
の
よ
う
に
そ

図表２

企業の場合

文具店

大学のもうけ
　＝授業料150－ボールペン代110＝40

ボールペン代100

消費税　10
出金　110

会社 顧客←← 文具店 大学 学生←←

大学の場合

消費税　0
入金　150

還付
されない 納付0

売上代金150

消費税納付額＝納付15－還付10＝5
会社のもうけ
　＝売上代金165－ボールペン代110
　　　　　　　　　　　　　－消費税納付5＝50

ボールペン代100

消費税　10
出金　110

消費税　15
入金　165

還付 納付

売上代金150
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れ
は
全
額
国
庫
に
納
付
す
る
の
で
あ
る
。
そ
う
で
は
な
く
、
支
払
っ

た
消
費
税
が
還
付
さ
れ
な
い
こ
と
が
「
損
」
な
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
再
び
、
具
体
的
に
数
字
を
挙
げ
て
見
て
み
よ
う
（
図
表

２
）。

　

大
学
の
も
う
け
が
企
業
の
そ
れ
と
比
べ
て
10
少
な
い
の
は
、
企

業
が
ボ
ー
ル
ペ
ン
代
に
係
る
消
費
税
10
の
還
付
を
受
け
て
い
る
の

に
対
し
、
大
学
は
ボ
ー
ル
ペ
ン
代
に
係
る
消
費
税
10
が
還
付
さ
れ

な
い
た
め
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

学
校
法
人
に
つ
い
て
は
、
そ
の
公
共
性
、
公
益
性
を
考
慮
し
て

種
々
の
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。
法
人
税
、
住

民
税
、
事
業
税
、
固
定
資
産
税
、
登
録
免
許
税
な
ど
も
ろ
も
ろ
の

税
が
非
課
税
と
な
っ
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
消
費
税
は
そ
う
で
は
な

い
の
か
。
一
般
企
業
は
支
払
っ
た
消
費
税
が
還
付
さ
れ
る
の
に
対

し
、
な
ぜ
学
校
法
人
は
還
付
さ
れ
な
い
の
か
。

　

こ
れ
が
「
知
ら
れ
て
い
な
い
消
費
税
の
驚
が
く
の
事
実
」
で
あ

る
。
こ
の
状
態
が
、
消
費
税
導
入
以
来
、
数
十
年
続
い
て
い
る
。

な
ぜ
で
あ
ろ
う
。
私
は
非
常
に
不
思
議
な
の
で
あ
る
。
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１　
は
じ
め
に

　

日
本
私
立
大
学
連
盟
の
学
生
委
員
会
で
は
、
２
０
１
７
年
に
「
第

15
回
学
生
生
活
実
態
調
査
」
を
実
施
し
た
。
こ
の
調
査
は
１
９
６

７
年
に
始
ま
り
、
加
盟
大
学
に
在
籍
す
る
学
部
学
生
を
対
象
と
し

て
、
学
生
の
生
活
実
態
や
ニ
ー
ズ
な
ど
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

時
代
の
変
化
に
応
じ
た
比
較
分
析
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
加
盟
大

学
の
学
生
支
援
を
検
討
す
る
際
の
基
礎
的
資
料
と
す
る
た
め
に
実

施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
、
原
則
と
し
て
４
年
ご
と
の
実
施

で
あ
っ
た
が
、
日
本
学
生
支
援
機
構
の
同
様
の
調
査
と
重
複
し
な

い
よ
う
、
今
回
の
調
査
に
限
り
１
年
前
倒
し
と
し
た
。
質
問
項
目

に
つ
い
て
は
、
調
査
内
容
の
継
続
性
に
基
づ
き
、
前
回
の
「
第
14

回
調
査
」（
２
０
１
４
年
実
施
）
か
ら
の
経
年
変
化
の
把
握
を
重
視

し
つ
つ
も
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
調
査
化
に
伴
っ
て
い
く
つ
か
の
質
問
の
整
理

を
行
う
と
と
も
に
、
時
代
の
趨
勢
を
ふ
ま
え
た
見
直
し
を
行
い
、

入
学
か
ら
卒
業
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
に
対
応
し
た
９
分
野
、
計
59
項

目
を
設
定
し
て
い
る
。

　

今
回
の
調
査
は
加
盟
１
２
１
大
学
に
在
籍
す
る
学
部
学
生
の
５
％

に
当
た
る
４
万
９
０
９
６
名
を
対
象
に
実
施
し
、
１
万
２
３
６
９

名
か
ら
回
答
を
得
た
（
回
収
率
25・

２
％１）。
調
査
の
分
析
結
果

は
、
今
回
の
調
査
を
含
む
３
回
分
（
２
０
１
０
、
２
０
１
４
、
２

０
１
７
年
）
の
時
系
列
比
較
を
中
心
と
し
て
『
私
立
大
学
学
生
生

活
白
書
２
０
１
８２』
に
と
り
ま
と
め
て
い
る
。

　

今
回
の
調
査
結
果
の
主
要
な
特
徴
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
漸
増

傾
向
が
続
い
て
き
た
「
所
属
学
部・

学
科
の
満
足
度
」
と
「
学
生

生
活
の
充
実
度
」
と
が
と
も
に
減
少
に
転
じ
た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
背
景
に
は
、「
よ
い
成
績
を
と
る
こ
と
」「
専
門
的
知
識・

技

術
を
習
得
す
る
こ
と
」「
就
職
に
有
利
だ
と
思
う
」
と
い
っ
た
実
利

的・

現
実
的
な
面
を
重
視
し
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
参
加
率

が
急
増
す
る
一
方
、
正
課
外
の
ク
ラ
ブ・

サ
ー
ク
ル
活
動
や
ボ
ラ

北
條 

英
勝
●
武
蔵
野
大
学
教
務
部
長・

学
生
生
活
実
態
調
査
分
科
会
長

『
第
15
回
学
生
生
活
実
態
調
査
』か
ら
読
み
解
く
現
代
学
生
像
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ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
や
友
人
関
係
の
形
成
な
ど
に
つ
い
て
の

興
味・
関
心
が
低
下
す
る
な
ど
、
現
代
学
生
の
実
利
志
向・

現
実

志
向
が
か
か
わ
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、

今
回
の
調
査
結
果
を
概
観
し
た
の
ち
、
学
生
の
満
足
度・

充
実
度

の
低
下
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
、
そ
の
背
景
に
あ
る
諸
要
因
の
検
討
を

通
じ
て
、
そ
こ
か
ら
浮
か
び
上
が
る
現
代
の
学
生
像
を
提
示
す
る

と
と
も
に
、
学
生
支
援
の
課
題
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

２　
第
15
回
学
生
生
活
実
態
調
査
の
結
果
概
要

　

ま
ず
、
今
回
の
調
査
結
果
の
概
要
を
９
分
野
に
わ
た
っ
て
提
示

す
る
。

　
「
Ⅰ
．
進
学
目
的・

理
由
／
充
実
度
／
期
待
」（
白
書
第
１
章
）

で
は
、「
大
学
卒
の
学
歴
が
必
要
」
と
い
う
進
学
理
由
が
57・

０
％

と
突
出
し
て
高
く
、
過
去
３
回
の
調
査
で
も
常
に
過
半
数
を
超
え

て
１
位
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
所
属
大
学
の
選
択
理
由
に
お
い

て
、「
自
宅
か
ら
の
通
学
が
可
能
だ
っ
た
か
ら
」、「
自
分
の
実
力

（
偏
差
値
）
に
合
っ
て
い
た
か
ら
」
が
選
択
理
由
の
１
位
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
、
大
学
選
択
で
無
理
を
し
な
い
現
実
志
向
的
な

傾
向
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
「
専
門
の
研
究・

教
育
の
内
容
が
充
実

し
て
い
る
と
思
っ
た
か
ら
」
は
前
回
同
様
３
位
で
23・

４
％
。
た

だ
し
、
多
く
の
上
位
項
目
の
ス
コ
ア
が
前
回
よ
り
減
少
し
て
い
る

の
が
全
体
的
な
特
徴
で
あ

る
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、

「
就
職
に
有
利
だ
と
思
っ

た
か
ら
」
は
前
回
か
ら
大

幅
に
増
加
し
て
い
る
（
前

回
17・

６
％
→
今
回
21・

１
％
）。
他
方
、「
勉
学
の

ほ
か
に
学
生
生
活
を
エ
ン

ジ
ョ
イ
で
き
そ
う
だ
っ
た

か
ら
」
は
前
回
か
ら
大
き

く
減
少
（
前
回
12・

７
％

→
今
回
７・

６
％
）
し
た

（
図
表
１
）。
大
学
選
択
の

段
階
か
ら
就
職
を
重
視
し
、

学
生
生
活
の
楽
し
さ
の
優

先
度
は
下
が
っ
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、

「
大
学
生
活
で
大
切
な
こ

と
」
と
い
う
質
問
で
は
、

「
専
門
的
知
識・
技
術
を
習

得
す
る
こ
と
」「
よ
い
成
績

図表１　所属大学の選択理由（全体／複数回答）

�
•

•

•

•

•

•

3
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を
と
る
こ
と
」
が
増
加
す
る
一
方
、「
よ
い
友
人・

先
輩
を
得
る
こ

と
」「
ク
ラ
ブ・

サ
ー
ク
ル
活
動
で
活
躍
す
る
こ
と
」
は
減
少
傾
向

を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
所
属
大
学
に
対
す
る
満
足
度
や
充
実

度
は
、
前
回
調
査
ま
で
は
漸
増
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
今
回
の
調
査

で
は
減
少
に
転
じ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

　
「
Ⅱ
．
経
済
」（
白
書
第
２
章
）
に
関
し
て
は
、
経
済
的
に
「
余

裕
が
あ
る
」「
や
や
余
裕
が
あ
る
」
と
回
答
し
た
者
が
増
加
（
前
回

22・

４
％
→
今
回
30・

１
％
）
す
る
も
、
１
カ
月
の
総
収
入
は
前

回
か
ら
４
５
０
０
円
減
少
し
て
い
る
。
学
費
に
つ
い
て
も
、「
負
担

に
な
っ
て
い
る
」「
や
や
負
担
に
な
っ
て
い
る
」
と
回
答
し
た
者
の

割
合
が
前
回
か
ら
増
加
し
て
い
る
。
他
方
、
奨
学
金
受
給
率
は
前

回
（
42・

６
％
）
よ
り
も
下
が
っ
て
は
い
る
が
、
学
生
の
４
割

（
39・

７
％
）
が
受
給
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
家
計
状

況
が
二
極
化
し
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
奨
学
金
制
度
へ
の
要
望
の
ト
ッ
プ
は
「
返

還
の
必
要
の
な
い
奨
学
金
の
充
実
」（
59・

７
％
）
で
、
前
回
（
51・

０
％
）
か
ら
増
加
し
て
お
り
、
各
大
学
に
お
い
て
給
付
型
の
奨
学

金
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
引
き
続
き
重
要
課
題
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。

　
「
Ⅲ
．
ラ
イ
フ
（
大
学
生
活
）」（
白
書
第
３
章
）
で
は
、
キ
ャ
ン

パ
ス
滞
在
時
間
の
平
均
が
５・

96
時
間
と
前
回
（
６・

16
時
間
）

か
ら
減
少
し
た
。
な
か
で
も
、
こ
れ
ま
で
は
微
増
傾
向
が
続
い
て

い
た
課
外
活
動
参
加
時
間
が
減
少
し
て
い
る
の
に
対
し
、
授
業
参

加
時
間
は
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
今
回
か
ら
新
た
に
盛
り
込
ん

だ
「
メ
ー
ル・

Ｓ
Ｎ
Ｓ・

ゲ
ー
ム
の
使
用
時
間
」
の
平
均
は
１
日

当
た
り
２・

52
時
間
と
な
っ
た
。
興
味・

関
心
事
に
つ
い
て
は
、

「
大
学
の
勉
強
」「
資
格
の
取
得
」
へ
の
興
味
が
増
加
し
て
い
る
一

方
で
、「
ク
ラ
ブ・

サ
ー
ク
ル
活
動
」「
友
人
と
の
交
際
」
な
ど
、

人
間
関
係
に
関
わ
る
項
目
へ
の
興
味
が
低
下
す
る
傾
向
に
あ
る
。

大
学
生
活
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
と
い
う
項
目
で
も
同
様
の
結

果
が
表
れ
て
お
り
、「
専
門
的
知
識・

技
術
を
習
得
す
る
こ
と
」

「
よ
い
成
績
を
と
る
こ
と
」
な
ど
が
増
加
傾
向
で
あ
る
の
に
比
べ

て
、「
よ
い
友
人・

先
輩
を
得
る
こ
と
」「
趣
味
を
生
か
し
、
才
能

を
伸
ば
す
こ
と
」「
ク
ラ
ブ・

サ
ー
ク
ル
活
動
で
の
活
躍
」
は
減
少

傾
向
を
示
し
て
い
る
。

　
「
Ⅳ
．
正
課
教
育
」（
白
書
第
４
章
）
で
は
、「
正
課
教
育
の
満
足

度
」
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
項
目
で
聞
い
て
い
る
が
、
前
回
ま
で

増
加
傾
向
に
あ
っ
た
満
足
度
が
全
般
的
に
微
減
傾
向
と
な
っ
た
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、「
講
義
へ
の
希
望
」
の
１
位
は
「
板
書
や
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
工
夫
し
て
ほ
し
い
」（
37・

７
％
）、
２
位
は

「
レ
ジ
ュ
メ
を
配
付
し
て
ほ
し
い
」（
34・

２
％
）
で
あ
っ
た
。「
資

料
や
参
考
書
な
ど
を
提
示
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
希
望
も
前
回
調
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査
か
ら
微
増
し
て
お
り
、
講
義
で
の
参
照
先
提
供
の
ニ
ー
ズ
が
高

く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
ま
た
、「
科
目
履
修
の
時
に

重
視
す
る
要
素
」
と
い
う
項
目
で
は
、「
資
格
取
得
に
役
立
つ
」

「
就
職
に
役
立
つ
」
が
増
加
し
た
一
方
、「
面
白
く
楽
し
い
授
業
」

「
知
的
刺
激
」「
視
野
が
広
が
る
」
な
ど
は
減
少
傾
向
と
な
っ
た
。

こ
こ
で
も
、「
役
立
つ
」
こ
と
を
重
視
す
る
と
い
う
、
学
生
の
実
利

志
向
が
う
か
が
え
よ
う
。

　
「
Ⅴ
．
正
課
外
活
動
」（
白
書
第
５
章
）
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
年
々
増
加
し
て
き
た
ク
ラ
ブ・

サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
課
外
活
動

へ
の
参
加
率
が
大
幅
に
減
少
（
前
回
70・

２
％
→
今
回
63・

０
％
）

し
て
い
る
（
図
表
２
）。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
経
験
率
も
減

少
し
て
い
る
（
前
回
28・

８
％
→
今
回
24・

５
％
）。
他
方
で
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
参
加
率・

参
加
意
向
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。

特
に
４
年
次
生
で
は
45・

２
％
が
「
す
で
に
参
加
し
た
」
と
回
答

し
て
お
り
、
前
回
（
21・

３
％
）
か
ら
倍
増
し
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
一
般
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
見
て

取
れ
る
（
図
表
３
）。

　
「
Ⅵ
．
留
学
」（
白
書
第
６
章
）
に
つ
い
て
は
、
留
学
未
経
験
者

の
３
割
に
留
学
す
る
意
向
は
あ
る
も
の
の
、
実
際
の
留
学
経
験
者

は
９・
２
％
で
、
前
回
よ
り
わ
ず
か
に
増
加
し
て
い
る
。
留
学
を

考
え
な
い
理
由
と
し
て
は
「
留
学
資
金
が
な
い
」
が
１
位
で
あ
り
、

図表２　課外活動への参加（全体／単一回答）

図表３　インターンシップへの参加意向（全体／単一回答）
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非
意
向
者
の
半
数
近
く
（
47・

７
％
）
が
理
由
に
挙
げ
て
お
り
、

留
学
を
阻
む
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
Ⅶ
．
不
安・

悩
み
」（
白
書
第
７
章
）
に
関
し
て
は
、
悩
み
の

内
容
と
し
て
「
就
職
や
将
来
の
進
路
」
が
44・

２
％
で
１
位
で
あ

る
が
、
前
々
回
（
51・

５
％
）
か
ら
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

同
様
に
、「
経
済
問
題
（
家
計・

学
費・

ロ
ー
ン
等
）」
も
徐
々
に

減
少
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、「
授
業
な
ど
学
業
」
や
「
性
格
」

は
増
加
傾
向
に
あ
り
、「
友
人
等
と
の
対
人
関
係
」（
23・

６
％
）

も
前
回
（
16・

８
％
）
か
ら
大
き
く
増
加
し
て
い
る
。
景
気
変
動

に
影
響
を
受
け
る
と
考
え
ら
れ
る
就
職・
将
来
の
進
路
や
家
計
問

題
な
ど
に
つ
い
て
の
不
安
や
悩
み
が
後
退
し
、
眼
前
の
学
業
や
対

人
関
係
の
不
安
や
悩
み
が
浮
上
し
て
き
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
不

安・

悩
み
の
主
な
相
談
相
手
と
し
て
は
、「
友
人
」
や
「
先
輩
」
へ

の
相
談
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
家
族
へ
の
相
談
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で

あ
っ
た
。
ま
た
、「
大
学
の
教
職
員
」「
学
生
相
談
室
」
へ
の
相
談

は
非
常
に
少
な
く
な
っ
て
い
る
。「
就
職
や
将
来
の
進
路
」「
授
業

な
ど
の
学
業
」
と
い
っ
た
悩
み
の
内
容
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
相
談
相
手
と
し
て
は
大
学
が
受
け
皿
に
な
っ
て
い
な
い
と
い

う
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
学
生
支
援
上
の
大
き
な
課
題

で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、「
自
分
の
こ
と
を
何
で
も
話
せ
る
友

人
」
が
「
い
る
」
と
回
答
し
た
学
生
は
80・

３
％
と
、
前
回
（
83・

５
％
）
か
ら
減
少

し
て
い
る
点
も
気

に
か
か
る
点
で
あ

る
。

　
「
Ⅷ
．
進
路・

就

職
」（
白
書
第
８

章
）
に
つ
い
て
は
、

就
職
活
動
を
取
り

巻
く
環
境
の
改
善

か
ら
か
、「
就
職
で

き
る
か
ど
う
か
」

の
不
安
は
減
少
し

て
い
る
。
一
方
、

「
就
職
す
る
こ
と

自
体
」
へ
の
不
安

が
増
加
し
て
い

る
。「
ど
ん
な
民
間

企
業
を
志
望
す
る

か
」
に
つ
い
て
は

「
給
与
の
高
い
と

こ
ろ
」「
福
利
厚
生

図表４　身についたと実感できる力（全体／複数回答）
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が
充
実
し
て
い
る
と
こ
ろ
」
と
い
う
回
答
が
増
加
し
て
お
り
、
働

く
こ
と
に
つ
い
て
の
待
遇
を
重
視
す
る
と
い
っ
た
現
実
志
向
が
強

く
な
っ
て
い
る
。

　

最
後
の
「
Ⅸ
．
身
に
つ
い
た
こ
と
」（
白
書
第
９
章
）
で
は
、

「
大
学
生
活
で
こ
れ
ま
で
に
身
に
つ
い
た
と
実
感
で
き
る
力
」
に
つ

い
て
４
年
生
の
回
答
を
前
回
と
比
較
す
る
と
、
今
回
の
結
果
で
は

「
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
等
に
よ
っ
て
生
活
を
楽
し
む
力
」「
相
手
の
状

況
や
考
え
方
を
考
慮
し
て
話
を
し
た
り
、
対
応
し
た
り
す
る
力
」

「
視
野
を
広
げ
、
も
の
ご
と
を
幅
広
く
考
え
る
力
」
が
大
き
く
減
少

し
た
の
を
は
じ
め
、
全
般
的
に
ス
コ
ア
が
減
少
し
て
い
る
（
図

４
）。
こ
こ
に
は
、
前
述
し
た
よ
う
な
学
生
の
実
利
的
な
傾
向
、
す

な
わ
ち
就
職
や
資
格
取
得
に
向
け
て
の
専
門
的
知
識・

技
術
の
習

得
、
よ
い
成
績
を
と
る
こ
と
な
ど
を
重
視
し
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
に
参
加
す
る
傾
向
や
、
人
間
関
係
の
形
成
や
課
外
活
動
へ
の
興

味
関
心
の
低
下
と
と
も
に
、
ク
ラ
ブ・

サ
ー
ク
ル
活
動
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
が
減
少
し
て
い
る
と
い
う
傾
向
が
関
係
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

３　
現
代
学
生
の
実
利
志
向・

現
実
志
向

　

前
記
の
９
分
野
の
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
今
回
の
調
査
結
果
に
お
い
て

増
加
傾
向
だ
っ
た
項
目
を
取
り
出
し
て
み
る
と
、「
就
職
に
有
利
だ

と
思
っ
た
か
ら
」「
専
門
的
知
識・

技
術
を
習
得
す
る
こ
と
」「
よ

い
成
績
を
と
る
こ
と
」、「
大
学
の
勉
強
」
と
「
資
格
の
取
得
」
へ

の
興
味・

関
心
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加
率
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。
他
方
、
ス
コ
ア
が
減
少
傾
向
の
も
の
と
し
て
は
、「
勉
学
の
ほ

か
に
学
生
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
で
き
そ
う
だ
っ
た
か
ら
」「
よ
い
友

人・

先
輩
を
得
る
こ
と
」「
ク
ラ
ブ・

サ
ー
ク
ル
活
動
で
活
躍
す
る

こ
と
」、「
ク
ラ
ブ・

サ
ー
ク
ル
活
動
」
と
「
友
人
と
の
交
際
」
へ

の
興
味・

関
心
、
課
外
活
動
へ
の
参
加
率
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

へ
の
参
加
経
験
率
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、「
将
来

の
仕
事
に
直
結
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
よ
り
深
く
学
ん
だ
り
、

研
究
し
た
り
し
た
い
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
」「
自
由
な
生
活
あ
る
い

は
青
春
を
楽
し
み
た
い
か
ら
」「
人
間
性
を
高
め
る
た
め
に
学
問
が

必
要
だ
と
思
っ
た
か
ら
」「
友
人
を
得
た
り
人
脈
を
形
成
し
た
り
す

る
た
め
」
な
ど
の
項
目
も
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

学
生
の
実
利
志
向
あ
る
い
は
現
実
志
向
が
よ
り
強
く
な
っ
て
い
る

こ
と
が
読
み
取
れ
よ
う
。
い
わ
ば
、
現
代
の
学
生
が
大
学
に
求
め

て
い
る
も
の
は
、「
専
門
的
知
識・

技
術
の
習
得
」「
就
職
」「
良
い

成
績
」
な
ど
の
、
よ
り
実
利
的
な
側
面
に
シ
フ
ト
し
て
き
て
お
り
、

「
友
人
作
り
」
や
「
大
学
生
活
を
楽
し
む
こ
と
」
の
優
先
順
位
は
次

第
に
下
が
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
い
っ
た
、
学
生
の
実
利
志
向
や
現
実
志
向
が
強
く
な
っ
て
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き
た
状
況
の
中
で
、
学
生
生
活
の
総
合
的
な
満
足
度
指
標
で
あ
る

「
所
属
学
部・

学
科
の
満
足
度
」
が
今
回
調
査
で
減
少
に
転
じ
た
こ

と
を
考
え
る
と
、
近
年
の
学
生
の
志
向
変
化
に
対
し
て
大
学
側
が

十
分
に
対
応
で
き
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
も

考
え
ら
れ
る
。
現
在
の
大
学
は
学
生
に
と
っ
て
十
分
に
魅
力
的
な

学
生
生
活
の
場
と
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
今
一
度
、
検
討
が

望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
論
点
に
関
し
て
は
、
白
書
で
は
「
身
に
つ
い
た
と
実
感
で

き
る
力
」
と
学
生
生
活
充
実
度・
正
課
教
育
満
足
度
と
の
関
係
と

し
て
分
析
し
た
（
白
書
「
フ
ォ
ー
カ
ス
：
満
足
度
の
現
状
分
析
」）。

そ
の
結
果
、
大
学
生
活
で
「
身
に
つ
い
た
と
実
感
で
き
る
力
」
が

多
い
学
生
ほ
ど
、「
学
生
生
活
の
充
実
度
」
も
「
授
業
等
、
正
課
教

育
全
体
の
満
足
度
」
も
高
い
と
い
う
傾
向
が
確
認
で
き
た
。「
身
に

つ
い
た
」
と
い
う
学
生
と
「
身
に
つ
い
て
い
な
い
」
と
い
う
学
生

と
で
大
き
な
差
が
生
じ
て
い
る
項
目
は
、
例
え
ば
、「
視
野
を
広

げ
、
も
の
ご
と
を
幅
広
く
考
え
る
力
」「
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
て

わ
か
り
や
す
く
表
現
す
る
力
」「
計
画
を
立
て
、
目
標
に
向
か
っ
て

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
力
」「
外
国
語
の
本
を
読
ん
だ
り
、
外
国

語
で
話
を
し
た
り
す
る
力
」「
視
野
を
広
げ
、
も
の
ご
と
を
幅
広
く

考
え
る
力
」「
専
門
的
知
識
を
も
と
に
論
理
的
に
考
え
る
力
」
が
挙

げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
力
が
身
に
つ
い
た
と
答
え
た
学
生
は
、
充

実
度・

満
足
度
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
学
生
の
実
利・

現
実
志
向

が
高
ま
っ
て
い
る
状
況
下
で
も
、
正
課
教
育
の
み
な
ら
ず
学
生
生

活
の
多
様
な
場
面
に
お
い
て
「
力
が
身
に
つ
い
た
」
と
実
感
で
き

る
か
ど
う
か
が
、
学
生
の
満
足
や
不
満
足
を
分
け
る
ポ
イ
ン
ト
に

な
っ
て
い
る
の
だ
。
そ
う
考
え
る
と
、
今
回
の
調
査
に
お
い
て
充

実
度・

満
足
度
が
低
下
し
て
い
る
の
は
、
大
学
が
提
供
す
る
環
境

の
な
か
で
「
力
が
身
に
つ
い
た
」
と
は
実
感
で
き
な
い
学
生
が
増

え
て
い
る
か
ら
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

実
際
、
学
生
の
キ
ャ
ン
パ
ス
滞
在
時
間
は
下
降
傾
向
に
あ
る
が
、

授
業
参
加
時
間
を
別
に
す
れ
ば
課
外
活
動
参
加
時
間
や
図
書
館
利

用
時
間
な
ど
は
減
少
し
て
い
る
。
ま
た
、「
常
時
」「
時
々
」「
定
職

を
も
っ
て
い
る
」
学
生
を
併
せ
る
と
、
ア
ル
バ
イ
ト・

就
労
を
し

て
い
る
学
生
は
78・

２
％
（
前
々
回
69・

３
％
）
に
及
ん
で
お
り
、

現
代
の
大
学
生
が
フ
ル
タ
イ
ム
の
学
生
で
は
な
く
、
パ
ー
ト
タ
イ

ム
の
学
生
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
も
、
彼
／
彼
女
ら
は
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
メ
ー
ル
な
ど
に
よ
っ
て
中
学・

高
校
時
代
の
友
人
と
も

電
子
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で
つ
な
が
っ
て
お
り
、
大
学
に
お
け

る
友
人
関
係
だ
け
に
依
存
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
大
学

で
友
人
づ
く
り
を
す
る
必
要
性
が
低
下
し
て
き
て
い
る
と
も
考
え

ら
れ
よ
う
。
こ
れ
ま
で
、
私
立
大
学
は
学
問・

正
課
教
育
の
み
な

ら
ず
、
正
課
外
の
諸
活
動
や
そ
の
活
動
場
所
、
学
生
寮
や
学
食
な
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ど
、
学
生
生
活
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ソ
ー
ス
を
学
生
に
提
供
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
学
生
生
活
を
総
合
的
に
支
え
て
き
た
の
で
あ
る
が
、

そ
う
し
た
大
学
も
現
在
の
実
利
的・

現
実
的
志
向
の
強
い
学
生
た

ち
に
と
っ
て
は
、
次
第
に
「
就
職
や
資
格
取
得
に
向
け
て
勉
学
を

す
る
と
こ
ろ
」
と
い
う
機
能
だ
け
に
縮
小
し
て
受
け
取
ら
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
意
味
で
は
、

現
代
の
学
生
に
と
っ
て
、
大
学
は
総
合
的
に
は
次
第
に
魅
力
的
な

場
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

以
上
、
今
回
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
な
が
ら
、
現
代
の
学
生
が

よ
り
実
利
的・

現
実
的
な
志
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
見
て
き
た
。

こ
う
し
た
学
生
の
変
化
は
、
あ
く
ま
で
も
学
生
全
体
を
見
た
場
合

の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
個
々
の
大
学
が
置
か
れ
た
状
況
に
よ
っ
て

は
、
こ
の
変
化
の
具
体
的
な
影
響
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
も
の
で

も
あ
る
だ
ろ
う３。
し
か
し
、
こ
う
し
た
学
生
の
志
向
の
変
化
が
、

各
大
学
に
お
い
て
何
ら
か
の
形
で
現
れ
る
こ
と
は
確
か
な
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
今
後
、
各
大
学
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で
生
じ
て
い

る
で
あ
ろ
う
学
生
の
変
化
を
的
確
に
と
ら
え
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ

が
目
指
す
人
材
育
成
と
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
教
育・

支
援
を

い
か
に
実
践
し
て
い
く
か
が
問
わ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

●
注

１　

調
査
方
法
の
変
更
に
と
も
な
っ
て
、
回
収
率
が
低
下
す
る
と
と

も
に
、
得
ら
れ
た
サ
ン
プ
ル
の
男
女・

学
年
構
成
が
前
回
ま
で
の

構
成
と
異
な
っ
て
い
た
た
め
、
ウ
ェ
イ
ト
バ
ッ
ク
集
計
に
よ
る
補

正
も
検
討
し
た
が
、
結
果
的
に
補
正
前
後
で
大
き
な
数
値
変
化
は

見
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
ウ
ェ
イ
ト
バ
ッ
ク
集
計
前
の
デ
ー

タ
で
分
析
を
行
っ
た
。

２　
『
私
立
大
学
学
生
生
活
白
書
２
０
１
８
』
は
、
日
本
私
立
大
学

連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
事
業
内
容・

学
生
支
援
」（http://

w
w

w
.shidairen.or.jp/blog/info_c/support_c/2018/09/ 

25/22828

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
の
で
、
ひ
ろ
く
ご
活
用

い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
本
稿
中
の
図
は
同
白
書
内
に
収
録
さ
れ

て
い
る
も
の
か
ら
作
成
し
て
い
る
。

３　

白
書
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
析
項
目
ご
と
に
、
私
立
大
学
全
体

の
ス
コ
ア
だ
け
で
は
な
く
、
性
別
、
学
年
別
の
ス
コ
ア
に
加
え
、

入
試
方
法
別
、
学
部
系
統
別
の
ス
コ
ア
も
掲
載
し
て
い
る
の
で
、

各
大
学
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
を
検
討
す
る
う
え
で
参
考
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
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私
は
、
こ
れ
ま
で
に
名
城
大
学

の
非
常
勤
講
師
、
鈴
鹿
工
業
高
等

専
門
学
校
の
助
教
を
経
て
、
現
在

は
豊
田
工
業
大
学
で
助
教
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
つ
た

な
い
経
験
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ま

で
行
っ
て
き
た
教
育
を
振
り
返
り

な
が
ら
、「
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
」
を
テ
ー
マ
と
し
て

考
え
を
述
べ
た
い
と
思
う
。

　

ま
ず
機
械
工
学
に
お
け
る
教
育
を
ど
の
よ
う
に
行
う
か
と
い
う

こ
と
を
考
え
た
の
は
、
前
任
校
で
あ
る
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校

で
の
教
育
経
験
が
大
き
い
。
高
等
専
門
学
校
は
高
校
生
年
代
の
学

生
か
ら
大
学
１
、
２
年
生
、
専
攻
科
ま
で
含
め
る
と
大
学
４
年
生

に
相
当
す
る
学
生
に
対
し
て
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
環
境
の
中
、
学
生
が
授
業
内
容
と
自
分
の
将
来
が

つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
授
業

を
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
を
、
授
業
だ
け
で
な
く
研
修
会
や
学
内

の
Ｆ
Ｄ
活
動
を
通
じ
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
幅
広
い
年
齢
層

を
対
象
と
し
て
教
育
を
行
う
た
め
に
は
、
該
当
す
る
学
年
に
合
わ

せ
た
教
育
方
法
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
入

学
か
ら
卒
業
ま
で
を
通
じ
て
一
本
の
幹
の
よ
う
に
教
育
の
根
幹
を

据
え
置
き
、
学
年
に
合
わ
せ
た
教

育
が
枝
葉
の
よ
う
に
広
が
っ
て
い

く
よ
う
な
授
業
内
容
が
重
要
で
は

な
い
か
と
考
え
た
。

　

私
は
、「
も
の
づ
く
り
の
面
白

さ
、
楽
し
さ
を
伝
え
る
」
を
教
育

の
根
幹
に
据
え
る
こ
と
を
考
え
た
。

な
ぜ
な
ら
、
機
械
工
学
に
関
す
る
学
科
を
卒
業
し
た
学
生
の
ほ
と

ん
ど
は
、
も
の
づ
く
り
に
携
わ
る
企
業
に
就
職
す
る
。
就
職
し
た

企
業
の
中
で
設
計・

開
発
に
携
わ
る
学
生
も
い
れ
ば
、
技
術
営
業

に
携
わ
る
学
生
も
い
る
が
、「
も
の
づ
く
り
」
に
携
わ
っ
て
い
る
こ

と
は
共
通
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、「
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
」
を

い
か
に
伝
え
、
い
か
に
好
き
に
な
っ
て
も
ら
う
か
が
教
育
の
根
幹

で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　
「
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
」
を
伝
え
る
教
育
を
実
践
す
る
た
め
に

私
は
三
つ
の
こ
と
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
授
業
を
行
う
こ
と
と
し

た
。
そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
は
「
見
さ
せ
る
」「
触
ら
せ
る
」「
考
え

さ
せ
る
」
の
３
点
で
あ
る
。

　
「
見
さ
せ
る
」
と
「
触
ら
せ
る
」
は
、
実
際
の
部
品
や
製
品
を
実

習
や
座
学
の
中
で
見
る
こ
と
や
、
触
っ
て
み
て
ど
の
よ
う
に
動
く

か
を
経
験
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
授
業
な
ど
で
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
伝
え
る

私
の
授
業
実
践
教
育
現
場
の
最
前
線
か
ら

南
部 

紘
一
郎
●
豊
田
工
業
大
学
工
学
部
助
教
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ト
で
は
、
材
料
力
学
、
機
械
力
学
、
水
力
学
、
熱
力
学
の
「
４
力
」

が
機
械
工
学
の
基
礎
で
あ
る
が
、
数
式
や
公
式
が
多
く
、
将
来
ど

の
よ
う
な
製
品
や
分
野
で
使
わ
れ
る
の
か
わ
か
り
に
く
い
と
の
意

見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

　

そ
こ
で
、実
際
の
エ
ン
ジ
ン
分
解・

組
み
立
て
な
ど
の
実
習
を
低

学
年
次
で
行
い
、
エ
ン
ジ
ン
の
機
構
や
仕
組
み
を
見
た
後
で
材
料

力
学
や
熱
力
学
な
ど
の
講
義
を
受
講
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
エ
ン

ジ
ン
に
関
す
る
理
解
が
深
ま
る
と
考
え
た
。
例
え
ば
材
料
力
学
の

授
業
で
モ
ー
メ
ン
ト
や
応
力
の
範
囲
を
教
え
る
場
合
に
、
エ
ン
ジ

ン
の
ク
ラ
ン
ク
シ
ャ
フ
ト
な
ど
を
例
題
と
し
、
動
画
な
ど
を
用
い

て
実
際
に
動
く
様
子
や
ど
の
よ
う
な
力
が
か
か
る
か
を
視
覚
的
に

見
せ
る
こ
と
は
、
理
解
を
深
め
る
の
に
有
用
で
あ
る
と
考
え
て 

い
る
。

　

ま
た
、「
触
ら
せ
る
」
と
い
っ
た
点
で
は
、
機
構
だ
け
で
な
く
鉄

鋼
材
料
と
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
な
ど
の
材
料
を
実

際
に
触
ら
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
重
さ
の
違
い
や
熱
の
伝
わ
り
方
を

理
解
さ
せ
、
ど
の
よ
う
な
部
分
に
使
う
必
要
が
あ
る
か
な
ど
を
理

解
さ
せ
や
す
い
。

　

最
後
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
「
考
え
さ
せ
る
」
で
は
、
例
題
や

課
題
な
ど
の
数
式
を
解
く
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、「
見

さ
せ
る
」「
触
ら
せ
る
」
の
過
程
を
通
じ
て
生
じ
た
課
題
を
「
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
」
で
考
え
さ
せ
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。

も
の
づ
く
り
は
一
人
で
行
う
作
業
で
は
な
く
、
グ
ル
ー
プ
で
行
う
。

グ
ル
ー
プ
の
共
通
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
自
分
の
意
見
だ

け
で
な
く
周
り
の
意
見
を
聞
く
必
要
や
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
う
場

面
が
非
常
に
多
い
。
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、「
グ
ル
ー
プ
で
考
え

さ
せ
る
」
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
授
業
を
行
っ
て
き
た
。

　

例
え
ば
加
工
法
の
歴
史
を
元
に
、
な
ぜ
新
し
い
加
工
法
が
考
え

ら
れ
た
の
か
、
以
前
の
加
工
法
に
は
ど
の
よ
う
な
問
題
点
が
あ
っ

た
の
か
と
い
う
こ
と
を
グ
ル
ー
プ
で
考
え
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
方
法
で
授
業
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、
機
械
加
工

に
関
す
る
知
識
を
得
る
だ
け
で
な
く
、
問
題
発
見
能
力
を
鍛
え
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
」
を
教
育
の
幹
と 

し
、
三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
意
識
し
て
授
業
を
実
践
し
た
結
果
、

授
業
の
満
足
度
、
特
に
自
分
の
将
来
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ

こ
と
が
で
き
た
と
い
う
意
見
が
飛
躍
的
に
増
え
た
こ
と
か
ら
、
授

業
方
法
と
し
て
あ
る
一
定
の
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え

て
い
る
。

　

こ
の
教
育
方
法
に
関
す
る
気
付
き
や
意
識
改
革
を
与
え
て
く
れ

た
前
任
校
お
よ
び
現
在
の
大
学
の
同
僚
、
学
生
に
感
謝
し
、
今
後

も
教
育・

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
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■
１　
公
認
心
理
師
養
成
ま
で
の
経
緯

　

心
理
職
の
〝
国
家
資
格
〟
で
あ
る
公
認
心
理
師
の
養
成
は
、

２
０
１
８
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
公
認
心
理
師
法
は
２

０
１
５
年
９
月
に
制
定
、公
布
さ
れ
た
。
法
の
定
義
で
は
、公
認

心
理
師
と
は
公
認
心
理
師
登
録
簿
へ
の
登
録
を
受
け
、
公
認
心

理
師
の
名
称
を
用
い
て
、
保
健
医
療
、
福
祉
、
教
育
そ
の
他
の

分
野
に
お
い
て
、
心
理
学
に
関
す
る
専
門
的
知
識
お
よ
び
技
術

を
も
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
行
う
こ
と
を
業
と
す
る
者
を

い
う
。
①
心
理
に
関
す
る
支
援
を
要
す
る
者
の
心
理
状
態
の
観

察
、
そ
の
結
果
の
分
析
。
②
心
理
に
関
す
る
支
援
を
要
す
る
者

に
対
す
る
、
そ
の
心
理
に
関
す
る
相
談
及
び
助
言
、
指
導
そ
の

他
の
援
助
。
③
心
理
に
関
す
る
支
援
を
要
す
る
者
の
関
係
者
に

対
す
る
相
談
及
び
助
言
、
指
導
そ
の
他
の
援
助
。
④
心
の
健
康

に
関
す
る
知
識
の
普
及
を
図
る
た
め
の
教
育
及
び
情
報
の
提
供
。

　

２
０
１
６
年
９
月
か
ら
法
の
具
体
化
の
た
め
に
公
認
心
理
師

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
検
討
会
が
開
催
さ
れ
、
２
０
１
７
年
５
月
31

日
に
『
報
告
書
』
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
２
０
１

７
年
９
月
15
日
に
施
行
さ
れ
、
２
０
１
８
年
４
月
に
大
学
、
大

学
院
な
ど
で
養
成
が
ス
タ
ー
ト
し
、
正
規
養
成
ル
ー
ト
に
よ
る

公
認
心
理
師
第
１
号
が
２
０
２
４
年
に
誕
生
す
る
。

　

公
認
心
理
師
養
成
は
、
基
本
的
に
は
大
き
く
二
つ
の
ル
ー
ト

が
あ
る
。
①
大
学
に
お
い
て
主
務
大
臣
指
定
の
心
理
学
等
に
関

す
る
科
目
を
修
め
、
か
つ
、
大
学
院
に
お
い
て
主
務
大
臣
指
定

の
心
理
学
等
の
科
目
を
修
め
て
そ
の
課
程
を
修
了
す
る
。
②
大

学
で
主
務
大
臣
指
定
の
心
理
学
等
に
関
す
る
科
目
を
修
め
、
卒

業
後
一
定
期
間
（
２
年
間
以
上
）
の
実
務
経
験
を
積
む
。
主
務

大
臣
は
文
部
科
学
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
で
あ
る
。

跡
見
学
園
女
子
大
学
心
理
学
部

野
島 

一
彦
●
跡
見
学
園
女
子
大
学
心
理
学
部
長

公
認
心
理
師
（
国
家
資
格
）
養
成
元
年

明日への試み
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■
２　
公
認
心
理
師
養
成
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　

大
学
、
大
学
院
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

⑴�　

大
学
に
お
い
て
主
務
大
臣
指
定
の
心
理
学
等
に
関
す
る

科
目
（
25
科
目
）

Ａ�　

心
理
学
基
礎
科
目
：
①
公
認
心
理
師
の
職
責
、
②
心

理
学
概
論
、
③
臨
床
心
理
学
概
論
、
④
心
理
学
研
究
法
、

⑤
心
理
学
統
計
法
、
⑥
心
理
学
実
験
。

Ｂ�　

心
理
学
発
展
科
目
：（
基
礎
心
理
学
）
＝
⑦
知
覚・

認

知
心
理
学
、
⑧
学
習・
言
語
心
理
学
、
⑨
感
情・

人
格

心
理
学
、
⑩
神
経・

生
理
心
理
学
、
⑪
社
会・

集
団・

家
族
心
理
学
、
⑫
発
達
心
理
学
、
⑬
障
害
者
心
理
学・

障
害
児
心
理
学
、
⑭
心
理
的
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
⑮
心
理

学
的
支
援
法
／（
実
践
心
理
学
）
＝
⑯
健
康・
医
療
心
理

学
、
⑰
福
祉
心
理
学
、
⑱
教
育・

学
校
心
理
学
、
⑲
司

法・

犯
罪
心
理
学
、
⑳
産
業・

組
織
心
理
学
／（
心
理
学

関
連
科
目
）
＝
㉑
人
体
の
構
造
と
機
能
及
び
疾
病
、
㉒

精
神
疾
患
と
そ
の
治
療
、
㉓
関
係
行
政
論
。

Ｃ�　

実
習
演
習
科
目
：
㉔
心
理
演
習
、
㉕
心
理
実
習
（
80

時
間
以
上
）

⑵�　

大
学
院
に
お
い
て
主
務
大
臣
指
定
の
心
理
学
等
の
科
目

（
10
科
目
）

Ａ�　

心
理
実
践
科
目
：
①
保
健
医
療
分
野
に
関
す
る
理
論

と
支
援
の
展
開
、
②
福
祉
分
野
に
関
す
る
理
論
と
支
援

の
展
開
、
③
教
育
分
野
に
関
す
る
理
論
と
支
援
の
展
開
、

④
司
法・

犯
罪
分
野
に
関
す
る
理
論
と
支
援
の
展
開
、

⑤
産
業・

労
働
分
野
に
関
す
る
理
論
と
支
援
の
展
開
、

⑥
心
理
的
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
理
論
と
実
践
、
⑦

心
理
支
援
に
関
す
る
理
論
と
実
践
、
⑧
家
族
関
係・

集

団・

地
域
社
会
に
お
け
る
心
理
支
援
に
関
す
る
理
論
と

実
践
、
⑨
心
の
健
康
教
育
に
関
す
る
理
論
と
実
践
。

Ｂ�　

実
習
科
目
：
⑩
心
理
実
践
実
習
（
４
５
０
時
間
以
上
）

■
３　
公
認
心
理
師
養
成
へ
の
大
学
、大
学
院
の
対
応

　
〝
国
家
資
格
〟
で
あ
る
公
認
心
理
師
の
受
験
資
格
が
大
学
、
大

学
院
で
得
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
高
校
生
な
ど
の
受
験
生
に
と
っ

て
非
常
に
魅
力
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
か
な
り
の
大
学
、
大
学

院
が
公
認
心
理
師
に
対
応
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
こ
の
４
月

か
ら
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。
筆
者
が
編
集
し
た
『
公
認
心
理
師

養
成
大
学・

大
学
院
ガ
イ
ド
』（
日
本
評
論
社
、
２
０
１
８
年
８

月
発
行
）
に
は
１
６
０
大
学
、
１
４
６
大
学
院
が
２
０
１
８
年

度
か
ら
対
応
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。
紹
介
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記
事
を
寄
せ
て
い
な
い
大
学
も
あ
る
の
で
、
実
際
は
こ
れ
ら
の

数
よ
り
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。
次
年
度
か
ら
対
応
を
予
定
し
て

い
る
大
学
、
大
学
院
も
あ
る
の
で
、
次
年
度
は
さ
ら
に
増
え
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

■
４　
跡
見
学
園
女
子
大
学
の
取
り
組
み

⑴
　
学
　
部

　

２
０
１
８
年
４
月
、
文
学
部
臨
床
心
理
学
科
（
２
０
０
２
年

設
置
）
の
さ
ら
な
る
拡
大・
充
実
を
目
指
し
て
改
組
を
行
い
、

心
理
学
部
臨
床
心
理
学
科
（
定
員
１
２
０
名
）
を
設
置
し
た
。

こ
の
改
組
に
当
た
り
、
公
認
心
理
師
の
養
成
に
対
応
す
る
た
め

に
大
幅
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
変
更
を
行
っ
た
。
臨
床
心
理
学
科
で

は
、
以
下
の
三
つ
の
履
修
モ
デ
ル
を
例
示
し
て
い
る
。

①�　

心
理
専
門
職
モ
デ
ル
（「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
」
モ
デ

ル
）：
公
認
心
理
師
、
臨
床
心
理
士
な
ど
の
資
格
を
取
得

し
、
教
育
、
保
健
医
療
、
福
祉
、
司
法・

犯
罪
、
産
業・

労
働
な
ど
の
分
野
で
心
理
専
門
職
を
目
指
す
女
性
向
け
。

②�　

臨
床
心
理
学
活
用
モ
デ
ル
（「
ワ
ー
ク
」
モ
デ
ル
）：
心

理
学
、
臨
床
心
理
学
の
知
識・

ス
キ
ル
を
人
事・

労
務
、

接
客
、
広
報
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
な
ど
の
仕
事

に
生
か
す
こ
と
の
で
き
る
女
性
向
け
。

③�　

自
己
実
現
モ
デ
ル
（「
ラ
イ
フ
」
モ
デ
ル
）：
心
理
学
的・

臨
床
心
理
学
的
素
養
を
自
分
自
身
の
人
生
に
お
け
る
精
神

的
健
康
、
人
間
関
係
、
家
族
関
係
、
子
育
て
、
高
齢
者
介

護
な
ど
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
女
性
向
け
。

⑵
　
大
学
院

　

人
文
科
学
研
究
科
臨
床
心
理
学
専
攻
（
２
０
０
５
年
設
置
、

定
員
12
名
）
も
、
２
０
１
８
年
度
か
ら
公
認
心
理
師
対
応
を
行

う
。
公
認
心
理
師
養
成
の
第
１
期
生
で
あ
る
現
在
の
学
部
１
年

生
が
大
学
院
に
入
学
す
る
の
は
、
２
０
２
２
年
度
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
れ
ま
で
の
間
は
、
学
部
で
一
定
の
条
件
を
満
た
し
て

大
学
院
に
入
学
し
た
者
は
、
経
過
措
置
に
よ
っ
て
公
認
心
理
師

の
受
験
資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
４
月
に
学
部
で
一
定
の

条
件
を
満
た
し
て
大
学
院
に
入
学
し
た
修
士
課
程
１
年
生
は
、

２
年
間
で
指
定
さ
れ
た
科
目
を
履
修
し
て
大
学
院
を
修
了
す
れ

ば
、
２
０
２
０
年
度
に
実
施
さ
れ
る
国
家
試
験
を
受
験
で
き
る
。

な
お
、
経
過
措
置
と
し
て
、
大
学
院
に
入
学
し
て
受
験
資
格
を

得
ら
れ
る
た
め
の
条
件
は
、
２
０
１
７
年
９
月
15
日
ま
で
に
大

学
（
学
部
）
に
入
学
し
、
指
定
さ
れ
た
12
科
目
を
履
修
し
た
者

と
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
経
過
措
置
に
よ
る
第
１
回
の
国

家
試
験
は
２
０
１
８
年
９
月
９
日
に
実
施
さ
れ
た
。

明日への試み
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本
学
大
学
院
は
当
初
か
ら
日
本
臨
床
心
理
士
資
格
認
定
協
会

の
第
１
種
指
定
大
学
院
と
し
て
臨
床
心
理
士
を
養
成
し
て
き
た

が
、
本
年
度
か
ら
は
公
認
心
理
師
も
養
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
、
大
学
院
生
は
ダ
ブ
ル
資
格
取
得
を
目
指
す
こ
と
に
な
る
。

■
５　
公
認
心
理
師
養
成
機
関
連
盟
の
発
足

　

本
年
度
に
大
学
、
大
学
院
で
公
認
心
理
師
の
養
成
が
ス
タ
ー

ト
し
た
こ
と
に
伴
い
、
２
０
１
８
年
６
月
24
日
に
公
認
心
理
師

養
成
機
関
連
盟
が
発
足
し
た
。
会
則
で
は
「
本
連
盟
は
、
公
認

心
理
師
養
成
機
関
に
課
せ
ら
れ
た
社
会
的
使
命
に
鑑
み
、
公
認

心
理
師
養
成
の
内
容
充
実
及
び
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
公
認

心
理
師
及
び
公
認
心
理
師
養
成
に
関
す
る
研
究
開
発
と
知
識
の

普
及
に
努
め
、
も
っ
て
国
民
の
心
の
健
康
の
保
持
増
進
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。」
と
定
め
て
い
る
。

　

そ
の
事
業
は
次
の
と
お
り
。

①�　

公
認
心
理
師
養
成
機
関
の
充
実
発
展
お
よ
び
質
的
水
準

の
保
証
と
向
上
の
促
進
。

②�　

公
認
心
理
師
の
業
務
お
よ
び
公
認
心
理
師
養
成
の
内
容

お
よ
び
方
法
な
ど
に
関
す
る
調
査
研
究
事
業
。

③�　

公
認
心
理
師
お
よ
び
公
認
心
理
師
養
成
に
関
す
る
教
材
、

資
料
な
ど
の
作
成
に
関
す
る
事
業
。

④�　

公
認
心
理
師
養
成
機
関
の
設
置
者
、
教
職
員
、
学
生
、

卒
業
生
な
ど
に
対
す
る
研
修
な
ど
の
事
業
。

⑤�　

公
認
心
理
師
の
任
用・

活
用・

待
遇
改
善
な
ど
に
か
か

る
国
内
外
の
情
報
収
集
お
よ
び
政
策
に
関
す
る
事
業
。

⑥�　

選
抜
試
験
や
資
格
試
験
に
つ
い
て
の
検
討
や
提
言
。

⑦�　

関
係
機
関・

団
体
と
の
連
絡
調
整
。

⑧�　

公
認
心
理
師
お
よ
び
公
認
心
理
師
養
成
に
つ
い
て
の
啓

発・

普
及
活
動
。

⑨�　

そ
の
他
、
本
連
盟
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な

事
業
。

　

２
０
１
８
年
７
月
22
日
㈰
に
は
、
東
京
で
〝「
心
理
実
習
」・

「
心
理
実
践
実
習
」
の
実
際
：
各
大
学
の
試
み
か
ら
〟
と
題
す

る
第
１
回
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
三
つ
の
大
学
の
発
表
と
質
疑

応
答
が
熱
心
に
行
わ
れ
た
。
第
２
回
研
修
会
は
、
２
０
１
９
年

２
月
９
日
㈯
に
京
都
で
開
催
予
定
で
あ
る
。

　

大
学
、
大
学
院
な
ど
が
こ
の
よ
う
な
形
で
ま
と
ま
っ
て
活
動

を
し
て
い
く
こ
と
が
、
国
民
の
心
の
健
康
に
貢
献
す
る
質
の
良

い
公
認
心
理
師
養
成
に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る
。

　

※
公
認
心
理
師
養
成
機
関
連
盟

　
　

https://psychologyteacher.jim
do.com
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１　
は
じ
め
に（
芝
浦
工
業
大
学
の
沿
革
）

　

芝
浦
工
業
大
学
の
源
流
は
、
創
立
者・
有
元
史
郎
が
１
９
２
７

年
に
開
設
し
た
東
京
高
等
工
商
学
校
に
あ
る
。
１
９
４
９
年
に
は

学
制
改
革
に
よ
っ
て
芝
浦
工
業
大
学
と
な
り
、
１
９
５
１
年
に
は

設
置
主
体
も
学
校
法
人
に
整
備
し
た
。
各
設
置
校
に
は
幾
多
の
変

遷
が
あ
り
歴
史
を
刻
ん
だ
が
、
そ
の
中
心
を
な
す
本
学
は
、
学
部

学
科
な
ど
の
新
設
や
定
員
増
を
経
て
、
２
０
１
８
年
現
在
、
３
キ
ャ

ン
パ
ス
（
東
京
都
港
区
芝
浦
、
同
江
東
区
豊
洲
、
さ
い
た
ま
市
東

大
宮
）
に
４
学
部
16
学
科
、
２
研
究
科
を
配
置
し
、
約
８
５
０
０

人
の
学
生
が
学
ん
で
い
る
。

　

有
元
史
郎
が
建
学
の
理
念
と
し
て
掲
げ
た
の
は
「
実
学
重
視
の

技
術
者
育
成
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
の
ち
に
建
学
の
精
神
「
社
会
に

学
び
、
社
会
に
貢
献
す
る
技
術
者
の
育
成
」
と
し
て
整
理
さ
れ
、

一
貫
し
て
「
実
学
教
育
の
芝
浦
工
業

大
学
」
と
し
て
有
為
な
人
材
の
育
成

に
邁
進
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
既

に
10
万
人
を
超
え
る
卒
業
生
は
、
堅

実
に
仕
事
が
で
き
る
、
仕
事
に
強
い

技
術
者
と
し
て
社
会
か
ら
高
い
評
価

を
受
け
、
わ
が
国
の
技
術・

工
業
の

発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
。

　

２
０
１
４
年
９
月
、
本
学
は
、
私

立
理
工
系
大
学
で
唯
一
、
文
部
科
学

省
の
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創

成
支
援
事
業
に
選
定
さ
れ
た
。
こ
れ

を
機
に
、
創
立
１
０
０
周
年
と
な
る

２
０
２
７
年
に
向
け
て
グ
ロ
ー
バ
ル

わ
が

大
学
史
の

一
場
面

日
本
の
近
代
化
と

大
学
の
歴
史

早
乙
女 

徹
●
学
校
法
人
芝
浦
工
業
大
学
常
務
理
事

創
立
１
０
０
周
年
に
向
け
て

～
グ
ロ
ー
バ
ル
化
展
開
へ
の
礎
～

設立当時の校舎（1927年）
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化
を
積
極
的
に
推
進
し
、
世
界
の
持
続
的
発
展
に
寄
与
で
き
る
グ

ロ
ー
バ
ル
理
工
学
人
材
の
育
成
を
目
指
す
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
本
稿
で
は
本
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
展
開
の
礎

い
し
ず
えと

な
っ
た
出

来
事
を
振
り
返
り
た
い
。

２�　
国
際
化
の
基
盤
構
築
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ�

―
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
、マ
レ
ー
シ
ア・

ツ
イ
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

か
つ
て
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
時
の
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
首
相
が
掲
げ

る
〝
ル
ッ
ク
イ
ー
ス
ト
ポ
リ
シ
ー
（
東
方
政
策
）〟
の
下
、「
高
等

教
育
に
つ
い
て
日
本
を
中
心
と
す
る
東
ア
ジ
ア
の
国
々
か
ら
学 

び
、
国
力
を
高
め
る
」
と
し
て
い
た
。
１
９
９
０
年
代
初
頭
、
日

本
の
円
借
款
資
金
に
よ
り
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
が
実
施
す
る
留
学
生

派
遣
事
業
「
マ
レ
ー
シ
ア
高
等
教
育
基
金
借
款
事
業
（H

ELP

：

H
igher Education Loan fund Project

）」
構
想
が
打
ち
出
さ

れ
た
が
、
こ
の
事
業
は
、
日
本
で
国
公
私
立
大
学
連
合
（
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
）
を
結
成
し
、
日
本
の
大
学
入
学
を
指
向
す
る
日
本
語
お

よ
び
予
備
教
育
を
マ
レ
ー
シ
ア
現
地
で
実
施
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
日
本
か
ら
教
員
を
派
遣
し
、
授
業
を
行
う
こ

と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
事
業
に
必
要
な
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
幹
事
大
学
主
導
で
策
定
す
る
と
し
、
拓
殖
大
学
と
と
も
に
本
学

が
こ
れ
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

HELP 教育システムの推移

●予備教育２年、日本に大学１年から入学
年 1 2 3 4 5 6

コース 予備教育 大学教育
年　次 M1 M2 U1 U2 U3 U4
場　所 マレーシア 日本

●２＋３ツイニング、大学２年次編入
年 1 2 3 4 5

コース 予備
教育 大学

年　次 M1 U1 U2 U3 U4
場　所 マレーシア 日本

●２＋３ツイニング、大学３年次編入
年 1 2 3 4 5

コース ディプロマ 大学教育
年　次 M1 U1 U2 U3 U4
場　所 マレーシア 日本

第１期事業
（HELP1）

HELP の
教育システム

（HELP=�Higher�Education�
Loan�fund�Program）

⬅
●現在
HELP 後継
プログラム
（MJHEP）

第２期事業
（HELP2）

第３期事業
（HELP3）
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１
９
９
２
年
に
始
ま
っ
た
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
第
１
期
事
業
（
以
下
、 

Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
１
）
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
国
内
で
行
う
２
年
間
の
日
本
語

教
育
お
よ
び
予
備
教
育
終
了
後
、
日
本
の
大
学
を
受
験
し
入
学
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
受
け
入
れ
初
年
度
か
ら
５
年
間
で
合
計

３
１
０
人
が
日
本
の
大
学
に
入
学
し
た
。「
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
１
」
終
了
後

は
、
大
学
下
級
年
次
向
け
理
工
系
基
礎
教
育
を
現
地
で
行
い
、
そ

の
後
、
日
本
の
大
学
に
編
入
学
す
る
仕
組
み
に
改
め
ら
れ
、
大
学

へ
の
編
入
学
年
次
に
応
じ
て
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
第
２
期
事
業
（
２
年
次
に

編
入
学
「
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
２
」）、
同
第
３
期
事
業
（
３
年
次
に
編
入
学

「
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
３
」）
と
し
て
継
続
さ
れ
た
。
こ
の
マ
レ
ー
シ
ア
と
連

携
す
る
仕
組
み
が
ツ
イ
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
自
国
の
大
学
に
入

学
し
、
他
国
の
大
学
で
卒
業
す
る
仕
組
み
）
で
あ
り
、
マ
レ
ー
シ

ア
お
よ
び
日
本
政
府
双
方
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
、
円
借
款
事
業
が

完
結
し
た
現
在
も
マ
レ
ー
シ
ア
側
の
予
算
に
よ
る
事
業
と
し
て
継

続
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
計
画
に
お
い
て
、
本
学
は
日
本・

マ
レ
ー
シ
ア
両
国
政
府

関
係
機
関
と
の
折
衝
を
は
じ
め
、
精
力
的
に
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を

取
り
ま
と
め
、
留
学
生
を
受
け
入
れ
る
体
制
の
整
理
や
現
地
派
遣

教
員
の
人
選
と
そ
の
生
活
諸
条
件
の
改
善
な
ど
に
取
り
組
み
、
ま

た
各
種
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
策
定
や
留
学
生
の
受
け
入
れ
に
努

力
し
た
。
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
13
私
立
大
学
と
２
国
立
大
学
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
、
本
学
は
幹
事
校
と
し
て
最
大
10
人
の
教
員
を
マ
レ
ー

シ
ア
に
派
遣
し
、
理
工
系
基
礎
科
目
の
教
育
を
担
っ
て
き
た
。
Ｈ

Ｅ
Ｌ
Ｐ
第
１
期
か
ら
第
３
期
ま
で
の
通
算
来
日
学
生
数
は
１
０
１

９
人
と
な
り
、
こ
の
う
ち
１
１
７
人
が
本
学
に
入
学
す
る
と
い
う

成
果
を
得
た
。
本
学
は
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発・

推
進
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
大
学
間
国
際
交
流
の
扉
を
開
け
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。

３�　
国
際
化
基
盤
構
築
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ�

―
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド・

ツ
イ
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

学
部
教
育
で
あ
る
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
の
実
績
を
踏
ま
え
、
２
０
０
５
年
、

本
学
は
英
語
に
よ
る
大
学
院
生
受
け
入
れ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド・

ツ
イ
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
独
自
に
開
発
し
た
。
こ

れ
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
代

表
的
な
工
科
系
大
学
と
連
携
（
ツ
イ
ニ
ン
グ
）
し
、
修
士
課
程
と

博
士
課
程
を
複
合
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
）
し
て
行
う
大
学
院
国
際
共

同
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
連
携
先
大
学
か
ら
大
学
院
修
士
課

程
１
年
次
修
了
生
を
受
け
入
れ
、
英
語
に
よ
る
教
育
と
研
究
指
導

を
行
い
、
本
学
と
連
携
先
大
学
の
双
方
が
修
士
の
学
位
を
授
与
し
、

さ
ら
に
本
学
大
学
院
博
士
課
程
に
進
学
さ
せ
、
博
士
の
学
位
を
授

与
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。
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当
時
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
自
国
で
博
士
号
を
取
得
す
る
制

度
が
未
整
備
だ
っ
た
た
め
、
多
く
の
優
秀
な
学
生
が
欧
米
に
留
学

し
て
取
得
し
て
い
た
。
こ
れ
に
着
目
し
た
本
学
は
、
日
本
の
私
立

理
工
系
大
学
の
使
命
と
し
て
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、
受
け

入
れ
学
生
へ
の
博
士
号
授
与
を
通
じ
て
母
国
の
研
究
者
養
成
に
貢

献
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
。
２
０
０
６
年
に
始
ま
っ
た
こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
よ
る
本
学
博
士
号
授
与
者
は
、
通
算
で
64
人
に
及
ん
だ
。

ま
た
、
本
学
を
含
む
連
携
８
大
学
が
東
南
ア
ジ
ア
工
科
系
大
学
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（SEA

T
U

C

：South East A
sian T

echnical 
U

niversity Consortium

）
を
結
成
し
、
毎
年
、
持
ち
回
り
で
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て
切
磋
琢
磨
し
、
相
互
理
解
を
深
め
て
い

る
。
さ
ら
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
設
を
機
に
、
本
学
教
員
の
多
く
が

英
語
に
よ
る
教
育・

研
究
指
導
に
着
目
す
る
こ
と
に
な
り
、
学
部

専
門
科
目
に
お
け
る
英
語
開
講
の
拡
充
を
も
た
ら
す
な
ど
、
そ
の

後
の
本
学
グ
ロ
ー
バ
ル
化
推
進
基
盤
の
一
つ
を
形
成
し
て
い
る
。

４�　
挫
折
と
再
挑
戦
へ
の
誓
い�

―
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
支
援
事
業
へ
の
選
定

　

本
学
の
留
学
生
受
け
入
れ
が
本
格
化
し
つ
つ
あ
っ
た
２
０
０
８

年
、
文
部
科
学
省
「
国
際
化
拠
点
整
備
事
業
（
グ
ロ
ー
バ
ル
30
、

大
学
の
国
際
化
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
推
進
事
業
）」
の
公

募
が
行
わ
れ
た
。
本
学
は
私
立
理
工
系
大
学
と
し
て
の
強
み
を
生

か
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
申
請
を
予
定
し
て
い
た
が
、
申
請
条
件
の

幾
つ
か
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
ず
に
断
念
し
、
関
係
者
は
涙
を
の

む
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の

無
念
さ
を
糧
に
、
本
学
は

「
留
学
生
受
入
倍
増
作
戦
」

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
留
学

生
に
対
す
る
リ
ク
ル
ー
ト

強
化
を
図
り
、
次
の
機
会

に
挑
戦
す
る
こ
と
を
心
に

誓
っ
た
。
２
０
１
２
年
、

同
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育

成
推
進
事
業
」（
現・

Ｇ
Ｇ

Ｊ
）
の
公
募
が
あ
り
、
本

学
工
学
部
が
一
丸
と
な
っ

て
こ
の
申
請
に
向
き
合
い
、

取
り
組
み
が
採
択
さ
れ
る

と
い
う
結
果
を
得
た
。
さ

ら
に
２
年
後
の
２
０
１
４

年
、
同
「
ス
ー
パ
ー
グ

ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
支
援

芝浦工業大学 海外派遣学生数・受入留学生の推移
2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

0
200 118 119 164 147

332

158

512

297

711

501

1,071

873

1,288 1.297

400
600
800
1000
1200
1400
（人）

（年度）

■海外派遣学生
■受入留学生（含短期留学生）
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事
業
」（
Ｓ
Ｇ
Ｕ
）
の
公
募
に
対
し
、
本
学
は
前
記
現・

Ｇ
Ｇ
Ｊ
構

想
に
基
づ
い
た
若
手
教
職
員
に
よ
る
素
案
作
成
を
経
て
、
学
長
か

ら
の
高
い
目
標
を
加
え
る
な
ど
し
て
申
請
を
行
い
、
幸
い
に
し
て
、

理
工
系
私
立
大
学
と
し
て
唯
一
選
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
ら
の
事
業
は
選
定
さ
れ
る
こ
と
が
そ

の
目
的
で
は
な
い
。
本
学
は
、
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成

支
援
事
業
に
選
定
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
、
大
学
全
体
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
を
目
標
と
し
て
掲
げ
、
Ｓ
Ｇ
Ｕ
申
請
時
の
目
標
達
成
に
と
ど

ま
ら
ず
、
建
学
の
精
神
を
現
代
に
敷
衍
す
る
「
世
界
に
学
び
、
世

界
に
貢
献
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
理
工
学
人
材
の
育
成
」
に
必
要
な
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
の
解
決
、
施
策
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

５�　
ブ
ラ
ジ
ル
政
府
留
学
生
派
遣
事
業�

「
国
境
な
き
科
学
」へ
の
取
り
組
み

　

２
０
１
１
年
、
ブ
ラ
ジ
ル
政
府
は
理
工
系
人
材
育
成
の
た
め
に

10
万
人
の
学
生
を
海
外
に
派
遣
す
る
計
画
を
発
表
し
た
。
日
本
で

は
学
部
教
育
を
英
語
で
教
授
す
る
と
い
う
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
政

府
の
受
け
入
れ
表
明
に
時
間
を
要
し
た
が
、
２
０
１
３
年
秋
か
ら

の
受
け
入
れ
が
確
定
し
た
。

　

本
学
で
は
、
同
国
の
留
学
生
受
け
入
れ
に
向
け
、
英
語
に
よ
る

学
部
授
業
開
講
を
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
た
。
当
初
、
英
語
に
よ
る
授

業
は
16
科
目
で
あ
っ
た
が
、

現
在
で
は
１
４
３
科
目
を
数

え
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
留
学
生
に

と
ど
ま
ら
ず
、
世
界
各
国
の

留
学
生
受
け
入
れ
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ま

た
、
全
学
部
全
学
科
に
お
い

て
、
英
語
開
講
科
目
を
留
学

生
に
開
設
し
本
学
の
単
位
を

付
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ブ

ラ
ジ
ル
の
母
校
に
お
い
て
単

位
認
定
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
展
開
し
て
い
る
（
本
学
で
は
「
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

と
呼
称
）。
さ
ら
に
、
２
０
１
３
年
度
か
ら
２
０
１
６
年
度
ま
で
の

受
け
入
れ
期
間
（
総
勢
１
６
２
人
受
け
入
れ
）
に
お
い
て
、
科
目

履
修
と
と
も
に
、
希
望
す
る
研
究
室
に
所
属
し
て
学
生
生
活
に
お

け
る
拠
点
を
確
保
で
き
る
よ
う
配
慮
し
、
本
学
教
員
お
よ
び
学
生

と
の
日
常
的
な
交
流
の
場
を
提
供
し
た
。「
国
境
な
き
科
学
」
と
し

て
留
学
生
受
け
入
れ
数
は
、
本
学
が
日
本
の
大
学
の
中
で
最
高
の

実
績
を
誇
り
、
日
本
お
よ
び
ブ
ラ
ジ
ル
政
府
関
係
機
関
か
ら
高
く

評
価
さ
れ
た
。

入学式に出席したブラジル留学生（2014年）
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６�　
ま
と
め�

―
ア
ジ
ア
工
科
系
大
学
ト
ッ
プ
10
入
り
を
目
指
し
て

　

２
０
１
７
年
11
月
、
本
学
は
創
立
90
周
年
を
迎
え
た
。
マ
レ
ー

シ
ア
留
学
生
受
け
入
れ
後
に
本
格
化
し
た
本
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

は
、
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
支
援
事
業
に
選
定
さ
れ
た

こ
と
に
よ
っ
て
一
つ
の
節
目
を
迎
え
て
い
る
。
こ
れ
を
機
に
、
本

学
は
２
０
２
７
年
の
創
立
１
０
０
周
年
に
向
か
っ
て
魅
力
あ
る
大

学
づ
く
り
を
目
指
し
、
ア
ジ
ア
工
科
系
大
学
の
ト
ッ
プ
10
に
入
る

と
い
う
目
標
を
設
定
し
た
。
そ
の
た
め
に
、「
理
工
学
教
育
日
本

一
」「
知
と
地
の
創
造
拠
点
」「
グ
ロ
ー
バ
ル
理
工
学
教
育
モ
デ
ル

校
」「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
先
進
校
」「
教
職
協
働
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
」
の
５
項
目
か
ら
な
るCentennial SIT

 A
ction

を
宣
言

し
た
。
本
学
は
、
今
後
も
真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
を
目
指
し
、
常

に
前
進
す
る
文
化
の
醸
成
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
教
職
学
（
教
員・

職

員・

学
生
）
協
働
に
よ
る
新
た
な
挑
戦
を
続
け
た
い
。

　

皆
様
か
ら
「
理
工
系
を
目
指
す
な
ら
芝
浦
工
大
」「
学
生
採
用
な

ら
芝
浦
工
大
」
と
の
評
価
を
い
た
だ
き
、
自
信
を
持
っ
て
お
薦
め

い
た
だ
け
る
理
工
系
私
学
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
目
指
し
、
教
職

員
一
丸
と
な
っ
て
努
力
す
る
所
存
で
あ
る
。

1
理工学教育

日本一

アジア工科系大学
トップ10

4
ダイバーシティ

推進先進校

5
教職協働

トップランナー

2
知と地の
創造拠点

3
グローバル理工学

教育モデル校

Centennial SIT Action
100周年（2027年）の芝浦工業大学

大学の使命　University Mission
世界に学び、世界に貢献する
　　　　　グローバル理工学人材の育成
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加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ

１　

託
児
室
の
概
要

　

上
智
大
学
で
は
、
学
生
に
対
す
る
学
習
支
援
と
育
児
を
行
う
教

職
員
へ
の
就
業
支
援
と
福
利
厚
生
の
充
実
を
図
る
た
め
、
２
０
０

８
年
10
月
に
四
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
事
業
所
内
保
育
所
（
託
児
室
）

を
設
置
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
利
用
者
の
費
用
負
担
を
少
し
で
も

軽
減
す
る
た
め
に
、
本
人
の
申
請
に
基
づ
い
て
利
用
料
金
の
一
部

を
補
助
す
る
制
度
も
創
設
し
た
。
託
児
室
の
開
設
に
当
た
っ
て
は
、

事
前
に
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
け
て
検
討
を
行
い
、
教
職
員

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
よ
っ
て
意
見
や
要
望
を
吸
い
上
げ
、
可

能
な
限
り
こ
れ
ら
を
反
映
さ
せ
た
。

　

当
託
児
室
に
お
け
る
託
児
対
象
は
「
原
則
と
し
て
生
後
57
日
目

か
ら
未
就
学
の
健
康
な
乳
幼
児
」
と
定
め
、
同
一
時
間
内
の
定
員

を
５
名
程
度
以
内
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
託
児
実
施
時
間
は
、
月

～
土
曜
日
の
８
時
～
20
時
と
し
、
予
約
の
な
い
日
お
よ
び
年
末
年

始
な
ど
を
休
園
日
と
し
て
い
る
。
利
用
上
の
手
続
き
は
、
入
会
手

続
き
を
経
て
会
員
カ
ー
ド
を
発
行
し
、
そ
の
後
は
随
時
、
事
前
に

予
約
し
た
上
で
利
用
す
る
方
式
を
と
っ
て
い
る
。
利
用
者
各
自
が

料
金
を
支
払
い
、
利
用
後
に
、
事
後
申
請
に
基
づ
き
本
学
院
か
ら

各
利
用
者
に
所
定
の
補
助
を
行
う
仕
組
み
で
あ
る
。

　

２
０
１
７
年
度
は
、
学
生
20
名
、
教
職
員
41
名
が
利
用
者
登
録

を
行
い
、年
間
１
０
０
日
間
稼
動
し
、延
べ
１
４
１
名
（
内
訳
：
学

生
の
子
ど
も
１
０
６
名
、
教
職
員
の
子
ど
も
35
名
）
を
預
か
っ
た
。

　

都
心
に
立
地
す
る
本
学
で
は
、
利
用
者
の
居
住
地
に
よ
っ
て
は

恒
常
的
に
子
ど
も
を
大
学
に
連
れ
て
来
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
も

あ
り
、
必
要
性
が
生
じ
た
と
き
に
単
発
で
託
児
室
を
利
用
す
る
者

が
少
な
く
な
い
。
特
に
、
教
職
員
の
利
用
者
に
つ
い
て
は
、
業
務

命
令
に
基
づ
い
て
土
日
祝
日
に
行
わ
れ
る
全
学
行
事
（
入
試
業
務
、

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
、
そ
の
他
学
院
が
必
要
と
認
め
た
行
事
）

に
従
事
す
る
場
合
に
は
利
用
料
金
を
全
額
補
助
す
る
制
度
を
設
け

て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
制
度
を
利
用
し
て
一
時
的
に
託
児
を
行
う

と
い
う
ス
タ
イ
ル
も
、
た
い
へ
ん
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
本
学
で
は
、
教
員
が
運
営
に
携
わ
り
、
本
学
を
会
場

と
し
て
開
か
れ
る
学
会
に
も
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
お
り
、

事
業
所
内
保
育
所（
託
児
室
）の 

ご
紹
介

［
上
智
学
院
］

土
持 
和
久
●
上
智
学
院
人
事
局
人
事
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
長

《
保
育
所（
託
児
室
）編
》

1162018.11　大学時報



一
部
利
用
補
助
を
す
る
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
る
。

２　

託
児
室
の
特
徴

　

託
児
室
で
は
、
乳
児
に
は
ミ
ル
ク
に
よ
る
対
応
を
主
と
し
て
い

る
が
、
利
用
者
の
希
望
や
都
合
に
合
わ
せ
、
託
児
時
間
中
に
適
宜

利
用
者
が
来
室
し
、
母
乳
の
授
乳
を
行
う
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に

し
て
お
り
、
利
用
者
か
ら
は
好
評
を
得
て
い
る
。
ま
た
、
託
児
前

後
の
時
間
を
用
い
て
、
随
時
、
育
児
相
談
も
受
け
付
け
て
お
り
、

授
業
前
に
個
々
の
悩
み
な
ど
に
つ
い
て
ス
タ
ッ
フ
に
相
談
す
る
利

用
者
も
少
な
く
な
い
。
託
児
室
ス
タ
ッ
フ
の
側
も
、
託
児
中
の
子

ど
も
の
様
子
を
利
用
者
へ
細
や
か
に
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
柔
軟
な
対
応
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
小
規
模

で
あ
る
が
ゆ
え
の
強
み
で
あ
り
、
定
期
的
な
利
用
者
な
ど
で
は
、

当
初
は
不
安
を
抱
え
な
が
ら
託
児
を
開
始
す
る
も
の
の
、
徐
々
に

大
き
な
安
心
感
を
も
っ
て
託
児
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
ケ
ー

ス
が
多
い
。
こ
の
ほ
か
、
年
齢
に
応
じ
た
多
様
な
遊
び
を
楽
し
く

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
て
お
り
、
普
段
は
保
育
園
に

通
っ
て
い
る
子
ど
も
が
一
時
的
利
用
と
し
て
来
室
し
た
と
き
に
、

「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
か
ら
、
ま
た
来
た
い
」
と
喜
ん
で
帰
っ
て
い

く
様
子
も
多
く
見
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　

本
学
は
、
２
０
１
１
年
１
月
に
、「
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に

立
っ
た
教
育・

研
究
組
織
及
び
就
業
体
制
の
確
立
」「
教
育・

研
究

及
び
就
業
と
家
庭
生
活
の
両
立
支
援
」「
学
生・

教
職
員
に
対
す 

る
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
啓
発
活
動
の
推
進
」「
大
学
運
営
の
意

思
決
定
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
実
現
」
を
基
本
方
針
と
し
、

「
上
智
大
学
男
女
共
同
参
画
宣
言
」
を
発
し
た
。
今
後
と
も
、
こ
の

目
的
に
資
す
る
べ
く
、
当
託
児
室
の
運
営
を
展
開
し
て
い
く
所
存

で
あ
る
。
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加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ

　

本
学
で
は
、
学
修
や
就
業
意
欲
が
あ
る
人
材
が
子
育
て
を
理
由

に
諦
め
る
こ
と
な
く
、
安
心
し
て
学
業・

仕
事
に
専
念
で
き
る
環

境
整
備
の
一
環
と
し
て
、
２
０
１
７
年
４
月
、
神
田
一
ツ
橋
キ
ャ

ン
パ
ス
６
号
館
１
階
に
共
立
女
子
学
園
内
託
児
所
（
以
下
、
託
児

所
）
を
開
設
し
た
。
ま
た
、
同
施
設
に
隣
接
し
て
、
家
政
学
部
児

童
学
科
付
設 

発
達
相
談・

支
援
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
発
達
相
談・

支
援
セ
ン
タ
ー
）
を
移
設
し
、子
育
て
ひ
ろ
ば
「
は
る
に
れ
」
を
開

設
し
た
。
子
育
て
と
学
業・

仕
事
の
両
立
支
援
を
主
と
す
る
託
児

所
と
、
親
子
の
遊
び
や
か
か
わ
り
の
支
援
を
主
と
す
る
発
達
相
談・

支
援
セ
ン
タ
ー
を
隣
接
さ
せ
て
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
学
内

外
に
お
け
る
多
様
な
子
育
て
支
援
の
拠
点
化
を
目
指
し
て
い
る
。

　

本
学
教
職
員
の
約
６
割
は
女
性
で
あ
り
、
多
く
の
女
性
が
活
躍

す
る
環
境
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
従
来
、
職
場
単
位
で
さ
ま
ざ
ま
な

両
立
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
保
育
施
設
の
設
置
は
、
物

理
的
な
制
約
や
費
用
面
か
ら
、
ニ
ー
ズ
は
あ
っ
て
も
実
現
に
は
至
っ

て
い
な
か
っ
た
。
待
機
児
童
が
社
会
問
題
化
す
る
背
景
の
中
、
希

望
す
る
保
育
所
へ
の
入
所
が
か
な
わ
ず
に
復
職
が
遅
れ
る
教
職
員

が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
く
有
能

な
教
職
員
が
育
児
を
理
由
に
復
職
で
き
な
い
こ
と
は
学
園
に
と
っ

て
大
き
な
損
失
で
あ
る
と
の
認
識
が
高
ま
り
、
託
児
所
設
置
の
大

き
な
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

共
立
女
子
学
園
内
託
児
所

　

施
設
の
利
用
対
象
者
は
、
共
立

女
子
学
園
が
設
置
す
る
大
学
な
ど

の
学
生・

教
職
員
（
非
常
勤
含
む
）

や
発
達
相
談・

支
援
セ
ン
タ
ー
利

用
者
、
千
代
田
区
在
住
者
な
ど
を

中
心
に
、
原
則
と
し
て
生
後
６
カ

月
か
ら
未
就
学
の
乳
幼
児
と
し
て

い
る
。
定
員
は
、
同
一
時
間
内
に

５
名
程
度
と
し
、
月
曜
日
～
金
曜

日
の
９
時
半
～
18
時
半
を
開
室
時

間
と
し
て
い
る
。
運
営
は
、
近
隣

託
児
所
の
設
置
と
子
育
て
支
援

［
共
立
女
子
学
園
］

川
久
保 
清
●
共
立
女
子
大
学・

共
立
女
子
短
期
大
学 

学
長

《
保
育
所（
託
児
室
）編
》
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の
保
育
事
業
者
で
あ
る
㈱
小
学
館
集
英
社
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
に
委

託
し
て
お
り
、
会
員
登
録
を
し
た
利
用
者
が
３
日
前
ま
で
に
申
請

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ス
タ
ッ
フ
が
手
配
さ
れ
、
開
室
す
る
体
制
と

し
て
い
る
。

　

開
設
か
ら
１
年
半
が
過
ぎ
た
現
在
の
利
用
状
況
は
、
登
録
者
18

名
に
対
し
て
延
べ
１
０
０
時
間
程
度
の
利
用
実
績
で
あ
る
。
試
行

的
運
用
の
段
階
で
は
あ
る
が
、
職
員
が
預
け
先
保
育
園
の
休
園
時

や
祝
日
勤
務
時
に
利
用
し
た
り
、
非
常
勤
講
師
が
担
当
授
業
時
間

の
間
に
利
用
す
る
な
ど
の
場
面
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。
利
用
者
か

ら
は
、
少
人
数
で
保
育
士
の
目
が
行
き
届
く
点
や
、
学
内
に
設
置

さ
れ
て
い
る
た
め
安
心
感
が
あ
る
と
い
っ
た
声
が
あ
り
、
当
初
、

期
待
し
て
い
た
子
育
て
世
代
へ
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
社
会
人

学
生
の
登
録
も
あ
り
、
学
び
直
し
支
援
の
一
環
と
し
て
子
育
て
支

援
を
必
要
と
す
る
学
生
の
受
け
入
れ
に
も
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

発
達
相
談・

支
援
セ
ン
タ
ー

　

発
達
相
談・

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
２
０
０
８
年
に
乳
幼
児
親

子
グ
ル
ー
プ
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」
の
活
動
を
開
始
し
、
地
域
の
未
就

園
の
子
育
て
親
子
を
対
象
と
し
て
保
育・

子
育
て
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
家
政
学
部
児
童
学
科
の
正
課
科
目
で

あ
る
「
保
育・

子
育
て
支
援
実
践
演
習
」
と
連
携
し
、
教
員
指
導

の
下
、
学
生
が
実
際
に
親
子
と
関
わ
り
な
が
ら
理
論
や
技
術
を
実

践
的
に
学
ぶ
場
と
し
て
活
用
さ
れ
、
２
０
１
８
年
現
在
、
３
ク
ラ

ス
体
制
で
約
40
組
の
親
子
が
年
間
10
回
の
活
動
に
参
加
し
て
い
る
。

　

他
方
、
２
０
１
７
年
度
に
開
設
し
た
子
育
て
広
場
「
は
る
に 

れ
」
は
、
地
域
の
子
育
て
親
子
の
遊
び
や
交
流
の
場
と
し
て
活
用

さ
れ
る
と
と
も
に
、
大
学
教
員
が
講
師
と
な
っ
て
子
育
て
に
関
す

る
講
座
な
ど
も
開
催
し
て
い
る
。
担
当
教
員・

助
手
や
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
熱
心
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
利
用
者
の
満
足
度

も
高
く
、
口
コ
ミ
で
利
用
者
が
広
が
っ
て
お
り
、
地
域
で
の
認
知

度
も
高
い
。

　

託
児
所
は
子
育
て
と
学
業・

仕
事
の
両
立
支
援
制
度
の
一
つ
で

あ
り
、
勤
務
す
る
場
所
や
時
間
に
対
す
る
柔
軟
な
対
応
な
ど
、
制

度
を
全
体
的
に
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
域
の
子
育
て
支
援
の
拠
点
化
を
目
指
す
に
当
た
り
、

発
達
相
談・

支
援
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
学
内
の
教
育
研
究
活
動
と

の
連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
社
会
人
の
学

び
直
し
支
援
を
推
進
す
る
た
め
、
公
開
講
座
や
共
立
ア
カ
デ
ミ
ー

（
正
課
外
講
座
）
の
参
加
者
の
た
め
の
一
時
保
育
に
も
積
極
的
な
対

応
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ

は
じ
め
に

　

本
学
キ
ャ
ン
パ
ス
の
栄
光
門
か
ら
中
央
教
育
棟
に
続
く
歩
道
で
、

午
前
の
お
散
歩
を
し
て
い
る
園
児
た
ち
の
無
邪
気
な
姿
に
出
会
う

こ
と
が
あ
る
。
授
業
に
向
か
う
学
生
も
、
思
わ
ず
笑
顔
に
な
る
。

中
に
は
声
を
か
け
触
れ
合
う
学
生
も
い
る
。
こ
の
よ
う
な
光
景
を

目
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
２
年
前
に
学
内
保
育
所
が
設
置

さ
れ
て
か
ら
で
あ
る
。

１　

保
育
所
開
設
の
経
緯

　

本
学
で
は
、
２
０
１
０
年
策
定
の
中
長
期
事
業
計
画
で
あ
る
「
創

価
大
学
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
に
、「
女
性
教
員
支
援
準
備
室
」
の

設
置
を
掲
げ
た
。
女
性
教
員
の
比
率
の
向
上
や
、
出
産
や
子
育
て

な
ど
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
教
育
研
究
活
動
が
両
立
で
き
る
環
境

整
備
を
図
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
あ
る
。
２
０
１
３
年
４
月
に
看
護

学
部
が
開
設
さ
れ
、
女
性
教
員
が
増
え
る
と
、
ま
す
ま
す
支
援
の

要
望
が
高
ま
っ
た
。
こ
の
支
援
準
備
室
は
、
そ
の
後
、「
男
女
共
同

参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
そ
し
て
２
０
１
６
年
９
月
、
創
価
大
学
に
学
内
保
育
所
が
誕

生
し
た
の
で
あ
る
。

２　

保
育
所
の
施
設
と
運
営

　

学
内
保
育
所
の
施
設
は
、
大
学
栄
光
門
バ
ス
停
の
横
に
あ
る
、

広
さ
１
２
７
平
米
の
建
物
を
改
修
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

主
な
部
屋
と
し
て
、
保
育
室
、
乳
児
室
、
職
員
室
、
調
理
室
、
沐

浴
室
を
配
置
し
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
は
、
砂
場
、
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ

な
ど
の
遊
技
場
も
設
置
し
た
。

　

保
育
業
務
の
運
営
は
外
部
委
託
す
る
こ
と
と
し
た
。
市
内
の
保

育
園
関
係
者
が
創
価
大
学
の
た
め
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立
し
、
受

託
し
て
も
ら
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

社
会
的
に
は
、
待
機
児
童
問
題
、
な
か
ん
ず
く
保
育
所
不
足
の

問
題
が
指
摘
さ
れ
、
行
政
も
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
現
状
が
あ
る
。

本
学
と
し
て
も
、
小
規
模
で
は
あ
る
が
地
域
貢
献
の
一
助
に
な
れ

ば
と
い
う
趣
旨
か
ら
、
一
般
市
民
枠
を
設
け
る
こ
と
と
し
た
。

ワ
ー
ク・

ラ
イ
フ・

バ
ラ
ン
ス
の

実
現
を
目
指
し
て

［
創
価
大
学
］

島
田 
勉
●
学
校
法
人
創
価
大
学
本
部
事
務
局
主
事

《
保
育
所（
託
児
室
）編
》
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施
設
の
名
称
は
「
創
価
大
学
つ
ば
さ
保
育
所
」、
事
業
の
種
類

は
、
家
庭
的
保
育
事
業
な
ど
の
事
業
所
内
保
育
事
業
（
小
規
模
型
）

で
あ
る
。
定
員
は
３
歳
未
満
の
児
童
10
名
で
あ
り
、
学
内
枠
７
名
、

地
域
枠
が
３
名
。
委
託
先
で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
は
、
業
務
委
託

契
約
と
年
度
ご
と
の
協
定
書
で
委
託
料
や
責
任
分
担
に
つ
い
て
確

認
し
て
い
る
。

　

開
所
日
や
保
育
時
間
な
ど
は
契
約
で
定
め
て
い
る
が
、
国
民
の

祝
日・

休
日
で
あ
っ
て

も
、
本
学
の
授
業
実
施

日
は
開
所
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
こ
こ
は

事
業
所
内
施
設
の
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
ろ

う
。
ま
た
一
時
保
育
制

度
も
整
え
、
非
常
勤
講

師
な
ど
に
も
門
戸
を
開

い
て
い
る
。

　

募
集
に
つ
い
て
は
、

専
任
の
教
職
員
に
対
し

て
担
当
部
署
か
ら
メ
ー

ル
な
ど
で
案
内
し
、
学

内
枠
以
内
で
あ
れ
ば
、
原
則
と
し
て
委
託
先
に
そ
の
ま
ま
回
付
し

て
入
園
手
続
を
進
め
る
。
も
し
超
過
の
場
合
は
抽
選
と
す
る
（
幸

い
に
も
、
こ
れ
ま
で
は
枠
内
）。

　

学
内
に
は
管
理
運
営
委
員
会
を
設
置
し
、
教
職
員
へ
の
募
集
、

定
員
管
理
、
そ
の
他
委
託
先
と
の
課
題
調
整
な
ど
を
行
い
、
ス
ム
ー

ズ
な
運
営
を
図
っ
て
い
る
。

３　

保
育
所
開
設
の
副
次
的
な
効
果

　

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
保
育
所
を
開
設
し
た
こ
と
に
よ
り
、
所
期
の

目
的
で
あ
る
ワ
ー
ク・

ラ
イ
フ・

バ
ラ
ン
ス
の
実
現
支
援
に
と
ど

ま
ら
ず
、
学
生
に
も
メ
リ
ッ
ト
と
な
る
点
が
見
ら
れ
る
。

　

本
学
に
は
教
育
学
部
児
童
教
育
学
科
が
あ
り
、
小
学
校
教
員
の

ほ
か
、
幼
稚
園
、
保
育
園
で
の
活
躍
を
目
指
す
学
生
も
い
る
。
常

時
、
こ
の
学
科
の
学
生
を
中
心
に
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
４
～
５
名

が
業
務
を
通
し
て
実
務
経
験
を
積
ん
で
い
る
。
こ
の
４
月
か
ら
は
、

１
名
の
学
生
が
専
任
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働
い
て
い
る
。
ま
た
、
本

年
夏
に
は
委
託
先
が
初
め
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
、
学
生
20

名
ほ
ど
が
２
～
３
日
の
保
育
実
習
に
参
加
す
る
こ
と
も
で
き
た
。

各
種
行
事
に
も
学
生
の
ク
ラ
ブ
団
体
が
参
画
し
て
交
流
し
て
お
り
、

学
生
に
と
っ
て
、
低
年
齢
の
子
ど
も
た
ち
と
触
れ
合
う
貴
重
な
機

会
に
も
な
っ
て
い
る
。
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ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
が
誕
生
し
た
の
は 

マ
シ
ュマ
ロ
の
売
り
上
げ
促
進
の
た
め

脇
浜　
本
日
は
、
博
多
銘
菓
「
鶴
乃
子
」
で
お
な

じ
み
の
石
村
萬
盛
堂
の
本
店
に
お
じ
ゃ
ま
し
て
、

専
務
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
石
村
一
枝
さ
ん
に
お

話
を
う
か
が
い
ま
す
。

　

で
は
ま
ず
、
ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
石
村
萬
盛
堂
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
い
た
だ
け

ま
す
で
し
ょ
う
か
。

石
村　
石
村
萬
盛
堂
は
１
９
０
５
（
明
治
38
）
年

に
石
村
善
太
郎
が
創
業
し
、
今
年
で
１
１
４
年
に

な
り
ま
す
。
福
岡
に
は
、
日
本
三
大
銘
菓
の
一
つ

に
数
え
ら
れ
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
伝
来
の
南
蛮
菓
子
「
鶏

卵
素
麺
」
が
あ
り
ま
す
が
、
石
村
萬
盛
堂
も
創
業

当
時
か
ら
鶏
卵
素
麺
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
卵
の
黄
身
だ
け
を
使
う
た
め
に
卵
白
が
大
量

に
余
り
、
な
ん
と
か
で
き
な
い
か
と
考
え
た
善
太

郎
は
、
泡
立
て
た
卵
白
で
餡
を
包
ん
だ
お
菓
子
を

開
発
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
森
永
製
菓
の
創
業
者
で

あ
る
森
永
太
一
郎
さ
ん
が
米
国
か
ら
伝
え
た
、
当

ク ロ ー ズ ア ッ プ

・

イ ン タ ビ ュ ー

株
式
会
社 

石
村
萬
盛
堂
　
専
務

石
村 

一
枝
さ
ん
に
聞
く

い
し
む
ら・

か
ず
え

福
岡
市
出
身
、
福
岡
女
学
院

大
学
卒
。
バ
レ
ン
タ
イ
ン

デ
ー
の
お
返
し
を
す
る
日
と

し
て
日
本
で
定
着
し
て
い
る

「
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
」
を
考
案
し

た
、
博
多
を
代
表
す
る
菓
子

店
「
石
村
萬
盛
堂
」
の
３
代

目
社
長・

石
村
善
悟
さ
ん
の

妻
。
プ
ロ
ポ
ー
ズ
の
言
葉
は

「
社
会
と
接
点
を
持
つ
こ
と
に

よ
っ
て
、
人
は
成
長
す
る
。

だ
か
ら
、
君
も
一
緒
に
働
い

て
も
ら
い
た
い
」。
女
性
は
家

庭
に
入
る
の
が
当
た
り
前
の

時
代
に
、
夫
婦
で
経
営
を

行
っ
て
き
た
。

聞
き
手 

脇
浜
紀
子
さ
ん
●
京
都
産
業
大
学
現
代
社
会
学
部
教
授
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時
は
珍
し
か
っ
た
マ
シ
ュ
マ
ロ
の
製
法
を
教
え
て

い
た
だ
き
、
餡
を
純
白
の
マ
シ
ュ
マ
ロ
で
包
ん
だ

鶴
乃
子
が
誕
生
し
た
と
い
う
わ
け
で
す
。「
鶴
乃

子
」
を
つ
く
っ
た
初
代
の
善
太
郎
か
ら
数
え
て
、

現
在
は
４
代
目
と
な
り
ま
す
。

　

私
が
石
村
の
家
に
嫁
い
で
ま
ず
思
っ
た
の
は
、

祖
父
の
善
太
郎
が
、
マ
シ
ュ
マ
ロ
と
い
う
当
時
は

最
先
端
の
「
洋
」
の
素
材
と
「
和
」
の
餡
を
マ
ッ

チ
ン
グ
さ
せ
た
こ
と
。
そ
の
時
代
に
、
す
ご
い
発

想
だ
と
思
い
ま
し
た
。

脇
浜　
お
菓
子
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
す
ね
。

石
村　
本
当
に
そ
う
思
い
ま
す
。「
和
と
洋
の
融

合
」
と
い
う
精
神
は
石
村
萬
盛
堂
に
脈
々
と
受
け

継
が
れ
て
お
り
、
例
え
ば
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
も
そ
う

だ
と
思
い
ま
す
。

脇
浜　
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
は
、
こ
ち
ら
が
発
案
な
さ
っ

た
ん
で
す
ね
。

石
村　
え
え
。
昭
和
52
年
の
こ
と
で
す
。「
こ
の
ふ

わ
ふ
わ
の
マ
シ
ュ
マ
ロ
が
も
っ
と
売
れ
た
ら
い
い

の
に
」
と
常
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
雑

誌
を
見
て
い
た
ら
、「
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
」
に

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
贈
っ
て
も
、
お
返
し
が
な
い
の

は
不
公
平
だ
と
い
う
投
書
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
や
マ
シ
ュ
マ
ロ
で
も
い
い
か
ら
、

と
。
そ
こ
で
夫
と
「
い
た
だ
い
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

を
、
白
い
マ
シ
ュ
マ
ロ
で
優
し
く
包
ん
で
お
返
し

す
る
」
と
い
う
こ
と
を
思
い
つ
き
、
最
初
は
「
マ

シ
ュ
マ
ロ
デ
ー
」と
い
っ
て
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
そ
れ
を
２
月
14
日
の
後
の
い
つ
に
す

る
か
で
、
悩
み
ま
し
た
。
１
週
間
後
で
は
早
す
ぎ
、

１
カ
月
後
で
は
忘
れ
る
か
も
し
れ
な
い
な
ど
と
あ

れ
こ
れ
悩
み
、
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
デ
パ
ー
ト

の
仕
入
担
当
の
方
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
即
座
に

「
３
月
が
暇
だ
か
ら
」
と
言
わ
れ
、
１
カ
月
後
の
３

月
14
日
に
な
っ
た
の
で
す
。
あ
っ
さ
り
と
３
月
に

決
ま
り
ま
し
た
。

脇
浜　
私
た
ち
が
毎
年
大
騒
ぎ
し
て
い
る
ホ
ワ
イ

ト
デ
ー
の
日
付
は
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
で
決
ま
っ
た

の
で
す
か
。

石
村　
そ
う
な
ん
で
す
。
そ
の
数
年
後
に
は
、「
マ

シ
ュ
マ
ロ
の
白
」
を
連
想
さ
せ
る
「
ホ
ワ
イ
ト

デ
ー
」
に
名
前
を
変
え
ま
し
た
。「
洋
」
の
バ
レ
ン

タ
イ
ン
デ
ー
と
セ
ッ
ト
で
、
日
本
の
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー

の
文
化
が
定
着
し
た
と
思
い
ま
す
。

新
し
く
始
め
た
洋
菓
子
は 

夫
の
名
前
か
ら
付
け
た「
ボ
ン
サ
ン
ク
」

石
村　
昭
和
50
年
頃
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、

彼
が
「
こ
れ
か
ら
は
、
洋
菓
子
だ
ね
」
と
。
当
時
、

博
多
で
洋
菓
子
を
売
っ
て
い
る
お
店
は
ま
だ
そ
れ

ほ
ど
多
く
な
く
、
う
ち
で
も
ほ
と
ん
ど
作
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
も
そ
も
、
男
性
が
ケ
ー
キ
を

買
っ
て
家
に
帰
る
こ
と
さ
え
恥
ず
か
し
い
と
い
う

よ
う
な
時
代
だ
っ
た
の
で
す
。
今
で
も
、
バ
レ
ン

タ
イ
ン
デ
ー
や
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
に
お
店
に
行
っ
て
、

お
菓
子
の
ケ
ー
ス
の
前
に
一
人
で
並
ぶ
の
は
恥
ず

か
し
い
と
答
え
る
男
性
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

夫
が
高
校
生
の
頃
、
創
業
者
で
あ
る
お
じ
い
ち
ゃ

ん
に
こ
う
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

「
男
が
洋
菓
子
を
買
っ
て
帰
る
の
は
恥
ず
か
し
い
の

で
、
買
っ
た
ら
す
ぐ
バ
ッ
グ
に
入
れ
る
。
だ
か
ら
、

バ
ッ
グ
の
中
で
縦
に
な
っ
て
も
横
に
な
っ
て
も
こ

わ
れ
な
い
ケ
ー
キ
の
よ
う
に
美
味
し
い
お
菓
子
を
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作
っ
て
く
れ
な
い
か
と
」
と
。

　

２
代
目
善
右
も
や
は
り
斬
新
な
発
想
を
持
っ
た

人
で
、
戦
前
に
フ
ラ
ン
ス
か
ら
有
名
シ
ェ
フ
を
博

多
に
招
聘
し
ケ
ー
キ
づ
く
り
を
は
じ
め
ま
し
た
。

代
々
自
由
な
発
想
を
も
っ
て
い
る
石
村
家
で
し
た
。

　

夫
と
二
人
で
、
ま
ず
洋
菓
子
の
名
前
か
ら
決
め

よ
う
と
し
た
の
で
す
が
、
な
か
な
か
決
ま
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
当
時
は
女
性
雑
誌
の
販
売
部
数
が
落

ち
る
と
、
必
ず
や
る
こ
と
が
三
つ
あ
る
と
雑
誌
編

集
の
人
が
言
っ
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
「
京
都
」「
痩
せ
る
」「
パ
リ
」
の
特
集
の

い
ず
れ
か
で
す
。
そ
れ
を
思
い
出
し
、
洋
菓
子
な

ら
憧
れ
の
パ
リ
だ
と
い
う
こ
と
で
、
パ
リ
市
街
の

地
図
を
引
っ
張
り
出
し
て
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
サ
ン
ク

と
か
ラ・

セ
ー
ヌ
と
か
い
ろ
い
ろ
地
名
を
探
し
て

い
た
ら
、
夫
が
「
ボ
ン
サ
ン
ク
」
は
ど
う
か
と
提

案
し
ま
し
た
。
私
は
も
う
疲
れ
て
い
た
の
で
、

「
あ
、
い
い
ね
。
そ
れ
は
ど
こ
に
あ
る
の
？
」
と
聞

い
た
ら
、
僕
の
名
前
だ
と
言
う
の
で
す
。

脇
浜　
な
る
ほ
ど
。
善
悟
様
の
「
善
」
が
フ
ラ
ン

ス
語
で
「
ボ
ン
」
で
、「
５
（
悟
）」
が
「
サ
ン
ク
」

で
す
ね
。

石
村　
え
え
、「
博
多
の
し
ゃ
れ
も
ん
」
と
い
う

か
、
博
多
っ
て
そ
う
い
う
感
覚
が
あ
る
街
な
ん
で

す
ね
。
そ
れ
で
ボ
ン
サ
ン
ク
に
決
め
て
、
さ
ら
に
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
言
っ
て
い
た
「
縦
に
し
て
も
横

に
し
て
も
い
い
洋
菓
子
」
を
工
夫
し
て
、
和
菓
子

と
は
お
店
を
分
け
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

和
菓
子
だ
け
の
店
か
ら
洋
菓
子
ボ
ン
サ
ン
ク
が

加
わ
り
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
し
て 

子
ど
も
と
一
緒
に
成
長
し
て
き
た

脇
浜　
昨
年
、
30
代
の
二
人
の
息
子
さ
ん
が
社
長

と
副
社
長
に
お
就
き
に
な
っ
た
そ
う
で
す
ね
。

石
村　
子
ど
も
っ
て
、
親
の
話
を
し
っ
か
り
聞
い

て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。
私
が
、
学
生
時
代

に
も
っ
と
英
語
を
勉
強
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と

い
う
話
を
よ
く
し
て
い
た
の
を
次
男
が
聞
い
て
い

て
、
高
校
の
時
に
米
国
に
留
学
し
、
そ
の
後
ノ
ー

ス
イ
ー
ス
タ
ン
大
学
に
入
り
、
卒
業
後
は
か
つ
て

私
が
働
い
た
広
告
代
理
店
に
入
社
し
ま
し
た
。
こ

れ
も
、
私
が
勤
め
て
い
た
頃
の
楽
し
か
っ
た
思
い

出
を
よ
く
聞
か
せ
た
せ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
も
彼
は
山
笠
で
育
っ
た
の
で
、「
就
職
先
は
山
笠

に
出
ら
れ
る
会
社
」
と
い
っ
て
、
最
初
か
ら
福
岡

を
希
望
し
ま
し
た
。
地
元
愛
が
人
一
倍
強
く
、
退

社
し
て
石
村
萬
盛
堂
に
入
り
ま
し
た
。
長
男
も
大

手
の
会
計
事
務
所
を
辞
め
て
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　

長
男
は
生
ま
れ
つ
き
聴
覚
に
障
害
が
あ
り
、
高

校
受
験
の
時
の
英
語
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
０
点
で
し

た
。
大
学
は
父
親
と
同
じ
東
京
大
学
を
志
望
し
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
が
で
き
な
い
の
で
他
の
方
法
で
受
験

さ
せ
て
も
ら
う
よ
う
手
紙
を
出
し
た
と
こ
ろ
、
前

例
が
な
い
か
ら
い
っ
た
ん
は
断
ら
れ
た
も
の
の
、

石
村 

一
枝
さ
ん
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耳
が
不
自
由
な
人
の
新
し
い
受
験
の
取
り
組
み
を

東
京
大
学
が
実
行
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
も
う
、

20
年
近
く
前
の
話
で
す
。
私
は
、こ
う
し
て
い
ろ

い
ろ
な
経
験
を
し
て
、子
ど
も
と
一
緒
に
成
長
し

て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

脇
浜　
仕
事
と
子
育
て
を
、
ず
っ
と
両
立
さ
せ
て

お
い
で
に
な
っ
た
の
で
す
ね
。

石
村　
そ
う
な
ん
で
す
。
結
婚
す
る
前
に
「
社
会

と
接
点
を
持
つ
こ
と
で
人
は
成
長
す
る
ん
だ
か
ら
、

君
も
成
長
し
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
、「
私
の
こ
と

を
思
っ
て
言
っ
て
く
れ
て
る
ん
だ
っ
た
ら
、
働
こ

う
」
と
、
夫
と
働
く
約
束
を
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

い
ざ
子
ど
も
を
保
育
園
に
預
け
る
と
な
る
と
、
実

家
の
母
は
「
と
ん
で
も
な
い
、
自
分
が
面
倒
を
見

る
か
ら
」
と
言
い
出
し
た
ほ
ど
で
す
。
し
か
し
、

夫
は
厳
し
く
、「
君
は
働
き
な
が
ら
子
育
て
を
す
る

と
約
束
し
た
の
だ
か
ら
、
そ
れ
は
守
ら
な
く
て
は

い
け
な
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
毎
朝
、
子
ど
も

を
保
育
園
へ
預
け
に
行
く
と
、
ガ
ラ
ス
戸
に
ア
マ

ガ
エ
ル
の
よ
う
に
へ
ば
り
つ
き
、
泣
き
続
け
て
い

ま
し
た
。
夕
方
に
な
っ
て
迎
え
に
行
く
と
、
ま
た

へ
ば
り
つ
い
て
泣
い
て
い
て
、
一
日
中
泣
い
て
い

た
の
か
と
思
う
と
私
も
泣
き
た
く
な
り
ま
し
た
。

脇
浜　

結
果
的
に
は
、
そ
れ
が
よ
か
っ
た
の
で 

す
ね
。

石
村　
子
ど
も
に
と
っ
て
も
そ
う
だ
し
、
私
も
働

く
こ
と
の
厳
し
さ
や
約
束
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ

を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

脇
浜　
で
は
お
二
人
の
息
子
さ
ん
は
、
今
は
抵
抗

な
く
家
業
を
お
継
ぎ
に
な
る
と
い
う
感
じ
で
す
か
。

石
村　
し
ょ
う
が
な
い
、
も
う
見
て
い
ら
れ
な
い

と
思
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
会
社
員
時

代
の
ほ
う
が
よ
か
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
す
が（
笑
）。

二
人
と
も
、
変
え
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

50
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
大
学
に
入
り
直
し
て 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
学
ん
だ

脇
浜　
今
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
再
び
大
学
で

学
ぶ
「
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
」
が
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
石
村
さ
ん
も
50
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
大
学
に

入
り
直
さ
れ
た
そ
う
で
す
ね
。
ど
う
い
う
き
っ
か

け
で
し
た
か
。

石
村　
私
は
福
岡
女
学
院
の
短
大
卒
で
し
た
が
、

仕
事
を
通
し
て
い
ろ
い
ろ
な
方
と
お
付
き
合
い
し

て
い
く
う
ち
に
も
っ
と
理
論
的
に
学
び
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
仕
事
で
は
ず
っ

と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
も
担
当
し
て
き
た
の
で
、
大

学
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
き
ち
ん
と
学
び
た
い
と

い
う
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
母
校
の

福
岡
女
学
院
の
社
会
人
入
学
が
ス
タ
ー
ト
し
た
年

で
し
た
。

　

女
性
の
子
育
て
が
一
段
落
し
た
と
き
、
趣
味
の

世
界
を
楽
し
む
の
も
い
い
と
思
い
ま
す
し
、
そ
こ

か
ら
自
分
の
人
生
を
ど
う
歩
ん
で
い
く
か
と
か
、

脇
浜 

紀
子
さ
ん
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世
の
中
に
ど
う
貢
献
で
き
る
か
と
考
え
て
大
学
で

学
び
直
す
、
大
学
で
幅
広
い
意
見
や
も
の
の
見
方

に
触
れ
る
と
い
う
こ
と
も
、
と
て
も
い
い
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

脇
浜　
具
体
的
に
は
、
ど
の
よ
う
な
授
業
を
お
受

け
に
な
り
ま
し
た
か
。

石
村　
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
や
は
り
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
で
す
。
先
生
の
講
義
を
聴
き
な
が
ら
、

「
そ
う
そ
う
、
そ
の
と
お
り
」
と
か
「
い
や
、
私
が

経
験
し
た
現
場
は
ち
ょ
っ
と
違
う
」
な
ど
と
思
っ

て
、
先
生
と
話
し
合
っ
た
の
が
と
て
も
楽
し
か
っ

た
で
す
ね
。

脇
浜　

理
論
の
世
界
と
実
践
と
で
は
、
確
か
に

ち
ょ
っ
と
違
う
部
分
も
あ
り
ま
す
。

石
村　
そ
う
な
ん
で
す
。
ま
た
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に

関
す
る
問
題
が
社
会
で
ど
ん
ど
ん
い
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
頃
で
し
た
が
、
授
業
で
よ
り
深
く
学
び
、

改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

50
歳
く
ら
い
ま
で
な
ら
、そ
の
後
の
人
生
を 

再
設
計
で
き
る
こ
と
に
気
付
い
た

脇
浜　
年
齢
の
離
れ
た
若
い
学
生
と
一
緒
に
学
ぶ

こ
と
に
、
違
和
感
や
抵
抗
感
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
か
。

石
村　
違
和
感
な
く
過
ご
せ
ま
し
た
。
た
だ
、
仕

事
を
続
け
な
が
ら
だ
っ
た
の
で
、
時
間
の
調
整
が

大
変
で
し
た
。

　

大
学
に
は
自
然
な
感
じ
で
迎
え
入
れ
て
い
た
だ

き
、
若
い
頃
に
教
わ
っ
た
先
生
が
元
気
で
い
ら
っ

し
ゃ
っ
て
、
以
前
と
同
じ
よ
う
に
接
し
て
く
だ
さ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
本
当
に
い
い
学
校
だ
と
心
か
ら

思
い
ま
し
た
。

　

人
生
設
計
っ
て
本
当
に
大
事
だ
と
思
い
ま
す
が
、

二
十
歳
前
後
の
学
生
時
代
に
は
よ
く
分
か
ら
な

か
っ
た
こ
と
が
、
年
齢
を
重
ね
る
と
い
ろ
ん
な
こ

と
が
み
え
て
く
る
。
私
は
、
50
歳
く
ら
い
ま
で
で

あ
れ
ば
そ
の
後
の
人
生
を
再
設
計
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
、
50
歳
を
少
し
過
ぎ
て
か
ら
で
す
が
大

学
に
入
り
ま
し
た
。

脇
浜　
分
か
り
ま
す
。
私
も
仕
事
を
続
け
な
が
ら

大
学
に
通
い
、
43
歳
の
時
に
博
士
号
を
取
得
し
、

50
歳
で
放
送
局
を
退
社
し
て
新
し
い
人
生
を
始
め

ま
し
た
。
50
歳
か
ら
の
人
生
設
計
が
可
能
な
時
代

に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

石
村　
私
が
学
び
直
そ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
の

一
つ
は
、
や
は
り
夫
で
す
ね
。
一
緒
に
お
菓
子
屋
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さ
ん
を
経
営
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
彼
は
地

元
の
経
済
界
の
活
動
に
参
加
し
た
り
、
学
校
時
代

の
友
人
や
先
輩
後
輩
が
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
活
躍

な
さ
っ
て
い
て
、
そ
う
い
う
方
々
と
お
付
き
合
い

が
あ
っ
た
り
、
と
い
う
の
を
身
近
に
見
て
い
る
と

私
も
視
野
が
広
が
っ
て
、
改
め
て
自
分
の
人
生
設

計
を
考
え
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
母
校
が
社
会
人
入

学
制
度
を
始
め
た
と
聞
い
た
の
で
、
も
う
一
度
自

分
を
見
つ
め
な
お
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

入
学
し
た
の
で
す
。

　

私
が
社
会
人
入
学
を
し
た
頃
と
時
代
が
大
き
く

変
わ
っ
て
い
る
の
で
、
新
し
い
社
会
人
入
学
の
あ

り
方
も
変
わ
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

脇
浜　
大
学
経
営
も
、
石
村
萬
盛
堂
の
よ
う
な
会

社
経
営
と
似
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
ね
。
歴

史
や
伝
統
は
守
る
も
の
の
、
新
し
い
こ
と
も
や
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

石
村　
時
代
が
大
変
な
ス
ピ
ー
ド
で
変
化
し
て
い

る
と
き
に
、
変
え
て
は
い
け
な
い
も
の
、
わ
れ
わ

れ
の
場
合
は
鶴
乃
子
で
す
が
、
そ
れ
は
守
り
つ
つ
、

新
し
い
こ
と
を
積
極
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
こ

と
を
痛
感
し
ま
す
。
う
ち
も
か
つ
て
は
路
面
店
の

売
り
上
げ
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
車
社
会
に
な

り
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
の
お
客
様
が
高
齢
に
な

る
と
、
わ
ざ
わ
ざ
お
店
ま
で
歩
い
て
い
ら
っ
し
ゃ

ら
な
い
。
一
方
で
、
ネ
ッ
ト
通
販
や
コ
ン
ビ
ニ
な

ど
の
新
し
い
流
通
経
路
が
出
て
き
ま
し
た
。
で
は
、

既
存
の
路
面
店
は
ど
う
す
る
か
。
そ
こ
を
変
え
る

に
は
、
相
当
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で
す
。

脇
浜　
ず
っ
と
実
践
で
や
っ
て
こ
ら
れ
て
、
さ
ら

に
大
学
で
学
び
直
し
て
、
ま
さ
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

な
さ
っ
た
感
じ
で
す
ね
。
今
の
お
言
葉
は
、
と
て

も
重
み
が
あ
り
ま
す
。

石
村
萬
盛
堂
を
次
の
世
代
に
伝
え
る
た
め
に 

役
割
を
し
っ
か
り
果
た
し
て
く
だ
さ
い

脇
浜　
石
村
さ
ん
は
中
学
か
ら
福
岡
女
学
院
に
通

わ
れ
ま
し
た
。

石
村　
え
え
、
中
学・

高
校
と
６
年
間
一
貫
教
育

で
し
た
。
毎
日
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
し
、
教
養

が
自
然
と
身
に
付
く
よ
う
な
学
校
で
し
た
。
ミ
ッ 

シ
ョ
ン
系
の
学
校
で
、
英
語
は
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
先

生
で
し
た
し
、
全
員
が
ピ
ア
ノ
を
習
い
ま
し
た
。

先
生
方
の
立
ち
居
振
る
舞
い
に
と
て
も
品
が
あ
っ

て
、
こ
ち
ら
も
自
然
に
そ
れ
が
身
に
付
く
６
年
間

で
し
た
。

脇
浜　
高
校
を
卒
業
し
て
、
そ
の
ま
ま
短
大
に
進

学
な
さ
い
ま
し
た
。

石
村　
短
大
で
英
語
を
学
ぼ
う
と
思
っ
た
の
で
す

127 大学時報　2018.11



が
、
父
か
ら
「
女
は
英
語
な
ん
か

勉
強
せ
ん
で
も
い
い
」
と
言
わ
れ
、

家
政
科
に
入
り
ま
し
た
。
そ
ん
な

時
代
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

脇
浜　
ご
両
親
は
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
古
い
日
本
の
考
え
方
で
す
が
、

結
婚
相
手
は
非
常
に
進
歩
的
だ
っ

た
よ
う
で
す
ね
。

石
村　
進
歩
的
な
家
で
し
た
ね
。

結
婚
前
は
、
石
村
は
古
い
家
だ
か

ら
入
っ
た
ら
大
変
だ
ろ
う
な
、
お
正
月
に
は
お
せ

ち
料
理
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
お
客
様
も
多
い
ん
だ

ろ
う
な
と
覚
悟
し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
石

村
の
母
は
「
お
正
月
は
忙
し
い
け
ん
、
お
料
理
は

外
か
ら
と
ろ
う
ね
」
と
言
っ
て
く
れ
て
。
今
で
こ

そ
お
せ
ち
の
予
約
は
普
通
で
す
が
、
三
十
何
年
前

で
す
か
ら
、
す
ば
ら
し
い
論
理
的
な
母
で
し
た
。

脇
浜　
な
か
な
か
革
新
的
な
お
母
さ
ん
で
し
た
ね
。

石
村　
母
も
働
い
て
お
り
ま
し
た
し
頭
の
い
い
方

で
、
あ
な
た
は
石
村
萬
盛
堂
を
次
の
世
代
に
伝
え

る
役
割
が
あ
る
か
ら
、
し
っ
か
り
仕
事
を
し
て
ね

と
言
わ
れ
ま
し
た
。

脇
浜　
創
業
者
の
思
い
が
、
ず
っ
と
受
け
継
が
れ

て
い
る
の
で
す
ね
。

女
性
の
活
躍
を
支
援
す
る
福
岡
発
の 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
い

脇
浜　
石
村
さ
ん
は
お
仕
事
だ
け
で
は
な
く
、
女

性
の
活
躍
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
活
動
も
な
さ
っ
て
い

ま
す
。

石
村　
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
の
学
校
で
教
育
を
受
け
た

か
ら
か
、
困
っ
て
い
る
人
を
見
る
と
居
て
も
立
っ

て
も
い
ら
れ
ず
、
手
を
差
し
の
べ
る
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
。

　

特
に
、
女
性
で
頑
張
っ
て
い
る
人
を
見
る
と
何

か
お
手
伝
い
で
き
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば

企
業
の
中
で
頑
張
っ
て
素
晴
ら
し
い
キ
ャ
リ
ア
を

積
ん
で
き
た
女
性
が
、
あ
る
年
齢
に
達
す
る
と
活

躍
の
場
を
次
の
世
代
に
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
が
あ
り
、
実
力
が
あ
る
の
に
発
揮
で
き
な
く

な
る
。
非
常
に
も
っ
た
い
な
い
で
す
よ
ね
。
女
性

の
活
躍
を
支
援
す
る
何
か
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
い

と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

脇
浜　
確
か
な
キ
ャ
リ
ア
の
あ
る
女
性
を
、
も
っ

と
生
か
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

石
村　
え
え
。
私
の
周
り
を
見
て
も
、
働
き
た
い

の
に
そ
の
場
が
な
い
と
い
う
女
性
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

脇
浜　
ぜ
ひ
女
性
支
援
の
福
岡
モ
デ
ル
を
つ
く
っ

て
、
全
国
に
広
め
て
く
だ
さ
い
。

石
村　
私
の
も
う
一
つ
の
テ
ー
マ
は
、
障
害
者
の

就
労
で
す
。
長
男
が
聴
覚
に
障
害
が
あ
る
た
め
に

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
そ
う
で
な
か
っ
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た
ら
気
付
か
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

障
害
者
の
方
が
、
今
も
工
場
や
店
舗
で
働
い
て

い
ま
す
。
周
り
の
ス
タ
ッ
フ
も
、
一
緒
に
働
く
こ

と
で
学
ぶ
こ
と
も
多
い
よ
う
で
す
。

脇
浜　

い
ろ
い
ろ
な
社
会
活
動
の
場
で
、
そ
う 

い
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
お
話
し
に
な
る
と
、
聞
い

て
い
る
皆
さ
ん
は
き
っ
と
元
気
づ
け
ら
れ
る
で

し
ょ
う
ね
。

社
会
の
現
場
に
手
で
触
れ
な
が
ら 

仕
事
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

石
村　
福
岡
は
中
国
や
韓
国
や
い
ろ
い
ろ
な
国
か

ら
訪
れ
る
観
光
客
が
大
変
な
数
に
上
り
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
で
す
ご
い
熱
気
で
す
。
国
も
観
光
と
い
う

こ
と
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
最
初
の
こ
ろ
は
炊

飯
器
を
何
台
も
持
っ
て
帰
国
さ
れ
る
風
景
を
目
に

し
ま
し
た
が
、
せ
っ
か
く
お
い
し
く
た
け
る
炊
飯

器
が
あ
っ
て
も
美
味
し
い
お
米
が
な
い
と
い
っ
て

ブ
ラ
ン
ド
米
を
買
っ
て
帰
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

さ
ら
に
化
粧
品
や
エ
ス
テ
に
関
心
の
対
象
が
移
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
こ
と
は
、
集
計
さ
れ
た
デ
ー

タ
だ
け
見
て
い
て
も
す
ぐ
に
は
分
か
ら
な
い
。
も
っ

と
、
お
店
や
街
角
と
い
っ
た
「
社
会
の
現
場
」
で

手
で
触
れ
な
が
ら
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
い
ま
す
。

脇
浜　
そ
れ
は
と
て
も
よ
く
分
か
り
ま
す
。

　

石
村
さ
ん
は
、
や
り
た
い
こ
と
が
ま
だ
ま
だ
た

く
さ
ん
お
あ
り
で
す
ね
。
お
休
み
の
日
は
、
趣
味

と
か
ボ
ー
ッ
と
す
る
と
か
、
ど
う
や
っ
て
お
過
ご

し
に
な
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

石
村　
ボ
ー
ッ
と
テ
レ
ビ
や
新
聞
を
見
て
い
て
も
、

こ
れ
は
い
い
な
と
か
、
こ
れ
は
あ
の
仕
事
に
使
え

る
な
ど
と
つ
い
つ
い
考
え
て
し
ま
っ
て
。
美
容
室

で
雑
誌
を
見
て
い
て
も
、
気
に
な
る
記
事
を
見
つ

け
る
と
「
す
み
ま
せ
ん
、
こ
の
ペ
ー
ジ
を
切
り
取
っ

て
、
い
た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
」
と
か
。

　

私
に
と
っ
て
、
仕
事
は
日
々
の
時
間
の
中
に
息

づ
い
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
か
ら
。

脇
浜　
や
は
り
、
情
熱
を
持
ち
続
け
な
い
と
だ
め

で
す
よ
ね
。

石
村　
そ
う
で
す
ね
。
息
子
た
ち
か
ら
、
ど
う
し

て
そ
ん
な
に
頑
張
る
の
か
と
。
た
だ
た
だ
好
き
な

ん
で
す
よ
ね
。

脇
浜　
本
日
は
興
味
深
い
お
話
を
た
っ
ぷ
り
と
お

う
か
が
い
で
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

石村一枝さん（右）と脇浜紀子さん
（2018年9月20日 石村萬盛堂本店前にて）
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因い
ん

田で
ん 
義よ

し

男お

名
古
屋
学
院
大
学
理
事
長

　

末
安
堅
二
前
理
事
長
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
８
月
３
日
付
で
因
田
義
男
理
事
が
理

事
長
に
就
任
し
た
。
任
期
は
２
０
２
１
年

８
月
２
日
ま
で
の
３
年
間
。

　

因
田
義
男
理
事
長
は
１
９
４
４
年
三
重

県
生
ま
れ
。
１
９
６
８
年
法
政
大
学
法
学

部
卒
業
。
同
年
名
古
屋
市
役
所
に
入
庁
し
、

市
長
室
長
、
総
務
局
長
な
ど
を
経
て
、
２

０
０
２
年
に
助
役・

副
市
長
に
就
任
。
名

古
屋
市
の
公
立
大
学
統
廃
合
や
名
古
屋
市

立
大
学
の
独
立
行
政
法
人
化
に
尽
力
し
た
。

２
０
１
２
年
か
ら
本
法
人
監
事
を
務
め
る
。

　

新
理
事
長
は
就
任
に
当
た
り
、
人
間
力

＝
社
会
を
生
き
抜
く
力
、思
考
力・

判
断
力・

表
現
力
と
い
っ
た
力
を
高
め
ら
れ
る
よ
り

よ
い
教
育
環
境
や
、
多
様
な
価
値
観
を
受

容
す
る
力
を
養
う
環
境
の
整
備
を
さ
ら
に

進
め
、「
中
長
期
計
画
２
０
１
４
―
２
０
２

３
」
の
実
績
を
踏
ま
え
て
策
定
さ
れ
た
「
中

期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
２
０
１
８
―
２
０

２
０
」
の
深
化
と
具
現
化
に
向
け
て
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取
り
組
む
と
述
べ
た
。

　

名
古
屋
学
院
大
学
は
、
２
０
１
９
年
に

大
学
創
立
55
周
年
を
迎
え
る
。
キ
リ
ス
ト

教
主
義
大
学
と
し
て
、
建
学
の
精
神
「
敬

神
愛
人
」
に
基
づ
い
た
人
間
性
と
国
際
性

を
柱
と
す
る
教
育
を
一
貫
し
て
進
め
て
お

り
、
２
０
１
８
年
９
月
に
は
国
際
人
材
教

育
拠
点
「
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ 

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
」

を
開
設
す
る
な
ど
、
着
実
に
教
育
環
境
を

整
え
て
い
る
。
大
学
を
取
り
巻
く
社
会
情

勢
は
変
化
が
激
し
く
、
課
題
は
山
積
し
て

い
る
も
の
の
、
温
厚
で
あ
り
な
が
ら
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
新
理
事
長
の
果

敢
な
挑
戦
が
期
待
さ
れ
る
。

奇数月20日（年6回）刊行
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木き

越ご
し

　
康や

す
し

大
谷
大
学
学
長
。
’90
大
谷
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
真
宗
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
満
期
退
学
。

修
士
（
文
学
）。
’16
か
ら
現
職
。
著
書
『
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
親
鸞
の
教
え
に
反
す
る
の
か
』
な
ど
。

ウ
ス
ビ
・
サ
コ

O
ussouby SA

C
K

O

京
都
精
華
大
学
学
長
。

マ
リ
共
和
国
で
生
ま
れ
、
中
国・

北
京
語
言
大
学
、

南
京
東
南
大
学
を
経
て
来
日
。
’01
か
ら
京
都
精
華
大

学
教
員
、
’18
か
ら
現
職
。
専
門
は
空
間
人
類
学
。

佐さ

さ々

木き

宏ひ
ろ
し

立
教
大
学
経
営
学
部
教
授
／
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
部
長
。
大
阪
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
、

博
士
（
経
済
学
）。
専
門
は
経
営
学
。
’03
社
会
学
部
教

授
を
経
て
、
’06
か
ら
現
職
。

水み
ず

島し
ま

久ひ
さ

光み
つ

東
海
大
学
キ
ャ
リ
ア
就
職
セ
ン
タ
ー
所

長
、文
化
社
会
学
部
教
授
。
’03
東
京
大
学
大
学
院
学
際

情
報
学
府
修
士
課
程
修
了
。修
士（
学
際
情
報
学
）。広

告
会
社
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
企
業
勤
務
を
経
て
現
職
。

清し

水み
ず

克か
つ

弥や

石
川
県
参
事
（
い
し
か
わ
就
職・

定
住

総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
長
）。
関
西
大
学
法
学
部
法

律
学
科
卒
。
総
務
部
人
事
課
長
、
商
工
労
働
部
次
長

な
ど
を
経
て
、
’17
か
ら
現
職
。

青あ
お
木き

　
隆た

か
し

長
野
県
産
業
労
働
部
労
働
雇
用
課
長
。
’85

慶
應
義
塾
大
学
商
学
部
卒
。
修
士
（
学
術
）。
’85
長
野

県
職
員
、
’14
県
民
文
化
部
次
世
代
サ
ポ
ー
ト
課
長
を

経
て
、
’17
か
ら
現
職
。

音お
と

　
好よ

し

宏ひ
ろ

上
智
大
学
文
学
部
教
授
。
’90
上
智
大
学

大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
。

専
門
は
メ
デ
ィ
ア
論
。
主
著
『
放
送
メ
デ
ィ
ア
の
現

代
的
展
開
』
ほ
か
。

安あ

部べ

誠せ
い

治じ

関
西
大
学
社
会
安
全
学
部
教
授
。
大
阪

市
立
大
学
助
教
授
な
ど
を
経
て
、
’94
か
ら
関
西
大
学

商
学
部
教
授
。
副
学
長
、
社
会
安
全
学
部
長
な
ど
を

歴
任
し
、
’18
か
ら
現
職
。

本も
と

廣ひ
ろ

賢け
ん

吾ご

学
校
法
人
広
島
女
学
院
法
人・

大
学
事

務
局
長
。
広
島
大
学
経
済
学
部
卒
。

井い
の

上う
え

博ひ
ろ

司し

熊
本
学
園
大
学
総
務
部
次
長
。
熊
本
商

科
大
学
（
現・

熊
本
学
園
大
学
）
経
済
学
部
卒
。
’91

熊
本
商
科
大
学
入
職
、
’17
か
ら
現
職
。

白し
ら

幡は
た

　
晶あ

き
ら

城
西
大
学
学
長
、
薬
学
部
教
授
。
’81
東

京
大
学
大
学
院
薬
学
系
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
。

薬
学
博
士
。米
国
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
立
大
学
医
学
部

研
究
員
を
経
て
、’85
城
西
大
学
入
職
、’16
に
学
長
就
任
。

菊き
く

地ち

光み
つ

男お

福
岡
大
学
総
務
部
長
。
’83
福
岡
大
学
商

学
部
卒
。
同
年
福
岡
大
学
職
員
、
そ
の
後
、
福
岡
大

学
病
院
事
務
長
を
経
て
、
’17
か
ら
現
職
。

八は
っ

田た

浩ひ
ろ

康や
す

亜
細
亜
大
学
総
合
企
画
部
地
域
交
流
課

長
。
’85
亜
細
亜
大
学
経
済
学
部
卒
。
地
域
産
学
公
連

携
推
進
室
課
長
、
入
試
課
長
、
大
学
院
事
務
課
長
、

秘
書
課
長
を
経
て
、
’17
か
ら
現
職
。

貫ぬ
き

　
正ま

さ

義よ
し

学
校
法
人
福
岡
大
学
理
事
長
、
九
州
電

力
㈱
相
談
役
。
’68
九
州
大
学
経
済
学
部
卒
、
同
年
九

州
電
力
入
社
。
副
社
長
、
会
長
を
経
て
、
’18
か
ら
相

談
役
。
’17
福
岡
大
学
理
事
、
同
年
12
月
か
ら
理
事
長
。

ジ
ェ
ー
ム
ス
・
フ
ァ
ー
ラ
ー

JAM
ES FARRER

上
智
大
学
国
際
教
養
学
部
教

授
、
グ
ロ
ー
バ
ル・

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
研
究
科
グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
専
攻
主
任
。
シ
カ
ゴ
大
学
社
会
学
研
究
科

博
士
後
期
課
程
修
了
。
専
門
は
都
市
社
会
学
。

執筆者 ・ 出席者のご紹介（掲載順）
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児こ

玉だ
ま

耕こ
う

太た

立
命
館
大
学
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー・

マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
研
究
科
准
教
授
。
’04
九
州
大
学
薬
学
府
博
士

後
期
課
程
修
了
、
博
士
（
薬
学
）。
理
化
学
研
究
所
、

北
海
道
大
学
な
ど
を
経
て
、
’16
か
ら
現
職
。

濱は
ま

田だ

勝か
つ

宏ひ
ろ

文
化
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
大
学
院
大
学
学

長
。
’70
早
稲
田
大
学
大
学
院
政
治
学
研
究
科
修
士
課

程
修
了
。
’70
入
職
、
以
来
同
学
園
に
勤
務
。
’18
か
ら

現
職
。
主
著
『
現
代
社
会
学
へ
の
招
待
』
な
ど
。

長な
が

澤さ
わ

忠た
だ

徳の
り

武
蔵
野
美
術
大
学
学
長
、
教
授
。
武
蔵

野
美
術
大
学
造
形
学
部
卒
。
’81
英
国
ロ
イ
ヤ
ル
カ
レ
ッ

ジ
オ
ブ
ア
ー
ト
修
士
課
程
修
了
。
主
著
『
イ
ン
タ
ン

ジ
ブ
ル・

イ
ラ
』
ほ
か
。

岡お
か

原は
ら

宏こ
う

一い
ち

税
理
士
、
公
認
会
計
士
。
日
本
私
立
大

学
連
盟
顧
問
税
理
士
。

北ほ
う

條じ
ょ
う

英ひ
で

勝か
つ

武
蔵
野
大
学
教
務
部
長
、
人
間
科
学
部

教
授
。
東
洋
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
社
会
学
専

攻
博
士
課
程
単
位
取
得
後
退
学
。
修
士
（
社
会
学
）。

南な
ん

部ぶ

紘こ
う

一い
ち

郎ろ
う

豊
田
工
業
大
学
工
学
部
助
教
。
’11
名

城
大
学
理
工
学
部
博
士
後
期
課
程
卒
。
博
士
（
工

学
）。
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
機
械
工
学
科
助
教
を

経
て
、
’17
か
ら
現
職
。

野の

島じ
ま

一か
ず

彦ひ
こ

跡
見
学
園
女
子
大
学
心
理
学
部
長
。
’75

九
州
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取

得
退
学
。
博
士
。
九
州
大
学
を
経
て
’12
か
ら
現
職
。

主
著
『
臨
床
心
理
学
概
論
』
な
ど
。

早さ

乙お
と

女め

徹と
お
る

学
校
法
人
芝
浦
工
業
大
学
常
務
理
事
。
’79

法
政
大
学
経
済
学
部
卒
。
同
年
に
学
校
法
人
芝
浦
工

業
大
学
入
職
、
財
務
部
長
、
事
務
局
長・

理
事
な
ど

を
経
て
、
’18
か
ら
現
職
。

土つ
ち

持も
ち

和か
ず

久ひ
さ

上
智
学
院
人
事
局
人
事
サ
ー
ビ
ス
グ

ル
ー
プ
長
。

川か
わ

久く

保ぼ

清き
よ
し

共
立
女
子
大
学・

共
立
女
子
短
期
大
学

学
長
。
東
京
大
学
医
学
部
卒
。
東
京
大
学
医
学
部
助

教
授
を
経
て
、
’03
共
立
女
子
大
学
家
政
学
部
教
授
。
’18

４
月
学
長
に
就
任
。

島し
ま

田だ

　
勉つ

と
む

学
校
法
人
創
価
大
学
評
議
員
、
本
部
事

務
局
主
事
。
創
価
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課

程
修
了
。
人
事
課
長
、
財
務
部
副
部
長
、
企
画
室
部

長
を
経
て
、
本
部
事
務
局
長
。
’18
６
月
か
ら
現
職
。

石い
し

村む
ら

一か
ず

枝え

福
岡
市
出
身
、
福
岡
女
学
院
大
学
卒
。

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
の
お
返
し
を
す
る
日
と
し
て
日

本
で
定
着
し
て
い
る
「
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
」
を
考
案
し

た
、
博
多
を
代
表
す
る
菓
子
店
「
石
村
萬
盛
堂
」
の

３
代
目
社
長・

石
村
善
悟
さ
ん
の
妻
。
プ
ロ
ポ
ー
ズ

の
言
葉
は
「
社
会
と
接
点
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、

人
は
成
長
す
る
。
だ
か
ら
、
君
も
一
緒
に
働
い
て
も

ら
い
た
い
」。
女
性
は
家
庭
に
入
る
の
が
当
た
り
前
の

時
代
に
、
夫
婦
で
経
営
を
行
っ
て
き
た
。

脇わ
き

浜は
ま

紀の
り

子こ

京
都
産
業
大
学
現
代
社
会
学
部
教
授
。

神
戸
大
学
法
学
部
卒
。
’90
読
売
テ
レ
ビ
入
社
。
’10
大

阪
大
学
大
学
院
国
際
公
共
政
策
博
士
号
取
得
。
研
究

分
野
は
地
域
メ
デ
ィ
ア
と
地
域
情
報
。

〈お断り〉本稿は、お書きいただいた資料から、できる限り統一して掲載いたしました。
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●
９
月
11
日
㈫

　

第
４
回
常
務
理
事
会・

第
６
回
理
事
会
に 

出
席
。

●
９
月
13
日
㈭

　

記
者
会
見
に
出
席
。
昨
今
の
高
等
教
育
政
策

に
関
す
る
齟
齬
や
危
機
意
識
、
新
た
な
案
を
提

示
し
た
「
高
等
教
育
政
策
に
関
す
る
私
大
連
の

見
解
」
を
公
表
。

●
10
月
２
日
㈫

　

第
５
回
常
務
理
事
会
に
出
席
。

●
10
月
５
日
㈮

　

自
由
民
主
党
耐
震
議
連
総
会
に
出
席
。
私
立

大
学
の
耐
震
化
の
遅
れ
と
支
援
に
つ
い
て
説
明・

要
望
。

●
10
月
９
日
㈫

　

麻
生
太
郎
財
務
大
臣
に
自
民
党
耐
震
議
連
と

共
に
私
立
大
学
の
耐
震
化
支
援
を
要
望
。

●
10
月
10
日
㈬

　

柴
山
昌
彦
文
部
科
学
大
臣
に
自
民
党
耐
震
議

連
と
共
に
私
立
大
学
の
耐
震
化
支
援
を
要
望
。

　

菅
義
偉
官
房
長
官
に
自
民
党
耐
震
議
連
と
共

に
私
立
大
学
の
耐
震
化
支
援
を
要
望
。

●
10
月
16
日
㈫

　

第
６
回
常
務
理
事
会・

第
７
回
理
事
会
に 

出
席
。

●
10
月
17
日
㈬

　
「
私
大
連
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
８
」
に
パ
ネ
リ

ス
ト
と
し
て
出
席
。
産
業
界
な
ど
の
ト
ッ
プ
リ
ー

ダ
ー
を
交
え
、
２
０
４
０
年
を
見
据
え
た
私
立

大
学
の
大
学
改
革
と
人
材
育
成
に
つ
い
て
議
論
。

●
10
月
18
日
㈭

　

全
私
学
連
合
代
表
と
し
て
柴
山
昌
彦
文
部
科

学
大
臣
を
表
敬
訪
問
。

平
成
30
年
秋
の
叙
勲・

褒
章

�
（
連
盟
事
業
関
係
者
）

〈
叙
勲
〉

旭
日
重
光
章

　

長
田　

豊
臣
（
立
命
館
元
理
事
長
）

瑞
宝
中
綬
章

　

安
蘇
谷
正
彦
（
國
學
院
名
誉
教
授
、
元
大
学
長
）

　

大
橋
ゆ
か
こ
（
文
教
大
学
元
大
学
長
）

　

佐�

藤　

英
善
（
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
、
元
常
任

理
事
、
元
法
学
部
長
）

　

佐�

藤　

義
彦
（
同
志
社
大
学
名
誉
教
授
、
元
法
学

部
長
）

　

武�

藤　

元
昭
（
青
山
学
院
大
学
名
誉
教
授
、
元
学

長
、
元
静
岡
英
和
学
院
大
学
学
長
）

開
催
報
告

◉
９
月
３
日
㈪

「
理
事
長
会
議
」
開
催

　
「
私
立
大
学
法
人
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス・

マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
要
諦
『
な
ぜ
？
』
を
明
確

に
し
、『
何
を
？
』
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、

品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
（
東
京
都
港
区
）
に
て

開
催
。
59
法
人
72
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

◉
９
月
28
日
㈮

「
国
の
補
助
金
等
に
関
す
る
説
明
会
（
第
１
回
）」

開
催

　
「
平
成
31
年
度
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
に
関

す
る
概
算
要
求
」、「
国
公
私
立
大
学
を
通
じ
た

大
学
教
育
再
生
の
戦
略
的
推
進
等
に
関
す
る
概

算
要
求
」
な
ら
び
に
「
大
学
等
の
留
学
生
交
流

の
充
実
に
か
か
る
事
業
等
」
に
つ
い
て
、
文
部

科
学
省
担
当
者
か
ら
報
告・

説
明
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
内
閣
官
房
担
当
者
か
ら
地
方
創
生
に
関

わ
る
国
の
制
度・

予
算
の
動
向
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
、98
大
学
、３
７
４
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

会
長
の
動
き
２
０
１
８
年

９
月
▼
10
月

私大連フォーラム2018を開催

連盟ニュース
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◆
「
人
間
50
年
」
と
い
っ
た
時
代

か
ら
幾
多
の
年
月
が
過
ぎ
、
平
均

寿
命
は
飛
躍
的
に
延
び
た
。
そ
れ

で
も
「
自
然
」
の
時
間
と
比
ぶ
れ

ば
、
人
の
一
生
は
ほ
ん
の
一
瞬
に

過
ぎ
な
い
。
そ
ん
な
短
い
時
間
だ

が
、
誰
も
が
教
訓
と
す
べ
き
諺
や

戒
め
と
す
べ
き
出
来
事
は
数
多
く

あ
る
。
子
孫
に
伝
承
し
対
処
す
る

術
も
、
今
も
昔
も
そ
ん
な
に
変
わ

ら
な
い
。
皆
で
連
携
し
、
常
に
意

識
し
、
備
え
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

今
後
、
Ａ
Ｉ
が
ど
こ
ま
で
入
っ

て
く
る
か
予
想
も
で
き
な
い
。
も

し
か
す
れ
ば
大
き
く
助
け
て
く
れ

る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
大

学
が
人
間
の
集
合
体
で
あ
る
限
り
、

災
害
の
被
害
を
し
っ
か
り
記
録
し
、

同
じ
こ
と
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め

の
取
り
組
み
を
継
続
的
に
行
わ
な

け
れ
ば
、
決
し
て
減
災
に
は
つ
な

が
ら
な
い
だ
ろ
う
。
永
続
的
に
存

在
し
続
け
る
大
学
な
ら
ば
な
お
の

こ
と
で
あ
る
。

　

今
回
、
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
原

稿
を
拝
読
し
、
大
学
の
守
備
範
囲

は
と
て
つ
も
な
く
広
い
と
再
認
識

し
た
。
そ
し
て
、
守
備
範
囲
が
広

け
れ
ば
広
い
ほ
ど
、
基
礎
的
な
訓

練
や
日
頃
の
備
え
が
大
切
で
あ
る

と
感
じ
た
。「
人
生
１
０
０
年
時

代
」
の
備
え
と
と
も
に
、
大
学
と

し
て
、
し
っ
か
り
し
た
体
制
と
意

識
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
。（
広

報・

情
報
部
門
会
議
（
大
学
時
報
）

委
員・

関
西
大
学
総
合
企
画
室
広

報
課
長 

依
藤 

康
正
）

◆
今
回
の
小
特
集
で
大
学
院
を
と

り
あ
げ
る
こ
と
と
な
り
、
各
大
学

に
情
報
提
供
を
お
願
い
し
た
と
こ

ろ
、
多
く
の
大
学
か
ら
、
ま
さ
に

た
め
息
交
じ
り
に
、
長
く
課
題
と

な
っ
て
い
て
答
え
が
見
え
な
い
と

の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
れ

を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
定
員
充
足

率
も
倍
率
も
、
臨
床
心
理
系
や
工

学
系
、
そ
し
て
Ｍ
Ｂ
Ａ
を
除
け
ば

い
ず
れ
も
厳
し
い
数
字
で
あ
る
と

こ
ろ
が
多
い
。

　

原
稿
依
頼
の
声
を
お
か
け
し
な

が
ら
も
、
小
特
集
の
テ
ー
マ
に
合

う
よ
う
な
活
力
あ
る
大
学
院
、
研

究
科
が
、
果
た
し
て
あ
る
の
だ
ろ

う
か
と
、や
や
不
安
に
も
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
お
読
み
い
た
だ
い
て

わ
か
る
よ
う
に
、
活
力
あ
る
大
学

院
は
、
教
育・

研
究
に
強
力
、
か

つ
体
系
的
な
軸
を
与
え
る
こ
と
が

で
き
、
ま
た
社
会
に
高
等
教
育
機

関
と
し
て
の
大
き
な
プ
レ
ゼ
ン
ス

を
示
す
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
な

り
得
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

大
学
院
問
題
の
背
景
に
は
各
校

と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
構
造
的
問

題
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
大
学

院
を
組
織
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位

置
付
け
る
か
と
い
う
視
点
の
問
題

が
そ
の
解
決
の
糸
口
で
は
な
い
か

と
、
編
集
し
て
い
て
感
じ
た
次
第

で
あ
る
。
お
役
に
立
て
れ
ば
何
よ

り
で
あ
る
。（
広
報・

情
報
部
門
会

議
（
大
学
時
報
）
委
員・

日
本
大

学
芸
術
学
部
教
授 

兼
高 

聖
雄
）

◆
人
生
１
０
０
年
時
代
、
一
億
総

活
躍
社
会
の
実
現
、
定
年
を
70
歳

に
引
き
上
げ
る
方
針
が
発
表
さ
れ

る
中
で
、
現
代
を
生
き
る
国
民
の

人
生
設
計
の
あ
り
方
も
大
き
く
変

わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

今
号
の
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ・

イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
株
式
会
社
石

村
萬
盛
堂
専
務
の
石
村
一
枝
さ
ん

に
お
話
を
う
か
が
っ
た
。

　

石
村
さ
ん
は
、
博
多
を
代
表
す

る
菓
子
店
「
石
村
萬
盛
堂
」
の
３

代
目
社
長
の
石
村
善
悟
さ
ん
の
妻

と
し
て
、
お
店
の
経
営
に
も
積
極

的
に
携
わ
ら
れ
、
そ
の
過
程
で
、

50
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
大
学
に
入
り

直
し
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
学
ば

れ
た
。
そ
こ
で
、
幅
広
い
意
見
や

も
の
の
見
方
に
触
れ
、
理
論
と
実

践
の
違
い
な
ど
多
く
の
も
の
を
学

び
、
そ
の
後
の
人
生
に
お
け
る
新

た
な
課
題
が
見
つ
か
り
、
こ
れ
か

ら
も
や
り
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
。

　

50
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
人
生
の
再

設
計
が
可
能
な
時
代
の
到
来
。
こ

う
し
た
時
代
に
お
い
て
大
学
が
担

う
役
割
へ
の
期
待
も
大
き
い
。（
日

本
私
立
大
学
連
盟
事
務
局 

佐
藤 

義
文
）

次号
（1月号） 予告 ※内容は変更になる場合があります。

座談会	「教職協働の現状と課題」
特　集	「入学前教育の現状と課題」
小特集	「大学Webサイトリニューアルの取り組み」
表紙 ・大学点描 聖路加国際大学　　だいがくのたから 流通経済大学
クローズアップ ・インタビュー：
	 「新田 晃千さん（池袋市民法律事務所、カバディ選手）」

編
集
後
記


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2018
11月号

中　山　　　映（上智大学総務局SGU事業推進室長）
依　藤　康　正（関西大学広報課長）
筒　井　弘　幸（関西学院大学高大接続センター課長）
田　上　雅　徳（慶應義塾大学法学部教授）
クーロン・ダヴィッド（南山大学外国語学部教授）
兼　高　聖　雄（日本大学芸術学部教授）
長　野　　　香（立教大学広報室長）
五　坪　智　彰（立命館大学総合企画部広報課長）
山　田　健　太（専修大学文学部教授）
西　﨑　公　哉（園田学園女子大学教学支援部教務課課長）
平　盛　聖　樹（大正大学事務局長）
鈴　木　宏　隆（早稲田大学広報室副室長）
落　合　保　雄（日本私立大学連盟事務局）
佐　藤　義　文（日本私立大学連盟事務局）

編 集 人	 音　　好 宏（上智大学文学部教授）

発 行 人	 松 岡 　 敬（同志社大学学長）

発 行 所　一般社団法人	日本私立大学連盟	
	 〒102-0073　東京都千代田区九段北４－２－25	
	 私学会館別館	
	 電話	03－3262－4362　　FAX	03－3262－4363	
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編　　集	 株式会社 進	研	アド
	 〒530-0003　大 阪 市 北 区 堂 島 ２ － ４ － 27 	
	 新藤田ビル	

愛 知 大 学
亜 細 亜 大 学
青 山 学 院 大 学
跡 見 学 園 女 子 大 学
梅 花 女 子 大 学
文 教 大 学
筑 紫 女 学 園 大 学
中 京 大 学
中 央 大 学
大 東 文 化 大 学
獨 協 大 学⎫	 ⎜獨 協 医 科 大 学⎬	 ⎜姫 路 獨 協 大 学⎭
同 志 社 大 学⎫
	 ⎬同 志 社 女 子 大 学⎭
フェリス女学院大学
福 岡 大 学
福 岡 女 学 院 大 学⎫
	 ⎬福岡女学院看護大学⎭
学 習 院 大 学⎫
	 ⎬学 習 院 女 子 大 学⎭
白 鷗 大 学
阪 南 大 学
広 島 女 学 院 大 学
広 島 修 道 大 学
法 政 大 学
兵 庫 医 科 大 学⎫
	 ⎬兵 庫 医 療 大 学⎭
実 践 女 子 大 学
上 智 大 学
城 西 大 学⎫
	 ⎬城 西 国 際 大 学⎭
順 天 堂 大 学
関 西 大 学
関 西 学 院 大 学
関 東 学 園 大 学
関 東 学 院 大 学
慶 應 義 塾 大 学
恵 泉 女 学 園 大 学
敬 和 学 園 大 学
神 戸 女 学 院 大 学
神戸海星女子学院大学

皇 學 館 大 学
國 學 院 大 学
国 際 大 学
国 際 武 道 大 学
国 際 基 督 教 大 学
駒 澤 大 学
甲 南 大 学
久 留 米 大 学
共 立 女 子 大 学
京 都 産 業 大 学
京 都 精 華 大 学
京 都 橘 大 学
松 山 大 学
松 山 東 雲 女 子 大 学
明 治 大 学
明 治 学 院 大 学
宮 城 学 院 女 子 大 学
桃 山 学 院 大 学⎫
	 ⎬桃山学院教育大学⎭
武 蔵 大 学
武 蔵 野 大 学
武 蔵 野 美 術 大 学
名 古 屋 学 院 大 学
南 山 大 学
日 本 大 学
日 本 女 子 大 学
ノートルダム清心女子大学
大 阪 学 院 大 学
大 阪 医 科 大 学⎫
	 ⎬大 阪 薬 科 大 学⎭
大 阪 女 学 院 大 学
大 谷 大 学
追 手 門 学 院 大 学
立 教 大 学
立 正 大 学
立 命 館 大 学⎫
	 ⎬立命館アジア太平洋大学⎭
龍 谷 大 学
流 通 科 学 大 学
流 通 経 済 大 学
西 武 文 理 大 学
聖 学 院 大 学

成 城 大 学
聖 カ タ リ ナ 大 学
成 蹊 大 学
西 南 学 院 大 学
聖 路 加 国 際 大 学
清 泉 女 子 大 学
聖 心 女 子 大 学
専 修 大 学⎫
	 ⎬石 巻 専 修 大 学⎭
芝 浦 工 業 大 学
白 百 合 女 子 大 学⎫
	 ⎬仙台白百合女子大学⎭
昭 和 女 子 大 学
創 価 大 学
園 田 学 園 女 子 大 学
大 正 大 学
拓 殖 大 学
天 理 大 学
東 邦 大 学
東 北 学 院 大 学
東 北 公 益 文 科 大 学
東 海 大 学
常 磐 大 学
東 京 医 療 保 健 大 学
東 京 女 子 大 学
東 京 女 子 医 科 大 学
東 京 経 済 大 学
東 京 農 業 大 学⎫
	 ⎬東 京 情 報 大 学⎭
東 京 歯 科 大 学
東 洋 大 学
東洋英和女学院大学
東 洋 学 園 大 学
豊 田 工 業 大 学
津 田 塾 大 学
和 光 大 学
早 稲 田 大 学
山 梨 英 和 大 学
四 日 市 大 学⎫
	 ⎬四日市看護医療大学⎭

一般社団法人 日本私立大学連盟 加盟大学一覧 （大学名ＡＢＣ順
 ｝は同一学校法人	）

（124大学　平成30年11月20日現在）
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平成30年11月20日発行
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